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は
じ
め
に

本
稿
は
、
咸
宜
園
の
二
代
塾
主
を
務
め
た
広
瀬
旭
荘
が
大
坂
で
開
設
し
た
私
塾
（
以
降
、
大

坂
咸
宜
園
（
１
））
に
つ
い
て
、
こ
の
塾
に
学
ん
だ
長
府
藩
領
の
在
村
医
で
あ
る
古
谷
道
庵
の
日

記
を
中
心
に
、
教
育
を
享
受
す
る
立
場
に
あ
っ
た
塾
生
の
視
点
か
ら
、
近
世
後
期
の
大
坂
中
之

島
周
辺
地
域
に
お
け
る
咸
宜
園
教
育
の
展
開
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
塾
と
し
て
の
咸
宜
園
に
つ
い
て
は
、
創
設
者
で
あ
る
広
瀬
淡
窓
の
思
想
や
教
育
理
念
を
中

心
に
、
塾
運
営
に
お
け
る
特
徴
的
な
教
育
方
法
や
諸
制
度
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
２
）。
本

稿
で
も
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
三
奪
法
や
月
旦
評
に
よ
る
実
力
重
視
策
、
職
任
制
の

採
用
、
漢
詩
文
を
重
視
し
た
学
習
、
蔵
書
の
利
活
用
な
ど
の
特
徴
を
総
じ
て
「
咸
宜
園
教
育
」

と
呼
称
す
る
（
３
）。
こ
う
し
た
教
育
の
展
開
に
関
し
て
、
か
つ
て
は
著
名
な
塾
生
の
活
動
な
ど

が
注
目
さ
れ
た
が
、
近
年
は
こ
れ
に
加
え
て
、
郷
里
へ
戻
っ
た
塾
生
の
教
育
活
動
（
４
）、
真
宗

僧
の
塾
生
に
よ
る
活
動
（
５
）、
さ
ら
に
は
近
代
以
降
の
結
社
や
教
育
と
の
関
係
（
６
）
な
ど
、
時

代
や
国
を
横
断
し
た
よ
り
広
い
視
野
か
ら
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
当
然
と
し
て
本
拠
地
で
あ
る
日
田
の
咸
宜
園
や
創
設
者
の
淡
窓

を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
歴
代
塾
主
ご
と
の
個
別
の
特
徴
、
ま
た
本
稿
で
取

り
上
げ
る
旭
荘
の
日
田
以
外
で
の
私
塾
経
営
と
の
比
較
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
論
じ
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
く
に
旭
荘
が
長
期
に
わ
た
り
活
動
拠
点
と
し
た
大
坂
咸
宜
園
は
、
同
時

代
の
大
坂
で
も
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
（
７
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
田
咸
宜
園
と
の
門
人
帳
や

月
旦
評
の
連
続
性
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
日
田
咸
宜
園
の
分
校
と
し
て
の
評
価
に
留
ま
っ
て
い
る

と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
上
記
の
研
究
動
向
を
鑑
み
て
、
依
然
と
し
て
事
例
蓄
積
が
必
要
な
段
階
に
あ
る

旭
荘
の
私
塾
、
大
坂
咸
宜
園
を
取
り
上
げ
る
（
８
）。
当
時
の
大
坂
は
、
旭
荘
が
居
宅
や
私
塾
を

構
え
た
中
之
島
周
辺
を
中
心
に
多
く
の
知
識
人
や
私
塾
が
集
中
し
た
（
９
）。
こ
の
地
に
お
い
て
、

旭
荘
の
大
坂
咸
宜
園
は
、
天
保
期
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
の
私
塾
と
認
識
さ
れ
、
い
か
な
る
位
置

に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
本
稿
で
は
上
記
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
一
貫
し
て
教
育
を
享
受
す
る
立
場
に
あ
っ
た

塾
生
の
視
点
を
重
視
す
る
。
こ
れ
は
、
近
年
の
書
物
研
究
が
指
摘
す
る
作
者
論
か
ら
読
者
論
へ

の
転
換
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
（
10
）。
私
塾
の
研
究
に
お
い
て
も
、
知
識
を
提
供
す
る
塾
主

の
視
点
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
享
受
す
る
塾
生
の
視
点
を
含
め
た
研
究
が
必
要
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
分
析
で
は
、
旭
荘
に
師
事
し
て
日
田
・
大
坂
・
江
戸
な
ど
を
遊
学
し

た
長
府
藩
領
の
在
村
医
で
あ
る
古
谷
道
庵
の
日
記
を
利
用
す
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
天
保

期
に
大
坂
咸
宜
園
で
塾
長
を
務
め
た
道
庵
は
、
月
旦
評
で
も
八
級
下
ま
で
進
み
、
か
つ
自
身
も

塾
生
へ
素
読
や
講
釈
を
授
け
る
な
ど
、
当
時
の
塾
内
で
重
要
な
立
場
に
あ
っ
た
。
近
年
、
古
谷

家
の
史
料
群
に
注
目
し
た
大
坂
咸
宜
園
の
学
習
内
容
や
月
旦
評
の
紹
介
、
大
坂
咸
宜
園
の
前
段

に
あ
た
る
堺
咸
宜
園
の
検
討
な
ど
が
報
告
さ
れ
（
11
）、
こ
れ
ら
は
、
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
平
成
二
四
年
度
の
特
別
展
「
廣
瀬
旭
荘
―
東
遊　

大
坂
池
田
―
」
や
、
令
和
七
年
度
の
企
画

展
「
咸
宜
園
と
大
坂
の
ま
ち
」
な
ど
に
繋
が
る
。
本
稿
も
こ
れ
ら
に
多
く
を
学
び
つ
つ
も
、
よ

り
道
庵
を
は
じ
め
と
し
た
塾
生
の
活
動
や
経
験
に
即
し
て
検
討
を
行
う
。

以
上
、
ま
ず
第
一
章
で
は
、
大
坂
地
域
の
特
徴
や
当
時
の
知
識
人
社
会
の
状
況
を
整
理
し
た

上
で
、
天
保
期
に
こ
の
地
へ
参
入
す
る
旭
荘
の
動
向
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
本
稿
の
中
心
と
な

る
古
谷
道
庵
や
そ
の
日
記
『
日
乗
』
な
ど
、
本
論
に
先
立
っ
て
い
く
つ
か
の
基
礎
事
項
を
整
理

す
る
。
次
い
で
第
二
章
で
は
、大
坂
咸
宜
園
に
入
塾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
経
験
を
『
日
乗
』

を
利
用
し
て
検
討
す
る
。
知
識
人
が
集
中
す
る
大
坂
の
地
域
性
を
前
提
に
、
塾
内
に
限
ら
ず
塾

外
の
活
動
に
ま
で
焦
点
を
当
て
、と
く
に
道
庵
が
専
門
と
し
た
医
学
系
知
識
人
と
の
関
係
か
ら
、

こ
の
地
で
展
開
し
た
咸
宜
園
教
育
の
特
徴
や
そ
れ
が
塾
生
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
章
で
は
、
大
坂
咸
宜
園
を
含
め
た
周
辺
私
塾
の
門
人
帳
の
分
析
か
ら
、
当
時
の
大
坂
の
学

問
状
況
を
「
兼
学
（
複
数
の
私
塾
の
利
用
）」
と
し
て
捉
え
、
他
の
塾
生
と
の
様
々
な
交
流
を

検
討
す
る
。
最
後
に
第
四
章
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
、
教
育
を
享
受
す
る
立
場
に

あ
っ
た
塾
生
や
そ
の
親
、
さ
ら
に
外
部
の
知
識
人
ら
が
大
坂
咸
宜
園
に
何
を
期
待
し
た
の
か
を

検
討
し
、
こ
の
地
域
で
の
咸
宜
園
教
育
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
大
坂
中
之
島
周

辺
地
域
の
学
問
環
境
へ
大
坂
咸
宜
園
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

な
お
、
史
料
の
引
用
は
、
原
文
が
漢
文
体
の
場
合
に
、
適
宜
、
句
読
点
と
返
点
を
付
し
た
。

第
一
章　

大
坂
地
域
と
旭
荘
・
道
庵

一
節　

大
坂
咸
宜
園
の
成
立

近
世
社
会
に
お
い
て
経
済
の
中
心
に
あ
っ
た
大
坂
は
、
一
方
で
元
禄
文
化
に
代
表
さ
れ
る
町

人
文
化
の
面
で
も
特
徴
的
な
都
市
で
あ
っ
た
。
学
問
に
絞
っ
て
も
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）



二

の
懐
徳
堂
の
成
立
を
端
緒
に
、
主
と
し
て
豪
商
ら
を
中
心
と
し
た
活
動
が
展
開
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
他
方
、
支
配
関
係
と
し
て
は
近
世
を
通
じ
て
大
坂
町
奉
行
支
配
に
属
し
、
町
政
は
北

組
・
南
組
・
天
満
組
の
三
郷
に
分
か
れ
、
惣
年
寄
と
町
年
寄
ら
に
よ
る
町
政
運
営
が
な
さ
れ
た
。

な
お
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
中
之
島
周
辺
は
こ
れ
ら
の
う
ち
北
組
に
属
す
る
（
12
）。

ま
た
、
近
世
後
期
の
大
坂
地
域
を
学
問
や
知
識
人
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
天
保
期
の

懐
徳
堂
の
相
対
的
な
求
心
力
の
低
下
と
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
人
社
会
で
中
心
を
担
っ
た
頼
山
陽

の
死
去
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
（
13
）。
朱
子
学
中
心
の
経
書
解
釈
を
掲
げ
、
と
く
に
四
代
学
主

の
中
井
竹
山
の
時
期
に
隆
盛
を
誇
っ
た
官
許
の
学
問
所
懐
徳
堂
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

の
竹
山
の
死
去
以
降
、
天
保
期
に
か
け
て
子
の
蕉
園
、
孫
の
碩
果
を
早
々
に
亡
く
し
、
竹
山
の

弟
履
軒
の
孫
に
あ
た
る
桐
園
を
碩
果
の
養
子
に
迎
え
る
な
ど
、
安
定
し
た
学
問
所
運
営
が
困
難

な
状
況
で
あ
っ
た
（
14
）。
な
か
で
も
、
文
化
期
に
は
預
人
、
天
保
期
に
は
教
授
方
と
な
っ
た
並

河
寒
泉
が
中
心
と
な
る
と
、
一
方
で
徹
底
し
た
朱
子
学
尊
奉
に
よ
る
学
風
保
持
を
掲
げ
、
他
塾

と
の
積
極
的
な
交
流
を
避
け
た
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
同
じ
く
経
書
解
釈
を
中
心
と
し
た
藤
沢
東

の
泊
園
書
院
が
台
頭
す
る
な
ど
（
15
）、こ
れ
ま
で
の
懐
徳
堂
を
中
心
と
し
た
学
問
環
境
が
徐
々

に
変
化
を
み
せ
は
じ
め
る
時
期
と
い
え
る
。

他
方
、
知
識
人
個
人
と
し
て
は
、
広
島
藩
の
学
問
所
な
ど
へ
出
仕
し
、『
日
本
外
史
』
や
『
通

議
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
頼
山
陽
は
、
儒
学
や
漢
詩
、
さ
ら
に
歴
史
な
ど
の
諸
分
野
に
明

る
く
、私
塾
を
置
い
た
京
都
で
は
「
笑
社
」
と
い
う
知
識
人
結
社
を
組
織
し
た
（
16
）。
こ
こ
に
は
、

大
坂
か
ら
篠
崎
三
島
・
小
竹
父
子
や
そ
の
門
人
後
藤
松
陰
な
ど
が
参
加
す
る
な
ど
、
山
陽
は
大

坂
を
含
む
周
辺
の
知
識
人
社
会
の
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
山

陽
の
死
去
に
よ
り
、
そ
の
中
心
は
篠
崎
小
竹
へ
と
移
っ
て
い
く
と
い
う
（
17
）。
こ
れ
ら
の
動
向

か
ら
は
、
天
保
期
の
大
坂
が
知
識
人
社
会
や
学
問
環
境
の
面
で
画
期
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ

れ
る
。

こ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
天
保
期
の
大
坂
中
之
島
周
辺
に
は
、
本
稿
と
関
わ
る
範
囲
の
み

で
も
、

園
学
派
系
の
漢
学
塾
と
し
て
藤
沢
東

の
泊
園
書
院
、
同
じ
く

園
学
派
の
流
れ
を

汲
み
漢
詩
な
ど
を
得
意
と
す
る
篠
崎
小
竹
の
梅
花
社
、
そ
の
門
弟
で
自
身
も
私
塾
を
経
営
し
た

後
藤
松
陰
が
い
た
。
さ
ら
に
、
医
学
系
で
は
蘭
学
塾
と
し
て
著
名
な
緒
方
洪
庵
の
適
塾
、
麻
酔

手
術
で
著
名
な
外
科
医
華
岡
青
洲
の
私
塾
春
林
軒
（
紀
伊
国
）
の
大
坂
分
校
に
あ
た
る
華
岡
準

平
の
合
水
堂
、
古
方
医
学
と
称
さ
れ
る
漢
方
内
科
で
著
名
な
吉
益
家
が
大
坂
で
開
設
し
た
私
塾

を
預
か
る
吉
益
掃
部
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
【
図
表
１
】。
加
え
て
、
こ
れ
ら
は
徒
歩
圏
内
に
集

中
す
る
な
ど
、
先
行
研
究
で
も
大
坂
の
知
識
人
ら
の
交
流
は
注
目
さ
れ
て
き
た
（
18
）。
天
保
九

年
（
一
八
三
八
）、
堺
で
の
数
年
の
活
動
を
経
て
大
坂
へ
移
っ
た
広
瀬
旭
荘
は
、
こ
う
し
た
環

境
の
な
か
へ
自
身
の
私
塾
を
構
え
た
の
で
あ
っ
た
。

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）、
幕
領
日
田
豆
田
町
の
博
多
屋
広
瀬
三
郎
右
衛
門
家
の
八
男
に
生

ま
れ
た
旭
荘
は
、
歳
の
離
れ
た
兄
に
淡
窓
を
持
ち
、
同
一
三
年
（
一
八
一
六
）
頃
に
は
淡
窓
へ

師
事
し
て
私
塾
桂
林
園
に
学
ん
だ
（
19
）。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
は
淡
窓
の
養
子
に
な
る

と
九
州
の
亀
井
塾
へ
遊
学
し
、
帰
郷
後
の
同
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
は
自
身
に
と
っ
て
最
初

の
私
塾
を
高
田
浮
殿
に
開
設
す
る
。
そ
の
後
、
同
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
対
馬
藩
の
飛
地

肥
前
田
代
の
藩
校
で
教
授
方
を
務
め
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
日
田
へ
戻
る
と
、
兄
淡
窓

が
開
塾
し
た
咸
宜
園
の
二
代
塾
主
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
旭
荘
は
十
分
な
経
済
的
基
盤
の
な

か
幼
少
よ
り
学
問
修
養
に
励
み
、
比
較
的
若
い
時
期
か
ら
日
田
の
外
へ
遊
学
を
す
る
な
ど
、
兄

の
淡
窓
と
は
異
な
る
個
性
や
経
験
を
培
っ
て
咸
宜
園
の
塾
主
に
な
っ
た
人
物
と
い
え
る
。

そ
の
な
か
で
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
塾
主
を
淡
窓
に
返
上
し
て
大
坂
・
江
戸
へ
の
遊

学
を
試
み
る
。
当
初
、
咸
宜
園
の
門
人
に
よ
る
協
力
で
堺
の
専
修
寺
に
私
塾
を
開
設
（
堺
咸
宜

園
（
20
））
し
た
が
、
そ
の
後
は
平
野
郷
の
含
水
堂
や
甲
斐
町
で
活
動
し
、
同
八
年
（
一
八
三
七
）

二
月
に
は
江
戸
へ
赴
く
。
帰
坂
後
は
、大
坂
の
北
久
太
郎
町
の
称
念
寺
で
短
期
間
の
み
活
動
し
、

同
九
年
閏
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
大
坂
の
西
横
堀
七
郎
右
衛
門
町
へ
、
日
田
屋
九
十
郎
と

大
和
屋
新
兵
衛
の
世
話
に
よ
り
居
宅
を
定
め
る
と
、
そ
こ
を
月
近
亭
と
名
付
け
て
私
塾
を
開
設

す
る
。

大
坂
へ
進
出
す
る
以
前
、
堺
で
の
旭
荘
は
篠
崎
小
竹
が
主
催
し
た
「
大
坂
諸
儒
」
の
詩
文
会

へ
参
加
し
、
こ
こ
で
は
主
催
の
小
竹
ほ
か
、
後
藤
松
陰
・
藤
沢
東

・
安
藤
太
郎
な
ど
の
知
識

人
ら
と
交
流
を
持
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
21
）。
す
な
わ
ち
、
堺
で
獲
得
し
た
小
竹
を

中
心
と
す
る
交
友
関
係
を
も
っ
て
、
旭
荘
は
大
坂
へ
進
出
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

大
坂
進
出
後
の
道
庵
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
緒
方
洪
庵
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
22
）。
大
坂
へ
進
出
し
て
す
ぐ
の
天
保
九
年
十
月
一
一
日
、
旭
荘
の
日
記
『
日
間
瑣
事
備
忘
』

に
初
め
て
洪
庵
の
名
前
が
登
場
す
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
「
岡
部
玄
民
柬
、
今
日
風
寒
、
難
レ

禁
欲
二
小
酌
一
、
請
二
諸
契
至
一
、
乃
柬
レ
於
二
又
兵
衛
・
栄
之
助
一
、
皆
不
レ
在
、
招
二
凉
台
一
、
与

レ
之
玄
民
比
飲
、大
坂
医
人
、丸
茂
敬
叟
（
割
書
）「
京
／
人
」、緒
方
洪
庵
（
割
書
）「
備
後
／
人
」、

松
村
元
恭
（
割
書
）「
因
幡
／
人
」、
前
後
来
会
、
敬
叟
送
レ
至
二
月
近
亭
一
（
23
）」
と
あ
る
。
こ

こ
で
名
前
の
あ
が
っ
た
人
物
を
整
理
す
る
と
、
旭
荘
を
酒
席
へ
誘
っ
た
岡
部
玄
民
は
、
古
河
藩
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で
侍
医
を
勤
め
こ
の
時
期
に
は
堂
島
に
居
住
し
た
。
ま
た
、
道
庵
が
こ
の
酒
席
へ
誘
っ
た
日
高

凉
台
は
、
こ
れ
も
大
坂
で
医
業
を
勤
め
る
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
集
ま
る
酒
席
に
は

緒
方
洪
庵
も
参
加
す
る
な
ど
、
当
時
の
旭
荘
は
大
坂
の
医
学
系
知
識
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
位

置
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
当
時
の
洪
庵
は
、
旭
荘
と
同
様
に
同
年
四
月
前
後
に
大
坂
の

瓦
町
へ
適
塾
を
移
し
て
い
る
。

以
上
、
天
保
期
に
大
坂
の
知
識
人
社
会
へ
参
入
す
る
旭
荘
は
、
一
方
で
篠
崎
小
竹
を
筆
頭
と

す
る
儒
学
・
詩
文
な
ど
の
漢
学
を
中
心
と
し
た
知
識
人
、
他
方
で
学
問
分
野
は
異
な
れ
ど
も
医

学
を
専
門
と
し
た
知
識
人
ら
と
交
友
を
持
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
堺
で
旭
荘
の
世
話
を
し
た
小
林

安
石
が
医
業
を
勤
め
て
い
た
こ
と
や
、
小
竹
の
実
父
加
藤
周
貞
も
大
坂
で
医
業
を
勤
め
て
い
た

こ
と
な
ど
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
よ
う
（
24
）。

さ
て
、
そ
の
後
の
旭
荘
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
同
一
二
年
（
一
八
四
一
）
七
月
か
ら
八
月
ま

で
の
帰
郷
な
ど
、
数
日
か
ら
数
ヶ
月
ほ
ど
大
坂
を
離
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
大
村
藩
か
ら
の

招
聘
で
大
坂
を
離
れ
る
同
一
三
年
（
一
八
四
二
）
四
月
ま
で
の
約
四
年
間
を
こ
の
地
で
過
ご
し

た
。
以
降
は
、
翌
年
に
大
村
藩
を
離
れ
て
江
戸
へ
向
か
う
と
、
こ
こ
で
も
私
塾
を
開
設
し
た
旭

荘
だ
が
、
江
戸
で
の
経
営
は
軌
道
に
乗
ら
ず
、
さ
ら
に
は
金
銭
問
題
や
身
内
の
不
幸
な
ど
も
重

な
っ
た
結
果
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
九
月
に
は
大
坂
へ
戻
り
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
再
び

私
塾
を
開
設
す
る
。
そ
し
て
晩
年
ま
で
を
こ
の
地
で
活
動
し
、
死
去
の
直
前
に
和
泉
国
池
田
郷

へ
移
る
と
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
同
地
で
亡
く
な
る
。

従
来
、
大
坂
で
の
旭
荘
の
活
動
時
期
に
つ
い
て
、
江
戸
遊
学
前
の
天
保
期
と
江
戸
遊
学
後
の

弘
化
期
以
降
を
明
確
に
区
分
す
る
視
点
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
私
塾
と
し
て
の
大
坂
咸
宜

園
の
位
置
づ
け
を
問
題
に
す
る
場
合
、
大
坂
の
知
識
人
社
会
や
学
問
環
境
の
変
化
、
さ
ら
に
は

塾
主
旭
荘
の
経
験
や
そ
れ
に
由
来
す
る
交
友
範
囲
な
ど
は
重
要
な
前
提
を
な
す
。
天
保
期
、
こ

れ
ら
の
面
で
画
期
に
あ
っ
た
大
坂
で
は
、
さ
ら
に
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）、
知
識
人
社
会

の
中
心
に
あ
っ
た
篠
崎
小
竹
が
亡
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
当
時
の
大
坂
咸
宜
園

の
詳
細
な
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、可
能
な
限
り
時
期
を
限
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
行
論
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
天
保
九
年
の
大
坂
進
出
か
ら
同
一
三
年
の
大
村
藩

へ
の
出
立
ま
で
の
約
四
年
間
の
私
塾
経
営
を
、
旭
荘
の
大
坂
で
の
活
動
の
前
半
期
と
い
う
意
味

で
「
前
期
大
坂
咸
宜
園
」
と
表
現
す
る
。
一
方
、
江
戸
か
ら
戻
り
再
び
大
坂
で
活
動
を
開
始
す

る
弘
化
三
年
か
ら
晩
年
ま
で
を
、
便
宜
上
「
後
期
大
坂
咸
宜
園
」
と
し
た
い
。
こ
の
う
ち
、
本

稿
が
対
象
と
す
る
の
は
「
前
期
大
坂
咸
宜
園
」
で
あ
る
。
以
降
と
く
に
断
り
の
な
い
限
り
、
本

図表 1　大坂地域の概要図
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稿
で
の
大
坂
咸
宜
園
と
は
、
こ
の
「
前
期
大
坂
咸
宜
園
」
を
指
す
意
味
と
し
て
使
用
す
る
。

二
節　

古
谷
道
庵
と
『
古
谷
道
庵
日
乗
』

古
谷
道
庵
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）、
現
在
の
山
口
県
下
関
市
に
あ
た
る
長
府
藩
領
の

西
豊
浦
郡
宇
賀
本
郷
で
代
々
医
業
を
勤
め
る
古
谷
家
に
生
ま
れ
、
名
を
幾
太
郎
、
字
は
士
先
、

号
は
柳
村
を
は
じ
め
、
望
洋
楼
主
人
、
豊
川
亭
主
人
、
環
翠
堂
主
人
、
道
庵
、
通
称
は
時
期
に

よ
っ
て
良
平
、
修
平
な
ど
と
名
乗
っ
た
（
25
）。
生
家
の
位
置
は
、
現
在
の
宇
賀
本
郷
駅
か
ら
南

東
方
向
へ
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
丘
の
上
に
あ
り
、
建
造
年
代
は
不
明
な
が
ら
敷
地
の

周
囲
は
石
垣
で
囲
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
家
は
、
道
庵
の
祖
父
に
あ
た
る
代
か
ら
村
下
で
医
業
を
生
業
に
し
た
と
さ
れ
、
こ
う
し

た
活
動
は
自
治
体
史
な
ど
で
「
地
下
医
」
と
称
さ
れ
る
（
26
）。
一
方
、
父
の
恵
仲
や
道
庵
は
領

主
邸
に
も
出
入
り
す
る
な
ど
、
単
に
村
下
の
医
療
活
動
に
留
ま
ら
な
い
よ
り
広
範
な
活
動
が
う

か
が
え
、
父
と
道
庵
さ
ら
に
道
庵
の
養
子
の
鵬
亮
に
い
た
る
ま
で
が
、
地
域
の
子
弟
教
育
に
力

を
入
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
27
）。
ま
た
、
鵬
亮
は
近
代
以
降
に
私
財
を
投
じ
て
地
域
へ
文
庫

を
設
置
す
る
な
ど
、
彼
の
功
績
を
記
し
た
頌
徳
碑
は
現
在
の
宇
賀
小
学
校
内
に
建
立
さ
れ
て
い

る
（
28
）。

は
じ
め
に
、
道
庵
の
墓
石
に
記
さ
れ
た
内
容
を
確
認
し
た
い
。
古
谷
家
の
墓
は
、
海
岸
線
を

望
む
小
高
い
丘
の
中
腹
に
位
置
し
、
複
数
あ
る
墓
石
の
う
ち
、
ひ
と
際
大
き
く
全
面
に
文
字
が

彫
ら
れ
た
も
の
が
道
庵
の
墓
石
で
あ
る
（
29
）。

【
史
料
】

先
生
、
諱
幾
、
字
士
先
、
号
柳
村
、
別
号
道
庵
、
通
称
修
平
、
姓
古
谷
氏
、

父
諱
恵
仲
、
号
壽
軒
、
長
州
豊
浦
郡
人
、
家
生
業
医
幼
器
、
父
稍
長
、

好
レ
学
、
事
レ
母
以
孝
聞
、
年
十
七
遊
、
南
豊
後
広
瀬
淡
窓
・
旭
荘
二
翁
、

学
業
日
進
、
為
二
塾
長
一
有
年
、
後
遊
歴
諸
州
、
遍
訪
二
名
儒
・
良
医
一
、
天
保

十
二
年
辛
丑
、
□
居
二
江
府
一
学
三
内
科
於
二
信
道
坪
井
氏
一
、
又
往
二
備
前
一

学
三
外
科
於
二
立
愿
難
波
氏
一
皆
淬
□
精
励
窮
、
其
秘
レ
奥
、
弘
化
三
年

丙
午
帰
二
郷
里
一
、
時
年
二
十
九
、
開
業
未
レ
幾
沈
病
痛
疫
一
他
医
束
乎

物
輻
湊
干
、
其
門
先
生
応
症
施
治
、
皆
奏
二
竒
功
一
、
其
為
レ
術
也
、
薬
石

鍼
艾
、
覈
截
・
洗
慰
悉
供
馬
、
旁
開
二
家
塾
一
、
延
二
諸
生
一
、
負
笈
者
日
継
レ
踵

至
、
先
生
資
性
頴
敏
而
寡
黙
、
文
芸
該
博
、
不
レ
拘
二
小
節
一
、
有
二
鉅
人
長

者
之
風
一
、
初
在
二
江
府
一
也
、
或
初
筮
レ
仕
、
則
託
レ
以
二
不
肖
一
、
或
詰
之
者
、
先

生
徐
対
曰
、「
家
有
二
老
母
一
之
レ
在
所
、
以
不
二
敢
仕
一
也
」、
母
一
柳
氏
、
安
政

四
年
丁
巳
二
月
、
没
二
先
生
身
體
健
強
偶
罹
レ
病
一
、　

明
治
十
一
年

戊
寅
五
月
二
十
日
没
、
享
年
六
十
有
一
、
葬
レ
干
二
宇
賀
本
郷
一
、
先
栄

次
配
、
弘
田
氏
無
子
養
二
飯
嶋
□
次
子
鵬
亮
為
レ
嗣
一
、
其
葬
也
、
恩
慕
、

治
功
、
徳
義
者
多
、
然
親
授
二
学
術
一
者
、
悼
惜
不
レ
己
、
各
損
二
貢
刻
一
石
伝
二

之
不
朽
一
、
頃
今
、
嗣
鵬
亮
、
遠
齊
行
状
曰
、
其
親
戚
西
嶋
青
浦
画
師

以
者
銘
、
予
亦
与
二
先
生
一
旧
交
、
豈
レ
可
レ
舜
哉
、
銘
曰

済
世
志
仁　

術
道
内
外　

機
与
狆
会　

患
者
所
願　

回
生
起
死　

医
国
安
泰

今
茲
十
七
年
七
月　

正
七
位
厚
東
樹
臣
撰
拝
書

こ
こ
に
は
、
道
庵
の
生
来
の
性
格
や
学
問
遍
歴
、
さ
ら
に
郷
里
で
の
医
療
活
動
や
門
人
教
育

な
ど
の
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
少
し
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
幼
い
頃
か
ら
学
問
を
好
み
、
最

初
に
師
事
し
た
人
物
に
広
瀬
淡
窓
・
旭
荘
の
二
名
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
塾
長
を
務
め
た
こ
と

が
記
さ
れ
る
。
次
い
で
遊
学
の
経
歴
が
語
ら
れ
、
江
戸
で
は
坪
井
信
道
（
30
）、
備
前
で
は
難
波

立
愿
（
31
）
に
学
ん
だ
と
い
う
。
他
方
、
性
格
は
聡
明
だ
が
口
数
は
少
な
く
、
広
く
文
芸
に
通
じ

て
小
さ
い
こ
と
に
は
拘
ら
な
い
広
い
度
量
を
持
っ
た
人
物
で
、
一
貫
し
て
母
に
対
す
る
孝
が
強

調
さ
れ
る
。
ま
た
、
仕
官
に
は
興
味
が
な
く
、
郷
里
で
の
医
療
活
動
や
門
人
教
育
に
力
を
入
れ

た
道
庵
は
、
そ
の
死
に
際
し
て
、
子
の
鵬
亮
や
門
人
な
ど
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
死
か
ら
六

写真 1　古谷家の石垣

写真 2　古谷道庵の墓石
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年
後
の
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
七
月
、
自
身
も
道
庵
と
親
交
の
あ
っ
た
厚
東
樹
臣
に
よ
っ

て
こ
の
墓
碑
文
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
厚
東
樹
臣
と
は
、
明
治
政
府
に
出
仕
し
当
時
は
太
政
官

准
奏
任
の
職
に
あ
っ
た
山
口
県
出
身
の
士
族
で
あ
る
（
32
）。

以
上
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
経
歴
か
ら
は
、
生
前
に
親
交
の
あ
っ
た
人
々
が
道
庵
の
経
歴
を

振
り
返
る
時
、
そ
の
出
発
点
に
淡
窓
と
旭
荘
に
よ
る
咸
宜
園
教
育
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
合
わ
せ
て
塾
長
の
経
歴
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
道
庵
に
と
っ
て
も
、
ま
た
彼
と
親

交
の
あ
っ
た
郷
里
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
彼
が
塾
長
を
務
め
た
大
坂
咸
宜
園
で
の
経
験
は
非
常

に
大
き
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

さ
て
、
改
め
て
道
庵
の
学
問
遍
歴
を
確
認
す
る
と
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）、
一
二
歳

で
二
見
（
現
、
下
関
市
）
の
佐
々
木
発
平
に
素
読
を
受
け
た
道
庵
は
、
そ
の
二
年
後
、
地
域
の

中
心
的
な
地
域
で
あ
る
萩
城
下
で
松
村
元
機
に
医
学
を
、
木
村
藤
太
に
『
小
学
』
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
三
月
三
日
、
す
で
に
同
二
年
に
日
田
へ
遊
学
し
咸
宜
園
へ

の
入
門
を
済
ま
せ
て
い
た
同
郷
の
西
嶋
哲
平
の
紹
介
に
よ
り
「
古
谷
幾
太
郎
」
の
名
前
で
咸
宜

園
へ
入
門
す
る
。
こ
れ
は
、
数
え
一
八
歳
で
の
日
田
遊
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
塾
主
は
二
代

目
の
広
瀬
旭
荘
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
日
田
を
離
れ
て
お
り
、
入
門
時
の
対
応
は
淡
窓
で
あ
っ

た
。
溝
田
氏
は
道
庵
の
入
門
に
つ
い
て
、
宇
賀
地
域
に
は
咸
宜
園
へ
の
入
門
者
が
多
く
存
在

し
、
こ
う
し
た
地
縁
関
係
に
よ
る
紹
介
が
背
景
に
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
（
33
）。
淡
窓
へ
の

入
門
後
は
間
も
な
く
旭
荘
へ
師
事
す
る
が
、
翌
年
に
は
父
の
訃
報
に
際
し
宇
賀
本
郷
へ
帰
郷
す

る
。
し
か
し
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
五
月
、
道
庵
は
そ
の
前
年
に
下
関
で
面
会
し
た
旭

荘
の
誘
い
に
従
い
、
二
二
歳
に
し
て
大
坂
へ
遊
学
し
、
旭
荘
の
経
営
す
る
大
坂
咸
宜
園
へ
の
入

塾
を
果
た
す
。
以
降
は
、
旭
荘
と
と
も
に
同
一
三
年
に
肥
前
大
村
藩
、
翌
一
四
年
に
江
戸
を
遊

学
し
、
郷
里
を
出
立
し
て
一
〇
年
ほ
ど
が
経
過
し
た
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）、
二
八
歳
に
し

て
宇
賀
本
郷
へ
戻
る
と
、
そ
の
後
は
、
大
半
を
郷
里
で
の
医
療
活
動
や
子
弟
教
育
に
費
や
し
、

明
治
一
一
年
五
月
二
〇
日
、
六
一
歳
で
亡
く
な
る
。

つ
ぎ
に
、本
稿
の
基
礎
史
料
で
あ
る
道
庵
の
日
記
、通
称
『
古
谷
道
庵
日
乗
（
34
）』（
以
下
、『
日

乗
』）の
史
料
的
性
格
を
確
認
す
る
。
本
史
料
は
、道
庵
に
よ
っ
て
天
保
七
年
四
月
二
〇
日
か
ら
、

亡
く
な
る
直
前
の
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
五
月
一
四
日
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
た
漢
文
体
の

日
記
で
、
一
部
欠
落
や
表
題
の
み
の
冊
も
含
め
全
一
一
八
巻
の
構
成
と
な
る
。
ま
た
、
一
巻
か

ら
三
巻
は
文
久
期
に
書
き
改
め
た
形
跡
が
確
認
で
き
る
な
ど
、
幾
度
か
の
校
正
を
経
て
現
在
の

形
態
と
し
て
残
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
現
在
は
下
関
市
立
博
物
館
の
所
蔵
で
市
指
定
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
道
庵
の
身
の
回
り
の
出
来
事
を
記
す
形
式
で
、
在
村
時
に
は
自
身
の
医
療
活
動
や

農
作
業
の
様
子
な
ど
雑
多
な
内
容
が
書
き
留
め
ら
れ
、
一
方
で
遊
学
時
に
は
諸
友
と
の
交
際
が

丁
寧
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
関
係
す
る
資
料
群
に
、
下
関
市
烏
山
民
俗
資
料
館

が
所
蔵
す
る
「
古
谷
家
旧
蔵
史
料
」
が
あ
る
（
35
）。
こ
れ
に
は
五
〇
〇
点
ほ
ど
の
典
籍
類
の
ほ

か
、
道
庵
に
関
係
す
る
近
世
史
料
と
養
子
鵬
亮
に
宛
て
た
書
簡
類
な
ど
の
近
代
史
料
で
構
成
さ

れ
る
。『
日
乗
』
も
こ
の
資
料
群
の
一
部
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
こ
か
の
時
期
に
『
日
乗
』

や
大
坂
咸
宜
園
の
月
旦
評
な
ど
複
数
の
史
料
が
、
現
在
の
所
蔵
先
で
あ
る
下
関
市
立
博
物
館
へ

移
管
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
『
日
乗
』
の
う
ち
、
本
稿
が
検
討
対
象
と
す
る
の
は
、
三
巻
（
天
保
九
年
四
月
九
日
〜
）

か
ら
二
〇
巻
（
〜
天
保
一
四
年
三
月
二
二
日
）
ま
で
の
合
計
一
九
冊
で
あ
る
（
な
お
、
二
巻
か

ら
三
巻
ま
で
は
二
冊
ず
つ
存
在
）。
こ
れ
ら
は
、
前
節
で
示
し
た
「
前
期
大
坂
咸
宜
園
」
の
活

動
時
期
と
一
致
す
る
。
こ
の
時
期
、
旭
荘
へ
師
事
し
て
大
坂
で
過
ご
し
た
道
庵
の
日
記
に
は
、

塾
生
の
視
点
か
ら
み
た
大
坂
咸
宜
園
で
の
活
動
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
、
道
庵
の
咸
宜
園
で
の
昇
級
状
況
を
【
図
表
２
】
と
し
て
以
下
に
示
し
た
。

図表 2　古谷道庵の席序
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第
二
章　

塾
生
か
ら
み
た
大
坂
咸
宜
園

一
節　

塾
生
の
諸
活
動

こ
こ
で
は
、
大
坂
咸
宜
園
の
塾
生
の
基
本
的
な
活
動
を
、
道
庵
の
動
向
に
即
し
て
整
理
す
る
。

天
保
一
〇
年
五
月
一
三
日
、
郷
里
の
宇
賀
本
郷
か
ら
大
坂
へ
到
着
し
た
道
庵
は
、
早
速
「
道

修
町
横
堀
」
に
あ
っ
た
旭
荘
の
「
寓
居
」
を
訪
問
す
る
が
、
当
時
の
旭
荘
は
妻
子
ら
を
大
坂
へ

迎
え
る
た
め
に
下
関
へ
出
向
い
て
お
り
、塾
生
の
文
紀
（
36
）
が
道
庵
の
対
応
を
し
た
（
37
）。
な
お
、

旭
荘
は
一
七
日
に
帰
坂
し
、
両
者
は
そ
こ
で
再
会
を
果
た
す
（
38
）。
そ
れ
で
は
、
道
庵
ら
の
入

塾
に
係
る
手
続
き
を
確
認
し
よ
う
。

つ
ぎ
は
、
旭
荘
の
日
記
の
う
ち
、
道
庵
と
旭
荘
が
再
開
し
た
同
年
五
月
一
七
日
の
記
録
で
あ

る
（
39
）。

【
史
料
】（
天
保
一
〇
年
五
月
一
三
日
条
）

兵
庫
人
藤
田
璋
次
入
門
出
見
、
古
谷
良
平
自
二
長
門
一
至
二
入
塾
一
亦
出
見
、

日
記
の
記
述
に
従
え
ば
、こ
の
日
、旭
荘
は
藤
田
璋
次
を
「
入
門
」、古
谷
良
平
（
道
庵
の
通
称
）

を
「
入
塾
」
と
表
現
す
る
。
つ
ま
り
、
日
記
中
で
は
「
入
塾
」
と
「
入
門
」
の
使
い
分
け
が
み

ら
れ
る
。
ま
た
、門
人
帳
を
確
認
す
る
と
、同
年
五
月
の
記
載
事
項
は
、一
〇
日
の
「
藤
田
璋
二
」

と
二
三
日
の
「
閑
唱
寺
了
厳
」
の
二
名
の
み
で
、
璋
次
と
同
日
に
入
塾
し
た
道
庵
の
名
前
は
な

い
（
40
）。
こ
こ
か
ら
は
、
日
田
・
大
坂
を
問
わ
ず
初
め
て
咸
宜
園
に
学
ぶ
（
＝
淡
窓
か
旭
荘
に

師
事
）
場
合
に
は
「
入
門
」、
一
方
で
過
去
に
咸
宜
園
へ
の
入
門
経
験
を
持
つ
者
が
再
び
塾
へ

学
ぶ
場
合
に
は
「
入
塾
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
加
え
て
、
璋
二
の
入
門
日

を
門
人
帳
で
確
認
す
る
と
、
日
記
に
書
か
れ
た
一
七
日
で
は
な
く
一
〇
日
と
な
っ
て
い
る
（
41
）。

し
か
し
、
前
に
確
認
し
た
と
お
り
、
一
〇
日
時
点
の
旭
荘
は
大
坂
を
離
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら

は
、
旭
荘
不
在
の
状
況
で
あ
っ
て
も
塾
生
の
入
門
処
理
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ

う
な
る
と
一
七
日
の
旭
荘
の
記
述
は
、
自
身
の
不
在
時
に
入
門
な
い
し
入
塾
し
た
者
ら
を
一
括

し
て
書
き
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
し
か
に
道
庵
も「
見
二
文
紀
一
、問
二
先
生
在
否
一
、

曰
、「
去
月
下
二
赤
馬
関
一
、
迎
二
淡
窓
先
生
・
師
夫
人
一
、
上
坂
在
レ
近
」、
余
請
二
寄
塾
一
去
（
42
）」

と
、
塾
主
不
在
の
状
況
で
も
塾
生
の
文
紀
へ
寄
塾
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
天
保
期

の
大
坂
咸
宜
園
で
は
、こ
う
し
た
塾
運
営
が
既
に
定
着
し
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、

こ
こ
で
指
摘
し
た
塾
主
不
在
時
に
お
け
る
塾
生
の
積
極
的
な
塾
運
営
へ
の
関
与
は
、
こ
れ
以
前

の
堺
咸
宜
園
の
事
例
で
も
確
認
で
き
る
（
43
）。

つ
ぎ
は
、
大
坂
咸
宜
園
に
学
ぶ
塾
生
の
内
訳
と
お
お
よ
そ
の
人
数
を
確
認
し
て
い
く
。
塾
生

は
道
庵
の
よ
う
な
寄
塾
生
と
、
近
隣
に
居
住
す
る
通
塾
生
と
に
分
か
れ
る
。
両
者
は
と
も
に
月

旦
評
へ
記
載
さ
れ
、
退
塾
し
な
い
限
り
毎
月
掲
載
さ
れ
続
け
た
。
一
方
、
月
旦
評
に
は
塾
生
と

明
確
に
区
分
さ
れ
た
「
客
席
」
の
枠
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
旭
荘
の
日
記
で
「
外
来
」
と
表

記
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
正
式
な
入
門
は
せ
ず
に
塾
に
学
ん
だ
者
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

の
詳
細
な
立
場
は
不
明
だ
が
、
大
坂
咸
宜
園
で
学
ぶ
者
を
大
別
す
る
と
、
塾
生
（
寄
塾
・
通
塾
）

と
客
席
（
外
来
）
の
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

続
い
て
塾
生
ら
の
人
数
だ
が
、古
谷
家
資
料
に
残
さ
れ
た
天
保
一
一
年
七
月
の
月
旦
評
に
は
、

塾
生
と
客
席
を
合
計
し
て
六
二
名
が
記
載
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
一
時
的
に
塾
を
離
れ
て
い
た
塾
生

を
差
し
引
く
と
、
実
際
の
在
塾
者
数
は
合
計
三
六
名
と
な
る
。
開
塾
か
ら
二
年
、
道
庵
が
大
坂

へ
来
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
時
期
だ
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ほ
ど
の
塾
生
ら
が
旭
荘
へ
師
事
し

て
い
た
（
44
）。

一
方
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
を
抱
え
て
い
た
大
坂
咸
宜
園
だ
が
、
年
間
を
通
し
て
旭
荘
へ
師
事

し
、
年
末
年
始
ま
で
も
塾
で
過
ご
し
た
塾
生
は
意
外
に
も
多
く
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
道
庵
に

と
っ
て
大
坂
で
経
験
す
る
最
初
の
年
越
し
と
な
っ
た
天
保
一
〇
年
か
ら
同
一
一
年
に
か
け
て

は
、
古
谷
道
庵
・
甲
斐
原
宗
廸
・
平
方
玄
竜
・
五
弓
豊
太
郎
の
四
人
の
み
が
塾
に
残
っ
て
い
る

（
45
）。
ま
た
、
翌
年
は
道
庵
に
加
え
て
、
永
井
元
厚
・
平
方
玄
龍
・
相
良
春
栄
・
志
田
市
十
郎
・

五
弓
豊
太
郎
・
高
妻
寛
平
・
無
量
光
寺
良
現
の
八
名
と
、
や
は
り
前
の
月
旦
評
に
記
載
さ
れ
た

人
数
と
の
差
は
著
し
い
（
46
）。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
天
保
期
の
大
坂
咸
宜
園
で
学
ん
だ
人
物
ら

の
流
動
性
の
高
さ
を
示
し
て
い
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
大
坂
咸
宜
園
の
関
係
者
ら
の
交
流
範
囲
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
目
安
と
し
て
、
道
庵
の
遊
学
中
の
各
正
月
に
お
け
る
挨
拶
回
り
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

天
保
一
一
年
か
ら
同
一
三
年
ま
で
の
正
月
元
日
の
状
況
を
ま
と
め
た
の
が
【
図
表
３
】
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
二
日
以
降
も
諸
友
へ
の
挨
拶
は
続
く
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
傾
向
を
掴
む
べ

く
、
正
月
元
日
の
み
を
取
り
上
げ
た
。

大
坂
咸
宜
園
の
場
合
、
塾
主
の
旭
荘
は
塾
舎
な
い
し
居
宅
に
残
り
、
他
方
で
塾
生
ら
を
諸
友

へ
の
挨
拶
回
り
へ
出
向
か
せ
て
い
る
。
ま
た
興
味
深
い
の
は
、
天
保
一
一
年
ま
で
な
か
っ
た
塾

生
に
よ
る
挨
拶
回
り
が
、
翌
年
以
降
は
継
続
し
て
行
わ
れ
、
さ
ら
に
旭
荘
へ
の
訪
問
者
も
年
々

増
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
史
料
的
に
限
界
が
あ
る
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
交
流
範
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図表 3　正月元日の挨拶廻り一覧
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囲
の
変
化
か
ら
は
、
大
坂
咸
宜
園
や
旭
荘
が
徐
々
に
周
辺
地
域
へ
と
定
着
し
て
い
く
状
況
が
示

唆
さ
れ
よ
う
。

こ
の
う
ち
、
道
庵
が
天
保
一
二
年
に
巡
っ
た
経
路
を
図
表
化
し
た
も
の
を
【
図
表
１
】
に
示

し
た
。
道
庵
は
主
に
北
組
か
ら
天
満
組
の
範
囲
を
巡
る
が
、
そ
の
周
辺
に
は
複
数
の
私
塾
が
立

ち
並
び
、
実
際
に
吉
益
掃
部
（
47
）、
華
岡
準
平
（
48
）、
原
田
真
卿
（
49
）、
岡
部
玄
民
（
50
）、
春
日

寛
平
（
51
）、
行
徳
元
恭
（
52
）
ら
知
識
人
の
も
と
へ
旭
荘
の
名
代
と
し
て
挨
拶
へ
出
向
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
少
な
か
ら
ず
彼
ら
知
識
人
へ
の
顔
見
せ
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
、
こ
う
し
た
環
境
で
活
動
し
た
塾
生
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
で
一
年
を
過

ご
し
た
の
か
。
道
庵
は
入
塾
し
て
す
ぐ
の
一
八
日
、「
中
之
島
長
府
邸
（
53
）」
す
な
わ
ち
領
主

で
あ
る
長
府
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
へ
出
向
き
、
数
人
の
藩
士
と
の
挨
拶
を
済
ま
せ
た
の
ち
、
長
州

藩
士
で
国
学
者
本
居
大
平
に
学
ん
だ
国
学
者
の
田
中
芳
樹
（
54
）
と
面
会
し
て
い
る
。
旭
荘
の
同

日
の
日
記
に
は
蔵
屋
敷
へ
出
向
い
た
記
事
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
道
庵
個
人

に
よ
る
行
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
数
日
後
の
二
二
日
に
は
「
浪
江
往
、
界

而
学
二
安
石
氏
一
（
55
）」
と
、
旭
荘
と
同
じ
日
田
出
身
で
、
当
時
は
堺
で
医
業
を
勤
め
た
小
林
安

石
（
56
）
の
も
と
を
訪
問
し
て
い
る
。
安
石
は
旭
荘
を
堺
へ
招
き
、
兄
淡
窓
と
も
親
交
が
深
い
人

物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
旭
荘
の
日
記
に
同
様
の
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
道

庵
個
人
で
の
行
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
は
大
坂
咸
宜
園
で
の
本
格

的
な
活
動
を
開
始
し
、
二
四
日
に
は
「
侍
史
」
と
し
て
旭
荘
へ
仕
え
（
57
）、
二
七
日
に
は
大
坂

で
の
最
初
の
月
旦
評
の
発
表
を
迎
え
る
（
58
）。
こ
う
し
て
、
定
期
的
な
試
業
と
月
に
一
度
の
月

旦
評
の
発
表
を
繰
り
返
す
生
活
を
開
始
す
る
塾
生
は
、
そ
の
多
く
が
年
末
年
始
に
か
け
て
帰
省

し
、
年
明
け
に
改
め
て
集
う
な
ど
の
大
ま
か
な
動
き
の
な
か
で
日
々
を
送
っ
た
。

二
節　

大
坂
咸
宜
園
に
お
け
る
職
任
制

咸
宜
園
教
育
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
職
任
制
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
（
59
）。
こ
れ
は
、
塾

や
寄
宿
舎
内
で
の
様
々
な
職
務
を
塾
生
が
各
々
の
役
割
に
従
っ
て
担
当
す
る
制
度
で
、
こ
れ
ら

は
、
月
旦
評
の
成
績
や
塾
生
個
人
の
特
性
を
加
味
し
て
任
命
さ
れ
た
と
い
う
。
他
方
、
大
坂
咸

宜
園
で
の
職
任
制
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
全
体
像
は
不
明
だ
が
、『
日
乗
』
に
は
断
片
的

に
関
係
す
る
記
事
を
確
認
で
き
る
。

つ
ぎ
に
史
料
は
、
道
庵
が
大
坂
へ
来
て
間
も
な
い
、
天
保
一
〇
年
五
月
二
四
日
の
旭
荘
（
前

者
）・
道
庵
（
後
者
）
そ
れ
ぞ
れ
の
日
記
の
記
述
で
あ
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
〇
年
五
月
二
四
日
条
）

遣
二
良
平
一
、
於
小
竹
許
送
二
『
析
玄
』
一

【
史
料
】（
天
保
一
〇
年
五
月
二
四
日
条
）

侍
史
、
至
二
先
生
家
一
値

こ
の
日
、
道
庵
は
「
侍
史
」
と
し
て
旭
荘
の
家
に
赴
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
日
田
咸

宜
園
で
は
輪
番
侍
史
と
定
侍
史
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
塾
舎
の
講
堂
や
塾
主
の
居
宅
に
控
え
、

掃
除
や
先
生
の
身
の
回
り
の
雑
務
な
ど
を
こ
な
す
職
務
で
あ
っ
た
（
60
）。
こ
れ
は
入
塾
か
ら
間

も
な
い
塾
生
が
就
く
も
の
と
さ
れ
、
こ
こ
大
坂
で
も
同
様
に
、
入
塾
し
て
す
ぐ
の
道
庵
が
、
自

身
の
業
務
に
「
侍
史
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
旭
荘
に
仕
え
た
道
庵
は
、

実
際
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
担
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
旭
荘
の
日
記
か
ら
は
、
周
辺
知
識
人
の
ひ

と
り
で
あ
る
篠
崎
小
竹
に
対
し
、
淡
窓
の
著
作
『
析
玄
』
を
渡
し
に
行
く
使
者
を
務
め
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
咸
宜
園
教
育
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
職
任
制
の
遂
行
が
、
知

識
人
が
集
中
す
る
大
坂
で
は
、
彼
ら
へ
の
顔
見
せ
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
制
度
が
機
能
面
に
お
い
て
異
な
る
効
果
を
示
す
と
い
う
点
は
、
大
坂
咸
宜
園
の
特
徴
を
検

討
す
る
上
で
重
要
な
視
点
に
な
ろ
う
。

同
年
六
月
六
日
、「
監
塾
生
」
と
な
っ
た
道
庵
は
、
入
塾
か
ら
二
〇
日
程
度
で
塾
生
を
監
督

す
る
立
場
に
な
っ
て
い
た
（
61
）。
ま
た
、
同
一
二
年
九
月
七
日
、
旭
荘
に
よ
っ
て
初
め
て
定
め

ら
れ
た
「
塾
生
職
席
」
で
、「
余
、
在
二
一
等
一
、
為
二
塾
長
・
講
師
・
会
頭
・
素
読
監
一
」
と
、

塾
生
で
あ
り
な
が
ら
も
、
一
方
で
他
の
塾
生
へ
素
読
や
講
釈
を
授
け
る
立
場
も
兼
ね
た
塾
長
へ

任
命
さ
れ
る
（
62
）。
そ
れ
で
は
、
塾
運
営
の
一
翼
を
担
っ
た
道
庵
が
大
坂
か
ら
離
れ
る
際
は
、

ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
】（
天
保
一
三
年
三
月
九
日
条
）

致
二
塾
政
一
、
先
生
乃
召
二
佐
太
郎
・
譲
平
一
、
命
二
塾
長
於
譲
平
一
、
命
二
家
事
於
佐
太
郎
一
、

乃
以
塾
長
簿
援
二
於
譲
平
一

旭
荘
は
道
庵
に
加
え
、
塾
生
の
佐
太
郎
・
譲
平
を
呼
び
出
し
、
両
人
へ
道
庵
の
後
任
を
申
し



九

付
け
て
い
る
。
譲
平
に
は
塾
長
を
、
佐
太
郎
に
は
家
事
を
任
せ
、
道
庵
か
ら
譲
平
へ
『
塾
長
簿
』

が
引
き
継
が
れ
た
。
つ
ま
り
、
道
庵
の
帰
郷
を
契
機
に
、
個
人
へ
の
役
職
の
一
局
集
中
体
制
か

ら
、
旭
荘
個
人
の
家
に
係
る
担
当
と
、
私
塾
と
し
て
の
大
坂
咸
宜
園
の
職
務
と
が
明
確
に
分
化

し
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
道
庵
の
役
務
か
ら
天
保
期
の
大
坂
咸
宜
園
の
職
任
を
概
観
す
る
と
、
天
保
一
二
年
九

月
に
初
め
て
明
文
化
さ
れ
た
大
坂
咸
宜
園
の
職
任
は
、
道
庵
在
塾
中
に
は
依
然
と
し
て
特
定
の

個
人
に
、
家
事
と
塾
事
が
未
分
離
な
状
態
で
集
中
す
る
属
人
的
な
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
れ
が
、
職
が
集
中
し
た
塾
生
の
退
塾
を
契
機
に
分
離
し
、
天
保
末
年
に
か
け
て
徐
々
に

職
任
の
整
備
が
進
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
節　

多
様
な
学
習
活
動

『
日
乗
』
に
み
え
る
塾
で
の
学
習
内
容
・
形
態
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
図
表
４
】
で
あ
る
。

休
日
は
一
五
日
で
毎
月
一
度
、
試
験
は
二
日
か
ら
三
日
お
き
に
実
施
さ
れ
、
内
容
は
詩
文
の
作

成
や
講
釈
・
句
読
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
毎
月
二
七
日
に
「
席
序
」
改
め
、
す
な
わ
ち
月
旦
評
が

作
成
さ
れ
、
自
身
の
学
習
の
段
階
が
確
認
で
き
る
体
制
で
あ
っ
た
。

具
体
に
学
習
内
容
を
確
認
し
よ
う
。
ま
ず
日
々
の
学
習
タ
イ
ミ
ン
グ
は
早
朝
・
飯
後
・
晩
の

三
つ
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
系
統
立
っ
た
テ
キ
ス
ト
選
択
が
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

早
朝
の
「
下
見
」
や
「
再
考
」
は
予
復
習
に
充
て
ら
れ
、
テ
キ
ス
ト
は
『
蒙
求
』
や
『
唐
書
』

な
ど
飯
後
以
降
の
学
習
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
詩
文
の
試
験
後
は
そ
の
再
考
に
充
て
る
な
ど
の

柔
軟
な
選
択
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
会
」
と
記
さ
れ
、
複
数
人
で
の
共
同
学
習
形
態
を

と
っ
た
。
一
方
、
飯
後
の
学
習
は
、
素
読
・
講
釈
・
会
読
な
ど
の
学
習
形
態
で
実
施
さ
れ
、
道

庵
が
担
当
し
た
講
釈
は
一
貫
し
て
初
学
者
向
け
の
『
蒙
求
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。
一
方
、
学

ぶ
側
と
し
て
参
加
し
た
講
釈
・
会
読
で
は
、
テ
キ
ス
ト
に
四
書
五
経
を
使
用
し
、
こ
こ
で
も
会

頭
を
務
め
る
な
ど
学
習
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
は
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
晩
は
詩
文
の
学
習
に
充

て
ら
れ
る
傾
向
が
多
か
っ
た
。
古
谷
家
資
料
中
の
「
時
刻
」
で
は
、
朝
六
時
か
ら
朝
食
ま
で
を

「
勤
会
」、
朝
食
後
か
ら
昼
飯
ま
で
を
講
釈
・
輪
講
・
輪
読
と
し
、
昼
飯
か
ら
線
香
一
本
分
を
素
読
、

八
時
か
ら
暮
れ
ま
で
を
詩
文
や
輪
講
、消
灯
後
は
「
無
言
」
と
す
る
（
63
）。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、

大
ま
か
な
傾
向
は
同
様
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
「
時
刻
」
で
「
無
言
」
と
さ
れ
た
時
間
の
学
習

活
動
が
確
認
で
き
る
点
で
あ
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
九
月
一
二
日
条
）

夜
、
与
二
譲
平
一
、
侍
二　

先
生
一
、
読
二
太
宰
所
著
『
経
済
録
』
一
巻
一

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
一
〇
月
一
〇
日
条
）

夜
、
晋
三
郎
来
、
与
二
譲
平
・
佐
太
郎
一
、
出
二
師
家
一
、
読
二
徂
徠
所
レ
著
『
政
談
』
一

前
者
で
は
旭
荘
と
塾
生
の
道
庵
・
譲
平
と
で
太
宰
春
台
の
『
経
済
録
』
を
読
み
、
後
者
で
は

旭
荘
宅
で
こ
れ
に
晋
三
郎
・
佐
太
郎
を
加
え
て
荻
生
徂
徠
の
『
政
談
』
を
読
ん
で
い
る
。
そ
の

他
に
も
、
同
様
の
形
式
で
中
国
の
編
年
通
史
『
資
治
通
鑑
』
の
学
習
な
ど
（
64
）、
塾
内
で
の
平

易
な
学
習
に
加
え
て
、
夜
の
時
間
に
経
世
書
や
歴
史
書
な
ど
の
よ
り
高
度
な
テ
キ
ス
ト
の
学
習

が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
塾
舎
で
は
な
く
旭
荘
宅
で
の
少
人
数
学
習
で
あ
っ
た

点
も
興
味
深
い
。
当
然
、
人
員
は
譲
平
や
佐
太
郎
な
ど
、
道
庵
の
退
塾
時
に
そ
の
職
を
引
き
継

ぐ
よ
う
な
優
秀
な
塾
生
ら
で
構
成
さ
れ
た
。

四
節　

医
学
系
知
識
人
と
の
交
流

当
時
の
旭
荘
は
、
漢
学
系
知
識
人
や
医
学
系
知
識
人
ら
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
。『
日
乗
』

に
は
、
道
庵
が
地
下
医
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
と
く
に
医
学
系
知
識
人
と
の
交
流
が
多
く
み
え

る
。
な
か
で
も
、
旭
荘
の
子
で
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
咸
宜
園
の
四
代
目
塾
主
と
な

る
広
瀬
林
外
（
当
時
、
孝
之
助
）
は
、
天
保
四
年
に
日
田
で
生
ま
れ
、
当
時
は
父
に
つ
い
て
大

坂
で
生
活
を
し
て
い
た
（
65
）。
た
と
え
ば
、天
保
一
一
年
六
月
五
日
に
は
「
先
生
召
レ
余
日
、「
欲
、

令
二
小
児
孝
之
助
一
、
免
二
痘
療
之
患
一
（
66
）」
と
、
旭
荘
は
道
庵
を
呼
び
寄
せ
当
時
流
行
し
た
天

然
痘
か
ら
孝
之
助
を
防
ぎ
た
い
と
話
し
を
持
ち
か
け
、
同
一
九
日
に
は
「
先
生
恐
二
孝
之
助
君

痘
一
、
請
レ
余
曰
、「
以
二
足
下
信
一
、
賽
レ
於
二
神
体
二
、
自
二
明
日
一
毎
日
、
携
二
孝
之
助
一
、
賽
二

　

御
霊
一
、
為
レ
我
、
祈
二
痘
之
平
安
一
（
67
）」
と
、
道
庵
へ
孝
之
助
を
託
し
、
自
身
に
代
わ
っ
て

大
坂
の
御
霊
神
社
へ
参
拝
に
行
く
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
孝
之
助
が
体
調
を
崩

し
た
際
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
八
月
七
日
条
）

令
嗣
孝
之
介
君
疾
病
、
乃
至
二
日
高
氏
凉
台
一
不
レ
在
、
見
二
其
妻
一
而
帰
レ
塾
、
入
夜
酉
牌
、

凉
台
来
レ
診
レ
脉
、
佐
太
郎
聞
レ
余
、
乃
至
二
師
家
一
、
見
二
凉
台
一
、
々
々
曰
、「
請
、
招
二
日
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図表 4　天保 11 年の大坂咸宜園での学習



一
一

野
葛
民
一
、
我
与
レ
之
配
剤
」、
余
乃
至
二
日
野
氏
一
葛
民
出
見
、
与
倶
帰
二
師
家
一
、
途
中
葛

民
議
二
先
生
之
事
一
、
至
則
診
レ
脉
少
焉
、
乃
辞
去
、
僕
啓
助
従
レ
之
、
凉
台
尋
去
、
章
次
送
レ
之
、

余
与
二
葩
堂
一
至
二
師
家
一
、
話
及
二
丑
牌
一
、
余
先
退
、

天
保
一
二
年
八
月
七
日
、
孝
之
助
が
体
調
不
良
に
な
る
と
、
塾
生
や
親
交
の
あ
る
大
坂
の
医

師
ら
が
こ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
旭
荘
は
大
坂
を
離
れ
て
一
時
的
に
日
田
へ
戻
っ
て

い
た
。
す
で
に
四
日
か
ら
「
令
嗣
孝
之
助
君
有
二
熱
気
一
、
佐
太
郎
・
市
十
郎
至
二
日
高
氏
凉
台

一
、
凉
台
至
余
見
レ
之
（
68
）」
と
、
体
調
を
崩
し
て
い
た
孝
之
助
に
対
し
て
、
道
庵
は
佐
太
郎
と

市
十
郎
を
遣
い
に
医
師
の
日
高
凉
台
（
69
）
呼
び
つ
け
て
い
た
。
引
用
史
料
は
そ
の
数
日
後
に
あ

た
る
が
、
孝
之
助
の
体
調
不
良
は
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
、
今
回
は
道
庵
が
凉
台
の
も
と
へ
向

か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
度
は
不
在
で
塾
へ
戻
る
も
、
夜
に
入
り
旭
荘
宅
で
道
庵
は
凉
台
と

面
会
し
、
そ
こ
で
凉
台
か
ら
共
に
薬
の
調
合
を
す
る
た
め
日
野
葛
民
（
70
）
を
呼
び
寄
せ
る
よ

う
依
頼
さ
れ
る
。
す
ぐ
に
葛
民
を
連
れ
て
塾
に
戻
る
が
、
お
そ
ら
く
道
中
で
道
庵
は
葛
民
へ
孝

之
助
の
状
況
を
伝
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
八
月
八
日
条
）

飯
後
凉
台
来
診
令
嗣
余
見
レ
之
、（
中
略
）
令
嗣
疾
少
間
、
此
夜
凉
台
来
診
余
見
レ
之
、
議

久
レ
之
、
僕
啓
助
送
レ
之
、

翌
日
は
午
前
と
午
後
の
二
回
に
わ
た
り
凉
台
が
診
察
に
来
て
い
る
。
こ
の
際
、
凉
台
と
道
庵

が
長
時
間
話
し
合
う
な
ど
、
大
坂
の
医
者
と
頻
繁
に
語
り
合
う
様
子
が
み
え
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
八
月
一
一
日
条
）

辰
牌
、
涼
台
来
診
、
余
見
レ
之
、
令
嗣
疾
病
、
乃
令
二
市
十
郎
一
、
凉
台
東
至
二
京
街
堀
羽

子
板
橋
亀
山
貞
介
氏
一
、
請
レ
診
二
令
嗣
一
、
此
日
不
レ
在
、（
中
略
）
亀
山
貞
介
来
、
余
見
レ
之
、

而
診
二
令
嗣
疾
、
供
二
茶
菓
一
、
退
曰
、「
時
疫
也
、
此
後
之
変
不
レ
可
レ
知
」、
余
請
二
服
薬
一
、

彼
曰
、「
凉
台
之
煎
法
大
善
、
不
レ
及
二
別
調
薬
一
」、
乃
去
、
時
未
下
牌
也
、（
割
書
）「
貞
介

小
児
医
而
／
当
時
流
行
医
也
」（
中
略
）酉
下
牌
也
、浴
而
就
レ
食
、凉
台
来
見
診
話
少
焉
辞
去
、

市
十
郎
・
章
次
侍
二
師
家
一
、
余
退
就
レ
寝
、
蚤
多
而
不
レ
耽
レ
眠
、
至
二
子
牌
一
漸
将
レ
睡
時
章

次
来
起
レ
余
、
起
則
丑
牌
也
、
代
二
市
十
郎
・
章
次
一
侍
二
師
家
一
、
佐
太
郎
尋
起
、
頃
因
二
令

嗣
疾
一
省
二
塾
用
一
務
二
師
家
俗
事
一
、

一
一
日
に
な
っ
て
も
孝
之
助
の
診
療
を
続
く
。
こ
の
日
、
こ
れ
ま
で
診
療
を
し
て
い
た
凉
台

に
加
え
、彼
の
要
請
も
あ
っ
て
当
時
大
坂
で
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
亀
山
貞
介
に
声
が
掛
か
る
。

貞
介
は
、
ま
ず
は
道
庵
か
ら
情
報
を
聞
い
た
上
で
診
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
結
果
、
流
行
病
で

後
の
変
化
は
予
測
で
き
な
い
と
し
、道
庵
は
追
加
で
新
た
な
薬
の
調
合
を
依
頼
す
る
。
し
か
し
、

貞
介
は
凉
台
（
実
際
は
葛
民
と
合
同
）
に
よ
る
調
合
薬
が
素
晴
ら
し
い
と
し
て
、
新
薬
調
合
の

依
頼
を
断
り
そ
の
場
所
を
あ
と
に
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
訪
れ
た
凉
台
と
話
し
た
道
庵
は
、
こ

こ
数
日
の
状
況
を
、
塾
の
用
事
を
省
い
て
孝
之
助
の
対
処
に
務
め
た
と
日
記
へ
残
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
四
日
に
は
旭
荘
が
帰
宅
す
る
も
、
引
き
続
き
凉
台
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
孝
之
助

を
診
療
し
た
医
師
ら
に
よ
る
問
診
は
続
き
（
71
）、
完
治
の
時
期
は
不
明
だ
が
月
末
に
は
問
診
の

記
録
が
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
坂
咸
宜
園
に
学
ぶ
道
庵
は
、
旭
荘
の
身
内
の
体
調
不
良
に
際
し
て
、
大
坂

の
医
師
ら
と
活
発
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
道
庵
に
と
っ
て
臨
床
と
い
う
意
味

で
医
学
系
知
識
人
か
ら
の
知
識
を
獲
得
す
る
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し

た
交
流
は
道
庵
の
個
人
的
な
関
係
に
発
展
す
る
。
た
と
え
ば
、天
保
一
二
年
八
月
二
日
に
は「
齢

次
請
レ
余
観
二
角
力
一
、
昨
日
日
高
凉
台
亦
請
之
（
72
）」
と
、
凉
台
か
ら
相
撲
の
観
戦
に
誘
わ
れ

る
な
ど
親
交
を
深
め
て
い
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。
実
際
、
下
関
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る

古
谷
家
資
料
に
は
「
新
宮
凉
庭
述
、
日
高
凉
台
精
述
」
と
書
か
れ
た
「
治
痢
則
」
の
写
し
が
残

さ
れ
て
い
る
（
73
）。

で
は
、
多
く
の
医
学
系
知
識
人
と
親
交
の
あ
っ
た
旭
荘
は
、
自
身
が
専
門
と
し
な
い
分
野
を

生
業
と
す
る
塾
生
へ
ど
こ
ま
で
関
与
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
六
月
一
七
日
条
）

良
現
臥
レ

病
、
入
夜
吐
瀉
甚
、
至
二

手
足
厥
冷
一
、
玄
龍
用
二

紫
円
一

故
也
、
使
二

市
十
郎
一

請
二
雄
哉
一
、
乃
雄
哉
来
診
、
至
二
夜
半
一
病
半
愈
、　

先
生
召
レ
余
曰
、
玄
龍
非
二
医
任
一
、
而

檀
用
二
遽
剤
一
、
危
二
人
命
一
、
良
現
若
死
、
則
余
何
面‒

対
二
其
父
兄
一
、
足
下
罰
二
玄
龍
一
看

病
」、
我
答
曰
、「
玄
龍
檀
用
レ
之
、
良
現
自
請
レ
之
也
、
且
以
二
忠
心
一
行
レ
之
、
何
故
罰
レ
之
」、

先
生
大
叱
曰
、「
足
下
為
二
塾
長
一
、
不
レ
解
レ
此
理
、
何
其
愚
也
」、
孔
子
為
大　

然
則
非
尊

我
法
孔
子
之
道
也
、
余
頓
首
戒
二
玄
龍
一
、



一
二

塾
生
の
玄
龍
が
処
方
し
た
薬
を
服
用
し
た
塾
生
良
現
は
、
体
調
を
悪
化
さ
せ
、
つ
い
に
は
塾

生
の
市
十
郎
が
医
師
の
雄
哉
を
呼
び
に
い
く
ま
で
発
展
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
旭
荘
は
道
庵

を
呼
び
つ
け
る
と
、
何
か
の
間
違
い
で
良
現
が
亡
く
な
っ
て
は
両
親
へ
合
わ
せ
る
顔
が
な
い
と

叱
責
す
る
。
対
し
て
道
庵
は
、
あ
く
ま
で
も
玄
龍
の
行
為
は
良
現
本
人
か
ら
希
望
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
「
忠
心
」
を
罰
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
反
論
す
る
。
こ
の
返
答
に
対
し
て

旭
荘
は
激
怒
し
、
塾
長
で
あ
る
道
庵
の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
の
「
理
」
を
理
解
で
き

な
い
の
と
述
べ
、
自
身
の
主
張
を
孔
子
の
道
と
重
ね
る
こ
と
で
塾
の
規
則
の
遵
守
を
促
し
、
こ

れ
に
納
得
し
た
道
庵
は
、
玄
龍
を
戒
め
良
現
の
治
療
に
も
従
事
す
る
。
こ
れ
は
、
儒
学
の
徳
目

の
「
忠
」
に
よ
る
塾
生
間
の
関
係
を
優
先
さ
せ
た
道
庵
に
対
し
て
、
旭
荘
は
親
子
の
「
孝
」
を

優
先
す
べ
き
と
の
立
場
で
批
判
し
た
も
の
と
整
理
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
医
業
を
勤
め
と
す
る

塾
生
の
不
始
末
に
対
し
て
、
旭
荘
は
儒
学
の
論
理
に
よ
っ
て
非
難
し
塾
生
の
医
療
行
為
を
禁
止

し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
旭
荘
の
教
育
が
学
問
を
教
授
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
塾
生
個

人
の
専
門
分
野
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
総
合
的
な
指
導
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
で

は
、
こ
れ
ら
の
専
門
分
野
に
対
し
て
、
旭
荘
は
自
身
の
学
問
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
の
だ

ろ
う
か
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
八
月
二
二
日
条
）

夜
、
与
二
元
春
一
侍
二　

先
生
一
、
々
々
曰
、「
足
下
雖
レ
為
レ
医
、
儒
学
者
医
之
本
也
、
固
レ

本
則
枝
葉
遂
暢
、
足
下
須
レ
読
二
東
披
之
稼
説
一
、
而
悟
二
身
上
一
」、
余
退
読
二
稼
説
一
、

こ
こ
で
旭
荘
は
、「
儒
」
は
「
医
」
の
根
本
で
あ
り
、
儒
学
の
学
習
が
医
学
の
涵
養
を
促
す

と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、教
訓
と
し
て
「
蘇
軾
」
の
『
稼
説
（
73
）』
を
紹
介
す
る
と
、

道
庵
は
す
ぐ
に
そ
の
学
習
へ
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
旭
荘
が
認
識
す
る
、
医
学
を
専
門

と
し
た
塾
生
に
対
す
る
大
坂
咸
宜
園
の
学
習
の
位
置
づ
け
と
し
て
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
こ
か

ら
は
、
専
門
の
個
別
学
問
の
基
礎
に
儒
学
、
ひ
い
て
は
大
坂
咸
宜
園
の
教
育
を
位
置
づ
け
る
旭

荘
の
態
度
が
読
み
取
れ
る
。

第
三
章　
「
兼
学
」
の
学
問
状
況

一
節　

道
庵
に
よ
る
紹
介

第
三
章
で
は
、
近
世
日
本
の
私
塾
一
般
に
共
通
す
る
塾
生
の
名
簿
（
以
下
、
門
人
帳
）
を
利

用
し
て
、
私
塾
が
集
中
す
る
大
坂
を
「
兼
学
」
の
学
問
状
況
に
あ
っ
た
と
捉
え
、
大
坂
咸
宜
園

を
取
り
巻
く
周
辺
私
塾
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

前
提
と
し
て
、
大
坂
咸
宜
園
の
門
人
帳
と
紹
介
制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
。
日
田
咸
宜

園
で
は
、
他
の
私
塾
と
同
様
に
、
文
化
四
年
の
桂
林
園
開
塾
か
ら
門
人
帳
を
作
成
し
、
入
門
年

月
日
、
姓
名
、
人
別
、
紹
介
者
な
ど
が
記
さ
れ
た
（
74
）。
ま
た
、
紹
介
制
に
つ
い
て
、
日
田
咸

宜
園
で
は
開
塾
当
初
こ
そ
関
係
者
に
よ
る
伝
手
も
あ
っ
た
が
、
原
則
は
在
塾
者
に
よ
る
紹
介
に

限
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

大
坂
咸
宜
園
の
門
人
帳
と
し
て
は
「
亦
樂
編
」
が
確
認
で
き
る
（
75
）。
日
田
咸
宜
園
と
記
載

事
項
は
同
様
で
、天
保
七
年
七
月
一
〇
日
の
最
勝
寺
大
恵
（
紹
介
：
其
父　

恵
学
）
に
は
じ
ま
り
、

弘
化
四
年
一
一
月
朔
日
の
播
州
姫
路
坂
元
町
の
滝
川
玄
亭
（
紹
介
：
勝
間
尚
輔
）
ま
で
、
合
計

二
六
二
名
を
記
載
す
る
。
つ
ま
り
は
、
堺
咸
宜
園
の
開
塾
か
ら
大
坂
・
江
戸
で
の
開
塾
を
経
て
、

再
び
大
坂
へ
戻
る
時
期
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。以
上
を
踏
ま
え
、ま
ず
は
道
庵
が
紹
介
者
に
な
っ

て
い
る
事
例
を
確
認
す
る
【
図
表
５
】。

道
庵
が
紹
介
者
と
な
っ
た
の
は
高
松
以
下
、
合
計
六
名
で
あ
っ
た
。
ひ
と
り
の
塾
生
に
よ
る

紹
介
と
し
て
は
、
か
な
り
の
上
位
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
天
保
一
四
年
の
西
島

孫
吉
を
除
き
（
76
）、
道
庵
と
彼
ら
と
の
接
点
が
確
認
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
松

涛
亭
は
天
保
五
年
に
華
岡
家
の
私
塾
合
水
堂
へ
の
入
塾
を
確
認
で
き
る
が
（
77
）、
入
門
以
前
で

道
庵
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
福
山
藩
士
の
髙
木
雄
蔵
は
、
道
庵
が
同

藩
の
蔵
屋
敷
へ
出
入
り
し
て
い
た
関
係
で
交
流
を
持
っ
た
可
能
性
は
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
あ

く
ま
で
も
推
測
の
域
を
で
な
い
。
他
方
、
巌
田
・
岩
田
・
平
野
の
三
名
に
つ
い
て
は
、
管
見
の

限
り
で
入
門
前
の
関
係
が
全
く
み
い
だ
せ
な
い
。
彼
ら
は
入
門
日
の
前
々
日
に
あ
た
る
天
保

一
二
年
八
月
二
六
日
、在
塾
生
の
岡
本
恵
介
を
頼
っ
て
塾
へ
来
訪
し
て
い
る（
78
）。
こ
の
恵
介
は
、

開
塾
か
ら
間
も
な
い
同
一
〇
年
一
一
月
五
日
、
大
坂
の
両
替
商
平
野
屋
仁
兵
衛
の
紹
介
で
入
塾

し
、
出
身
は
「
備
中
窪
屋
郡
水
口
村
（
79
）」
で
あ
り
、
同
一
二
年
六
月
九
日
に
は
同
国
出
身
の

内
藤
屯
を
紹
介
し
た
人
物
で
あ
る
（
80
）。
改
め
て
、
こ
の
う
ち
二
名
が
恵
介
と
同
じ
備
中
国
出

身
で
、
か
つ
同
人
を
求
め
て
塾
へ
訪
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
彼
ら
三
名
は
お
そ
ら
く
は
恵

介
を
紹
介
者
と
し
て
入
塾
を
希
望
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
恵
介
は
不

在
で
、
た
ま
た
ま
彼
ら
の
訪
問
時
に
対
応
を
し
た
道
庵
を
紹
介
者
と
な
り
入
塾
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
大
坂
咸
宜
園
の
場
合
に
は
、
入
門
者
と
の
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
て
も
紹



一
三

介
が
可
能
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

二
節　

合
水
堂
と
大
坂
咸
宜
園

文
化
元
年
、
近
世
日
本
で
全
身
麻
酔
に
よ
る
外
科
手
術
を
始
め
て
成
功
さ
せ
た
華
岡
青
洲

は
、
自
身
の
出
身
地
、
紀
伊
国
那
賀
郡
名
手
荘
西
野
山
村
へ
居
宅
と
医
院
、
さ
ら
に
は
私
塾
の

春
林
軒
を
開
設
し
た
（
81
）。
こ
の
華
岡
家
は
代
々
在
村
医
で
、
父
直
道
は
大
坂
で
南
蛮
流
外
科

を
学
び
、
青
洲
や
弟
鹿
城
は
時
期
は
違
う
が
と
も
に
京
都
の
吉
益
南
涯
に
古
医
方
を
学
ぶ
と
、

兄
青
洲
は
大
和
見
水
に
、
弟
鹿
城
は
見
水
の
子
見
立
に
蘭
方
系
の
外
科
を
学
ん
だ
。
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）、
弟
鹿
城
は
浪
華
堺
に
医
院
を
開
設
し
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
に
大
坂
中

之
島
へ
と
移
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
医
院
に
加
え
、
郷
里
の
私
塾
春
林
軒
の
分
校
と
し
て
合
水
堂

を
開
塾
す
る
。
こ
の
鹿
城
が
文
政
一
〇
年
に
亡
く
な
る
と
、
一
時
的
に
春
林
軒
の
門
人
で
華
岡

家
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
妹
背
鼎
が
塾
を
預
か
る
が
、
そ
の
後
は
青
洲
の
娘
婿
に
あ
た
る
南
洋

（
準
平
。『
日
乗
』
で
は
「
順
平
」
表
記
）
が
取
り
仕
切
り
、次
い
で
鹿
城
の
実
子
青
洋
（『
日
乗
』

で
は
「
徳
太
郎
」
表
記
）
と
、
養
子
積
軒
（『
日
乗
』
で
は
「
直
蔵
」
表
記
）
が
同
じ
世
代
と

し
て
塾
を
支
え
て
い
く
。

私
塾
合
水
堂
と
の
関
係
が
最
初
に
『
日
乗
』
で
確
認
で
き
る
の
は
、
天
保
一
一
年
正
月
一
二

日
の
記
録
で
あ
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
一
年
正
月
一
二
日
条
）

先
生
曰
、「
今
日
垣
内
太
郎
兵
衛
氏
柬
曰
、「
願
明
日
、
先
生
与
塾
生
四
五
輩
来
将
二
初
会
一
、

幸
中
之
島
花
岡
卒
書
生
来
、
於
レ
是
」、
足
下
明
朝
夙
往
、
宜
レ
謝
レ
之
」、
余
諾
レ
之
、

大
坂
の
豪
商
垣
内
太
郎
兵
衛
（
82
）
か
ら
自
身
が
主
催
す
る
今
年
初
の
催
し
へ
招
待
を
受
け
た

旭
荘
が
、
出
席
す
る
旨
の
返
事
を
道
庵
へ
依
頼
す
る
場
面
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は
、
商
家
の
主

人
が
知
識
人
を
呼
び
集
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
道
庵
の
よ
う
な
塾
生
の
参
加
に
も
積
極
的
で
あ

る
点
に
注
目
し
た
い
。
加
え
て
、
旭
荘
と
は
異
な
る
学
問
分
野
に
も
関
わ
ら
ず
、
合
水
堂
の
卒

塾
生
の
参
加
を
宣
伝
材
料
に
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
次
は
、
翌
日
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
一
年
正
月
一
三
日
条
）

早
朝
之
間
瀬
氏
・
加
島
又
・
藤
堂
凌
雲
・
井
上
主
殿
・
備
卯
・
安
藤
・
須
藤
、
孜
而
告

図表 5　古谷道庵が紹介した塾生



一
四

二
明
日
之
初
会
一
、
途
遇
二
吉
田
屋
与
兵
衛
一
、
曰
、「
余
将
詣
二
天
満
官
一
、
請
二
君
往
否
一
」、

余
以
二

先
生
用
一

急
、
辞
レ

之
、
往
二

垣
内
氏
一

謝
、
己
牌
、
雨
降
繁
、
先
生
曰
、「
余
固
愁
レ

雨
、
余
不
レ
堪
レ
行
」、
足
下
将
二
余
曰
一
、「
今
日
良
平
先
往
而
、
謝
レ
之
不
レ
往
違
レ
信
」、
堅

請
二　

先
生
行
一
、
先
生
曰
、「
然
棹
二
軽
舟
一
、
与
レ
書
同
行
、
即
使
二
豊
太
郎
一
買
レ
舟
、
返

曰
、「
価
五
百
銭
買
レ
之
否
」、
先
生
曰
、「
買
レ
之
」、
午
牌
、
自
二
垣
内
氏
一
柬
来
、
曰
「
今
日
、

与
レ
先
生
同
、
将
レ
招
二
花
岡
準
平
一
、
而
二
不
幸
一
而
二
不
来
一
、
願
二
先
生
一
、
挙
二
塾
生
一
而
来
、

幸
甚
」、
於
レ
是　

先
生
告
レ
余
、「
今
偶
塾
者
、
蓮
蔵
・
宗
廸
・
玄
竜
・
半
蔵
・
豊
太
郎
・
由
蔵
・

萩
太
郎
・
璋
二
・
鼎
蔵
・
健
蔵
・
浪
蔵
・
観
蔵
・
良
平
、
以
上
十
三
人
也
、
僧
雅
以
二
忌
諱
一
」、

使
二
蓮
蔵
・
半
蔵
・
宗
廸
・
玄
竜
・
由
蔵
・
豊
太
郎
・
萩
太
郎
・
良
平
・
外
来
主
殿
・
四
郎
・

図
書
一
往
令
、
健
蔵
・
艮
蔵
・
観
城
・
璋
二
・
鼎
蔵
、
留‒

守
レ
塾
、
使
二
寿
八
郎
一
留‒

守
二

師
家
一
、
申
牌
、
雨
降
甚
、
即
与
二　

先
生
・
蓮
蔵
・
宗
廸
・
玄
竜
・
主
殿
・
余
一
、
乗
レ
舟
、

余
子
自
レ
陸
進
、
雨
稍
止
、
自
二
四
橋
一
、
出
二
道
頓
堀
一
、
過
二
戒
橋
一
、
時
日
薄
、
虞
泉
茲
声
起
、

両
岸
人
響
喧
二
橋
上
一
、
西
土
之
秦
涯
、
恐
不
レ
至
レ
如
レ
此
、
少
焉
着
三
船
於
二
上
大
和
橋
下
一
、

歩
至
二
垣
内
氏
一
、
陸
行
者
既
在
レ
坐
、
乃
就
レ
坐
、
江
戸
之
人
馬
徳
禿
・
板
原
某
、
出
見
二
於

先
生
一
、
置
レ
酒
及
レ
酣
、
花
岡
之
書
生
七
人
来
飲
、
至
二
初
更
一
徹
レ
飲
、
余
先
出
、
至
二
大

和
橋
下
一
、
今
舟
至
二
垣
内
氏
之
亭
下
一
、
即
皆
辞
帰
、
花
岡
生
在
レ
坐
、
将
レ
上
レ
舟
、
塾
生

皆
請
二
陸
行
一
、
乃
余
・
由
蔵
・
萩
太
郎
、
従
二　

先
生
一
、
乗
レ
於
レ
舟
、
時
雨
晴
、
朧
月
懸

二
半
天
一
、
河
水
漲
、
雨
後
舟
行
、
殊
可
レ
愛
、
過
二
心
斎
橋
下
一
、
出
二
四
橋
一
、
過
二
新
街
橋

下
一
、
還
二
呉
服
橋
一
、
上
レ
岸
帰
塾
、
就
寝
、

こ
の
日
、
早
朝
に
塾
を
出
た
道
庵
は
、
翌
一
四
日
開
催
の
旭
荘
宅
で
の
催
し
に
つ
い
て
間
瀬

氏
ほ
か
数
人
へ
声
を
掛
け
る
と
、
そ
の
足
で
太
郎
兵
衛
の
元
へ
向
か
い
、
昨
日
の
誘
い
に
感
謝

を
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
旭
荘
は
雨
を
嫌
っ
て
参
加
に
否
定
的
な
姿
勢

を
示
す
が
道
庵
が
こ
れ
を
説
得
し
、小
舟
に
乗
っ
て
一
路
は
太
郎
兵
衛
宅
を
目
指
す
。
そ
の
後
、

昼
前
後
に
再
び
太
郎
兵
衛
か
ら
書
状
が
到
来
し
、
華
岡
準
平
が
不
参
加
の
旨
、
大
坂
咸
宜
園
の

塾
生
を
あ
げ
て
参
加
し
て
欲
し
い
旨
が
伝
え
ら
れ
、旭
荘
は
在
塾
の
蓮
蔵
以
下
一
三
名
の
う
ち
、

自
身
と
在
塾
八
名
に
加
え
外
来
三
名
で
会
へ
参
加
す
る
。
他
方
で
、
健
蔵
以
下
八
名
を
塾
へ
残

し
、
寿
八
郎
一
名
も
自
身
の
居
宅
に
残
し
て
い
る
。
現
地
に
は
、
江
戸
か
ら
来
た
二
名
、
合
水

堂
の
塾
生
七
名
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
垣
内
邸
の
会
で
は
、
大
坂
咸
宜
園
の
塾
生
と
合
水
堂
の
塾
生
が
、
と
も
に
集

団
と
し
て
関
係
を
取
り
結
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
塾
生
の
こ
う
し
た
人
脈
の
拡
大
に
は
、
大
坂

町
人
か
ら
会
へ
の
誘
い
を
受
け
、
か
つ
こ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
な
塾
主
の
存
在
を
欠
か
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
塾
主
や
知
識
人
を
主
体
と
し
た
交
流
は
、
徐
々
に
他
塾
の
塾
生
ら

と
の
個
人
的
な
関
係
へ
と
発
展
す
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
六
月
二
五
日
条
）

華
岡
徳
太
郎
招
レ
余
曰
、
明
日
天
満
祠
祭
也

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
八
月
一
〇
日
条
）

華
岡
門
人
田
宮
良
吉
、
寄
二
草
稿
一
、
請
二
添
削
一

こ
れ
ら
は
、
前
の
会
か
ら
一
年
半
以
上
あ
と
の
記
録
で
あ
る
。
は
じ
め
の
史
料
で
は
、
鹿
城

の
実
子
で
あ
る
徳
太
郎
が
道
庵
を
天
満
の
祭
へ
誘
っ
て
い
る
。
ま
た
次
の
史
料
で
は
、
合
水
堂

の
塾
生
が
大
坂
咸
宜
園
を
訪
問
し
道
庵
へ
草
稿
の
添
削
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
旭

荘
の
人
脈
か
ら
始
ま
っ
た
合
水
堂
と
の
関
係
は
、
こ
の
一
年
で
そ
の
師
弟
や
塾
生
と
の
個
人
的

な
関
係
へ
発
展
し
て
い
た
。
こ
こ
で
草
稿
の
添
削
を
依
頼
し
て
き
た
田
宮
良
吉
は
、
そ
の
後
も

大
坂
咸
宜
園
へ
の
入
門
は
確
認
で
き
な
い
が
、一
方
で
同
年
八
月
一
七
日
に
は
「
赤
尾
高
斎
（
割

書
）「
田
宮
良
／
吉
兄
」
来
入
門
、
余
見
之
（
83
）」
と
、
そ
の
兄
赤
尾
高
斎
の
入
門
を
確
認
で

き
る
（
84
）。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
自
身
が
学
ぶ
私
塾
で
は
獲
得
の
難
し
い
知
識
や
技
術
を
、

入
門
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
他
塾
へ
出
入
り
し
て
そ
の
塾
生
か
ら
補
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
関
係
性
は
良
吉
と
高
斎
の
事
例
の
よ
う
に
、
新
た
な
門
人
の
獲
得
へ

と
繋
が
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
実
際
、
こ
の
両
塾
へ
入
門
し
た
塾
生
は
複
数
お
り
、

そ
の
一
部
を
抜
き
出
し
た
の
が
【
図
表
６
】（
85
）
で
あ
る
。

先
頭
の
相
良
春
栄
を
紹
介
し
た
松
永
令
蔵
は
、
天
保
三
年
三
月
二
〇
日
に
旭
荘
塾
主
時
代
の

日
田
咸
宜
園
へ
入
門
し
、
お
そ
ら
く
は
肥
前
佐
賀
藩
士
で
、
は
じ
め
宗
仙
と
名
乗
り
医
業
を
勤

め
と
し
た
が
後
に
儒
学
の
道
へ
進
ん
だ
人
物
で
あ
る
（
86
）。
彼
は
複
数
の
塾
生
を
大
坂
咸
宜
園

へ
紹
介
し
て
い
る
が
（
87
）、
そ
の
一
人
が
同
じ
く
佐
賀
藩
医
の
春
栄
で
あ
っ
た
。
こ
の
春
栄
は

翌
年
に
合
水
堂
へ
入
門
し
、
そ
の
二
ヶ
月
後
に
入
門
す
る
戸
田
玄
証
を
一
ヶ
月
ほ
ど
で
大
坂
咸

宜
園
へ
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
玄
証
は
自
身
よ
り
一
年
以
上
も
前
か
ら
合
水
堂
に
学

ぶ
千
頭
玄
仲
を
大
坂
咸
宜
園
に
入
門
後
す
ぐ
に
紹
介
し
、
そ
の
玄
仲
も
同
じ
時
期
に
合
水
堂
へ



一
五

入
っ
た
中
井
俊
菴
を
大
坂
咸
宜
園
へ
入
門
か
ら
三
ヶ
月
弱
で
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
は
じ
め
に

玄
証
を
紹
介
し
た
春
栄
は
、
そ
れ
か
ら
半
年
後
に
も
合
水
堂
の
塾
生
を
大
坂
咸
宜
園
へ
紹
介
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
年
と
少
し
の
間
に
相
互
の
塾
を
兼
学
す
る
者
が
複
数
存
在
す
る
状

況
が
発
生
し
、
彼
ら
は
出
身
は
違
う
が
医
業
を
勤
め
と
す
る
点
で
共
通
し
た
。

以
上
、
こ
う
し
た
事
例
か
ら
は
、
塾
主
や
知
識
人
を
き
っ
か
け
と
し
た
関
係
が
、
次
第
に
塾

生
同
士
の
交
流
を
活
発
に
し
、
そ
れ
が
塾
生
相
互
に
よ
る
他
塾
へ
の
紹
介
に
発
展
し
た
も
の
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
節　

知
識
人
に
よ
る
子
弟
教
育

文
化
一
三
年
、
大
坂
中
之
島
へ
合
水
堂
を
開
設
し
た
華
岡
鹿
城
は
、
文
政
八
年
に
兄
青
洲
の

次
男
に
あ
た
る
雲
平
を
周
辺
の
篠
崎
小
竹
の
梅
花
社
へ
紹
介
す
る
（
88
）。
こ
の
よ
う
に
、
大
坂

地
域
に
居
住
し
た
知
識
人
も
、
自
ら
の
子
弟
教
育
に
は
他
の
私
塾
を
利
用
し
た
。

そ
う
し
た
子
弟
教
育
の
場
に
お
い
て
、
大
坂
咸
宜
園
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
最
初
は
前
節
か
ら
引
き
続
き
、
華
岡
準
平
と
そ
の
子
徳
太
郎
・
直
蔵
の
事
例
を
み
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
一
年
七
月
二
〇
日
条
）

華
岡
門
人
片
山
春
悦
、
携
二
華
岡
徳
太
瑯
・
同
直
蔵
兄
弟
来
一
、
入
門
、
余
乃
見
レ
之
、
二

人
中
之
島
華
岡
順
平
之
子
也
、

天
保
一
一
年
七
月
二
〇
日
、
こ
の
時
期
、
合
水
堂
で
塾
長
を
務
め
て
い
た
片
山
春
悦
の
紹
介

で
、
徳
太
郎
・
直
蔵
の
二
名
は
大
坂
咸
宜
園
へ
入
門
す
る
。
こ
の
時
、
徳
太
郎
は
一
三
歳
、
直

蔵
は
一
四
歳
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
紹
介
し
た
春
悦
は
咸
宜
園
の
塾
生
で
は
な
い
が
、
こ
れ
以
前

か
ら
塾
を
訪
問
す
る
な
ど
、
あ
る
程
度
の
親
交
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
（
89
）。
同
人
は
こ
の
他

に
も
、
翌
年
正
月
二
六
日
に
は
妹
背
泰
太
郎
を
紹
介
し
て
い
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
正
月
二
六
日
条
）

春
悦
来
、
請
二
其
師
準
平
甥
妹
背
安
太
郎
之
入
門
一
、
乃
告
、
先
生
許
レ
之
、

妹
背
泰
太
郎
は
華
岡
準
平
の
甥
と
表
記
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
合
水
堂
の
運
営
を
一
時
期
だ
け

預
か
っ
た
妹
背
鼎
の
縁
者
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
（
90
）。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
当
時
の
準

図表 6　大坂咸宜園と合水堂の両塾への入門者



一
六

平
は
、
自
身
が
運
営
す
る
私
塾
の
塾
長
を
仲
介
役
に
、
子
弟
・

縁
者
を
大
坂
咸
宜
園
へ
入
門
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
ら
の

月
旦
評
で
の
成
績
は
以
下
の
【
図
表
７
】
で
あ
る
が
、
徳
太
郎

と
直
蔵
は
と
も
に
入
門
か
ら
一
年
で
二
級
上
へ
進
み
、
ま
た
泰

太
郎
も
入
門
か
ら
半
年
で
二
級
下
に
進
む
な
ど
、
各
人
は
順
調

に
等
級
を
上
げ
て
い
た
。
こ
れ
が
天
保
一
二
年
一
二
月
に
な
る

と
直
蔵
の
み
が
三
級
下
に
進
む
。
こ
れ
は
当
時
の
塾
生
五
三
人

の
う
ち
直
蔵
と
同
級
以
上
が
一
五
人
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
優
秀
な
塾
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ

の
後
、
直
蔵
は
天
保
一
四
年
一
一
月
に
藤
澤
東
涯
の
泊
園
書
院

へ
入
門
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
91
）。

そ
の
他
に
も
、
本
稿
の
第
二
章
で
孝
之
助
の
診
療
に
あ
た
っ

た
日
野
葛
民
は
、
天
保
一
一
年
五
月
一
一
日
、
一
〇
歳
の
息
子

秀
太
郎
を
自
身
の
紹
介
と
し
て
大
坂
咸
宜
園
へ
入
門
さ
せ
て
い

る
（
92
）。
こ
の
秀
太
郎
も
そ
の
後
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

に
洪
庵
の
適
塾
へ
と
入
門
す
る
（
93
）。
ま
た
、
代
々
筑
後
で
眼

科
医
を
勤
め
、
父
の
代
に
大
坂
へ
移
り
、
自
身
は
儒
学
と
医
学

を
得
意
と
し
た
行
徳
元
恭
は
、
漢
詩
や
篆
刻
家
で
著
名
な
息
子

貫
吉
（
玉
江
）
を
天
保
八
年
正
月
に
小
竹
の
梅
花
社
へ
入
門
さ

せ
、
同
一
一
年
一
一
月
に
は
自
身
が
紹
介
者
に
な
り
、
大
坂
咸

宜
園
へ
も
入
門
さ
せ
て
い
る
（
94
）。
こ
れ
ら
の
知
識
人
は
、
旭

荘
が
正
月
に
挨
拶
を
交
わ
す
人
た
ち
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
天
保
期
の
大
坂
の
知
識
人
ら
は
、
自
身
の
子

弟
教
育
の
場
の
一
つ
に
大
坂
咸
宜
園
を
利
用
し
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
塾
生
の
多
く
は
時
期
を
ず
ら
し
て
他

塾
へ
も
入
門
す
る
な
ど
、
個
人
の
知
識
形
成
に
お
い
て
、
複
数

の
私
塾
を
利
用
さ
れ
て
い
た
状
況
も
同
時
に
確
認
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
を
時
期
と
習
熟
度
の
問
題
か
ら
捉
え
直

し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
彼
ら
の
入
門
時
期
を
み
る
と
、
華
岡
家

で
は
鹿
城
の
時
代
に
そ
の
子
弟
を
小
竹
の
梅
花
社
へ
入
門
さ
せ

た
が
、
一
方
で
次
の
世
代
に
あ
た
る
準
平
は
、
な
お
も
梅
花
社
は
活
動
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
自
身
の
子
弟
は
旭
荘
の
大
坂
咸
宜
園
へ
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
行
徳
父
子
の
事
例
で
も
、

旭
荘
が
大
坂
へ
進
出
す
る
以
前
、
つ
ま
り
天
保
八
年
段
階
で
は
息
子
を
梅
花
社
へ
入
門
さ
せ
た

が
、
大
坂
咸
宜
園
が
成
立
し
て
い
る
天
保
一
一
年
に
な
る
と
、
就
学
先
を
同
塾
へ
移
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
す
で
に
天
保
後
期
の
段
階
で
、
知
識
人
社
会
で
の
子
弟
教
育
の
場
と
し
て
は
、

小
竹
の
梅
花
社
と
並
ぶ
か
そ
れ
以
上
の
知
名
度
を
有
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
他
方
、
習
熟

度
の
問
題
か
ら
は
、
と
も
に
入
門
し
た
華
岡
準
平
の
子
の
う
ち
、
月
旦
評
で
高
い
成
績
に
あ
っ

た
徳
太
郎
の
み
、
そ
の
後
に
藤
澤
東
涯
の
泊
園
書
院
へ
入
門
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
野
父
子

の
場
合
も
、
は
じ
め
大
坂
咸
宜
園
に
入
門
し
た
秀
太
郎
は
後
に
適
塾
へ
移
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
よ
り
専
門
的
な
学
問
を
学
ぶ
前
の
基
礎
学
習
の
場
と
し
て
、
周
辺
の
知
識
人
か
ら
大
坂
咸

宜
園
が
利
用
さ
れ
た
状
況
も
み
え
て
く
る
。

四
節　

他
塾
生
と
の
交
流

こ
こ
で
は
、
大
坂
へ
の
遊
学
者
が
い
か
に
し
て
大
坂
咸
宜
園
に
入
門
す
る
の
か
を
、
他
塾
の

塾
生
と
の
交
流
に
注
目
し
て
検
討
す
る
。

改
め
て
、
旭
荘
と
緒
方
洪
庵
と
の
関
係
は
第
一
章
で
確
認
し
た
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

塾
生
同
士
も
活
発
な
交
流
を
も
っ
た
。
道
庵
が
適
塾
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
天
保
一
一
年
九
月

二
一
日
の
「
訪
吉
之
助
于
緒
方
氏
（
95
）」
の
よ
う
に
、
塾
主
の
洪
庵
が
目
的
で
は
な
く
、
目
当

て
は
そ
の
食
客
の
吉
田
吉
之
助
で
あ
っ
た
（
96
）。
で
は
、
こ
れ
ら
他
塾
生
と
の
交
流
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
私
塾
経
営
と
い
う
面
で
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
た
の
か
。
こ
の
大
坂
咸
宜
園
の
道
庵

と
適
塾
の
吉
之
助
と
の
関
係
か
ら
探
っ
て
い
く
。

次
の
史
料
は
、
天
保
一
二
年
八
月
三
日
、
大
坂
咸
宜
園
へ
入
門
と
寄
宿
を
求
め
た
八
島
謙
斎

の
事
例
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
謙
斎
は
道
庵
と
同
様
、
す
で
に
日
田
咸
宜
園
で
の
入
門
経
験
を

持
つ
人
物
で
あ
る
（
97
）。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
八
月
三
日
条
）

義
純
来
、
余
見
レ
之
、
筑
後
人
八
島
謙
斎
来
請
二
入
塾
一
、
曰
、
嘗
学
二
於
日
田
一
、
聞
二　

先
生
在
レ
浪-
華
一
、
久
懐
二
東
遊
志
一
、
今
年
始
発
二
宿
志
一
、
大
昨
日
着
二
此
地
一
、
遍
問
二

先
生
所
一
レ
在
、
今
始
得
レ
来
、
願
二
寄
塾
一
、
且
、
曰
、
貧
生
善
按
摩
、
於
二
久
留
米
一
、
友
レ

於
二
吉
田
吉
之
介
一
、
余
乃
同
至
二
緒
方
氏
訪
吉
之
介
一
、
乃
去
、

図表 7　華岡準平子弟らの月旦評の等級



一
七

（
中
略
）

今
日
、
有
秋
来
曰
、「
今
朝
之
筑
後
生
請
レ
余
欲
レ
入
二
貴
塾
一
、
君
以
為
如
何
」、
余
曰
、「
有

二
此
地
之
紹
介
一
則
可
也
、
無
則
不
可
也
」、
有
秋
乃
去
、

塾
へ
来
た
謙
斎
は
そ
の
場
で
入
門
な
ど
を
願
う
一
方
で
、
吉
之
助
と
は
旧
知
の
仲
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
、
道
庵
と
吉
之
助
の
い
る
洪
庵
の
も
と
へ
向
か
う
。
そ
の
後
、
有
秋
（
＝
吉
之
助
）

は
道
庵
を
訪
問
し
、
謙
斎
か
ら
大
坂
咸
宜
園
へ
の
入
塾
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
道
庵
へ
相
談
す

る
。
お
そ
ら
く
は
、
大
坂
咸
宜
園
の
入
門
に
は
在
塾
生
に
よ
る
紹
介
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、

吉
之
助
は
道
庵
に
紹
介
を
依
頼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
道
庵
は
、
こ
こ
で

は
紹
介
が
あ
れ
ば
入
門
で
き
る
が
、
な
い
な
ら
ば
入
門
は
で
き
な
い
と
回
答
す
る
。

こ
こ
ま
で
の
動
き
を
整
理
し
よ
う
。
ま
ず
、
謙
斎
は
目
的
で
あ
る
大
坂
咸
宜
園
を
訪
問
し
入

塾
を
希
望
し
た
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
は
紹
介
が
な
い
と
の
理
由
で
断
ら
れ
る
と
、
旧
知
の
吉

之
助
に
紹
介
を
依
頼
す
べ
く
、
吉
之
助
の
い
る
適
塾
へ
道
庵
と
向
か
う
。
吉
之
助
と
再
開
し
た

謙
斎
は
、
早
速
、
大
坂
咸
宜
園
へ
の
紹
介
を
依
頼
す
る
も
、
吉
之
助
自
身
が
大
坂
咸
宜
園
の
門

人
で
な
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
を
道
庵
へ
持
ち
か
け
、道
庵
が
紹
介
制
に
つ
い
て
回
答
す
る
と
い
っ

た
流
れ
に
な
る
。
や
っ
と
の
思
い
で
遊
学
を
決
心
し
た
謙
斎
だ
が
、
彼
が
大
坂
咸
宜
園
へ
入
塾

で
き
た
か
は
不
明
で
あ
る
。『
日
乗
』
で
彼
の
記
録
を
確
認
で
き
る
の
は
、
そ
の
二
日
後
、
吉

之
助
か
ら
の
書
状
を
持
っ
て
塾
へ
訪
れ
た
部
分
の
み
で
あ
る
（
98
）。
以
上
の
事
例
か
ら
は
、
日

田
咸
宜
園
で
の
入
門
経
験
が
あ
っ
て
も
大
坂
咸
宜
園
へ
入
塾
す
る
場
合
は
改
め
て
紹
介
者
を
必

要
と
し
た
点
、
ま
た
紹
介
者
を
探
す
際
に
は
他
塾
生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
用
さ
れ
た
点
が

注
目
さ
れ
る
。

続
い
て
、
塾
生
の
大
坂
で
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
奔
走
す
る
人
々
の
事
例
を
確
認
す

る
。
次
の
史
料
は
、
天
保
一
二
年
正
月
二
二
日
、
昨
年
九
月
に
大
坂
咸
宜
園
へ
寄
宿
中
で
あ
っ

た
高
妻
寛
平
が
、
旭
荘
や
道
庵
と
親
交
の
あ
っ
た
日
高
凉
台
の
食
客
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
、

旭
荘
の
命
令
で
道
庵
が
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
（
99
）。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
正
月
二
二
日
条
）

携
二
寛
平
一
、
至
二
日
高
凉
台
氏
一
、
寛
平
欲
レ
為
二
食
客
一
故
也
、
不
在
、
去
、
至
二
亀
年
一
、

供
レ
茶
、
寛
平
先
帰
、
乃
談
二
久
兵
衛
君
僑
居
一
、
借
二
葛
原
詩
話
二
冊
一
、
至
二
鉄
屋
兵
助
氏
一
、

議
二
僑
居
之
事
一
、
又
至
二
上
村
平
助
氏
一
、
皆
師
命
也
、

塾
生
の
寛
平
を
連
れ
て
凉
台
の
も
と
へ
向
か
っ
た
道
庵
だ
が
、
目
的
の
凉
台
は
不
在
で
寛
平

を
先
に
帰
す
と
、
そ
の
ま
ま
旭
荘
か
ら
の
用
事
を
済
ま
せ
る
た
め
に
諸
家
を
巡
る
。
そ
の
時
、

訪
問
先
で
あ
る
久
兵
衛
・
鉄
屋
兵
助
の
も
と
で
は
、
道
庵
は
寛
平
の
僑
居
に
つ
い
て
相
談
す
る

な
ど
、
交
流
の
あ
っ
た
様
々
な
人
へ
寛
平
の
居
所
を
掛
け
合
う
様
子
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
に
共
通
す
る
の
は
、
謙
斎
と
寛
平
は
と
も
に
金
銭
的
に
厳
し
い
な
か
で
遊
学

を
実
行
し
て
い
る
点
で
あ
る
。つ
ま
り
、諸
国
か
ら
の
遊
学
者
は
金
銭
的
に
貧
窮
な
者
が
多
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
の
安
定
し
た
活
動
拠
点
の
確
保
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
人
や
私
塾
を

超
え
た
関
係
性
が
活
用
さ
れ
た
。
と
く
に
、
こ
う
し
た
場
面
で
は
、
す
で
に
立
場
を
安
定
さ
せ

て
い
る
既
存
の
塾
生
が
主
体
的
に
動
い
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

第
四
章　

大
坂
中
之
島
周
辺
に
お
け
る
咸
宜
園
教
育

一
節　

学
習
者
に
よ
る
私
塾
の
併
用

こ
こ
で
は
、
第
三
章
ま
で
の
大
坂
咸
宜
園
に
関
わ
る
諸
活
動
や
、
大
坂
中
之
島
周
辺
地
域
の

学
問
環
境
を
前
提
に
、
以
下
の
二
つ
の
事
例
か
ら
、
こ
の
地
域
で
の
大
坂
咸
宜
園
の
位
置
を
検

討
す
る
。

最
初
の
事
例
は
、
大
坂
咸
宜
園
の
塾
生
、
村
上
代
三
郎
の
従
学
先
を
巡
る
緒
方
洪
庵
適
塾
と

の
関
係
で
あ
る
。
天
保
一
一
年
五
月
一
六
日
、
大
坂
で
外
科
医
を
勤
め
自
身
も
私
塾
を
経
営
し

た
原
左
一
郎
の
紹
介
で
、
播
磨
国
出
身
の
村
上
代
三
郎
が
大
坂
咸
宜
園
へ
入
門
す
る
（
100
）。
こ

の
時
、
旭
荘
は
「
備
後
人
村
上
代
三
郎
入
塾
、
先
生
以
託
レ
余
（
101
）」
と
、
代
三
郎
の
世
話
を

道
庵
へ
一
任
し
た
。
代
三
郎
は
代
々
医
業
を
勤
め
る
家
の
生
ま
れ
で
、
左
一
郎
は
こ
の
祖
父
に

あ
た
る
村
上
厳
齢
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
（
102
）。
他
方
、
こ
の
左
一
郎
は
西
宮
の
医
師
戸
田
逸
斎

の
子
で
、
そ
の
後
は
京
都
で
蘭
方
医
の
新
宮
凉
庭
に
学
び
、
同
人
の
勧
め
に
よ
っ
て
大
坂
で
開

業
し
た
と
さ
れ
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）、
緒
方
洪
庵
が
尽
力
し
た
除
痘
館
に
も
参
加
し
た

医
師
で
あ
っ
た
（
103
）。
旭
荘
と
の
関
係
の
端
緒
は
不
明
だ
が
、
同
年
二
月
、
日
野
葛
民
が
転
居

し
た
住
ま
い
へ
左
一
郎
が
移
っ
た
際
の
内
祝
い
は
、
洪
庵
や
凉
台
ら
と
と
も
に
旭
荘
も
招
待
さ

れ
、
ま
た
正
月
に
は
逆
に
旭
荘
の
居
宅
な
い
し
塾
へ
挨
拶
に
行
く
な
ど
、
両
者
の
交
友
は
継
続

し
た
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
う
し
た
関
係
性
か
ら
左
一
郎
の
紹
介
と
し
て
入

門
し
た
代
三
郎
は
、
の
ち
安
政
期
に
は
幕
府
講
武
所
に
仕
官
し
、
そ
の
後
は
郷
里
で
眼
科
医
と

し
て
身
を
立
て
、
さ
ら
に
私
塾
を
開
設
す
る
な
ど
、
非
常
に
精
力
的
な
人
物
で
あ
っ
た
（
104
）。



一
八

以
上
の
彼
の
経
歴
は
、
こ
の
大
坂
地
域
の
学
問
的
な
特
徴
を
大
い
に
活
用
し
て
形
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
の
史
料
は
、
大
坂
咸
宜
園
を
訪
れ
た
左
一
郎
が
、
代
三
郎
の
従
学
先
に

つ
い
て
相
談
を
持
ち
掛
け
る
場
面
で
あ
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
一
年
一
〇
月
一
七
日
条
）

巳
牌
、
至
二
原
左
一
郎
氏
一
、
議
二
代
三
郎
之
事
一
、
左
一
郎
曰
、「
兼‒

学
二
蘭
儒
一
、
似
二

不
便
一
、
請
下
託
二
緒
方
氏
一
而
学
中
蘭
書
上
、
是
代
三
郎
母
意
也
、

左
一
郎
が
代
三
郎
の
母
の
意
見
を
代
弁
す
る
形
で
相
談
が
持
ち
か
け
ら
れ
る
。
母
の
考
え
と

し
て
は
、
蘭
学
と
儒
学
を
兼
学
す
る
こ
と
は
ど
う
に
も
不
便
で
あ
り
、
と
く
に
蘭
書
の
学
習
に

限
っ
て
は
洪
庵
に
学
ぶ
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
こ
れ
以
前
の
七
月
二
二
日
、
代
三

郎
は
祖
母
の
病
気
を
理
由
に
一
度
「
帰
郷
」
し
、再
び
八
月
二
六
日
に
「
入
塾
」
し
て
い
る
（
105
）。

こ
れ
に
左
一
郎
が
同
行
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
際
に
母
が
懸
念
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
が
影
響
し
て
か
、
代
三
郎
は
一
〇
月
三
〇
日
に
は
「
退
塾
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
後
も
継

続
し
て
塾
を
訪
れ
る
様
子
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
正
式
に
は
大
坂
咸
宜
園
を
離
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
（
106
）。

一
方
、
適
塾
の
門
人
録
に
は
、
先
頭
か
ら
四
人
目
に
代
三
郎
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
適
塾

は
天
保
九
年
に
開
設
し
、
弘
化
二
年
に
現
在
も
建
物
が
残
る
過
書
町
へ
と
移
動
す
る
。
お
そ
ら

く
こ
れ
を
契
機
に
作
成
さ
れ
た
門
人
録
は
、
先
頭
に
そ
れ
以
前
の
門
人
を
遡
っ
て
列
挙
す
る
形

式
を
と
っ
て
お
り
、
は
じ
め
の
数
人
は
入
門
年
が
明
確
で
な
い
。
代
三
郎
の
適
塾
へ
の
正
式
な

入
門
年
は
不
明
だ
が
、
大
坂
咸
宜
園
を
退
塾
し
た
直
後
、
天
保
一
一
年
末
あ
た
り
で
適
塾
へ
入

塾
し
た
可
能
性
が
高
い
。

以
上
、
改
め
て
流
れ
を
整
理
す
る
と
、
も
と
は
祖
父
の
門
人
で
当
時
は
大
坂
で
医
院
と
私
塾

を
経
営
し
て
い
た
原
左
一
郎
を
頼
り
に
大
坂
で
の
学
問
活
動
を
開
始
し
た
代
三
郎
は
、
左
一
郎

（
＝
先
生
①
）
と
関
係
の
あ
っ
た
旭
荘
（
＝
先
生
②
）
の
大
坂
咸
宜
園
へ
入
門
す
る
。
そ
の
後
、

あ
る
程
度
の
学
習
を
経
た
段
階
で
、
母
の
意
向
を
汲
ん
だ
両
先
生
ら
の
検
討
の
末
、
彼
ら
と
親

交
の
あ
っ
た
緒
方
洪
庵
（
＝
先
生
③
）
の
適
塾
に
入
門
す
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
兼
学
と
も
い

え
る
大
坂
地
域
の
学
問
状
況
を
見
事
に
活
用
し
た
事
例
と
い
え
よ
う
。

二
節　

大
蔵
永
常
が
求
め
た
大
坂
咸
宜
園

最
後
に
、
外
部
の
知
識
人
が
大
坂
咸
宜
園
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
か
に
つ
い
て
、『
農
具

便
利
論
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
大
蔵
永
常
（
107
）
が
、
大
坂
で
の
著
述
活
動
に
大
坂
咸
宜
園

の
塾
生
を
頼
っ
た
事
例
を
検
討
す
る
。

永
常
は
、
旭
荘
と
同
じ
豊
後
国
日
田
の
出
身
で
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
製
蝋
職
人
の
家

に
生
ま
れ
る
と
年
少
よ
り
父
の
勤
め
る
製
蝋
問
屋
に
丁
稚
と
し
て
奉
公
し
、
二
十
歳
前
後
に
は

長
崎
、
大
坂
、
江
戸
な
ど
を
遊
歴
す
る
傍
ら
積
極
的
に
著
述
活
動
を
開
始
す
る
。
天
保
三
年
、

渡
辺
崋
山
の
推
挙
に
よ
っ
て
田
原
藩
の
興
産
方
へ
出
仕
す
る
も
、
同
一
〇
年
の
蛮
社
の
獄
に
連

座
し
同
藩
を
離
れ
、
そ
の
後
、
同
一
三
年
よ
り
浜
松
藩
へ
出
仕
を
果
た
す
。
こ
の
田
原
藩
を
離

れ
て
か
ら
浜
松
藩
へ
出
仕
す
る
ま
で
の
間
、
同
人
は
短
期
間
で
あ
る
が
大
坂
の
扇
屋
重
兵
衛
宅

に
身
を
寄
せ
て
い
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
期
間
に
該
当
す
る
旭
荘
の
日
記
は
確
認
で
き
ず
、
残
さ
れ
た
日
記
に
も

永
常
と
旭
荘
と
の
直
接
的
な
や
り
取
り
を
示
す
記
録
は
管
見
の
限
り
で
確
認
で
き
て
い
な
い
。

一
方
、『
日
乗
』
の
天
保
一
二
年
閏
正
月
一
〇
日
に
は
「
日
田
限
〔
筆
者
：
隈
〕
町
人
大
倉
喜
内
、

今
仕
二
水
野
侯
一
、
頃
来
二
大
阪
一
、
訪
二
先
生
一
、
余
見
レ
之
（
108
）」
と
、
旭
荘
を
頼
っ
て
大
坂
咸

宜
園
を
訪
問
し
た
永
常
の
記
録
が
確
認
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
永
常
は
い
か
な
る
理
由
で
大
坂
咸
宜
園
を
訪
れ
た
の
か
。
次
の
史
料
は
、
永
常

の
最
初
の
訪
問
か
ら
三
日
後
、
こ
の
一
件
を
道
庵
が
旭
荘
へ
報
告
し
た
場
面
に
あ
た
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
閏
正
月
一
四
日
条
）

（
前
略
）
大
蔵
喜
内
来
曰
、「
予
、
間
、
輯
二
『
節
用
大
全
』
一
、
苦
レ
無
レ
人
、
請
二
五
六
日

之
間
一
、
借
二

門
下
之
一
生
一
、
則
幸
甚
、
然
則
、
遣
二

金
壱
歩
一

」（
割
書
）「
以
上
、
大
／

昨
日
事
」、
余
乃
請
レ
行
二
於
先-

生
一
曰
、「
若
彼
与
二
一
方
金
一
、
則
以
其
金
易
二
塾
之
畳
一
」、

先
生
曰
、
可
レ

哉
、
若
足
下
如
レ

此
、
則
予
亦
遣
二

一
方
金
一
、
乃
与
予
以
二

一
方
金
一
、　

午

後
訪
二
長
光
寺
、
長
久
寺
一
、
師
命
也
、
渡
二
本
町
橋
一
、
至
二
丼
池
街
南
本
町
南
入
東
側
路
次

之
中
扇
屋
重
兵
衛
氏
一
、
訪
二
喜
内
一
不
在
、
至
二
隣
家
一
問
レ
之
、
日
レ
尋
レ
帰
、
乃
在
二
此
家
一

久
矣
（
筆
者
註
「
俟
」）、
未
牌
、
喜
内
帰
乃
与
至
二
重
兵
衛
氏
一
、
余
乃
正
二
字
音
一
、
供
茶
、

喜
内
今
年
七
十
四
歳
、
顔
色
猶
未
レ
老
、
手
足
尤
健
、
此
人
多
著
二
倭
書
一
、
益
二
農
民
一
、
然
、

漢
学
甚
疏
也
、
故
其
所
レ
著
雖
レ
多
、
齟
齬
頗
、
習
二
和
訓
一
、
其
所
レ
著
、『
除
蝗
録
』、『
製

油
録
』
等
也
、『
除
不
尽
録
』、
供
二
夕
飯
一
、
入
レ
夜
帰
塾
、
此
夜
月
明
雲
晴
、
無
二
一
点
之

徴
雲
一
、



一
九

永
常
が
塾
を
訪
問
し
た
理
由
は
、『
節
用
大
全
』
な
る
書
物
の
編
纂
に
際
し
て
、
旭
荘
の
「
門

下
之
一
生
」
を
「
金
壱
歩
」
で
数
日
借
り
受
け
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

道
庵
が
自
ら
塾
の
畳
を
張
り
替
え
る
た
め
と
し
て
名
乗
り
を
あ
げ
、
旭
荘
の
許
可
を
得
て
い
る

こ
と
が
日
記
か
ら
分
か
る
。

現
在
、
永
常
の
著
作
に
『
節
用
大
全
』
の
表
題
は
確
認
で
き
な
い
が
、
書
名
か
ら
は
日
々
の

実
用
に
供
す
る
た
め
の
辞
書
類
、
い
わ
ゆ
る
節
用
集
に
あ
た
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
大
正
三

年
に
大
阪
府
立
図
書
館
が
編
纂
し
た
『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』
の
大
蔵
永
常
の
項
に
は
、
文
政

一
三
年
の
跋
文
を
も
つ
『
雅
俗
早
引
節
用
集
』
や
、
著
述
年
代
不
明
の
『
文
章
か
な
づ
か
い
』

四
巻
、『
假
字
集
』
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
同
系
統
の
編
纂
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
よ
う

（
109
）。さ

て
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
道
庵
に
よ
る
永
常
へ
の
認
識
で
あ
る
。
こ
こ
で
道
庵
は
彼

に
つ
い
て
、
和
書
を
多
く
著
述
し
農
民
に
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
評
価
す
る
が
、
一
方
で

「
漢
学
甚
疏
也
、
故
其
所
レ
著
雖
レ
多
、
齟
齬
頗
、
習
二
和
訓
一
」
と
、
漢
学
的
な
素
養
が
低
い
点

に
加
え
て
著
述
に
齟
齬
が
多
い
こ
と
指
摘
す
る
。咸
宜
園
教
育
を
受
け
て
き
た
道
庵
に
と
っ
て
、

永
常
ほ
ど
の
知
識
人
で
さ
え
も
、
漢
学
の
知
識
に
お
い
て
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
以
下
の
【
図
表
８
】
に
、『
日
乗
』
で
確
認
で
き
た
永
常
の
動
向
を
ま

と
め
た
。
両
者
の
交
流
が
始
ま
っ
て
ひ
と
月
弱
が
経
過
し
た
同
年
二
月
三
日
の
大
塩
平
八
郎
を

巡
る
問
答
で
も
、
そ
の
評
価
は
継
続
し
て
い
る
。

【
史
料
】（
天
保
一
二
年
二
月
三
日
条
）

午
後
至
二
喜
内
氏
一
、
途
中
雲
霽
雪
猶
下
、
自
二
此
間
一
、
浪
華
炭
価
貴
二
三
倍
一
、
去
冬
平

生
六
百
銭
者
、
今
凡
壱
貫
八
百
文
位
、
而
市
中
無
二
鬻
レ
炭
者
一
、
此
去
正
月
廿
七
日
大
風
吹
、

播
洋
、
芸
洋
商
船
多
破
損
、
炭
船
尤
多
云
、
今
日
至
二
喜
内
一
、
家
人
苦
レ
無
レ
炭
、
曰
、「
前

年
飢
饉
、
多
レ
苦
レ
無
レ
米
、
比
二
今
之
無
レ
炭
之
苦
一
、
則
意
微
寛
」、
余
以
為
、
無
レ
米
真
可

レ
苦
、
無
レ
炭
亦
歎
、
方
今
不
レ
止
二
炭
而
已
一
、
油
紙
蝋
薪
之
類
、
有
レ
時
其
価
信
平
生
之
高

価
、
是
巨
商
候
二
風
節
一
而
上‒

下
二
其
価
一
、
官
吏
不
レ
察
二
下
民
之
苦
貧
一
、
賄
賂
誠
可
レ
歎

也
、
喜
内
初
好
二
塩
賊
一
、
示
レ
余
以
二
其
書
一
、
乃
塩
賊
在
二
尾
州
一
時
、
寄
二
喜
内
一
、
在
二
浪

華
一
之
柬
也
、
文
理
班
然
、
其
気
象
如
レ
見
、
余
問
二
喜
内
一
、「
君
既
得
二
此
書
一
、
定
得
二
彼

意
一
、
而
何
故
不
レ
坐
二
其
罪
一
」、
喜
内
曰
、「
余
既
有
二
其
事
一
、
然
上
召
レ
余
、
則
亦
有
二
別

事
之
害
起
一
、
故
不
レ
拷
レ
余
也
」、
喜
内
好
二
著
述
一
、
然
無
レ
学
、
暗
二
大
道
一
故
、
其
所
レ
著
、

俗
説
而
少
レ
利
二
小
民
一
、
今
歳
七
十
四
歳
、
猶
喰
二
四
合
米
一
、
日
走
二
街
中
一
、
其
健
可
レ
羨
也
、

こ
こ
で
は
、
昨
今
の
大
坂
で
の
物
価
高
騰
の
話
題
か
ら
、
天
保
八
年
に
蜂
起
し
た
大
坂
東
町

奉
行
所
の
与
力
で
、
陽
明
学
系
の
知
識
人
と
し
て
私
塾
洗
心
洞
を
経
営
し
た
大
塩
平
八
郎
に
つ

い
て
、
同
人
と
交
流
を
持
ち
さ
ら
に
彼
を
高
く
評
価
を
し
て
い
た
永
常
と
、
平
八
郎
を
「
塩
戝
」

を
称
す
る
道
庵
と
が
問
答
を
し
て
い
る
。
永
常
は
道
庵
へ
平
八
郎
か
ら
の
書
状
を
見
せ
「
文
理

班
然
、
其
気
象
如
見
」
と
、
平
八
郎
を
称
賛
す
る
。
一
方
の
道
庵
は
、
こ
う
し
た
関
係
性
に
も

関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
永
常
は
連
座
し
な
か
っ
た
の
か
を
質
問
し
、
永
常
は
当
時
は
自
身
が
士
官
の

時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
表
沙
汰
に
な
っ
て
は
厄
介
で
あ
る
と
し
て
、
お
咎
め
は
な
か
っ

た
と
説
明
す
る
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
を
経
て
、
道
庵
は
再
度
「
喜
内
好
二
著
述
一
、
然
無
レ
学
、

暗
二
大
道
一
故
、
其
所
レ
著
、
俗
説
而
少
レ
利
二
小
民
一
」
と
、
永
常
は
著
述
を
好
む
が
一
方
で
学

識
は
な
く
道
理
に
も
暗
く
、
ひ
い
て
は
著
述
も
俗
説
が
多
く
利
益
が
少
な
い
と
ま
で
の
認
識
を

示
す
。
こ
う
し
た
永
常
へ
の
評
価
か
ら
は
、
咸
宜
園
で
学
ん
だ
者
ら
の
高
い
漢
学
的
素
養
が
読

み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
、
お
お
よ
そ
二
か
月
ほ
ど
継
続
す
る
。
改
め
て
両
者
の
交
流
か

ら
、
道
庵
に
期
待
さ
れ
た
技
術
・
能
力
を
確
認
す
る
。

天
保
一
二
年
閏
正
月
一
〇
日
と
一
二
日
の
両
日
に
塾
を
来
訪
し
た
永
常
だ
が
、
こ
の
時
は
道

庵
が
対
応
し
て
お
り
、
こ
れ
を
旭
荘
へ
報
告
で
き
た
の
は
一
四
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
道
庵

は
そ
の
ま
ま
永
常
が
滞
在
す
る
中
扇
屋
重
兵
衛
を
訪
問
し
、「
正
二
字
音
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、

お
そ
ら
く
は
『
節
用
大
全
』
の
校
正
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
二
月
末
に
か
け
て
は
、

飯
後
な
い
し
午
後
に
永
常
の
も
と
へ
行
き
、「
写
本
」
や
「
写
字
」、「
正
二
訓
話
一
」
な
ど
の
作

業
を
行
な
っ
て
い
る
。
作
業
ペ
ー
ス
は
初
め
一
〇
枚
弱
で
あ
っ
た
も
の
が
、
終
盤
に
は
二
〇
枚

弱
と
増
加
し
て
お
り
、徐
々
に
道
庵
が
こ
れ
ら
の
作
業
に
慣
れ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
両
者
の
関
係
は
こ
う
し
た
作
業
の
み
な
ら
ず
、
作
業
後
に
は
酒
席
や
飯
、
さ
ら
に
は
風

呂
な
ど
と
、
よ
り
個
人
的
な
関
係
性
を
構
築
し
て
い
た
。
一
方
、
し
ば
し
ば
永
常
が
塾
を
訪
問

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
道
庵
以
外
の
旭
荘
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
と
い
か
な
る
交

流
を
持
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
永
常
は
大
坂
咸
宜
園
の
塾
生
の
知
識
を
活
用
し
て
自
身
の
著
述
活
動
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
本
稿
と
の
関
わ
り
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
永
常
は
著
述
の
校
正
作
業
に
必
要

と
考
え
た
知
識
と
技
術
を
持
つ
人
材
が
大
坂
咸
宜
園
に
い
る
と
見
込
ん
で
い
た
点
で
あ
る
。
も
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ち
ろ
ん
、
永
常
が
旭
荘
と
同
じ
日
田
出
身
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の
塾
が
選
択
さ
れ
た
可
能
性

は
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
知
識
人
ら
が
集
中
す
る
大
坂
で
、
過
不
足
な
く
永
常
が
期
待

し
た
作
業
を
実
行
で
き
る
と
判
断
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
日
田
咸
宜
園
で

の
長
年
に
わ
た
る
教
育
活
動
に
加
え
、
大
坂
で
の
旭
荘
や
塾
生
の
評
判
な
ど
が
前
提
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
校
正
作
業
に
必
要
な
知
識
と
は
い
か
な
る
も
の
を
指
す
の
か
。『
日
乗
』

の
記
述
に
従
え
ば
、
写
本
（
字
）
の
場
合
は
正
確
な
筆
記
能
力
、
訓
詁
を
正
す
と
い
っ
た
場
合

は
高
い
漢
学
的
素
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
漢
文
書
き
下
し
能
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
永
常
が
大
坂
咸
宜
園
に
求
め
た
の
は
、
正
確
で
確
実
な
漢
文

リ
テ
ラ
シ
ー
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
天
保
期
の
大
坂
咸
宜
園
は
、
す
で
に
上
記
の
能
力
を
養

成
す
る
機
関
と
し
て
、
多
く
の
知
識
人
や
そ
の
私
塾
が
集
中
す
る
大
坂
中
之
島
周
辺
地
域
の
な

か
で
、
一
定
度
の
位
置
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
、
永
常
と
道
庵
と
の
交
流
の
結
末
を
確
認
す
る
。
こ
れ
以
前
、
閏
正
月
二
一
日
の
時

点
で
道
庵
は
永
常
か
ら
金
一
分
の
報
酬
を
も
ら
い
、
当
初
の
目
的
通
り
塾
の
畳
を
張
り
替
え
て

い
た
（
110
）。
し
か
し
、
初
め
に
永
常
が
提
案
し
た
「
五
六
日
」
は
す
で
に
経
過
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
二
月
に
入
っ
て
も
道
庵
の
作
業
は
継
続
す
る
。
そ
し
て
、
三
月
二
日
、「
喜
内
来
、

贈
二
金
弐
歩
一
（
筆
者
註
：
分
）、
報
二
節
用
訓
詁
一
也
（
111
）」
と
、
塾
を
来
訪
し
た
永
常
が
『
節

用
大
全
』
の
訓
詁
を
正
し
た
報
酬
と
し
て
追
加
で
金
二
分
を
送
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

以
降
、
道
庵
の
記
述
か
ら
永
常
の
記
述
が
消
え
、
三
月
二
五
日
に
「
訪
二
大
蔵
喜
内
一
、
不
在
、

至
二
隣
家
一
問
レ
之
曰
、
既
発
二
江
戸
一
後
、
経
二
数
日
一
（
112
）」
と
、
永
常
を
訪
問
し
た
道
庵
は
隣

人
か
ら
数
日
前
に
永
常
が
江
戸
へ
出
立
し
た
こ
と
を
報
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
以
降
、『
日
乗
』
に

永
常
の
記
事
は
見
出
せ
な
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
こ
こ
ま
で
一
貫
し
て
教
育
を
享
受
す
る
塾
生
の
視
点
か
ら
、
大
坂
咸
宜
園
に
学

ん
だ
塾
生
道
庵
の
動
向
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
天
保
期
の
大
坂
で
旭
荘
が
展

開
し
た
咸
宜
園
教
育
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
知
識
人
や
そ
の
私
塾
が
集
中
す
る
大
坂
中
之
島

周
辺
地
域
の
学
問
環
境
に
大
坂
咸
宜
園
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
各
章
で

の
指
摘
を
簡
潔
に
整
理
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
ま
と
め
に
移
り
た
い
。

第
一
章
で
は
、
大
坂
咸
宜
園
が
位
置
し
た
大
坂
中
之
島
周
辺
地
域
の
学
問
環
境
や
知
識
人
社

会
を
概
観
し
、
天
保
期
に
同
地
へ
参
入
す
る
広
瀬
旭
荘
や
そ
の
私
塾
大
坂
咸
宜
園
の
基
礎
事
項

を
整
理
し
た
。
ま
た
、
本
稿
が
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
る
古
谷
道
庵
や
日
記
『
日
乗
』
に
係
る

基
本
的
な
情
報
を
押
さ
え
た
上
で
、
本
稿
の
検
討
時
期
を
天
保
九
年
か
ら
同
一
三
年
ま
で
に
限

定
し
、
こ
れ
を
「
前
期
大
坂
咸
宜
園
」
と
称
し
た
。

第
二
章
で
は
、『
日
乗
』
を
も
と
に
、
道
庵
と
い
う
塾
生
の
視
点
か
ら
大
坂
咸
宜
園
の
内
外

で
の
諸
活
動
を
検
討
し
た
。当
時
、塾
長
を
務
め
て
塾
生
へ
は
素
読
や
講
釈
を
行
う
立
場
に
あ
っ

た
道
庵
は
、
咸
宜
園
教
育
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
職
任
制
な
ど
の
活
動
を
と
お
し
て
、
塾
主
旭

荘
の
交
友
に
規
定
さ
れ
る
な
か
で
周
辺
知
識
人
と
の
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
。
な
か
で
も
、
医

業
を
勤
め
と
し
た
道
庵
は
、多
数
の
医
学
系
知
識
人
と
個
人
と
し
て
関
係
性
を
形
成
し
て
い
く
。

第
三
章
で
は
、
当
時
の
大
坂
の
学
問
的
な
特
徴
を
「
兼
学
」
と
捉
え
、
複
数
の
私
塾
の
門
人

帳
か
ら
紹
介
者
に
注
目
し
、
大
坂
咸
宜
園
で
は
希
薄
な
関
係
性
で
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
た
点

を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
近
隣
で
合
水
堂
を
主
宰
し
た
華
岡
家
な
ど
の
周
辺
知
識
人
に
注
目
し
、

す
で
に
天
保
期
に
は
彼
ら
の
子
弟
教
育
の
場
と
し
て
大
坂
咸
宜
園
が
選
択
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

加
え
、
彼
ら
の
子
弟
が
こ
こ
で
の
学
習
を
経
て
よ
り
専
門
的
な
私
塾
へ
入
塾
す
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
も
合
わ
せ
て
指
摘
し
た
。

第
四
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
大
坂
中
之
島
周
辺
地
域
の
学
問
状
況
へ
の
大

坂
咸
宜
園
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
二
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
。
一
例
目
の
医
業
を
勤

め
た
家
の
出
身
で
あ
る
村
上
代
三
郎
は
、
儒
学
を
大
坂
咸
宜
園
に
学
ぶ
一
方
で
、
蘭
学
は
適
塾

で
学
ぶ
と
い
っ
た
「
兼
学
」
に
よ
る
学
習
方
法
に
よ
り
、
大
坂
で
複
数
の
私
塾
を
順
に
渡
り
歩

い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
二
例
目
の
大
蔵
永
常
は
、
大
坂
地
域
で
正
確
な
漢
文
リ
テ
ラ
シ
ー
能

力
を
求
め
て
大
坂
咸
宜
園
を
頼
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
外
部
か
ら
こ
れ
ら
の
能
力
の

習
得
が
可
能
な
私
塾
と
し
て
大
坂
咸
宜
園
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
は
、
知
識
人
や
そ
の
私
塾
が
集
中
し
た
大
坂
の
学
問
環
境
こ
そ

が
、
こ
の
地
域
で
の
咸
宜
園
教
育
の
特
徴
的
な
展
開
の
前
提
を
な
し
、
こ
こ
で
学
ぶ
塾
生
に
対

し
て
多
様
な
知
識
人
と
の
交
友
の
機
会
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。こ
れ
は
、

道
庵
に
と
っ
て
も
自
身
が
生
業
と
し
た
医
学
系
の
知
識
・
経
験
を
高
め
る
も
の
と
し
て
大
き
な

意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
大
坂
咸
宜
園
は
、
す
で
に
天
保
期
に
は
大
坂

地
域
の
知
識
人
に
よ
る
子
弟
教
育
の
場
で
あ
っ
た
。
一
方
、
本
稿
で
は
こ
の
前
提
に
大
坂
で
の

学
問
活
動
に
お
け
る
「
兼
学
」
状
況
を
確
認
し
た
が
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
改
め
て
大
坂
咸
宜
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宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

編
『
平
成
24
年
度
特
別
展
廣
瀬
旭
荘
没
後
１
５
０
年
記
念　

廣

瀬
旭
荘　

東
遊
大
坂
池
田
』（
同
、
二
〇
一
二
）。
薮
田
貫
「
懐
徳
堂
と
泊
園
書
院
―
私
塾
が

果
た
し
た
役
割
と
大
学
―
」（
辻
本
雅
史
他 

編
『「
大
阪
の
学
校
」
草
創
期
を
読
む
』
ブ
レ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
）
な
ど
で
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
出
版
の
『
浪
華
風
流
月

旦
評
名
橋
長
短
録
』
な
ど
の
見
立
番
付
を
紹
介
し
、
当
時
の
旭
荘
が
大
坂
で
高
い
評
価
を
得

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

大
坂
咸
宜
園
の
専
論
と
し
て
は
、
溝
田
直
己
「
古
谷
道
庵
と
大
坂
咸
宜
園
関
係
史
料
に
つ
い

て
」（『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
五
号
、二
〇
一
六
）、同
「
廣
瀬
旭
荘
の
堺
・

大
坂
塾
の
運
営
に
つ
い
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
五
八
号
、
二
〇
二
二
）
が
あ
る
。

前
掲
、
註
（
７
）。

横
田
冬
彦
『
日
本
近
世
書
物
文
化
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
）。

前
掲
、
註
（
１
）・（
７
）。

『
新
修
大
阪
市
史
』本
文
編 

３
巻（
大
阪
市
、一
九
九
〇
）、『
新
修
大
阪
市
史
』本
文
編
4
巻（
大

阪
市
、
一
九
九
〇
）。

小
堀
一
正
「
近
世
大
坂
と
知
識
人
社
会
」（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
六
）。

湯
浅
邦
弘
編
『
増
補
改
訂
版　

懐
徳
堂
事
典
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
）。
以
降
、

懐
徳
堂
に
関
す
る
内
容
は
特
別
に
断
り
の
な
い
限
り
同
書
を
参
照
。

上
田
穰
「
懐
徳
堂
終
末
期
の
問
題
点
」（『
奈
良
県
立
商
科
大
学
研
究
季
報
』
三
号
、

一
九
九
二
）。

中
村
真
一
郎
『
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
（
上
）』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
七
）。

前
掲
、
註
（
13
）。

梅
渓
昇
『
大
坂
学
問
史
の
周
辺
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
）。
岸
田
知
子
『
漢
学
と
洋
学

　

伝
統
と
新
知
識
の
は
ざ
ま
で
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
）。

工
藤
豊
彦
『
広
瀬
淡
窓
・
広
瀬
旭
荘
』
叢
書
日
本
の
思
想
家
35
（
明
徳
出
版
社
、

一
九
七
八
）。
日
田
市
教
育
庁
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

編
『
平
成
24
年
度
特
別
展
廣
瀬

旭
荘
没
後
１
５
０
年
記
念　

廣
瀬
旭
荘　

東
遊
大
坂
池
田
』（
同
、
二
〇
一
二
）。
以
降
、
旭

荘
の
経
歴
は
同
書
を
参
照
し
た
。

溝
田
直
己
「
廣
瀬
旭
荘
の
堺
開
塾
と
門
下
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」（
川
邉
雄
大
編
『
浄

土
真
宗
と
近
代
日
本
―
東
ア
ジ
ア
・
布
教
・
漢
学
―
』（
勉
誠
社
、
二
〇
一
六
））。

前
掲
、
註
（
13
）。

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

旭
荘
に
よ
る
私
塾
経
営
は
、「
咸
宜
園
教
育
」
の
特
徴
で
あ
る
月
旦
評
や
入
門
簿
に
日
田
の

咸
宜
園
と
の
互
換
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
こ
こ
で
は
大
坂
の
町
で
開
塾
さ

れ
た
旭
荘
の
私
塾
を
「
大
坂
咸
宜
園
」
と
呼
ぶ
。
な
お
、
溝
田
氏
は
堺
で
の
私
塾
を
「
堺
咸

宜
園
」
と
す
る
が
、
本
稿
も
こ
れ
と
同
様
の
視
点
で
あ
る
。（
溝
田
直
己
「
廣
瀬
旭
荘
の
堺

開
塾
と
門
下
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」（
川
邉
雄
大 
編
『
浄
土
真
宗
と
近
代
日
本
―
東

ア
ジ
ア
・
布
教
・
漢
学
―
』（
勉
誠
社
、
二
〇
一
六
））。

咸
宜
園
の
制
度
面
や
研
究
史
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。
三
澤
勝
己
「
広
瀬

淡
窓
研
究
史
試
論
」（『
國
學
院
雑
誌
』
八
六
巻
、
五
号
、
一
九
八
五
）。
田
中
加
代
『
広
瀬

淡
窓
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
三
）、
海
原
徹
『
広
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園　

こ
と
ご
と

く
皆
宜
し
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
）。

鈴
木
氏
に
則
り
、「
三
奪
法
」
や
「
月
旦
評
」
に
よ
る
実
力
重
視
策
／
職
任
制
の
採
用
／
漢

詩
文
を
重
視
し
た
学
習
／
蔵
書
の
利
活
用
な
ど
の
要
素
を
含
む
教
育
活
動
の
総
称
を
、
本
稿

で
中
は
「
咸
宜
園
教
育
」
と
呼
ぶ
。
鈴
木
理
恵
『
咸
宜
園
教
育
の
展
開
』（
広
島
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
一
）。

鈴
木
理
恵
『
咸
宜
園
教
育
の
展
開
』（
広
島
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
）。

川
邉
雄
大 

編
『
浄
土
真
宗
と
近
代
日
本
―
東
ア
ジ
ア
・
布
教
・
漢
学
―
』（
勉
誠
社
、

二
〇
一
六
）。

山
本
佐
貴
「
咸
宜
園
門
人
た
ち
の
詩
社
「
玉
川
吟
社
」
に
関
す
る
考
察
」（『
大
分
縣
地
方
史
』

一
七
九
号
、
二
〇
〇
〇
）。
川
邉
雄
大
・
町
泉
寿
郎
「
松
本
白
華
と
玉
川
吟
社
の
人
々
」（『
日

本
漢
文
学
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
七
）。

小
堀
一
正
「
近
世
大
坂
と
知
識
人
社
会
」（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
六
）、
日
田
市
教
育
庁
咸

﹇
註
﹈

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

園
の
位
置
を
問
え
ば
、
そ
れ
は
よ
り
専
門
的
な
私
塾
へ
入
塾
す
る
前
段
階
の
基
礎
学
問
の
習
得

に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
習
得
可
能
な
具
体
的
な
能
力
と
は
、
基
礎
的
な
漢
文

リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
習
得
に
は
、
こ
れ
も
咸
宜
園
教
育
の
ひ
と
つ
で
あ
る

詩
文
の
作
成
や
、お
そ
ら
く
道
庵
の
場
合
に
は
旭
荘
に
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
『
日
乗
』

な
ど
の
日
記
の
著
述
な
ど
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
坂
咸
宜
園
の
検
討
か
ら
は
、
天
保
期
の
大
坂
中
之
島
周
辺
地
域
に
お
い
て
、

咸
宜
園
教
育
が
地
域
性
に
即
し
た
展
開
を
み
せ
た
と
い
う
状
況
が
確
認
で
き
る
。



二
三

梅
渓
昇
『
緒
方
洪
庵
と
適
塾
生　
「
日
間
瑣
事
備
忘
」
に
み
え
る
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
四
）。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』
天
保
九
年
一
〇
月
一
一
日
条
。（
廣
瀬
旭
荘
全
集
編
集
委
員
会 

編
『
廣

瀬
旭
荘
全
集
』
日
記
編
一
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
））。
以
降
、
同
史
料
か
ら
の
引
用
は

『
日
間
瑣
事
備
忘
』
と
年
月
日
の
表
記
で
記
す
。

小
林
安
石
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
註
（
20
）
を
参
照
。
篠
崎
小
竹
と
実
父
の
加
藤
周
貞
に
つ

い
て
は
、
木
崎
愛
吉
『
篠
崎
小
竹
』（
玉
樹
香
文
房
、
一
九
二
四
）
を
参
照
。

古
谷
道
庵
に
つ
い
て
は
、『
山
口
県
史
』
史
料
編 

幕
末
維
新
７
（
山
口
県
、
二
〇
一
五
）
に

詳
し
い
。
そ
の
他
、
咸
宜
園
と
直
接
は
関
わ
ら
な
い
が
、
同
人
を
対
象
と
し
た
研
究
に
は
、

川
崎
理
恵
「『
古
谷
道
庵
日
乗
』
に
み
る
在
村
医
の
生
活
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
研
究
紀
要 

史
学
編
』
八
号
、
二
〇
〇
九
。
同
「
近
世
社
会
に
お
け
る
暦
占
の
実
態

―
広
瀬
旭
荘
と
古
谷
道
庵
を
素
材
に
―
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要  

史
学
編
』九
号
、二
〇
一
〇
）。大
末
和
廣「
古
谷
道
庵
日
乗
に
み
る
安
政
年
間
の
コ
レ
ラ
流
行
」

（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
一
二
五
号
、
二
〇
二
一
）。
在
村
に
お
け
る
幕
末
の
対
外
危
機
意

識
の
醸
成
に
つ
い
て
は
、
三
宅
紹
宣
「
幕
末
期
長
州
藩
村
落
に
お
け
る
対
外
的
危
機
」（『
山

口
県
地
方
史
研
究
』
一
〇
六
号
、
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。

豊
浦
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
豊
浦
町
史
』
３
民
俗
編
（
豊
浦
町
役
場
、
一
九
九
五
）。

『
山
口
県
史
』
史
料
編 

幕
末
維
新
７
（
山
口
県
、
二
〇
一
五
）
の
史
料
解
題
に
詳
し
い
。

多
多
見
茂
平
『
宇
賀
郷
土
読
本
』（
望
月
英
太
郎
、
一
九
六
一
）。

前
掲
、
註
（
28
）
に
も
墓
石
に
彫
ら
れ
た
文
章
の
翻
刻
が
あ
る
。
劣
化
に
よri

判
別
で
き
な
い
部
分
は
、
こ
れ
を
参
照
し
た
。

坪
井
信
道（
一
七
九
五
―
一
八
四
八
）。
近
世
後
期
の
蘭
方
医
。
美
濃
国
に
生
ま
れ
、名
は
道
、

号
は
誠
軒
・
冬
樹
。
文
政
期
に
江
戸
で
宇
田
川
玄
真
に
学
び
、
深
川
へ
診
療
所
と
私
塾
安
懐

堂
を
開
設
す
る
。
門
人
に
緒
方
洪
庵
な
ど
を
抱
え
、
の
ち
長
州
藩
の
侍
医
も
務
め
る
。

難
波
立
愿（
一
七
九
一
―
一
八
五
九
）。
近
世
後
期
の
漢
方
医
。
岡
山
に
生
ま
れ
、名
は
経
恭
、

字
は
子
敬
、
号
は
抱
節
・
鳩
窠
。
吉
益
南
涯
や
華
岡
青
洲
に
学
び
、
郷
里
岡
山
で
私
塾
塾
思

誠
堂
を
開
設
。

大
植
四
郎 

編
『
明
治
過
去
帳
物
故
人
名
辞
典
』（
東
京
美
術
、
一
九
八
八
）。

溝
田
直
己「
古
谷
道
庵
と
大
坂
咸
宜
園
関
係
史
料
に
つ
い
て
」（『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要
』
五
号
、
二
〇
一
六
）。

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
） 『

日
乗
』
の
各
巻
の
表
題
は
前
掲
註
（
27
）
に
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
史
料

の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
豊
浦
町
中
央
公
民
館 

編
『
幕
末
の
地
下
医
古
谷
道
庵
日
乗　

抜
粋
』

（
同
、
一
九
八
七
）
に
て
日
記
全
体
の
翻
刻
と
読
点
の
付
与
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
道
庵

が
地
元
離
れ
た
遊
学
期
間
の
翻
刻
は
な
い
。
一
方
、
末
中
哲
夫
『
古
谷
道
庵
『
日
乗
』
抄
大

坂
之
部
』（『
実
学
史
研
究
』
一
一
号
、
一
九
九
九
）、
並
び
に
同
「
古
谷
道
庵
『
日
乗
』
抄

江
戸
之
部
」（『
実
学
史
研
究
』
九
号
、
一
九
九
三
）
で
は
、
前
書
を
補
完
す
る
よ
う
に
、
原

漢
文
で
翻
刻
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
一
部
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
近
年
『
山
口
県
市
』

史
料
編 

幕
末
維
新
七
（
山
口
県
、
二
〇
一
五
）
で
ご
く
一
部
が
書
き
下
し
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

髙
橋
昌
彦
・
馬
場
学
・
園
田
克
利
・
松
村
美
紀
「
古
谷
家
旧
蔵
典
籍
目
録
（
仮
）」（『
福
岡

大
学
研
究
部
論
集 

人
文
科
学
編
』
一
七
巻
、
四
号
、
二
〇
一
七
）。

天
保
四
年
二
月
一
五
日
に
日
田
咸
宜
園
で
入
門
し
た
近
藤
繁
（
の
ち
、
文
紀
へ
改
名
）
同
九

年
二
月
、
旭
荘
が
日
田
へ
帰
郷
し
た
際
、
大
坂
へ
戻
る
旭
荘
へ
随
行
し
た
と
い
う
。
前
掲
、

註
（
33
）。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
五
月
一
三
日
条
に
つ
い
て
、
実
際
の
史
料
表
題
は
「
東
遊
日
記 

巻
四 

大
阪
南
紀
」
で
あ
る
が
、本
稿
で
は
こ
れ
を
『
日
乗
』
と
統
一
し
年
月
日
の
み
で
表
記
す
る
。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
五
月
一
七
日
条
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』
天
保
一
〇
年
五
月
一
七
日
条
。

「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
一
六
三
頁
）。

前
掲
、
註
（
40
）。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
五
月
一
三
日
条
。

前
掲
、
註
（
20
）。

前
掲
、
註
（
33
）。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
一
二
月
晦
日
条
。

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
一
二
月
晦
日
条
。

こ
こ
で
の
吉
益
掃
部
と
は
、
吉
益
樗
斎
（
不
明
―
嘉
永
七
年
）
で
あ
る
と
考
え
る
。
古
医
方

の
吉
益
家
は
安
芸
国
出
身
の
吉
益
東
洞
（
元
禄
一
五
年
―
安
永
二
年
）
が
医
学
を
志
し
た
こ

と
に
は
じ
ま
る
。
同
人
は
後
に
京
都
で
医
院
を
開
業
し
長
男
の
南
涯
（
寛
延
三
年
―
文
化

一
〇
年
）
が
そ
れ
を
継
ぐ
。
天
明
八
年
、
大
火
に
よ
っ
て
京
都
の
医
院
が
焼
失
す
る
と
、
再

び
京
都
へ
戻
る
寛
政
三
年
か
四
年
ま
で
は
大
坂
船
場
伏
見
町
へ
医
院
と
居
宅
を
移
し
た
と
い



二
四

木
・
寄
居
子
庵
な
ど
。
文
政
期
に
上
方
へ
遊
学
し
、
本
居
宣
長
門
下
の
村
田
春
門
に
和
歌
を
、

本
居
大
平
に
国
学
を
学
ぶ
。
天
保
一
〇
年
、
長
州
藩
へ
仕
官
。
翌
年
に
は
藩
士
近
藤
家
の
養

子
と
な
り
、
萩
城
下
で
家
塾
を
経
営
す
る
一
方
、
藩
校
明
倫
館
で
助
教
な
ど
を
務
め
る
。
維

新
後
は
宮
内
省
よ
り
歌
道
御
用
掛
や
文
学
御
用
掛
な
ど
を
仰
せ
つ
か
る
。（
宮
本
誉
士
「
文

学
御
用
掛
と
し
て
の
福
羽
美
静
と
近
藤
芳
樹
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研

究
紀
要
』
四
号
、
二
〇
一
〇
））。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
五
月
二
二
日
条
。

豊
後
国
日
田
の
出
身
。
寛
政
六
年
―
安
政
元
年
。
名
は
勝
、通
称
は
安
石
。
広
瀬
淡
窓
に
学
ぶ
。

の
ち
に
堺
で
医
院
を
開
設
。（『
堺
市
史
』
第
七
巻 

別
編
（
堺
市
、
一
九
三
〇
）
二
九
九
頁
）。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
五
月
二
四
日
条
。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
五
月
二
七
日
条
。

海
原
徹
『
広
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園　

こ
と
ご
と
く
皆
宜
し
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
八
）。

三
澤
勝
己
『
江
戸
の
書
院
と
現
代
の
図
書
館
』（
樹
村
房
、
二
〇
一
八
）。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
六
月
六
日
条
。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
九
月
七
日
条
。

前
掲
、
註
（
33
）。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
五
月
二
九
日
条
。

日
田
市
教
育
庁
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
平
成
24
年
度
特
別
展
廣
瀬
旭
荘
没
後

１
５
０
年
記
念　

廣
瀬
旭
荘　

東
遊
大
坂
池
田
』（
同
、
二
〇
一
二
）
二
六
頁
―
二
七
頁
。

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
六
月
五
日
条
。

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
六
月
一
九
日
条
。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
八
月
四
日
条
。

安
芸
国
竹
原
の
出
身
。
寛
政
九
年
―
明
治
元
年
。
京
都
で
新
宮
凉
庭
、長
崎
で
シ
ー
ボ
ル
ト
・

吉
雄
権
之
助
に
師
事
し
て
蘭
学
や
種
痘
を
学
ぶ
。
当
時
は
大
坂
で
開
業
を
し
て
い
た
が
、
の

ち
に
郷
里
の
竹
原
へ
戻
り
眼
科
医
と
し
て
活
動
す
る
。（
日
高
訥
児 

編
『
日
高
凉
台
』（
日

高
訥
児
、
一
九
三
〇
））。

豊
後
国
速
見
郡
徳
野
村
の
在
村
医
の
家
に
生
ま
れ
る
。
兄
に
京
都
で
除
痘
館
を
開
設
し
た
日

野
鼎
哉
を
持
つ
。
天
保
一
一
年
、旭
荘
の
世
話
に
よ
っ
て
原
田
節
斎
の
旧
宅
（
大
坂
道
修
町
）

へ
医
院
を
開
設
す
る
。廣
瀬
家
と
日
野
家
は
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。（
志
手
駒
男『
日

（
55
）

（
56
）
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）

（
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）

（
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）

（
60
）

（
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）

（
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）

（
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）
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）

（
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）

（
66
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

う
。
南
涯
が
京
都
へ
戻
っ
た
以
降
も
、
同
地
は
享
和
二
年
ま
で
京
都
本
塾
の
支
塾
と
し
て
機

能
し
た
が
、
一
方
で
東
洞
の
子
で
南
涯
の
弟
に
あ
た
る

斎
（
不
明
―
文
化
一
三
年
）
は
京

都
へ
戻
ら
ず
、
自
ら
独
立
し
て
大
坂
本
天
満
町
で
医
院
と
私
塾
を
開
設
し
た
。
こ
の

斎
の

家
系
は
代
々
吉
益
掃
部
を
名
乗
り
、
天
保
期
に
掃
部
と
名
乗
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く

斎
の

養
子
で
大
坂
の
吉
益
家
を
継
い
だ
樗
斎
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。（
町
泉
寿
郎
「
吉
益

門
人
録
の
考
察
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
七
巻
、
一
号
、
二
〇
〇
一
））。

寛
政
九
年
―
慶
應
元
年
。
本
姓
は
奥
氏
、名
は
興
、字
は
士
諌
、合
は
南
洋
。
紀
伊
国
の
出
身
。

文
政
三
年
ご
ろ
に
外
科
医
の
華
岡
青
洲
へ
師
事
し
、
の
ち
青
洲
へ
婿
入
り
し
華
岡
姓
を
名
乗

る
。
諸
国
を
遊
学
し
京
都
で
は
吉
益
南
涯
に
学
ぶ
。
青
洲
の
弟
で
大
坂
に
て
医
院
と
私
塾
合

水
堂
を
開
設
し
た
鹿
城
が
亡
く
な
る
と
、天
保
八
年
か
ら
は
こ
れ
を
継
ぐ
。
後
継
と
し
て
は
、

鹿
城
の
子
良
平
（
直
蔵
、
積
軒
）
と
実
子
の
完
平
（
徳
太
郎
、
青
洋
）
が
お
り
、
の
ち
に
は

良
平
が
合
水
堂
を
継
ぎ
、完
平
は
独
立
し
大
坂
四
ツ
橋
で
活
動
を
し
た
。（
石
田
誠
太
郎
『
大

阪
人
物
誌
』
巻
一
（
石
田
文
庫
、
一
九
二
七
）
を
参
照
）。

安
永
七
年
―
嘉
永
四
年
。
名
は
亮
、
字
は
伯
恵
、
通
称
は
真
卿
、
郷
は
節
斎
・
優
游
。
美
作

国
の
出
身
で
、
当
時
は
大
坂
の
中
之
島
に
医
院
を
開
設
し
て
い
た
。
ま
た
、
儒
学
を
得
意
と

し
、と
く
に
古
学
や
詩
文
を
好
ん
だ
と
さ
れ
る
。（
石
田
誠
太
郎
『
大
阪
人
物
誌
』
巻
一
（
石

田
文
庫
、
一
九
二
七
））。

美
作
国
の
出
身
、
の
ち
に
土
井
侯
の
侍
医
と
な
る
。
当
時
、
堂
島
に
居
住
し
て
医
院
を
開
設

し
て
い
た
。
旭
荘
と
は
日
野
鼎
哉
（
シ
ー
ボ
ル
ト
等
に
師
事
し
京
都
へ
除
痘
館
を
開
設
。
緒

方
洪
庵
へ
も
分
痘
し
た
。）
の
紹
介
で
交
流
を
持
つ
。（
志
手
駒
男
『
日
野
鼎
哉
・
葛
民
伝
』（
葦

書
房
、
一
九
九
一
）
二
〇
頁
）。

備
前
国
岡
山
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
文
化
九
年
―
明
治
一
九
年
。
名
は
頤
、
号
は
載
陽
。

父
の
代
に
大
坂
へ
出
て
医
業
を
勤
め
と
し
た
。
天
保
五
年
に
父
の
跡
を
継
ぐ
と
、
は
じ
め
大

坂
西
久
宝
時
町
に
医
院
と
し
て
医
心
庵
を
開
設
。
天
保
一
一
年
に
は
今
橋
へ
移
る
。
藤
沢
東

に
経
史
、
大
矢
尚
斎
に
医
学
、
堺
の
鈿
圓
意
に
漢
学
、
橋
本
左
司
馬
に
漢
方
内
科
を
学
ぶ
。

（
芝
哲
夫
「
適
塾
門
下
生
に
関
す
る
調
査
報
告
（
５
）」（『
適
塾
』
一
八
号
、
一
九
八
五
））。

豊
後
国
日
田
の
出
身
。茘
園
と
も
称
す
る
。大
坂
で
家
学
と
し
て
の
眼
科
の
医
院
を
開
設
。（
水

田
紀
久
『
近
世
日
本
漢
文
学
史
論
考
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
）
四
二
九
頁
）。

『
日
乗
』
天
保
一
〇
年
五
月
一
八
日
条
。

享
和
元
年
―
明
治
一
二
年
。
周
防
国
吉
敷
郡
岩
淵
村
の
出
身
。
名
は
裕
・
晋
一
郎
、
号
は
古

（
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）

（
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）

（
50
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）



二
五

野
鼎
哉
・
葛
民
伝
』（
葦
書
房
、
一
九
九
一
）
一
五
頁
）。

天
保
一
二
年
八
月
一
五
日
条
。

天
保
一
二
年
八
月
二
日
条
。

前
掲
、
註
（
35
）。

前
掲
、
註
（
59
）。

本
稿
の
第
一
章
で
説
明
し
た
「
前
期
大
坂
咸
宜
園
」
の
時
期
に
該
当
す
る
門
人
帳
は
、「
亦

樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
一
六
一
頁
―
一
六
九
頁
）
で
あ
る
。

西
島
青
浦
。
文
政
一
一
年
―
明
治
四
五
年
。
長
門
国
豊
浦
郡
宇
賀
本
郷
の
出
身
。
名
は

譲
、
字
は
子
礼
、
通
称
は
孫
吉
。
大
坂
で
鼎
金
城
に
画
法
を
学
び
、
維
新
後
に
は
木
戸

孝
允
へ
画
家
と
し
て
抱
え
ら
れ
る
。（
多
多
見
茂
平
『
宇
賀
郷
土
読
本
』（
望
月
英
太
郎
、

一
九
六
一
））。

梶
谷
光
弘「
華
岡
鹿
城
末
裔
所
蔵
の「
華
岡
門
人
録
」に
つ
い
て（
４
）」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

五
九
巻
、
一
号
、
二
〇
一
三
）。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
八
月
二
六
日
条
。

「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
一
六
四
頁
）。

「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
一
六
六
頁
）。

呉
秀
三
『
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』（
吐
鳳
堂
書
店
、
一
九
二
三
）。

三
澤
勝
己
「
廣
瀬
旭
荘
と
菊
池
渓
琴
の
交
遊
」（
淡
窓
研
究
会
記
念
誌
編
集
委
員
会 

編
『
廣

瀬
淡
窓
・
咸
宜
園
に
学
ぶ
―
咸
宜
園
教
育
顕
彰
事
業
優
秀
賞
受
賞
記
念
誌
―
』
淡
窓
研
究
会

会
長
廣
瀬
和
貞
、
二
〇
二
一
）。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
八
月
一
七
日
条
。

『
日
乗
』
で
は
入
門
が
確
認
で
き
る
が
、「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
）
で
は
名
前
を
確

認
で
き
な
い
。
こ
の
点
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

梶
谷
光
弘
「
華
岡
鹿
城
末
裔
所
蔵
の
「
華
岡
門
人
録
」
に
つ
い
て
（
１
） 

―
（
４
）」（『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
五
八
巻
、
一
号
―
五
九
巻
、
一
号
、
二
〇
一
二
―
二
〇
一
三
）。
同
「
華

岡
青
洲
（
３
代
随
賢
）
末
裔
（
本
家
）
所
蔵
の
国
別
門
人
録
に
つ
い
て
（
１
）
―
（
４
）」（『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
五
九
巻
、
三
号
―
六
〇
巻
、
三
号
、
二
〇
一
三
―
二
〇
一
四
）。

広
瀬
淡
窓
の
日
記
の
う
ち
、「
進
修
録
」
巻
四
下
の
天
保
一
三
年
一
一
月
晦
日
条
に
「
有
走

馬
追
来
者
松
永
令
蔵
也
、（
割
書
）「
旧
称
宗
仙
、今
／
蓄
髪
為
儒
」」
と
あ
る
。（『
淡
窓
全
集
』

下
巻
、
八
二
七
頁
）。
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天
保
一
〇
年
一
一
月
一
八
日
、
相
良
春
栄
の
他
に
、
同
じ
く
「
肥
州
佐
賀
藩
医
」
の
澤
野
雲

陸
と
、「
肥
州
佐
賀
」
の
平
方
玄
龍
の
紹
介
者
と
な
っ
て
い
る
。（「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』

下
巻
、
一
六
四
頁
））。

「
輔
仁
姓
名
録
」（
宗
政
五
十
緒
・
多
治
比
郁
夫 

編
『
名
家
門
人
録
集
』
上
方
芸
文
叢
刊
５
（
上

方
芸
文
叢
刊
刊
行
会
、
一
九
八
一
）
一
四
四
頁
）。

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
七
月
一
七
日
条
の
「
中
島
花
岡
門
人
片
山
春
悦
来
訪
、豊
後
人
也
」
や
、

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
八
月
三
日
条
の
「
片
山
春
悦
来
見
余
」
な
ど
。

梶
谷
光
弘
「
華
岡
青
洲
門
人
石
堂
鼎
と
妹
背
家
―
華
岡
家
を
支
え
続
け
た
功
労
者
―
」（『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
六
〇
巻
、
一
号
、
二
〇
一
四
）。

「
泊
園
書
生
姓
名
録
」（
吾
妻
重
二
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
―
泊
園
書
院
資
料
集
成
１
』（
関

西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
））。

「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
一
六
四
頁
）。

「
姓
名
録
」（
緒
方
富
雄
編
『
緒
方
洪
庵
適
々
斎
塾
姓
名
録
』（
学
校
教
育
研
究
所
、

一
九
六
七
）
六
〇
頁
）。

「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
一
六
五
頁
）。

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
九
月
二
一
日
条
。

前
掲
、
註
（
22
）。
一
三
頁
。

天
保
一
〇
年
六
月
一
七
日
に
「
筑
後
久
留
米
庄
島　

八
島
謙
哉　

廿
歳
」
と
し
て
、「
中
村

寛
三
」の
紹
介
に
よ
っ
て
日
田
咸
宜
園
へ
入
門
の
経
験
を
持
つ
。（「
入
門
簿
續
編
」巻
五（『
淡

窓
全
集
』
下
巻
、
五
七
頁
）。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
八
月
五
日
条
。

「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
一
六
五
頁
）。

「
亦
樂
編
」（『
淡
窓
全
集
』
下
巻
、
一
六
四
頁
）。

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
五
月
一
六
日
条
。

脇
田
修
「
適
塾
門
下
生
村
上
代
三
郎
に
つ
い
て
」（
大
阪
に
お
け
る
産
業
都
市
文
化
の
発
達

に
関
す
る
総
合
的
研
究
班 

編
『
大
阪
の
都
市
文
化
と
そ
の
産
業
基
盤
』
共
同
研
究
論
集 

第

一
輯
、
大
阪
大
学
、
一
九
八
五
）。

緒
方
正
美
他 

編
『
大
阪
の
除
痘
館
』（
財
団
法
人
洪
庵
記
念
会
、
一
九
八
三
）。

前
掲
、
註
（
102
）。

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
八
月
二
六
日
条
。
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二
六

『
日
乗
』
天
保
一
一
年
一
〇
月
三
〇
日
条
。

頼
祺
一
監
修
・
豊
田
寛
三
他 

編
『
大
蔵
永
常
』
大
分
県
先
哲
叢
書
（
大
分
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
二
）。
大
蔵
永
常
に
つ
い
て
は
同
書
を
参
照
し
た
。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
閏
正
月
一
〇
日
条
。

大
阪
府
立
図
書
館 

編
『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』（
大
阪
府
立
図
書
館
、
一
九
一
四
）
二
九
頁

―
三
〇
頁
。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
閏
正
月
二
一
日
条
。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
三
月
二
日
条
。

『
日
乗
』
天
保
一
二
年
三
月
二
五
日
条
。

（
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二
七

　
吉
田
松
陰
と
広
瀬
旭
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
澤

　
勝
己

　

は
じ
め
に

　

吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
―
一
八
五
九
）
は
、
二
十
三
歳
年
長
の
広
瀬
旭
荘
（
一
八
〇
七
―

一
八
六
三
）
に
関
心
を
持
ち
、
諸
国
遊
学
の
許
可
を
得
た
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
、
大

坂
の
旭
荘
を
訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
折
し
も
旭
荘
は
不
在
で
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
旭
荘
は
松
陰
の
師
で
あ
る
佐
久
間
象
山
と
面
識
は
あ
っ
て
も
、
嘉
永
六
年
の
段
階
で

は
松
陰
の
存
在
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年
の
安
政
元
年
に
象
山
と
共
に

外
国
に
渡
ろ
う
と
し
た
と
い
う
情
報
を
得
て
か
ら
、松
陰
の
存
在
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
同
五
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
旭
荘
は
萩
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
て
い
る
。
し

か
し
、
松
陰
は
実
家
の
杉
家
の
幽
室
に
い
て
、
旭
荘
と
の
対
面
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
両
者
は
直
接
会
う
機
会
は
持
た
な
か
っ
た
が
、
相
互
に
意
識
す
る
関
係
に
あ
っ

た
。
本
稿
で
は
、
二
人
が
相
手
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
い
た
か
、
ま
た
、
対
面
す
る
機
会
は

な
か
っ
た
に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

管
見
で
は
、
二
人
の
交
流
を
扱
っ
た
論
考
は
徳
田
武
氏
「
広
瀬
旭
荘
と
吉
田
松
陰
」
が
唯
一

で
あ
る
（
1
）。
ま
た
、
海
原
徹
氏
は
「
広
瀬
淡
窓
と
松
陰
」
で
、
月
性
の
周
旋
で
安
政
二
年
に

亡
く
な
っ
た
金
子
重
輔
追
悼
の
詩
を
旭
荘
が
寄
せ
、
松
陰
が
喜
ん
だ
こ
と
に
触
れ
て
い
る
（
2
）。

徳
田
武
氏
の
「
広
瀬
旭
荘
と
吉
田
松
陰
」
に
お
い
て
、
二
人
の
交
流
な
ど
の
様
子
が
、
ほ
ぼ

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
そ
れ
と
同
様
の
記
述
に
な
る
部
分
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
し

か
し
、
徳
田
氏
が
誤
解
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
新
た
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
の
で
き
る
点
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

松
陰
刑
死
か
ら
三
年
後
の
旭
荘
の
批
評

旭
荘
が
松
陰
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
批
評
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
松
陰
が
伝
馬
町
の
獄
舎
で

刑
死
し
て
か
ら
三
年
後
の
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
旭
荘
の
日
記
『
日

間
瑣
事
備
忘
』
同
月
十
四
日
条
か
ら
、
些
か
長
文
で
は
あ
る
が
引
用
す
る
（
3
）。
こ
こ
で
は
、

全
体
を
（
A
）
か
ら
（
I
）
の
部
分
に
分
け
て
、
次
章
以
下
で
時
系
列
に
し
て
検
討
す
る
（
4
）。

な
お
、
旭
荘
は
こ
の
翌
年
の
同
三
年
に
亡
く
な
る
。

訪
慶
次
郎
主
人
供
酒
。　

…
…　
（
A
）
主
人
示
吉
田
虎
次
郎
上
三
位
大
原
公
国
字

牘
及
時
勢
論
。
大
意
勧
公
竊
西
下
説
西
諸
侯
挙
兵
奉
天
子
以
伐
関
東
也
。
虎
次
郎
深
悪

諸
夷
跋
扈
幕
府
諸
吏
為
其
所
劫
反
逼
天
子
。
則
不
量
己
力
慨
然
欲
招
集
天
下
忠
義
士
悉

誅
姦
吏
以
安
海
内
。
是
其
所
以
誅
死
也
。
然
虎
次
郎
死
僅
二
三
年
時
勢
大
変
天
下
翕
然

尊
王
室
。
大
君
将
率
諸
侯
入
朝
。
雖
気
運
之
所
際
会
虎
次
郎
等
首
唱
之
功
不
可
泯
也
。

（
B
）
虎
次
郎
甲
寅
歳
到
江
戸
竊
謀
欲
奔
墨
夷
伺
其
釁
而
刺
虜
酋
。
事
覚
下
獄
。
官
諒
其

志
放
帰
幽
于
萩
父
兄
許
。（
C
）
其
赴
江
戸
途
過
余
浪
華
僑
居
請
見
。
時
余
迎
大
村
侯
於

伏
見
不
在
家
。
虎
次
郎
屢
来
遂
不
値
去
。（
D
）
無
幾
余
聞
其
下
獄
曰
。
彼
若
見
我
必
無

此
敗
也
。
夫
人
臣
無
将
彼
雖
忠
義
有
餘
未
識
臣
道
也
。（
E
）
戊
午
余
游
萩
。
虎
次
郎
因

土
屋
矢
之
助
質
疑
余
復
述
人
臣
無
将
之
説
。虎
次
郎
頗
不
悦
。矢
之
助
亦
尤
余
抉
摘
不
已
。

曰
彼
我
藩
有
志
之
士
枉
容
之
可
何
先
生
之
不
憚
煩
也
。
余
曰
彼
実
有
志
之
士
我
惜
其
重

得
禍
。
故
欲
救
之
予
豈
好
辨
哉
予
不
得
已
也
。（
F
）
後
余
作
桑
維
翰
鉄
硯
詩
書
寄
矢
之

助
。
矢
之
助
柬
余
曰
所
賜
書
為
吉
田
生
所
奪
。
乃
送
土
生
柬
云
云
。
其
柬
曰
我
甚
喜
旭

翁
此
詩
勢
不
得
豪
奪
也
。
翁
富
佳
什
然
如
此
作
豈
可
多
得
哉
。
兄
与
翁
善
須
請
再
書
也
。

（
G
）
是
歳
虎
次
郎
作
此
牘
及
論
。（
H
）
明
年
坐
梅
田
源
次
郎
頼
三
樹
等
事
誅
。（
I
）

今
読
此
其
忠
義
之
気
凛
凛
如
活
。
事
雖
不
成
其
志
比
楠
菊
池
名
和
諸
公
無
愧
焉
。

こ
の
部
分
を
書
き
下
し
文
に
し
て
掲
げ
る
。

慶
次
郎
を
訪
ふ
。
主
人
酒
を
供
す
。　

…
…　
（
A
）
主
人
、
吉
田
虎
次
郎
の
三
位
大

原
公
に
上
る
国
字
牘
及
び
時
勢
論
を
示
す
。
大
意
は
、
公
に
竊
か
に
西
下
し
、
西
の
諸

侯
に
説
き
、
挙
兵
し
て
天
子
を
奉
じ
て
以
て
関
東
を
伐
つ
を
勧
む
る
な
り
。
虎
次
郎
深

く
諸
夷
の
跋
扈
し
て
幕
府
諸
吏
の
其
の
劫
す
る
所
と
為
り
、
反
っ
て
天
子
に
逼
る
を
悪

む
。
則
ち
己
の
力
を
量
ら
ず
、
慨
然
と
し
て
天
下
の
忠
義
の
士
を
招
集
し
、
悉
く
姦
吏

を
誅
し
以
て
海
内
を
安
ん
ぜ
ん
と
欲
す
。
是
れ
其
の
誅
死
す
る
所
以
な
り
。
然
れ
ど
も

虎
次
郎
死
し
て
僅
か
に
二
、三
年
、
時
勢
大
い
に
変
じ
天
下
翕
然
と
し
て
王
室
を
尊
び
、

大
君
将
に
諸
侯
を
率
い
て
朝
に
入
ら
ん
と
す
。
気
運
の
際
会
す
る
所
と
雖
も
、
虎
次
郎

等
の
首
唱
の
功
、
泯
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
B
）
虎
次
郎
、
甲
寅
の
歳
、
江
戸
に
到
り
竊
か
に
謀
り
墨
夷
に
奔
り
、
其
の
釁
を
伺

ひ
て
虜
酋
を
刺
さ
ん
と
欲
す
。
事
覚
は
れ
て
獄
に
下
る
。
官
其
の
志
を
諒
と
し
て
放
ち

帰
し
て
萩
の
父
兄
の
許
に
幽
せ
ら
る
。
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（
C
）
其
の
江
戸
に
赴
く
や
、
途
に
余
の
浪
華
の
僑
居
を
過
り
、
見
え
ん
こ
と
を
請
ふ
。

時
に
余
、
大
村
侯
を
伏
見
に
迎
え
家
に
在
ら
ず
。
虎
次
郎
屢
々
来
る
も
遂
に
値
は
ず
し

て
去
る
。（
D
）
幾
ば
く
も
無
く
し
て
、
余
其
の
獄
に
下
る
を
聞
き
て
曰
く
、
彼
若
し
我

に
見
え
ば
、
必
ず
や
此
の
敗
無
か
ら
ん
。
夫
れ
人
臣
は
将
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
彼
忠

義
餘
有
り
と
雖
も
、
未
だ
臣
道
を
識
ら
ざ
る
な
り
、
と
。

（
E
）
戊
午
、
余
萩
に
游
ぶ
。
虎
次
郎
土
屋
矢
之
助
に
因
り
て
質
疑
す
。
余
復
た
人
臣

無
将
の
説
を
述
ぶ
。
虎
次
郎
頗
る
悦
ば
ず
。
矢
之
助
も
亦
た
余
を
尤
め
、
抉
摘
し
て
已

ま
ず
。
曰
く
、
彼
は
我
が
藩
の
有
志
の
士
な
り
、
枉
げ
て
之
を
容
れ
て
可
な
り
。
何
ぞ

先
生
の
煩
を
憚
ら
ざ
る
や
、
と
。
余
曰
く
、
彼
は
実
に
有
志
の
士
な
り
、
我
は
其
の
重

ね
て
禍
を
得
る
を
惜
し
む
。
故
に
之
を
救
は
ん
と
欲
す
。
予
豈
に
辨
を
好
ま
ん
や
。
予

已
む
を
得
ざ
る
な
り
、
と
。

（
F
）
後
に
余
、
桑
維
翰
の
鉄
硯
詩
を
作
り
、
書
し
て
矢
之
助
に
寄
す
。
矢
之
助
余
に

柬
し
て
曰
く
、
賜
ふ
所
の
書
、
吉
田
生
の
奪
ふ
所
と
為
る
。
乃
ち
土
生
に
柬
を
送
り
て

云
云
、
と
。
其
の
柬
に
曰
く
、
我
甚
だ
旭
翁
の
此
の
詩
を
喜
ぶ
。
勢
ひ
豪
奪
せ
ざ
る
を

得
ざ
る
な
り
。翁
佳
什
に
富
む
。然
れ
ど
も
此
く
の
如
き
作
、豈
に
多
く
得
べ
け
ん
や
。兄
、

翁
と
善
し
、
須
ら
く
再
書
を
請
ふ
べ
し
、
と
。

（
G
）
是
の
歳
、
虎
次
郎
此
の
牘
及
び
論
を
作
る
。（
H
）
明
年
、
梅
田
源
次
郎
・
頼

三
樹
等
の
事
に
坐
し
誅
せ
ら
る
。（
I
）
今
此
を
読
む
に
其
の
忠
義
の
気
凛
凛
と
し
て
活

く
る
が
如
し
。
事
成
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
志
、
楠
・
菊
池
・
名
和
の
諸
公
に
比
す
る
も

愧
づ
る
こ
と
無
し
。
…
…

嘉
永
六
年
の
松
陰
の
大
坂
訪
問

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
松
陰
が
旭
荘
を
訪
ね
た
の
は
嘉
永
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』
文
久
二
年
十
月
十
四
日
条
の
（
C
）
の
部
分
が
該
当
す
る
。

こ
の
年
の
二
年
前
の
同
四
年
、
長
州
藩
の
遊
学
生
と
し
て
江
戸
に
い
た
松
陰
は
、
長
州
藩
よ

り
東
北
遊
歴
の
許
可
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
過
書
手
形
の
下
付
が
遅
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の

下
付
を
待
た
ず
に
出
発
し
た
。
そ
の
た
め
、
翌
年
、
松
陰
は
帰
国
命
令
に
よ
り
萩
に
て
謹
慎
、

士
籍
と
家
禄
を
奪
わ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
六
年
に
は
諸
国
遊
学
の
許
可
が
お
り
た
（
藩
主
毛
利

慶
親
〈
後
に
敬
親
〉
の
計
ら
い
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
）。
松
陰
の
大
坂
訪
問
は
、
そ
の
時
の
こ

と
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
旭
荘
は
（
C
）
に
あ
る
よ
う
に
、
参
勤
交
代
に
よ
り
大
村
に
帰
る
大
村
藩

主
大
村
純
熙
を
迎
え
る
た
め
に
伏
見
に
出
か
け
て
い
て
不
在
で
あ
っ
た
（
5
）。

徳
田
武
氏
は
前
掲
論
考
の
中
で
、
旭
荘
訪
問
を
同
年
十
二
月
三
日
と
さ
れ
、『
日
間
瑣
事
備

忘
』の
そ
の
頃
の
記
事
に
該
当
記
事
を
見
出
せ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
誤
解
が
あ
り
、

十
二
月
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
船
を
追
い
か
け
て
長
崎
に
行
き
、
江
戸
に
帰
る
途
中
で
大
坂
に
立

ち
寄
っ
た
の
で
あ
る
。
松
陰
は
そ
の
前
に
、
同
年
一
月
に
萩
を
出
発
し
て
五
月
に
江
戸
に
入
る

際
に
、
各
地
を
周
遊
し
て
大
坂
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
同
年
四
月
朔
日

条
に
「
萩
人
吉
田
虎
次
郎
者
来
訪
」（「
萩
の
人
吉
田
虎
次
郎
な
る
者
来
訪
」）
と
出
て
い
る
（
6
）。

こ
の
記
事
か
ら
も
、
ま
た
（
C
）
か
ら
も
、
旭
荘
は
松
陰
の
来
訪
に
は
注
目
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
（
B
）
の
段
階
で
は
評
価
が
変
わ
る
（
後
述
）。

（
C
）
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
当
該
部
分
を
見
る
と
、
松
陰
が
訪
ね

て
き
た
四
月
一
日
は
、
旭
荘
は
舟
に
乗
り
伏
見
に
向
か
っ
た
が
、
乗
客
過
多
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

の
た
め
舟
は
戻
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
帰
宅
、
三
日
に
再
度
出
発
し
て
牧
方
（
枚
方
）
に
一
泊
、

四
日
に
伏
見
に
入
り
六
日
に
帰
宅
と
い
う
行
程
で
あ
っ
た
。
僅
か
な
時
間
差
で
、
二
人
は
対
面

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
（
C
）
に
は
「
虎
次
郎
屢
々
来
る
」
と
あ
る
が
、『
日
間

瑣
事
備
忘
』
の
当
該
月
の
記
事
に
は
、
そ
の
様
子
は
見
え
て
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
渡
航
の
企
て
を
聞
い
て

（
B
）（
D
）
の
部
分
に
移
る
。
安
政
元
年
に
松
陰
が
ア
メ
リ
カ
渡
航
を
企
て
て
失
敗
し
て
、

下
獄
し
た
と
い
う
知
ら
せ
に
接
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
初
め
は
佐
久
間
象
山
の
こ
と

と
し
て
、
旭
荘
に
は
情
報
が
入
っ
て
き
た
模
様
で
あ
る
。『
日
間
瑣
事
備
忘
』
嘉
永
七
年
四
月

二
十
二
日
条
と
同
月
二
十
四
日
条
を
掲
げ
る
（
7
）。

嘉
永
七
年
四
月
二
十
二
日
条

六
郎
来
曰
秋
里
曰
或
報
佐
久
間
修
理
以
通
墨
夷
下
獄
。
余
曰
修
理
読
書
子
也
。
豈
有

此
事
。
蓋
訛
言
。

六
郎
来
り
て
曰
く
、
秋
里
曰
く
或
い
は
佐
久
間
修
理
墨
夷
に
通
ず
る
を
以
て
下
獄
す

る
を
報
ず
、
と
。
余
曰
く
、
修
理
は
読
書
子
な
り
。
豈
に
此
の
事
有
ら
ん
や
。
蓋
し
訛

言
な
ら
ん
、
と
。
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嘉
永
七
年
四
月
二
十
四
日
条

柬
宗
助
曰
或
伝
佐
久
間
修
理
以
通
夷
人
下
獄
疑
訛
言
。
請
為
吾
柬
容
貝
子
質
之
。
答

曰
諾
。

宗
助
に
柬
し
て
曰
く
、
或
い
は
伝
ふ
、
佐
久
間
修
理
夷
人
に
通
ず
る
を
以
て
下
獄
す
と
。

訛
言
を
疑
ふ
。
請
ふ
、吾
が
為
に
容
貝
子
に
柬
し
て
之
れ
を
質
せ
、と
。
答
へ
て
曰
く
、諾
、

と
。

柴
秋
村
か
ら
、
安
藤
秋
里
の
情
報
と
し
て
、
佐
久
間
象
山
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
ろ
う
と
し
た
た

め
に
下
獄
し
た
と
い
う
情
報
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
を
聞
い
た
旭
荘
は
、

象
山
は
読
書
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
誤
報
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
二
日
後
の
記
事
か
ら

は
、
そ
の
真
偽
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
二
か
月
後
に
は
、
そ
の
噂
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
旭
荘
は
記
す
。『
日
間

瑣
事
備
忘
』
嘉
永
七
年
六
月
二
十
八
日
条
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
8
）。

劉
三
郎
柬
至
。
柬
曰
梅
辻
春
樵
曰
大
槻
磐
渓
下
獄
敢
問
虚
実
何
如
。
即
発
答
柬
曰
蓋

以
佐
久
間
象
山
下
獄
訛
言
及
磐
渓
也
。

劉
三
郎
の
柬
至
る
。
柬
に
曰
く
、
梅
辻
春
樵
曰
く
、
大
槻
磐
渓
下
獄
す
、
と
。
敢
へ

て
問
ふ
、
虚
実
何
如
、
と
。
即
ち
答
柬
を
発
し
て
曰
く
、
蓋
し
佐
久
間
象
山
下
獄
の
訛

言
を
以
て
磐
渓
に
及
ぶ
な
り
、
と
。

劉
冷
窓
か
ら
の
手
紙
に
よ
り
、
梅
辻
春
樵
の
情
報
と
し
て
、
大
槻
磐
渓
も
下
獄
し
た
と
い
う

噂
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
旭
荘
は
、象
山
下
獄
の
訛
言
が
磐
渓
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
錯
綜
し
て
い
た
情
報
も
次
第
に
真
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
模
様
で
、『
日
間
瑣

事
備
忘
』
安
政
二
年
八
月
二
十
五
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
9
）。

客
春
聞
萩
人
吉
田
虎
次
郎
以
与
佐
久
間
修
理
等
謀
探
五
大
洲
下
獄
後
遭
赦
放
還
。
今

日
検
大
昨
年
癸
丑
四
月
朔
泰
蔵
所
録
玄
関
日
乗
載
萩
人
吉
田
虎
次
郎
来
請
見
。
時
先
生

迎
大
村
侯
於
伏
見
不
値
云
云
。
此
人
一
世
奇
人
憾
不
相
見
因
追
記
。

客
春
聞
く
、
萩
人
吉
田
虎
次
郎
、
佐
久
間
修
理
等
と
謀
り
五
大
洲
を
探
ら
ん
と
す
る

を
以
て
獄
に
下
り
後
に
赦
に
遭
ひ
放
還
せ
ら
る
る
を
。
今
日
、
大
昨
年
癸
丑
四
月
朔
の

泰
蔵
録
す
る
所
の
玄
関
日
乗
を
検
す
る
に
、
萩
人
吉
田
虎
次
郎
来
り
見
え
ん
こ
と
を
請

ふ
を
載
す
。
時
に
先
生
、
大
村
侯
を
伏
見
に
迎
へ
値
は
ず
云
云
と
。
此
の
人
一
世
の
奇

人
に
し
て
相
見
せ
ざ
る
を
憾
む
。
因
り
て
追
記
す
。

こ
こ
で
は
松
陰
が
外
国
に
渡
ろ
う
と
し
て
獄
に
下
り
、
取
り
調
べ
の
結
果
、
萩
に
返
さ
れ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
日
に
改
め
て
前
述
の
嘉
永
六
年
四
月
一
日
の
『
玄
関
日

乗
』
を
点
検
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
「
萩
の
人
、吉
田
虎
次
郎
な
る
者
来
訪
す
」

と
い
う
認
識
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
此
の
人
一
世
の
奇
人
に
し
て
相
見
せ
ざ
る
を
憾
む
」
と
い
う

認
識
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
旭
荘
が
象
山
と
対
面
し
た
の
は
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
、
弘
化
元
年
）
九
月
九

日
の
こ
と
で
あ
る
。
前
年
か
ら
江
戸
に
居
住
し
て
い
た
旭
荘
は
、
こ
の
日
、
菊
池
渓
琴
を
訪
ね

た
際
に
、
象
山
は
先
客
と
し
て
そ
の
場
に
お
り
対
面
し
て
い
る
（
10
）。

旭
荘
の
金
子
重
輔
追
悼
の
詩

次
に
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
文
久
二
年
十
月
十
四
日
条
で
は
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
月
性
の
依
頼
に
よ
り
金
子
重
輔
追
悼
の
詩
を
旭
荘
が
作
り
、
そ
れ
を
松
陰
が
追
悼
集

に
収
録
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
よ
う
。

松
陰
と
行
動
を
共
に
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
ろ
う
と
し
て
失
敗
し
た
金
子
重
輔
は
、
自
首
し
た

後
、
江
戸
の
伝
馬
町
獄
舎
で
は
松
陰
と
は
別
な
牢
に
入
れ
ら
れ
、
萩
で
も
岩
倉
獄
に
入
り
、
劣

悪
な
環
境
下
、
伝
馬
町
入
牢
の
段
階
か
ら
体
調
を
崩
し
て
重
症
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め

安
政
二
年
一
月
十
一
日
に
二
十
五
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。
前
年
十
月
の
岩
倉
獄
入
牢
か
ら
二

か
月
余
で
あ
っ
た
。

松
陰
は
伝
馬
町
入
牢
以
降
、
別
行
動
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
弟
子
の
容
態
を
絶
え
ず
気

に
か
け
て
い
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
逝
去
の
報
に
接
す
る
と
、
知
友
か
ら
追
悼
の
詩

文
を
募
り
、
集
ま
っ
た
作
品
を
一
つ
に
ま
と
め
『
冤
魂
慰
草
』
と
題
し
た
（
11
）。
そ
の
中
に
、

旭
荘
の
「
悼
渋
木
生
」（「
渋
木
生
を
悼
む
」）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

旭
荘
の
こ
の
詩
は
、
松
陰
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
旭
荘
・
松
陰

そ
れ
ぞ
れ
と
交
流
の
あ
っ
た
月
性
の
仲
介
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
月
性
は
広
瀬
淡
窓
の
門
人

で
あ
る
恒
遠
醒
窓
に
学
び
、
大
坂
に
出
て
篠
崎
小
竹
の
梅
花
社
に
学
ん
だ
。
月
性
と
旭
荘
と
の
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交
流
は
、
月
性
が
大
坂
に
出
た
頃
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

月
性
か
ら
の
依
頼
は
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
安
政
三
年
十
一
月
四
日
条
に
あ
る
（
12
）。

月
性
来
乞
渋
木
生
詩
。
乃
賦
一
絶
与
之
。〈
詩
載
集
。〉
生
即
与
吉
田
寅
二
郎
謀
游
亜

墨
利
加
下
獄
死
者

月
性
来
り
渋
木
生
の
詩
を
乞
ふ
。
乃
ち
一
絶
を
賦
し
之
に
与
ふ
。〈
詩
は
集
に
載
す
。〉

生
は
即
ち
吉
田
寅
二
郎
と
亜
墨
利
加
に
游
ぶ
こ
と
を
謀
り
獄
に
下
り
死
す
る
者
な
り
。

前
後
に
関
連
記
事
の
な
い
こ
と
か
ら
も
、
月
性
の
依
頼
を
受
け
た
旭
荘
は
、
即
座
に
一
絶
を

賦
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
一
絶
、
こ
の
場
合
は
七
言
絶
句
、「
悼
渋
木
生
」
を
掲
げ
よ
う
（
13
）。

　

此
心
不
遂
憾
如
何　
　

此
の
心
遂
げ
ず
憾
み
如
何
ぞ
や

　

目
断
東
溟
万
里
波　
　

目
に
断
ゆ
東
溟
万
里
の
波

　

海
外
獄
中
均
一
死　
　

海
外
獄
中
均
し
く
一
死

　

長
教
志
士
涕
滂
沱　
　

長
く
志
士
を
し
て
涕
滂
沱
た
ら
し
む

こ
の
詩
に
つ
い
て
、
松
陰
は
（
安
政
四
年
）
正
月
二
十
六
日
付
け
書
簡
の
中
で
（
14
）、

　
　

旧
冬
ハ
安
藤
・
広
瀬
二
家
哭
渋
木
生
詩
御
贈
致
被
下
難
有
御
厚
情
奉
謝
候
。
広
瀬
詩
殊

　

服
其
用
意
候
。

旧
冬
ハ
安
藤
・
広
瀬
二
家
渋
木
生
を
哭
す
る
詩
、
御
贈
致
下
さ
れ
有
難
く
御
厚
情
に

謝
し
奉
り
候
。
広
瀬
の
詩
は
殊
に
其
の
用
意
に
服
し
候
。

と
述
べ
、
安
藤
秋
里
と
旭
荘
の
詩
が
届
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
旭
荘
の
詩
は
用
意
周

到
で
感
服
し
た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

旭
荘
の
萩
来
訪

（
E
）
の
部
分
に
移
る
。
旭
荘
は
、
安
政
四
年
に
山
陽
道
か
ら
日
田
に
帰
る
途
中
、
安
政
五

年
の
二
月
五
日
か
ら
三
月
二
十
一
日
ま
で
の
お
よ
そ
一
ヶ
月
半
の
間
、
萩
に
滞
在
し
た
。
そ
の

間
、
土
屋
蕭
海
（
通
称
は
矢
之
助
）
が
旭
荘
の
世
話
に
当
っ
た
。
萩
に
て
旭
荘
が
対
面
し
た
人

物
と
し
て
は
、
周
布
政
之
助
・
先
の
月
性
・
久
坂
玄
瑞
（
兄
の
久
坂
玄
機
と
は
大
坂
で
交
遊
）、

あ
る
い
は
吉
田
松
陰
と
は
立
場
を
異
に
す
る
椋
梨
藤
太
（
大
坂
に
て
面
識
あ
り
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
藩
校
の
明
倫
館
は
、
山
県
半
蔵
（
後
に
宍
戸
璣
）
の
案
内
で
見
学
し
て
い
る
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
旭
荘
萩
滞
在
期
間
の
部
分
を
見
渡
す
と
、（
E
）
関
連
の
記
述
は
出
て

い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
滞
在
期
間
の
記
述
と
（
E
）
の
部
分
の
順
に
検
討
す
る
（
15
）。

先
ず
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
安
政
五
年
二
月
十
一
日
条
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、「
研
蔵

携
医
人
松
岡
良
哉
来
見
。
良
哉
温
雅
頗
諳
籍
…
…
」（「
研
蔵
、医
人
松
岡
良
哉
を
携
へ
来
見
す
。

良
哉
は
温
雅
に
し
て
頗
る
籍
を
諳
ん
じ
…
…
」）
と
あ
り
、
咸
宜
園
関
係
者
が
出
て
く
る
（
16
）。

研
蔵
す
な
わ
ち
青
木
研
蔵
は
青
木
周
弼
の
弟
で
、
咸
宜
園
に
学
ん
だ
淡
窓
の
門
人
で
あ
り
（
青

木
周
蔵
は
そ
の
養
子
）、
同
行
し
て
き
た
松
岡
良
哉
は
、
そ
の
養
子
松
岡
勇
記
が
咸
宜
園
出
身

者
で
あ
る
。
こ
の
二
人
も
、
萩
滞
在
中
の
旭
荘
に
尽
力
し
て
い
る
。

次
に
、
翌
月
の
三
月
四
日
条
に
は
、「
研
蔵
携
杉
梅
太
郎
者
来
見
。
梅
太
郎
乃
吉
田
大
次
郎

兄
也
。〈
大
次
郎
坐
謀
游
観
五
大
州
而
被
幽
。
然
名
聞
天
下
。〉」（「
研
蔵
、
杉
梅
太
郎
な
る
者

を
携
へ
て
来
見
す
。
梅
太
郎
は
、
乃
ち
吉
田
大
次
郎
の
兄
な
り
。〈
大
次
郎
は
五
大
州
を
游
観

す
る
こ
と
を
謀
る
に
坐
し
て
幽
せ
ら
る
。
然
し
て
名
は
天
下
に
聞
こ
ゆ
。〉」）
と
あ
る
。
青
木

研
蔵
が
松
陰
の
兄
、
杉
梅
太
郎
を
旭
荘
に
引
き
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
三
月
十
三
日

に
も
来
訪
）。

さ
ら
に
、
三
月
五
日
条
に
は
、「
良
哉
登
一
郎
蕭
海
来
。
良
哉
曰
今
日
見
吉
田
大
次
郎
。
出

伊
娑
菩
喩
言
一
巻
曰
伊
娑
菩
者
英
吉
利
聖
人
。
英
人
学
漢
文
而
筆
録
其
言
者
。
広
先
生
恐
未
見

之
属
某
送
呈
。
余
曰
此
実
奇
書
吉
田
子
厚
意
吾
何
以
謝
。」（「
良
哉
・
登
一
郎
・
蕭
海
来
る
。

良
哉
曰
く
、
今
日
吉
田
大
次
郎
に
見
ゆ
。
伊
娑
菩
喩
言
一
巻
を
出
し
て
曰
く
、
伊
娑
菩
な
る
者

は
英
吉
利
の
聖
人
な
り
。
英
人
漢
文
を
学
び
て
其
の
言
を
筆
録
す
る
も
の
な
り
。
広
先
生
恐
ら

く
は
未
だ
之
れ
を
見
ず
、
と
。
某
に
属
し
て
送
呈
す
、
と
。
余
曰
く
、
此
れ
実
に
奇
書
な
り
。

吉
田
子
の
厚
意
に
吾
何
を
以
て
か
謝
せ
ん
、と
。」）
と
あ
る
（
17
）。
松
岡
良
哉
が
松
陰
か
ら
『
伊

娑
菩
喩
言
』
す
な
わ
ち
漢
文
体
の
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を
旭
荘
に
渡
す
こ
と
を
頼
ま
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
事
か
ら
は
、
松
陰
が
イ
ソ
ッ
プ
を
イ
ギ
リ
ス
人
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

安
藤
信
廣
氏
に
よ
れ
ば
、
松
陰
の
見
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
、
山
県
半
蔵
（
後
に
宍
戸
璣
）
の

筆
写
し
た
写
本
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、安
藤
氏
は
そ
の
寓
話
で
は
、例
え
ば
「
馬
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鹿
同
遊
」
の
話
か
ら
、
松
陰
は
欧
米
列
強
に
侵
略
の
口
実
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教
訓

と
し
て
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
18
）。

（
E
）
の
部
分
で
は
、ま
た
、土
屋
蕭
海
を
介
し
て
、松
陰
と
旭
荘
と
の
間
に
質
疑
応
答
が
あ
っ

た
と
す
る
部
分
も
注
目
さ
れ
る
。
旭
荘
は
「
人
臣
無
将
の
説
」
を
述
べ
て
、
松
陰
は
そ
の
説
に

不
快
感
を
示
し
、
蕭
海
も
余
計
な
こ
と
を
説
い
て
摩
擦
を
起
こ
さ
な
い
で
ほ
し
い
旨
の
こ
と
を

述
べ
た
と
い
う
説
明
の
部
分
で
あ
る
。

こ
の
「
人
臣
無
将
」
は
、（
D
）
の
部
分
に
も
出
て
く
る
。（
D
）
は
、
先
に
挙
げ
た
（
B
）

に
連
続
す
る
時
期
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
則
ち
、松
陰
が
ア
メ
リ
カ
渡
航
の
企
て
に
失
敗
し
て
、

長
州
藩
が
萩
の
野
山
獄
に
収
監
し
た
時
期
で
あ
る
。

二
度
に
わ
た
り
出
て
く
る
「
人
臣
無
将
」
は
、
先
述
の
よ
う
に
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
他
の

月
日
の
記
述
や
旭
荘
の
著
作
に
は
、
管
見
の
限
り
で
は
出
て
こ
な
い
。
徳
田
氏
は
前
掲
論
文
の

中
で
、「
人
臣
無
将
の
説
と
は
、
上
に
戴
く
将
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
人
臣
は
忠
義
を
尽
く
し

よ
う
が
無
い
、
と
い
う
説
で
あ
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
に
は
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の

説
明
に
私
見
を
述
べ
る
余
地
は
な
い
。

し
か
し
、
出
典
に
つ
い
て
一
つ
の
試
案
を
提
示
し
た
い
と
思
う
。『
史
記
』
の
「
叔
孫
通
伝
」

の
中
で
、
陳
勝
の
反
乱
に
際
し
て
、
秦
の
二
世
皇
帝
が
三
十
名
余
り
の
博
士
た
ち
に
下
問
し

て
、「
人
臣
無
将
、
将
即
反
、
罪
死
無
赦
、
願
陛
下
急
発
兵
撃
之
」（「
人
臣
は
将
す
る
こ
と
無

し
、
将
す
れ
ば
即
ち
反
く
な
り
、
罪
は
死
し
て
赦
す
こ
と
無
し
、
願
は
く
は
陛
下
急
ぎ
兵
を
発

し
之
を
撃
て
、
と
。」）
と
答
え
た
と
い
う
「
人
臣
無
将
」
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
部
分
の
「
人
臣
無
将
」
に
つ
い
て
、新
釈
漢
文
大
系
所
収
書
は
、「
家
臣
た
る
も
の
、

勝
手
に
兵
を
率
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
現
代
語
訳
し
て
い
る
（
19
）。

「
人
臣
無
将
」
に
つ
い
て
、
徳
田
氏
は
人
臣
と
し
て
「
上
に
戴
く
将
を
持
っ
て
い
な
い
」
と

解
さ
れ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
他
に
史
料
が
な
い
た
め
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
は
、
人
臣

は
将
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
反
乱
を
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

桑
維
翰
の
鉄
硯
詩
と
波
木
井
昇
斎

続
い
て
、（
F
）
の
部
分
に
移
る
。
こ
れ
は
、
旭
荘
が
萩
に
滞
在
後
の
こ
と
と
し
て
、「
桑
維

翰
の
鉄
硯
詩
」
を
作
り
蕭
海
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
返
書
が
あ
り
、
松
陰
が
そ
の
詩
を
見
て

激
賞
し
た
と
い
う
内
容
の
部
分
で
あ
る
。「
吉
田
生
の
奪
ふ
所
と
為
」
っ
た
と
い
う
、
旭
荘
の

詩
は
「
波
昇
斎
、
獲
古
鉄
研
、
背
鐫
弊
則
改
業
四
字
、
其
体
古
雅
、
疑
桑
維
翰
物
、
乞
詩
、」（「
波

昇
斎
、
古
鉄
研
を
獲
た
り
、
背
に
弊
る
れ
ば
則
ち
業
を
改
む
の
四
字
を
鐫
る
。
其
の
体
は
古
雅
、

疑
ふ
ら
く
は
桑
維
翰
の
物
な
ら
ん
と
。
詩
を
乞
ふ
。」）
と
い
う
三
十
二
句
か
ら
成
る
七
言
古
詩

で
あ
る
（
20
）。
こ
の
詩
に
は
、「
以
下
、帰
浪
華
後
所
作
」（「
以
下
、浪
華
に
帰
る
後
に
作
る
所
」）

と
い
う
注
が
あ
る
の
で
、
旭
荘
が
大
坂
に
戻
っ
て
か
ら
作
っ
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
萩

を
離
れ
て
か
ら
日
田
に
帰
省
し
た
旭
荘
は
、
安
政
五
年
五
月
二
十
三
日
に
大
坂
の
自
宅
に
戻
っ

て
い
る
。
翌
六
年
の
五
月
に
は
松
陰
は
江
戸
に
召
喚
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
に
限
定

し
て
も
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
に
こ
の
詩
に
触
れ
た
記
事
を
残
念
な
が
ら
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

こ
こ
に
あ
る
「
波
昇
斎
」
に
つ
い
て
は
、
徳
田
武
氏
は
前
掲
「
広
瀬
旭
荘
と
吉
田
松
陰
」
の

中
で
、
萩
か
ら
日
田
に
向
か
う
安
政
五
年
四
月
十
六
日
に
会
っ
た
田
浦
（
現
在
の
北
九
州
市
門

司
区
田
野
浦
）
の
人
、
規
久
田
徳
左
衛
門
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
徳
田

氏
の
誤
解
で
あ
る
。「
波
昇
斎
」
は
波
木
井
昇
斎
で
あ
る
。
旭
荘
と
昇
斎
に
は
接
点
が
あ
る
。

波
木
井
昇
斎
は
身
延
の
数
珠
商
の
家
に
生
ま
れ
、江
戸
で
彫
刻
の
技
術
を
お
さ
め
た
篆
刻
家
・

彫
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
技
術
が
広
島
藩
主
浅
野
氏
に
認
め
ら
れ
、
安
政
三
年
か
ら
は

広
島
に
住
み
、
宮
島
彫
の
技
法
は
昇
斎
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
（
21
）。

旭
荘
は
安
政
四
年
の
八
月
か
ら
大
坂
を
離
れ
山
陽
道
を
周
遊
、
翌
五
年
一
月
十
八
日
に
広
島

で
昇
斎
の
訪
問
を
受
け
て
い
る
。
当
日
の
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
記
事
を
掲
出
す
る
（
22
）。

波
木
井
昇
斎
来
見
曰
。
拝
別
後
既
十
九
年
矣
。
示
銕
硯
一
枚
。
竪
可
四
寸
四
五
分
横

半
焉
。
背
鐫
弊
則
改
業
四
字
篆
法
高
〔
古
曰
〕
某
獲
之
肥
後
村
井
氏
。
蓋
桑
維
翰
遺
愛
。

然
鏽
不
当
用
。
但
取
其
古
也
。
予
疑
後
人
模
作
然
決
不
下
胡
元

波
木
井
昇
斎
来
見
し
て
曰
く
、
拝
別
後
既
に
十
九
年
な
り
。
銕
硯
一
枚
を
示
す
。
竪

四
寸
四
五
分
可
り
、
横
焉
に
半
す
。
背
に
弊
る
れ
ば
則
ち
業
を
改
む
の
四
字
を
鐫
り
篆

法
高
古
。
曰
く
某
之
れ
を
肥
後
の
村
井
氏
に
獲
た
り
。
蓋
し
桑
維
翰
の
遺
愛
な
ら
ん
。

然
れ
ど
も
鏽
て
当
に
用
ふ
べ
か
ら
ず
。
但
其
の
古
を
取
る
な
り
。
予
疑
ふ
ら
く
は
後
人

の
模
作
な
ら
ん
。
然
れ
ど
も
決
し
て
胡
元
を
下
ら
ず
、
と
。

そ
の
三
日
後
の
一
月
二
十
一
日
の
記
事
に
は
、「
昇
斎
来
。
贈
金
二
百
匹
乞
銕
硯
詩
。」（「
昇

斎
来
り
、
金
二
百
匹
を
贈
り
銕
硯
詩
を
乞
ふ
。」）
と
あ
る
。
十
九
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
る
と
い
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う
昇
斎
は
、
背
面
に
「
弊
則
改
業
」
の
四
文
字
が
彫
ら
れ
た
桑
維
翰
の
大
切
に
し
て
い
た
と
い

う
鉄
の
硯
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
。
桑
維
翰
の
も
の
か
は
疑
わ
し
い
が
、
少
な
く
と
も
元
朝
よ

り
も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
鉄
硯
を
旭
荘
に
示
し
た
三
日
後
に
、
昇
斎
は
金

二
百
匹
で
鉄
硯
詩
を
旭
荘
に
依
頼
し
て
い
る
（
23
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
旭
荘
の
詩
題
と
符
合

し
て
お
り
、「
波
昇
斎
」
は
波
木
井
昇
斎
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
二
人
が
対
面
し
た
と
い
う
十
九
年
前
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
を
、
次
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
天
保
十
年
十
月
十
日
条
に
「
江
戸
印
刻
師
波
木
田
〈
マ

マ
〉
昇
斎
在
隣
席
。
請
見
乃
相
見
。」（「
江
戸
の
印
刻
師
波
木
田
昇
斎
隣
席
に
在
り
。
見
を
請

ひ
乃
ち
相
見
す
。」）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
（
24
）。

安
政
五
年
の
再
会
か
ら
数
え
て
ま
さ
に
十
九
年
前
の
天
保
十
年
十
月
、
こ
の
時
、
旭
荘
は
菊

池
渓
琴
に
誘
わ
れ
て
南
紀
に
遊
ん
で
お
り
、
十
月
九
日
に
は
湯
浅
の
広
屋
久
七
の
酒
楼
、
古
碧

楼
に
宿
泊
し
て
お
り
、
翌
日
に
こ
こ
で
波
木
井
昇
斎
と
会
っ
た
こ
と
に
な
る
。
十
日
に
は
二
人

は
渓
琴
に
誘
わ
れ
て
舟
遊
、
十
一
日
に
は
栖
原
に
入
り
渓
琴
の
書
斎
で
あ
る
渓
琴
山
房
を
訪
ね

て
い
る
（
25
）。

桑
維
翰
の
鉄
硯
詩
の
内
容

旭
荘
の
詩
は
長
編
が
多
く
、
七
言
絶
句
な
ど
が
流
行
し
た
当
時
に
あ
っ
て
異
例
で
あ
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
26
）。
こ
の
詩
も
三
十
二
句
か
ら
成
る
七
言
古
詩
の
長
編
で
あ
る
。
こ

の
作
品
全
体
の
原
文
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
は
、
徳
田
武
氏
が
前
掲
「
広
瀬
旭
荘
と
吉
田

松
陰
」
で
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
徳
田
氏
の
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
鉄
硯
詩
の
内
容
を

見
て
み
よ
う
。

研
広
三
寸
長
一
咫　
　

研
広
三
寸
長
さ
一
咫

上
殺
下
豊
風
字
似　
　

上
は
殺
げ
下
は
豊
か
に
風
の
字
に
似
た
り

弊
則
改
業
其
背
銘　
　

弊
る
れ
ば
則
ち
業
を
改
む
は
其
の
背
銘

満
面
鏽
花
成
黄
紫　
　

満
面
の
鏽
花
黄
紫
を
成
す

毋
乃
桑
公
遺
物
乎　
　

乃
ち
桑
公
の
遺
物
毋
か
ら
ん
や

摩

不
堪
百
感
起　
　

摩

す
れ
ば
堪
へ
ず
百
感
の
起
る
に

当
年
公
唱
用
胡
策　
　

当
年
公
は
唱
ふ
胡
を
用
ふ
る
の
策

石
晋
天
下
以
此
始　
　

石
晋
の
天
下
此
を
以
て
始
ま
る

此
研
定
応
染
彩
毫　
　

此
の
研
定
め
て
応
に
彩
毫
を
染
む
べ
し

書
虜
為
父
我
為
子　
　

虜
を
書
し
て
父
と
為
し
我
は
子
と
為
す

更
割
燕
雲
十
六
州　
　

更
に
燕
雲
十
六
州
を
割
き
て

不
憂
天
下
後
世
毀　
　

天
下
後
世
の
毀
り
を
憂
へ
ず

以
此
始
当
以
此
終　
　

此
を
以
て
始
め
に
当
り
此
を
以
て
終
る

景
生
挑
胡
晋
亡
矣　
　

景
生
胡
に
挑
み
晋
亡
べ
り

此
研
造
於
五
季
時　
　

此
の
研
は
五
季
の
時
に
造
ら
れ

九
百
年
後
我
観
此　
　

九
百
年
の
後
に
我
此
を
観
る

我
邦
亦
有
事
于
胡　
　

我
が
邦
も
亦
た
胡
を
事
と
す
る
有
り

古
形
今
勢
不
同
揆　
　

古
形
今
勢
揆
を
同
じ
く
せ
ず

勿
論
十
万
横
磨
剣　
　

十
万
の
横
磨
の
剣
を
論
ず
る
勿
く

志
士
甘
為
国
家
死　
　

志
士
は
甘
ん
じ
て
国
家
の
為
に
死
す

普
天
之
下
率
土
浜　
　

普
天
の
下
率
土
の
浜

寸
地
尺
壌
不
分
彼　
　

寸
地
尺
壌
も
彼
に
分
か
た
ず

桑
公
故
物
弊
難
用　
　

桑
公
の
故
物
弊
る
れ
ば
用
ひ
難
し

桑
公
故
智
人
皆
耻　
　

桑
公
の
故
智
人
皆
耻
づ

波
生
平
素
尚
風
流　
　

波
生
平
素
風
流
を
尚
び

夙
将
鉄
筆
彰
絶
技　
　

夙
に
鉄
筆
を
将
っ
て
絶
技
を
彰
ら
か
に
す

鉄
筆
鉄
研
好
因
縁　
　

鉄
筆
鉄
研
好
因
縁

獲
桑
氏
研
欣
然
喜　
　

桑
氏
の
研
を
獲
て
欣
然
と
し
て
喜
ぶ

誰
知
波
生
別
有
心　
　

誰
か
知
ら
ん
波
生
別
に
心
有
り

厭
以
空
言
聒
人
耳　
　

空
言
を
以
て
人
の
耳
を
聒
く
す
る
を
厭
ふ

直
把
殷
鑑
指
示
人　
　

直
ち
に
殷
鑑
を
把
り
て
人
に
指
示
す

善
哉
忠
志
罔
与
比　
　

善
き
か
な
忠
志
与
に
比
す
る
罔
し

第
一
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
、こ
の
硯（
研
は
硯
と
同
意
）の
形
状
を
述
べ
て
い
る
。
先
の『
日

間
瑣
事
備
忘
』
安
政
五
年
一
月
十
八
日
の
記
事
の
内
容
と
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
硯
は
、
上
が

う
す
く
下
部
は
ふ
く
ら
ん
で
い
て
「
風
」
の
字
に
似
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
全
面
に
黄
色
や

紫
色
の
花
の
よ
う
に
錆
が
つ
い
て
い
る
と
も
い
っ
て
い
る
。
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そ
の
遺
物
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
第
七
句
か
ら
第
十
四
句
ま
で
で
、
桑
維
翰

と
景
延
広
の
方
策
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
内
、
桑
維
翰
は
五
代
の
後
唐
か
ら
後
晋
に
か
け
て
の

人
で
、
石
敬

の
後
晋
の
建
国
を
助
け
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
詩
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
契
丹
に
対
し
て
懐
柔
策
を
取
っ
た
。
第
十
三
句
に
桑
維
翰
の
こ
の
策
に
始
ま
り
、
後
晋

は
こ
の
た
め
に
終
わ
っ
た
と
述
べ
、
第
十
四
句
で
景
生
即
ち
景
延
広
の
契
丹
へ
の
強
硬
策
の
た

め
に
、
契
丹
の
攻
撃
を
受
け
後
晋
が
滅
亡
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
桑
維
翰
と
景
延
広

に
関
す
る
部
分
は
、欧
陽
脩
撰
『
新
五
代
史
』
の
巻
二
十
九
晋
臣
伝
第
十
七
に
基
づ
い
て
い
る
。

第
十
五
句
第
十
六
句
で
こ
の
硯
は
五
代
（
五
季
は
五
代
と
同
意
）
に
造
ら
れ
、
九
百
年
後
に

私
が
見
て
い
る
と
述
べ
て
か
ら
、
第
十
七
句
以
下
で
日
本
の
情
勢
に
及
ん
で
い
る
。

今
の
日
本
に
も
外
国
と
の
問
題
が
あ
る
が
、そ
の
あ
り
方
は（
後
晋
の
）昔
と
同
じ
で
は
な
い
。

景
延
広
が
契
丹
を
挑
発
す
る
た
め
に
、
こ
ち
ら
に
は
十
万
の
研
ぎ
澄
ま
し
た
剣
を
持
つ
兵
士
が

い
る
と
述
べ
た
よ
う
に
、
志
士
た
ち
は
喜
ん
で
国
家
の
た
め
に
死
ぬ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
僅
か

の
土
地
も
外
国
に
は
渡
さ
な
い
と
い
う
。
二
十
三
句
二
十
四
句
で
は
、
桑
維
翰
の
遺
物
は
壊
れ

た
ら
使
え
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
契
丹
に
対
す
る
懐
柔
策
も
、
今
や
恥
と
す
る
の
で
あ
る
と
説

明
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
対
外
策
と
し
て
桑
維
翰
の
よ
う
な
策
を
取
る
の
で
は
な
く
、
景

延
広
の
よ
う
な
強
硬
策
を
取
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
十
五
句
目
か
ら
は
波
木
井
昇
斎
の
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
優
れ
た
技
を
述
べ
た
後
に
、
結
び

に
、
空
言
で
は
な
く
、
こ
の
硯
で
そ
の
考
え
を
示
し
た
と
い
う
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
に
触
れ
て

い
な
い
が
、
こ
こ
は
先
に
示
し
た
強
硬
な
対
外
策
に
波
木
井
昇
斎
も
同
意
し
て
い
る
と
解
し
て

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

鉄
硯
詩
に
お
け
る
旭
荘
の
表
白

こ
の
鉄
硯
詩
は
波
木
井
昇
斎
の
依
頼
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
旭
荘
の

考
え
方
も
表
白
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
当
時
の
状
況
下

で
、
外
国
か
ら
の
一
方
的
な
要
求
に
よ
る
国
交
を
拒
否
す
る
姿
勢
、
換
言
す
れ
ば
尊
王
攘
夷
に

賛
成
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
は
、『
九
桂
草
堂
随
筆
』
巻
六
に
お
け
る
発
言
で

あ
る
（
27
）。
巻
六
に
は
外
国
へ
の
対
応
を
述
べ
る
箇
所
が
複
数
あ
り
、
例
え
ば
「
今
ノ
尤
モ
憂

フ
ヘ
キ
ハ
、
異
国
ナ
リ
。」
と
述
べ
、「
方
今
ノ
急
務
ハ
、
人
々
ヲ
シ
テ
異
国
ノ
大
患
タ
ル
コ
ト

ヲ
知
ラ
シ
メ
、
一
心
ニ
防
御
ノ
術
ヲ
尽
ス
ニ
ア
リ
。」
と
述
べ
、
人
々
が
心
を
一
つ
に
し
て
異

国
へ
の
防
御
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
巻
六
に
は
桑
維
翰
を
取
り
上
げ
た
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

欧
陽
永
叔
ノ
桑
維
翰
カ
伝
ニ
、
夫
本
末
不
順
、
而
与
夷
狄
共
事
者
、
常
見
其
禍
。
未

見
其
福
也
。
可
不
戒
哉
ト
云
ヒ
シ
ハ
、
予
メ
宋
ノ
金
ト
共
ニ
遼
ヲ
亡
シ
テ
、
靖
康
ノ
禍

ヒ
興
リ
、元
ト
共
ニ
金
ヲ
亡
シ
テ
、終
ニ
自
ラ
亡
ヒ
タ
ル
ノ
事
ヲ
先
知
ス
ル
者
ニ
似
タ
リ
。

欧
九
不
読
書
ト
ハ
、
言
ヒ
カ
タ
シ
。
我
方
今
ノ
勢
、
露
西
亜
ニ
与
シ
テ
、
英
仏
ヲ
絶
チ
、

又
英
仏
ニ
与
シ
テ
、
露
西
亜
ヲ
絶
ツ
カ
宜
シ
キ
ト
云
フ
説
モ
ア
レ
ト
モ
、
畢
竟
ハ
夷
狄

ト
事
ヲ
共
ニ
セ
ハ
、
早
晩
必
ス
禍
ヒ
ア
ル
ヘ
シ
。

こ
こ
に
は
、
先
の
鉄
硯
詩
と
同
様
に
、
安
易
に
外
国
と
手
を
結
ぶ
こ
と
を
警
戒
す
る
考
え
方

が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』
に
は
、『
梅
墩
詩
鈔
』
第
五
編
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
安
政

五
年
十
月
十
五
日
の
記
事
を
掲
出
す
る
（
28
）。

河
茂
柬
曰
。
豚
児
正
兵
衛
東
下
。
欲
就
藤
森
翁
乞
尊
集
第
五
編
序
。
願
借
尊
稿
。

河
茂
の
柬
曰
く
、
豚
児
正
兵
衛
東
下
し
、
藤
森
翁
に
就
き
尊
集
第
五
編
の
序
を
乞
は

ん
と
欲
す
。
願
は
く
は
尊
稿
を
借
ら
ん
と
。

こ
れ
は
、
前
日
の
出
来
事
を
追
記
し
た
内
容
の
一
つ
で
あ
り
、
河
内
屋
茂
兵
衛
か
ら
手
紙
が

来
て
、
子
息
の
正
兵
衛
が
江
戸
に
下
る
の
で
、「
藤
森
翁
」
即
ち
藤
森
弘
庵
に
『
梅
墩
詩
鈔
』

第
五
編
の
序
文
を
依
頼
し
た
い
の
で
、
原
稿
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を
し
て
き
た
と
い

う
。そ

の
後
、
当
日
の
出
来
事
を
記
し
た
記
述
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

巳
牌
与
順
安
出
。
訪
河
茂
不
在
。
謂
其
舎
人
曰
。
我
集
第
五
編
多
述
時
事
恐
触
忌
諱
。

故
未
敢
出
。
如
聞
藤
森
叟
亦
以
詩
得
譴
。
或
云
当
囚
。
不
必
以
第
五
編
相
示
。
恐
彼
徴

羹
吹
齏
。
不
旨
不
筆
。
唯
以
初
二
三
四
編
示
則
可
。

巳
牌
順
安
と
出
で
河
茂
を
訪
ふ
も
在
ら
ず
。
其
の
舎
人
に
謂
ひ
て
曰
く
、
我
が
集
第

五
編
多
く
時
事
を
述
べ
忌
諱
に
触
る
る
を
恐
る
。
故
に
未
だ
敢
え
て
出
さ
ず
。
聞
く
如
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く
藤
森
叟
も
亦
た
詩
を
以
て
譴
を
得
る
と
。
或
い
は
云
ふ
、
当
に
囚
は
る
べ
し
と
。
必

ず
し
も
第
五
編
を
以
て
相
示
さ
ず
。
彼
の
羹
に
徴
り
て
齏
を
吹
く
を
恐
る
る
も
、
旨
と

せ
ざ
れ
ば
筆
せ
ず
。
唯
だ
初
二
三
四
編
を
以
て
示
さ
ば
則
ち
可
な
り
、
と
。

巳
の
刻
に
外
出
し
た
旭
荘
は
、
河
内
屋
茂
兵
衛
を
訪
ね
た
が
不
在
だ
っ
た
た
め
、
伝
言
を
頼

ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
五
編
に
収
録
予
定
の
詩
に
は
、
時
事
に
関
す
る

作
品
が
多
い
と
旭
荘
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
と
も
連
動
し
て
、
藤
森
弘
庵
が
譴
責

を
受
け
て
い
る
、
あ
る
い
は
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
情
報
を
得
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
旭
荘
は
『
梅
墩
詩
鈔
』
第
五
編
の
刊
行
を
た
め
ら
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

実
際
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
安
政
五
年
に
弘
庵
は
捕
え
ら
れ
追
放
刑
の
処
分
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、『
梅
墩
詩
鈔
』
第
五
編
は
第
四
編
に
予
告
が
出
さ
れ
た
も
の
の
刊
行
さ
れ

な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
（
29
）。

本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
鉄
硯
詩
も
、
旭
荘
の
時
事
に
触
れ
た
詩
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
松
陰
は『
孟
子
』に
注
目
し
て
、野
山
獄
の
獄
中
に
お
け
る
読
書
会
の
成
果
と
し
て『
講

孟
箚
記
』
を
著
し
た
。
松
野
敏
之
氏
は
、
同
書
に
お
け
る
松
陰
の
『
孟
子
』
の
捉
え
方
は
、
中

国
の
戦
国
時
代
の
状
況
を
幕
末
の
日
本
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
30
）。
ま
た
、同
書
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
野
山
獄
の
同
囚
た
ち
と
の
『
孟
子
』
の
読
書
会
は
、

幕
末
の
日
本
に
な
ぞ
ら
え
た
と
こ
ろ
に
参
加
者
の
興
味
関
心
を
呼
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
鉄
硯
詩
も
幕
末
の
日
本
の
状
況
に
な
ぞ
ら
え
て
お
り
。
松
陰
の
興

味
を
喚
起
し
、「
奪
ふ
所
と
為
」
っ
た
詩
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

松
陰
刑
死
の
報
に
接
し
て

次
に
（
H
）
に
あ
る
松
陰
刑
死
に
つ
い
て
。
そ
の
情
報
を
得
た
時
の
こ
と
を
見
て
み
よ
う
。

松
陰
は
安
政
六
年
十
月
二
十
七
日
に
江
戸
の
伝
馬
町
獄
舎
で
処
刑
さ
れ
る
が
、
旭
荘
は
そ
の
一

か
月
後
に
情
報
を
得
て
い
る
。『
日
間
瑣
事
備
忘
』安
政
六
年
十
一
月
晦
日
条
を
掲
出
す
る
（
31
）。

甚
右
衛
門
来
示
江
戸
十
月
邸
報
。
誅
放
数
十
人
。
余
未
相
見
而
聞
名
者
二
人
。
萩
人

吉
田
大
治
郎
。
斬
。
江
戸
人
藤
森
弘
庵
。
放
。
蓋
皆
坐
水
戸
老
公
事
也
。
大
治
郎
奇
士
。

七
八
年
前
以
謀
竊
遊
亜
墨
利
加
下
獄
。
既
而
幽
於
萩
父
兄
許
。
余
客
春
遊
萩
。
土
屋
矢

之
助
其
親
友
也
。
介
其
兄
杉
某
相
見
。
時
大
治
郎
因
某
問
経
書
疑
議
。
爾
後
革
坐
而
再

捕
下
江
戸
獄
也
。
年
三
十
二
。
憾
才
高
膽
大
而
未
聞
道
且
傍
無
益
友
矣
。
弘
庵
名
震
一
時
。

且
作
梅
墩
詩
鈔
第
五
編
序
送
之
。
年
既
六
十
餘
一
跌
至
此
亦
可
惜
也
。　

…
…　

後
略

　

…
…

甚
右
衛
門
来
り
江
戸
の
十
月
邸
報
を
示
す
。
誅
放
数
十
人
。
余
未
だ
相
見
せ
ず
し
て

名
を
聞
く
者
二
人
。
萩
人
吉
田
大
治
郎
、
斬
。
江
戸
人
藤
森
弘
庵
、
放
。
蓋
し
皆
、
水

戸
老
公
の
事
に
坐
す
る
な
り
。
大
治
郎
奇
士
。
七
八
年
前
、
竊
か
に
亜
墨
利
加
に
遊
ぶ

こ
と
を
謀
る
を
以
て
獄
に
下
る
。
既
に
し
て
萩
の
父
兄
の
許
に
幽
せ
ら
る
。
余
客
春
萩

に
遊
ぶ
。
土
屋
矢
之
助
其
の
親
友
な
り
。
其
の
兄
杉
某
を
介
し
て
相
見
す
。
時
に
大
治

郎
某
に
因
り
て
経
書
の
疑
議
を
問
ふ
。
爾
る
後
、
革
め
て
坐
し
て
再
び
捕
は
れ
江
戸
獄

に
下
さ
る
る
な
り
。
年
三
十
二
。
才
高
く
膽
大
に
し
て
未
だ
道
を
聞
か
ず
、
且
つ
傍
ら

に
益
友
無
き
を
憾
む
。
弘
庵
名
は
一
時
に
震
ふ
。
且
つ
梅
墩
詩
鈔
第
五
編
の
序
を
作
り

之
れ
を
送
る
。
年
既
に
六
十
餘
、
一
跌
此
に
至
る
も
亦
た
惜
し
む
べ
き
な
り
。

こ
の
松
陰
刑
死
の
情
報
を
得
た
時
、
旭
荘
は
北
陸
を
周
遊
し
て
お
り
、
松
陰
の
死
と
藤
森
弘

庵
追
放
の
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
時
は
、大
聖
寺
に
滞
在
し
て
い
た（
現
在
の
石
川
県
加
賀
市
）。

そ
の
情
報
を
も
た
ら
し
た
甚
右
衛
門
と
い
う
の
は
、
大
聖
寺
藩
士
の
吉
田
甚
右
衛
門
で
あ
り
、

こ
の
「
江
戸
十
月
邸
報
」
は
大
聖
寺
藩
の
江
戸
藩
邸
か
ら
の
報
知
で
あ
ろ
う
（
32
）。
松
陰
の
年

齢
を
三
十
二
歳
と
す
る
ほ
か
は
（
実
際
は
松
陰
三
十
歳
）、
か
な
り
正
確
な
情
報
を
こ
の
段
階

で
は
得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
松
陰
の
こ
と
を
高
い
才
能
を
持
ち
大
胆
で
あ
っ
た
と
評
価
し

な
が
ら
も
、
ま
だ
道
を
知
ら
な
い
、
益
友
が
い
な
か
っ
た
、
と
松
陰
が
聞
け
ば
心
外
に
思
っ
た

で
あ
ろ
う
批
評
も
し
て
い
る
。

文
久
二
年
の
情
報

最
後
に
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
文
久
二
年
十
月
の
情
報
を
、
改
め
て
取
り
上
げ
よ
う
。『
日

間
瑣
事
備
忘
』
同
月
十
四
日
条
の
（
A
）（
G
）（
I
）
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
G
）
に

「
是
歳
虎
次
郎
作
此
牘
及
論
。」
と
あ
る
よ
う
に
、安
政
五
年
九
月
二
十
七
日
に
『
時
勢
論
』
が
、

翌
二
十
八
日
に
大
原
重
徳
に
宛
て
た
「
大
原
卿
に
寄
す
る
書
」
が
書
か
れ
て
い
る
（
33
）。

『
時
勢
論
』
は
、
そ
の
前
年
に
来
日
し
た
ハ
リ
ス
が
安
政
四
年
に
江
戸
城
で
将
軍
に
謁
見
し

て
国
書
を
渡
し
た
事
か
ら
説
き
始
め
、
翌
五
年
六
月
に
通
商
条
約
に
調
印
し
た
の
は
朝
廷
に
違

背
す
る
も
の
で
あ
る
と
激
し
く
抗
議
す
る
。
後
鳥
羽
・
後
醍
醐
両
天
皇
の
故
事
に
な
ら
い
、
今
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こ
そ
攘
夷
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
結
び
と
し
て
、「
秘
策
あ
り
」
と
す
る
。

『
時
勢
論
』
の
翌
日
付
け
の
「
大
原
卿
に
寄
す
る
書
」
は
、
大
原
重
徳
に
対
し
て
、
長
州
藩

に
は
同
志
が
多
く
い
る
の
で
、
是
非
長
州
に
下
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
書
い
た
書
簡
で
あ
る
。

（
A
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
旭
荘
が
こ
れ
ら
を
読
ん
だ
の
は
文
久
二
年
の
こ
と
に
な
る
。
旭

荘
か
ら
見
る
と
、
松
陰
は
自
分
の
力
量
を
顧
み
ず
、
天
下
の
志
士
を
集
め
て
幕
府
の
奸
者
を
除

く
と
し
た
た
め
に
刑
死
し
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
松
陰
の
死
後
、
二
三
年
経
過
し
た

今
、
時
勢
は
大
い
に
変
わ
り
、
松
陰
の
主
張
し
た
よ
う
な
機
運
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
し

て
、（
I
）
で
は
、
そ
の
忠
義
の
心
は
り
り
し
く
、
そ
の
行
動
は
楠
木
正
成
・
菊
池
武
重
・
名

和
長
年
に
も
は
じ
る
者
で
は
な
い
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

徳
田
武
氏
の
「
広
瀬
旭
荘
と
吉
田
松
陰
」
を
参
照
し
て
、
松
陰
と
旭
荘
と
の
交
流
に
検
討
を

加
え
て
き
た
。
旭
荘
は
松
陰
の
死
か
ら
三
年
後
の
文
久
二
年
十
月
十
四
日
に
、
松
陰
の
『
時
勢

論
』
と
「
大
原
卿
に
寄
す
る
書
」
を
読
ん
だ
こ
と
を
契
機
に
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
同
日
条

に
松
陰
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
記
述
は
記
載
の
年
月
に
前
後

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
時
系
列
に
並
べ
直
し
て
、
そ
の
時
期
の
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
記

事
や
旭
荘
の
他
の
著
述
な
ど
と
照
合
し
て
考
察
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
松
陰
が
旭
荘
を
訪
問
し
た
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
徳
田
氏
が
嘉
永
六
年
十
二
月

三
日
と
す
る
誤
解
を
正
し
て
、
同
年
四
月
一
日
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
折
し
も
旭
荘

は
不
在
で
両
者
は
対
面
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
日
、
旭
荘
は
伏
見
に
向
け
て
家

を
離
れ
た
日
で
あ
り
、
し
か
も
乗
る
予
定
の
舟
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
同
日
に
一
旦
帰
宅
し
て
い

る
の
で
、
僅
か
な
時
間
差
で
対
面
の
機
会
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
補
足
説
明
し
た
。

次
に
、
松
陰
が
激
賞
し
た
と
い
う
旭
荘
の
七
言
古
詩
「
波
昇
斎
、
獲
古
鉄
研
、
背
鐫
弊
則
改

業
四
字
、
其
体
古
雅
、
疑
桑
維
翰
物
、
乞
詩
、」
の
依
頼
者
「
波
昇
斎
」
に
つ
い
て
は
、
徳
田

氏
が
推
定
さ
れ
る
規
久
田
徳
左
衛
門
で
は
な
く
、波
木
井
昇
斎
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
こ
の
桑
維
翰
の
鉄
硯
を
題
材
と
し
た
詩
に
つ
い
て
は
、
波
木
井
昇
斎
の
依
頼
に
よ
る

詩
で
あ
る
と
は
い
え
、
先
に
掲
げ
た
『
九
桂
草
堂
随
筆
』
の
欧
陽
脩
へ
の
批
評
に
も
見
え
る
よ

う
に
、
そ
の
内
容
は
旭
荘
の
考
え
方
を
も
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
契
丹

に
対
し
て
、
桑
維
翰
の
よ
う
な
懐
柔
策
で
は
な
く
、
景
延
広
の
と
っ
た
強
硬
策
に
賛
成
し
、
そ

れ
は
旭
荘
の
時
代
の
日
本
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
外
国
の
要
求
を
一
方
的
に
受
け
入
れ
る
の
で
は

な
く
、
断
固
と
し
た
姿
勢
で
外
国
に
対
応
す
る
と
い
う
考
え
方
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
を
述
べ
た
。
こ
の
点
で
、
松
陰
も
こ
の
詩
に
大
い
に
共
鳴
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
文
久
二
年
十
月
十
四
日
条
に
二
箇
所
出
て
く
る
「
人
臣
無
将
」

に
つ
い
て
は
。
他
に
出
て
く
る
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、『
史
記
』

の
「
叔
孫
通
伝
」
に
あ
る
「
人
臣
無
将
」（
人
臣
将
す
る
こ
と
無
し
）
を
出
典
と
す
る
の
で
は

な
い
か
と
し
た
。
さ
ら
に
、
徳
田
氏
が
「
上
に
戴
く
将
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
人
臣
は
忠
義
を

尽
く
し
よ
う
が
無
い
、
と
い
う
説
で
あ
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
。
人
臣
は
将

と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
い
う
私
見
を
述
べ
た
。

何
分
に
も
松
陰
が
旭
荘
の
考
え
方
に
不
快
感
を
表
明
し
た
と
い
う
こ
の
「
人
臣
無
将
」
説
に

は
、
裏
付
け
と
な
る
史
料
が
少
な
い
な
ど
の
限
界
が
あ
り
、
考
察
に
不
十
分
な
点
が
あ
ろ
う
か

と
思
う
。
今
後
更
な
る
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

『
吉
田
松
陰
と
学
人
た
ち
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
第
十
三
章
。

『
吉
田
松
陰
に
学
ぶ
―
現
代
に
語
り
か
け
る
叡
智
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）

Ⅰ
―
4
。
ま
た
、
海
原
徹
氏
に
は
、
講
演
の
記
録
「
偉
大
な
る
教
師
―
広
瀬
淡
窓
と
吉
田
松

陰
」（『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
七
、
日
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
八
年

二
月
）
が
あ
り
、
松
陰
が
萩
へ
の
旭
荘
来
訪
を
聞
き
、
喜
ん
だ
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』（『
広
瀬
旭
荘
全
集
』
九
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）
文
久
二
年
十

月
十
四
日
条
。
原
文
に
は
、
読
解
の
便
宜
上
、
句
点
を
付
け
た
。
ま
た
、
筆
者
の
作
成
し
た

書
き
下
し
文
に
つ
い
て
も
、
読
解
の
便
宜
上
、
適
宜
改
行
し
た
。

原
文
と
そ
れ
に
対
応
す
る
書
き
下
し
文
に
、
同
じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

旭
荘
は
、
大
村
藩
主
か
ら
そ
の
諮
問
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』（
広
瀬
旭
荘
全
集
五
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
）。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』（
広
瀬
旭
荘
全
集
五
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
）。
修
理
は
佐
久
間

象
山
の
通
称
。
六
郎
は
旭
荘
の
門
人
柴
秋
村
の
通
称
、
秋
里
は
安
藤
秋
里
、
秋
里
は
篠
崎
小

竹
門
下
の
四
天
王
の
一
人
。
宗
助
は
府
内
藩
士
の
谷
口
宗
助
、
容
貝
子
は
未
詳
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』（
広
瀬
旭
荘
全
集
五
、思
文
閣
出
版
、一
九
八
三
年
）。
劉
三
郎
は
劉
冷
窓
、

三
郎
は
通
称
。
父
の
劉
石
秋
と
同
じ
く
咸
宜
園
で
広
瀬
淡
窓
に
学
ん
だ
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』（
広
瀬
旭
荘
全
集
六
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）。

﹇
註
﹈
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三
六

『
日
間
瑣
事
備
忘
』（
広
瀬
旭
荘
全
集
三
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
）
天
保
十
五
年
九
月

九
日
条
に
、「
夜
訪
渓
琴
。
渓
琴
方
与
信
濃
松
白
儒
者
佐
久
間
修
理
飲
。
引
余
見
之
。
修
理

年
可
三
十
五
六
容
貌
雄
偉
喜
談
兵
傍
読
蘭
書
快
男
子
也
。話
至
亥
牌
同
修
理
出
途
別
。」（「
夜
、

渓
琴
を
訪
ふ
。
渓
琴
方
に
信
濃
松
白
の
儒
者
佐
久
間
修
理
と
飲
す
。
余
を
引
き
て
之
に
見
え

し
む
。
修
理
年
三
十
五
六
な
る
べ
し
。
容
貌
雄
偉
兵
を
談
ず
る
を
喜
び
、
傍
ら
に
蘭
書
を
読

む
快
男
子
な
り
。
話
し
て
亥
牌
に
至
り
修
理
を
同
じ
て
出
で
途
に
別
る
。」）
と
あ
る
。
旭
荘

と
渓
琴
の
交
遊
は
、
拙
稿
「
広
瀬
旭
荘
と
菊
池
渓
琴
の
交
遊
」（『
広
瀬
淡
窓
・
咸
宜
園
に
学

ぶ
―
咸
宜
園
教
育
顕
彰
事
業
優
秀
賞
受
賞
記
念
誌
―
』〈
二
〇
二
一
年
〉
所
収
）
参
照
。

吉
田
松
陰
全
集
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）
所
収
。「
渋
木
生
」
の
渋
木
は
、
金
子
重

輔
の
変
名
で
あ
っ
た
渋
木
松
太
郎
に
よ
る
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』（
広
瀬
旭
荘
全
集
六
）。〈
〉
は
割
注
部
分
（
以
下
、
本
稿
で
は
同
じ
）。

こ
の
詩
の
書
き
下
し
文
は
、
吉
田
松
陰
全
集
二
（
岩
波
書
店
）
の
一
九
三
九
年
発
行
版
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

吉
田
松
陰
全
集
五
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）
所
収
。
原
文
に
は
、
読
解
の
便
宜
上
、
句

点
を
付
け
た
。

西
江
錦
史
郎
氏
が
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
は
備
忘
で
あ
り
、
一
日
に
あ
っ
た
全
て
の
こ
と
を

記
録
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。
傾
聴
す
べ
き
意

見
で
あ
る
。
西
江
錦
史
郎
『
江
戸
時
代
後
期
天
領
日
田
に
お
け
る
経
世
学
の
形
成
』（
学
位

論
文
、
二
〇
一
三
年
九
月
）
第
二
部
第
四
章
参
照
。

萩
滞
在
中
の
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
か
ら
の
引
用
箇
所
は
、広
瀬
旭
荘
全
集
七
（
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
四
年
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

登
一
郎
は
、
長
州
藩
士
近
藤
清
石
の
通
称
。

安
藤
信
廣
「『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面
―
『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
日
本
に
お
け
る
受

容
に
つ
い
て
―
」（『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
十
二
、二
〇
一
一
年
）。
松

陰
は
同
年
の
（
安
政
五
年
）
正
月
十
九
日
付
け
月
性
宛
て
書
簡
（『
吉
田
松
陰
』〈
日
本
思
想

大
系
五
十
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
〉）
で
も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
国
交
に
つ
い
て
、
自

国
か
ら
の
開
国
は
是
だ
が
、
外
国
の
強
要
に
よ
る
開
国
は
不
可
で
あ
る
と
い
う
佐
久
間
象
山

の
説
に
賛
成
し
て
、そ
の
参
考
と
す
べ
き
も
の
と
し
て『
伊
娑
菩
喩
言
』を
取
り
上
げ
て
い
る
。

『
史
記
十
』（
新
釈
漢
文
大
系
九
〇
、明
治
書
院
、一
九
九
六
年
）。
同
書
「
劉
敬
叔
孫
通
列
伝
」

通
釈
は
、
長
瀬
瑞
己
氏
執
筆
を
水
沢
利
忠
氏
が
監
修
（
同
書
「
例
言
」）。
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『
梅
墩
遺
稿
』（
光
吉
文
編
、
博
文
館
、
一
九
一
〇
年
、
詩
集
日
本
漢
詩
十
一
〈
汲
古
書
院
、

一
九
八
七
年
〉
所
収
）。

『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

広
瀬
旭
荘
全
集
六
。〔
古
曰
〕
は
、
欄
外
補
訂
の
部
分
、
同
書
五
三
二
頁
参
照
。

桑
維
翰
に
は
、
青
年
時
代
に
鉄
硯
に
穴
が
開
く
ま
で
墨
を
す
っ
て
学
問
に
励
み
、
科
挙
に
合

格
し
た
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
磨
穿
鉄
硯
と
い
う
故
事
成
語
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、

「
二
百
匹
」
と
あ
る
匹
は
疋
と
も
書
き
、
金
百
匹
は
一
分
に
当
た
る
と
い
わ
れ
る
。
進
物
用

な
ど
に
用
い
ら
れ
、
咸
宜
園
で
も
門
人
の
束
脩
な
ど
に
、
こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』（
広
瀬
旭
荘
全
集
一
、一
九
八
二
年
）。

前
掲
拙
稿
「
広
瀬
旭
荘
と
菊
池
渓
琴
の
交
遊
」
参
照
。
ま
た
保
谷
徹
「
菊
池
海
荘
と
菊
池
（
垣

内
）
家
史
料
」（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
九
十
六
〈
二
〇
二
二
年
四
月
〉）
参
照
。

な
お
、
月
性
も
旭
荘
の
手
紙
を
携
え
て
、
安
政
四
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
菊
池
渓
琴
を

訪
ね
て
い
る
（『
日
間
瑣
事
備
忘
』
安
政
四
年
四
月
二
十
日
・
五
月
十
四
日
条
な
ど
参
照
）。

日
野
龍
夫
「
梅
墩
詩
鈔
（
抄
）」
校
注
（『

園
録
稿
・
梅
墩
詩
鈔
・
如
亭
山
人
遺
藁
』〈
新

日
本
古
典
文
学
大
系
六
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
〉）
参
照
。

『
日
本
儒
林
叢
書
』二（
鳳
出
版
、一
九
七
八
年
復
刻
）所
収
。
同
書
は
す
べ
て
句
点
で
あ
る
が
、

読
解
の
便
宜
上
、
一
部
読
点
に
改
め
た
。

広
瀬
旭
荘
全
集
七
（
一
九
八
六
年
）
所
収
。

詩
集
日
本
漢
詩
。
ま
た
、『
日
間
瑣
事
備
忘
』
安
政
六
年
五
月
四
日
条
に
は
、谷
口
俊
一
の
跋
、

河
野
鉄
兜
の
評
と
共
に
福
岡
藩
士
月
形
深
蔵
（
月
形
洗
蔵
は
そ
の
子
）
の
『
梅
墩
詩
鈔
』
第

五
編
の
序
が
、
河
内
屋
茂
兵
衛
に
送
ら
れ
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

「
第
十
三
章　

幕
末
―
吉
田
松
陰
」（『『
孟
子
』
の
旅
』〈
明
徳
出
版
社
、
二
〇
二
五
年
〉）。

広
瀬
旭
荘
全
集
七
（
一
九
八
六
年
）
所
収
。

吉
田
甚
右
衛
門
の
子
息
が
旭
荘
に
弟
子
の
礼
を
と
っ
た
こ
と
、
松
縁
寺
訪
問
を
注
記
。

共
に
「
戊
午
幽
室
文
稿
」（
吉
田
松
陰
全
集
五
〈
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
〉
所
収
）。
こ
れ

ら
を
示
し
て
も
ら
っ
た
慶
次
郎
は
未
詳
だ
が
、
徳
田
氏
は
奈
良
屋
慶
次
郎
と
さ
れ
て
い
る
。

付
記　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
三
日
に
、
国
士
館
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
吉
田
松
陰
」
に
お
け
る
報
告
を
基
に
し
て
い
る
。
当
日
、
参
加
者
の
方
々
か

ら
頂
い
た
意
見
や
、
そ
の
後
に
得
た
知
見
を
加
え
て
作
成
し
た
。
改
め
て
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。　
　
　
（
淡
窓
研
究
会
会
員
）
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三
七

廣
瀬
淡
窓
の
旅
行
に
つ
い
て

　
　

                                                                                                 

深
町

　
浩
一
郎

１
．
は
じ
め
に

廣
瀬
淡
窓
は
、
一
生
涯
つ
ね
に
病
気
に
苦
し
ん
だ
人
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
病
身
で
あ
っ
た

た
め
、
あ
ま
り
遠
方
へ
の
長
期
の
旅
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
日
田

の
地
で
過
ご
し
た
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
遠
方
へ
旅
行
で
き
た
の
は
北
部
九
州
の
範
囲
に
限
ら
れ
、
本
州
は
わ
ず
か
下
関

の
み
で
あ
る
。
東
は
大
分
・
宇
佐
、
西
は
長
崎
・
大
村
、
南
は
佐
伯
・
竹
田
、
北
は
福
岡
・
小

倉
・
下
関
が
そ
の
辺
際
で
あ
る
。

淡
窓
の
『
日
記
』
を
見
る
と
、
い
つ
も
何
ら
か
の
病
気
に
苦
し
み
常
に
臥
床
し
て
過
ご
し
て

い
る
記
事
が
絶
え
ず
現
れ
る
。
生
来
の
虚
弱
な
身
体
の
た
め
、
日
常
で
も
常
に
風
邪
気
味
で
、

悪
寒
・
発
熱
・
嘔
吐
・
下
痢
・
眼
疾
・
腫
瘍
・
痔
疾
・
尿
不
利
・
便
不
通
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
症

状
に
悩
み
、
ま
た
日
田
地
区
に
伝
染
病
が
流
行
す
れ
ば
す
ぐ
に
罹
患
す
る
よ
う
な
体
質
の
人

で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
ほ
と
ん
ど
死
線
を
彷
徨
う
よ
う
な
大
病
を
生
涯
に
三
度
（
一
九
歳
・

二
六
歳
・
四
四
歳
）
も
経
験
し
、
そ
れ
は
生
涯
の
「
三
大
厄
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
淡
窓
は
、
い
つ
も
床
に
伏
し
が
ち
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
た
め
、
あ

る
学
者
は
「
人
生
の
三
分
の
二
を
寝
床
で
過
ご
し
た
人
」
と
評
し
て
い
る
。
つ
ま
り
我
々
（
睡

眠
の
た
め
三
分
の
一
は
寝
床
で
過
ご
す
）
の
二
倍
は
床
に
寝
て
い
た
わ
け
で
、
し
た
が
っ
て
生

涯
の
実
質
的
な
活
動
時
間
は
、
実
に
我
々
の
半
分
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
淡
窓
は
こ
の
よ
う
な
苦
難
を
抱
え
な
が
ら
も
、
地
道
な
精
進
と
養
生
を
重
ね
て
、

普
通
人
の
到
底
及
ば
な
い
よ
う
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
近
世
最
大
規
模
の
私
塾
咸
宜
園

を
主
宰
す
る
教
育
者
と
し
て
、
ま
た
江
戸
後
期
の
三
大
漢
詩
人
の
一
人
と
称
さ
れ
る
漢
詩
人
と

し
て
、
さ
ら
に
独
創
的
な
敬
天
思
想
を
唱
え
た
儒
学
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
大
き
な

業
績
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

若
い
頃
の
淡
窓
は
、
福
岡
遊
学
の
後
は
「
四
方
に
漫
遊
せ
ん
」
と
の
希
望
を
も
っ
て
お
り
、

大
阪
や
江
戸
な
ど
に
遊
学
し
て
さ
ら
に
学
問
を
磨
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
（
1
）。
だ
が
、

そ
の
志
望
も
大
病
を
患
っ
た
た
め
叶
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
生
涯
に
せ
い
ぜ
い
旅
行
で
き
た
地

は
ご
く
限
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
逆
説
的
に
言
え
ば
、
淡
窓
が
旅
行
す
る
こ

と
が
出
来
ず
に
一
生
涯
日
田
の
地
を
離
れ
ず
に
過
ご
し
た
か
ら
こ
そ
、日
田
に
私
塾
「
咸
宜
園
」

が
出
現
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
数
の
塾
生
を
教
育
し
、
そ
の
結
果
、
幕
末
維
新
に
活
躍
し

た
多
く
の
有
為
の
人
材
が
輩
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
遠
方
に
旅
行
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
淡
窓
で
は
あ
っ
た
が
、
自
分
が
体
験

し
た
全
て
の
旅
行
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
自
叙
伝
の
『
懐
旧
楼
筆
記
』
で
実
に
詳
細
に
語
っ
て

い
る
。
そ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
淡
窓
の
行
動
や
感
想
と
と
も
に
、
当
時
の
行
程
や
日
数
な
ど
の

旅
行
の
模
様
や
、
当
時
の
訪
問
場
所
等
の
様
子
が
よ
く
解
か
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
淡
窓
の
全
て
の
旅
行
（
日
田
地
域
外
）
を

整
理
し
て
引
用
し
て
み
よ
う
。
そ
の
時
期
・
旅
行
先
・
旅
程
・
経
過
・
面
談
者
・
印
象
・
感
想

な
ど
の
部
分
の
記
事
に
絞
っ
て
、
年
齢
順
に
整
理
し
て
引
用
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
淡
窓
が
訪
れ
た
場
所
や
旅
行
の
行
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
我
々
が

「
淡
窓
の
歩
い
た
道
」
を
辿
っ
て
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

２
．
淡
窓
の
一
八
歳
ま
で
の
旅
行
（『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
よ
る
）

淡
窓
の
自
叙
伝
『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、淡
窓
の
旅
行
の
内
容
に
つ
い
て
、ま
ず
、

幼
少
の
五
歳
か
ら
亀
井
塾
に
学
ん
で
退
塾
し
て
帰
省
す
る
一
八
歳
ま
で
を
整
理
し
て
み
る
。

『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
回
想
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
七
〜
八
歳
の
こ
ろ
ま
で
は
多
病
で
、
一
〇
歳

こ
ろ
よ
り
漸
く
壮
健
に
な
り
一
四
歳
ま
で
全
く
病
が
な
か
っ
た
が
、
一
五
〜
一
六
歳
よ
り
ま
た

し
だ
い
に
病
を
生
じ
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
歳
の
時
に
は
床
に
臥
す
日
が
大
半
に
な
っ
た
と
い

う
（
2
）。
そ
し
て
一
八
歳
の
冬
に
遊
学
先
の
福
岡
亀
井
塾
で
大
病
を
得
て
日
田
に
帰
省
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

帰
省
し
て
以
後
は
、
も
っ
ぱ
ら
療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
よ

う
や
く
二
四
歳
で
開
塾
を
決
意
し
塾
を
開
く
が
、
そ
の
後
は
病
弱
な
た
め
ほ
と
ん
ど
日
田
を
離

れ
ず
に
塾
教
育
に
専
念
し
て
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
間
は
、
過
去
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
福
岡

や
宇
佐
な
ど
の
近
隣
の
地
に
数
度
行
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
大
き
な
旅
行
は
出
来
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
五
六
歳
の
時
、
無
理
に
強
行
し
た
尿
道
閉
塞
の
手
術
に
成
功
し
て
、
尿
の
通
り
が

良
く
な
る
と
と
も
に
悪
寒
・
発
熱
・
嘔
吐
な
ど
の
宿
痾
と
な
っ
て
い
た
諸
症
状
が
ほ
と
ん
ど
無

く
な
り
、
ほ
ぼ
小
康
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
比
較
的
健
康
な
状
態
は
、
こ
の
後
六
四
歳
ご

ろ
ま
で
続
き
、
こ
の
間
に
ほ
ぼ
遠
方
に
旅
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
実
際
に
旅
行
を
し
て
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い
る
。
五
九
歳
に
は
玖
珠
に
、
六
〇
歳
に
は
下
関
に
、
六
一
歳
に
は
福
岡
と
大
村
・
長
崎
に
、

六
三
歳
に
は
府
内
（
大
分
）
に
、
六
四
歳
に
は
再
度
大
村
・
長
崎
と
、
ま
た
再
度
府
内
（
大

分
）
に
旅
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
、こ
の
時
期
に
は
淡
窓
の
主
要
著
作
も
多
く
著
さ
れ
て
お
り
、

五
七
歳
に
『
析
玄
』、
五
九
歳
に
『
迂
言
』、
六
〇
歳
に
『
義
府
』
が
著
さ
れ
、
六
五
歳
に
『
遠

思
楼
詩
鈔　

第
二
編
』
が
編
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
淡
窓
の
旅
行
を
、
①
幼
少
期
か
ら
亀
井
塾
に
学
ん
で
帰
省
す
る
一
八
歳
ま
で
と
、

②
日
田
に
帰
省
し
養
生
を
始
め
、
二
四
歳
で
塾
を
開
き
、
ほ
と
ん
ど
日
田
に
居
な
が
ら
教
育
に

専
念
し
て
、
次
第
に
塾
の
規
模
を
整
備
拡
大
さ
せ
る
一
九
歳
か
ら
五
六
歳
ま
で
と
、
③
五
六
歳

で
尿
道
閉
塞
の
手
術
に
成
功
し
て
小
康
状
態
と
な
り
、
比
較
的
遠
方
へ
旅
行
し
た
五
七
歳
か
ら

六
四
歳
ま
で
に
三
区
分
し
て
、
そ
の
記
事
を
抜
き
出
し
て
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、『
懐
旧
楼
筆
記
』
は
淡
窓
が
六
五
歳
か
ら
六
九
歳
に
か
け
て
口
述
を
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
自
叙
伝
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
に
三
二
歳
よ
り
書
き
始
め
た
『
日
記
』
の
記
録
を
基

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
誕
生
か
ら
三
一
歳
ま
で
の
こ
と
は
、
も
っ

ぱ
ら
淡
窓
の
記
憶
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
述
べ
て
い
る
内
容
は
、

関
係
人
物
の
名
前
や
経
歴
、
性
格
や
そ
の
時
の
発
言
内
容
、
ま
た
地
名
や
そ
の
場
所
の
状
況
な

ど
ま
で
実
に
詳
細
に
記
さ
れ
、
ま
た
そ
の
時
の
自
分
の
行
動
や
態
度
、
抱
い
た
感
慨
ま
で
を
具

に
述
べ
て
お
り
、
そ
の
記
憶
力
の
す
ご
さ
に
実
に
驚
嘆
す
べ
き
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
の
引
用
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
旅
行
の
行
き
先
・
経
由
地
、
宿
泊
場
所
、
対
面

し
た
主
要
人
物
、
同
行
者
な
ど
旅
行
の
行
程
部
分
の
記
事
や
淡
窓
自
身
の
感
想
な
ど
に
絞
っ
て

引
用
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
箇
所
に
詳
細
に
述
べ
て
ら
れ
て
い
る
面
会
し
た
人
物
や
来
訪

し
た
人
物
に
つ
い
て
の
紹
介
、
経
歴
、
性
格
等
の
部
分
な
ど
は
、
主
要
人
物
以
外
す
べ
て
省
略

し
た
。
ま
た
、
そ
の
時
に
詠
ん
だ
漢
詩
が
載
せ
て
あ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、
そ
の
漢
詩
に
よ

っ
て
そ
の
場
所
の
情
景
や
そ
の
時
の
淡
窓
の
感
慨
な
ど
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
が

繁
雑
に
な
る
の
で
、
そ
れ
も
省
略
し
た
。

ま
た
、『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
本
文
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
読
み
易
く
す
る

た
め
、
引
用
は
ひ
ら
が
な
書
き
と
し
た
。
ま
た
、
長
い
引
用
は
段
落
で
分
か
ち
、
適
宜
「
小
見

出
し
」
を
付
け
た
。

□
五
歳
（
天
明
六
年
）

●
玖
珠

◯
父
母
に
伴
わ
れ
て
玖
珠
に
行
き
、
龍
門
の
瀧
な
ど
を
見
て
い
る
。

「
玖
珠
郡
に
行
き
し
こ
と
あ
り
。
此
の
年
の
事
な
る
べ
し
。
去
年
、
叔
母
、
玖
珠
よ
り
来
り

た
ま
へ
り
。
因
っ
て
我
が
家
よ
り
彼
の
方
に
往
く
。
父
母
に
携
へ
ら
れ
て
往
き
た
り
。
家
を
去

る
こ
と
七
里
、
幼
時
第
一
の
遠
行
な
り
。
諸
事
茫
昧
な
り
。
但
し
龍
門
の
瀑
布
と
雁
扇
の
玉
と

を
分
明
に
記
し
得
た
り
。
又
月
出
山
の
容
、
平
衍
に
し
て
山
峯
の
容
を
成
さ
ず
。
家
よ
り
望
む

と
は
大
に
不
同
あ
る
こ
と
を
覚
え
た
り
。」（
3
）

□
六
歳
（
天
明
七
年
）

●
吉
井

◯
母
の
実
家
で
あ
る
吉
井
の
東
光
寺
に
し
ば
し
ば
往
来
し
て
い
る
。
六
歳
以
後
は
記
憶
し
て

い
る
と
記
し
て
い
る
。

「
余
、
極
幼
の
時
よ
り
吉
井
の
舅
家
に
往
来
す
る
こ
と
屡
々
な
り
。
四
五
歳
ま
で
の
こ
と
は

朦
朧
た
り
。
六
歳
以
後
は
分
明
な
り
。
大
抵
毎
年
九
月
を
以
て
往
け
り
。
彼
地
に
若
宮
八
幡
の

祠
あ
り
。
九
月
二
十
九
日
を
も
っ
て
生
葉
郡
中
よ
り
其
祭
り
を
行
ふ
。
先
妣
多
く
は
其
時
に
帰

寧
し
た
ま
ふ
。
故
に
従
ひ
行
け
り
。
先
妣
行
き
た
ま
は
ざ
る
時
も
予
は
必
ず
行
け
り
。
留
滞
す

る
こ
と
大
抵
十
日
内
外
な
り
。（
中
略
）外
祖
は
祇
園
祠
の
守
僧
な
り
。
真
言
宗
な
れ
ど
も
世
々

妻
帯
な
り
。
寺
を
東
光
寺
と
云
ふ
。」（
4
）

□
八
歳
（
寛
政
元
年
）

●
宝
珠
山

◯
伝
染
病
の
天
然
痘
が
流
行
し
、
そ
の
安
痘
祈
願
の
た
め
に
母
と
親
族
と
と
も
に
宝
珠
山
に

詣
で
て
い
る
。

「
此
の
歳
、
筑
前
の
宝
珠
山
に
ま
う
で
た
り
。
先
妣
に
従
っ
て
行
け
り
。
同
行
者
、
親
族
よ

り
奴
隷
に
至
る
ま
で
二
三
十
人
に
及
べ
り
。
是
は
安
痘
の
祈
り
の
為
な
り
。
山
の
石
磴
甚
だ
危

く
し
て
畏
れ
た
り
。
山
に
老
僧
あ
り
、
手
相
に
通
ず
る
由
な
り
、
予
を
相
し
て
長
寿
な
ら
ん
と

云
へ
り
。
宝
珠
山
、
家
を
去
る
こ
と
四
里
な
り
。
一
日
に
往
返
せ
し
ゆ
へ
帰
路
は
夜
に
入
り
、

且
つ
雨
に
逢
ひ
太
だ
困
苦
せ
り
。」（
5
）

□
一
一
歳
（
寛
政
五
年
）

●
天
ヶ
瀬
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◯
疱
瘡
に
罹
り
、
六
七
十
日
間
病
臥
し
た
後
、
八
九
分
癒
え
た
の
ち
療
養
の
た
め
天
ヶ
瀬
温

泉
に
一
か
月
余
逗
留
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
桜
滝
を
見
て
い
る
。

「
去
年
の
比
よ
り
小
瘡
を
病
む
者
、
家
内
に
満
ち
た
り
。・
・
・
当
春
に
至
り
て
予
も
亦
病
み

た
り
。
生
来
の
大
病
な
り
。
六
七
十
日
の
間
、
其
の
身
、
臥
蓐
に
粘
着
し
て
少
し
も
動
く
こ
と

能
は
ず
。
痛
痒
交
々
起
り
て
困
苦
言
語
に
断
え
た
り
。
然
れ
ど
も
、
其
の
毒
尽
く
外
に
発
し
た

る
故
に
、
内
行
の
患
な
く
生
命
に
は
心
遣
ひ
な
し
。

八
九
分
癒
え
て
後
、行
い
て
天
ヵ
瀬
の
温
泉
に
浴
し
一
月
余
滞
留
し
て
全
快
を
得
て
帰
れ
り
。

（
中
略
）天
ヵ
瀬
に
あ
り
し
時
、桜
滝
と
云
へ
る
瀑
布
を
行
い
て
見
た
り
。
七
絶
一
首
を
詠
ぜ
り
。

又
、
天
ヵ
瀬
に
あ
る
う
ち
、
松
下
先
生
、
元
俊
、
友
可
、
丹
鼎
を
携
へ
て
来
り
問
は
れ
た
り
。

因
て
同
じ
く
丹
鼎
が
家
に
到
り
て
止
宿
せ
り
。
丹
鼎
が
家
は
桜
岳
村
に
し
て
天
ヵ
瀬
の
隣
村
な

り
。
其
の
父
は
里
正
に
任
ぜ
し
人
な
り
。
天
ヵ
瀬
は
我
家
を
去
る
こ
と
三
里
半
な
り
。」（
6
）

●
田
主
丸

◯
こ
の
頃
、
吉
井
に
往
き
、
そ
こ
よ
り
田
主
丸
に
行
っ
て
い
る
。

「
此
の
比
、
予
吉
井
に
往
き
彼
の
地
よ
り
田
主
丸
及
び
亀
尾
と
云
ふ
所
に
遊
べ
り
。
田
主
丸

は
山
本
友
可
が
家
を
訪
ひ
一
宿
せ
り
。
亀
尾
は
大
庄
屋
十
之
助
宅
に
宿
す
。
姓
は
竹
内
と
か
覚

え
た
り
。
友
可
は
同
門
の
友
な
り
。
十
之
助
は
当
時
先
考
之
と
親
し
か
り
し
な
り
。・
・
・
此

の
行
、
吉
井
を
去
る
こ
と
二
里
、
家
よ
り
七
里
、
亦
一
の
遠
遊
な
り
。」（
7
）

□
一
二
歳
（
寛
政
五
年
）

●
太
宰
府

◯
父
に
従
っ
て
太
宰
府
天
満
宮
に
参
詣
し
て
、
そ
こ
で
観
音
寺
戒
壇
院
・
都
府
楼
遺
跡
を
見

て
い
る
。

「
此
の
春
、
先
考
に
従
っ
て
太
宰
府
天
満
宮
に
謁
し
た
り
。
家
を
去
る
こ
と
十
二
里
、
生
来

の
遠
行
な
り
。
宰
府
は
六
度
寺
に
宿
す
。
老
僧
あ
り
、
善
く
談
ず
、
其
の
後
も
屡
々
相
見
た
り
。

観
音
寺
戒
壇
院
に
至
り
、
都
府
楼
の
遺
跡
を
観
た
り
。
七
律
一
首
を
賦
す
。」（
8
）

●
吉
井

◯
毎
年
の
吉
井
行
き
を
一
二
歳
の
歳
で
止
め
て
い
る
。
毎
年
の
吉
井
行
き
は
幼
時
の
楽
し
み

で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

「
予
、
九
月
を
以
て
吉
井
に
行
く
こ
と
此
の
歳
ま
で
一
度
も
欠
く
こ
と
な
し
。
歳
に
よ
り
て

は
両
度
も
往
く
こ
と
あ
り
。・
・
・
彼
の
方
に
留
る
こ
と
三
四
日
に
し
て
帰
れ
り
。
其
の
後
は
、

四
方
に
遊
学
の
こ
と
始
ま
り
し
故
、
其
の
暇
な
し
。
毎
年
九
月
の
吉
井
行
十
二
歳
に
し
て
止
れ

り
。（

幼
少
時
の
旅
行
の
楽
し
み
）

予
、
家
に
成
長
し
て
旅
行
と
い
ふ
事
な
し
。
玖
珠
郡
に
行
き
し
こ
と
は
極
て
幼
な
れ
ば
諸
事

記
得
せ
ず
。
旅
行
と
云
ふ
は
、
た
だ
吉
井
の
み
な
り
。
吉
井
は
家
を
去
る
こ
と
纔
に
五
里
な
れ

ど
も
、
幼
心
に
は
至
っ
て
遠
き
様
に
覚
え
た
り
。
毎
年
九
月
の
遊
行
は
、
一
年
中
の
快
楽
の
事

と
せ
り
。
常
に
屈
指
し
て
其
の
期
を
待
つ
。
行
く
時
は
意
気
揚
揚
と
し
て
天
に
も
登
る
心
地
せ

り
。
帰
路
は
惨
然
と
し
て
愁
を
含
め
り
。
然
れ
ど
も
、
家
人
等
、
大
凡
一
里
程
も
出
て
迎
へ
て

宴
席
を
野
外
に
設
く
る
を
見
て
心
を
慰
め
た
り
。
五
里
の
間
、
山
水
の
景
勝
、
道
程
の
曲
折
、

一
樹
一
石
の
瑣
細
な
る
ま
で
も
一
一
心
に
留
ま
り
て
、其
の
楽
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
十
二
歳
の
春
、

太
宰
府
に
参
詣
す
。
十
三
に
し
て
肥
前
田
代
に
到
り
、
又
豊
前
宇
佐
に
到
り
、
其
の
後
は
足
迹

弥
遠
く
し
て
眼
境
も
亦
弥
ひ
ろ
ま
れ
り
。
故
に
、
事
あ
り
て
吉
井
に
往
返
す
と
雖
も
、
絶
え
て

快
楽
の
念
な
し
。
す
べ
て
童
時
の
楽
み
は
、
壮
年
の
後
は
再
び
得
が
た
き
こ
と
多
し
。
吉
井
行

の
楽
の
ご
と
き
、
尤
も
然
り
。」（
9
）

□
一
三
歳
（
寛
政
六
年
）

●
肥
前
田
代

◯
単
独
（
従
僕
一
人
の
み
）
で
吉
井
か
ら
大
宰
府
を
経
て
肥
前
田
代
に
旅
し
て
い
る
。

「
此
の
春
、
吉
井
に
行
き
、
そ
れ
よ
り
大
宰
府
菅
廟
に
参
詣
す
。
与
助
僕
た
り
。
父
母
に
従

は
ず
し
て
十
里
以
上
の
地
に
行
く
こ
と
此
の
時
を
始
と
す
。
宰
府
よ
り
田
代
に
赴
く
。
其
の
間

道
程
四
里
な
り
。
初
め
に
永
吉
の
大
庄
屋
梁
井
勘
治
の
家
に
投
宿
し
、
次
に
田
代
の
町
、
荒
木

次
平
治
の
家
に
止
り
、
数
日
に
し
て
帰
れ
り
。
梁
井
・
荒
木
の
二
子
、
先
考
と
交
り
深
し
、
予

も
已
に
数
度
相
見
せ
り
。」（
10 
）

●
宇
佐

◯
八
月
、
父
と
豊
前
宇
佐
に
行
き
、
宇
佐
八
幡
宮
を
参
詣
す
る
。
父
が
帰
っ
た
後
、
独
り
だ

け
で
二
・
三
旬
留
ま
り
、
生
れ
て
始
め
て
海
を
見
て
い
る
。
帰
路
に
耶
馬
渓
を
見
て
、
羅
漢
寺

に
遊
ん
で
い
る
。

「
秋
八
月
、
父
に
陪
し
て
豊
前
に
遊
ぶ
。
初
め
伯
父
豊
前
に
遊
び
猿
渡
と
云
ふ
所
の
豪
右
田

口
氏
が
家
に
止
り
た
ま
ふ
。
其
の
時
、
田
口
氏
よ
り
伝
言
し
て
余
を
招
く
。
故
に
、
宇
佐
八
幡

宮
に
参
詣
し
、
且
つ
彼
の
家
を
訪
は
ん
が
為
な
り
。



四
〇

（
往
路
）

僕
次
助
と
云
ふ
者
従
え
り
。
発
程
の
日
、
小
く
ぼ
の
里
正
甚
助
が
家
に
宿
す
、
雨
に
逢
ひ
て

両
日
留
ま
れ
り
。
夫
よ
り
山
口
村
の
里
正
の
家
に
宿
す
。
其
の
翌
日
、
猿
度
に
着
せ
り
。・
・
・

彼
の
家
よ
り
宇
佐
に
赴
き
八
幡
宮
に
謁
す
。・
・
・
宇
佐
よ
り
猿
渡
に
帰
り
、
一
両
日
に
し
て

先
考
は
僕
と
共
に
日
田
に
帰
り
た
ま
ふ
。
余
独
り
彼
家
に
留
ま
る
こ
と
二
三
旬
に
及
べ
り
。

（
海
辺
の
風
景
の
美
）

余
、
山
中
に
成
長
し
て
十
三
歳
に
至
る
迄
、
海
を
見
た
る
こ
と
無
し
。
田
口
氏
此
を
聞
き
て

余
を
伴
ひ
て
布
津
部
と
云
ふ
処
に
遊
び
海
上
に
船
を
泛
べ
た
り
。
始
て
海
の
広
漠
な
る
を
見
て

目
を
驚
か
せ
し
な
り
。
其
の
後
も
、
諸
方
に
於
て
海
有
る
処
に
至
れ
ば
胸
襟
濶
如
と
し
て
甚
だ

愉
快
に
覚
え
た
り
。
総
て
有
海
の
地
は
何
と
な
く
明
媚
な
る
様
に
覚
ゆ
る
な
り
。

猿
渡
往
返
の
時
、
山
国
谷
を
過
れ
り
、
奇
巌
怪
石
目
を
驚
せ
り
。
然
れ
ど
も
童
心
に
は
格
別

奇
な
り
と
も
思
は
ず
。
海
辺
の
風
景
の
美
な
る
程
に
は
思
は
ざ
り
し
な
り
。
其
の
後
数
度
彼
の

地
を
往
来
し
て
、
極
て
其
の
奇
を
愛
す
る
に
至
れ
り
。
然
れ
ど
も
、
頼
子
成
は
之
を
天
下
無
双

の
山
水
と
云
へ
り
。
余
は
左
程
に
思
は
ず
。
或
る
人
曰
は
く
、子
成
は
海
辺
空
濶
の
地
に
生
る
、

故
に
山
谷
崎
嶇
の
景
を
愛
す
。
吾
子
は
山
中
に
生
る
。
故
に
、
平
遠
の
景
を
愛
す
る
者
な
ら
ん

と
云
へ
り
。

（
帰
路
）

山
国
に
て
羅
漢
寺
に
遊
べ
り
。
子
成
が
記
に
羅
漢
は
人
巧
交
り
て
奇
と
す
る
に
足
ら
ず
と
云

へ
り
。
余
も
し
か
思
へ
り
。
別
に
古
羅
漢
と
称
す
る
山
あ
り
。
此
の
地
勝
り
た
る
様
に
覚
ゆ
。

恨
む
ら
く
は
登
臨
す
る
こ
と
能
は
ず
。」（
11
）

□
一
四
歳
（
寛
政
七
年
）

●
肥
前
田
代

◯
再
び
肥
前
田
代
に
赴
く
。

「
正
月
中
と
覚
え
し
、
田
代
に
往
け
り
。
与
助
従
行
す
。
初
に
梁
井
勘
助
の
宅
に
宿
し
、
次

に
田
代
町
荒
木
次
平
治
の
家
に
至
れ
り
。」（
12
）

●
佐
伯
（
約
四
ヶ
月
間
）

◯
佐
伯
に
遊
学
し
、
約
四
ヶ
月
間
留
ま
っ
て
い
る
。
前
年
に
佐
伯
藩
校
の
教
授
に
な
っ
た
、

師
の
松
下
西
洋
先
生
を
訪
ね
て
佐
伯
に
遊
学
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
馬
、
小
国
宮
ノ
原
、
黒
川
、

久
住
、
竹
田
、
中
ノ
谷
を
経
由
し
て
佐
伯
に
到
着
し
て
い
る
。
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
始
め
て

の
長
期
の
旅
行
で
あ
っ
た
。（
な
お
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
は
、
二
〇
年
後
に
作
っ
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
を
詠
ん
だ
懐
旧
の
詩
十
首
を
添
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。）

「
予
、今
春
よ
り
佐
伯
に
遊
ぶ
の
議
、既
に
決
せ
り
。・・・
佐
伯
は
日
田
を
去
る
こ
と
三
十
七
里
、

生
来
の
遠
遊
な
り
。

（
往
路
）

四
月
朔
日
、
家
を
発
す
。
治
助
と
云
ふ
者
僕
た
り
。
外
に
竹
田
の
僧
定
水
と
云
ふ
人
を
伴
へ

り
。・
・
・
先
考
予
が
幼
弱
な
る
を
以
て
同
行
の
事
を
託
し
た
ま
へ
り
。
家
よ
り
四
里
、
五
馬

市
と
云
ふ
所
を
過
る
。・
・
・
此
の
日
は
宮
ノ
原
と
云
ふ
処
に
到
る
べ
か
り
し
に
、
途
中
雨
に

あ
ひ
て
果
た
さ
ず
。
出
口
村
に
宿
す
。
我
が
家
よ
り
五
里
な
り
。
出
口
の
里
正
彦
右
衛
門
と
云

ふ
人
、
先
考
の
相
識
な
り
。
予
が
為
に
近
隣
の
農
家
を
か
り
て
止
宿
せ
し
む
。

二
日
、
出
口
を
発
し
て
宮
ノ
原
に
至
る
。
四
里
な
り
。
こ
れ
よ
り
正
路
を
行
く
と
き
は
久
住

の
里
に
到
る
ま
で
九
里
、
中
間
に
投
宿
す
べ
き
家
な
し
。
よ
っ
て
間
道
を
と
り
て
黒
川
と
云
ふ

処
に
宿
せ
ん
と
し
て
赴
く
。
此
の
所
極
て
岐
路
多
し
。
行
人
し
ば
し
ば
迷
へ
り
。
予
が
輩
、
道

に
迷
ひ
て
二
三
里
の
道
を
徒
に
行
き
、
終
に
黒
川
の
手
前
に
到
っ
て
日
暮
れ
た
り
。
田
家
数
所

に
至
り
投
宿
を
請
へ
ど
も
得
ざ
り
し
に
、
一
人
あ
り
て
道
に
迷
ふ
を
憐
み
投
宿
を
ゆ
る
せ
り
。

此
の
処
は
村
に
て
家
筋
の
者
と
み
え
屋
宅
の
構
へ
頗
る
斉
整
な
り
。・・・
黒
川
に
は
温
泉
あ
り
。

所
謂
地
獄
と
云
ふ
者
も
あ
る
な
り
。

三
日
、其
の
地
を
発
し
て
久
住
原
を
よ
ぎ
る
。
此
の
処
は
肥
後
の
境
内
な
り
。
平
原
数
十
里
、

極
て
空
豁
な
り
。
西
南
に
当
っ
て
阿
蘇
山
を
見
る
。
其
の
傍
ら
に
猫
嶽
と
云
ふ
山
あ
り
、
其
の

高
さ
ほ
と
ん
ど
阿
蘇
に
敵
す
。
阿
蘇
は
山
容
明
媚
な
る
様
に
覚
ゆ
。
其
の
頂
よ
り
煙
を
生
ず
る

こ
と
多
し
。
猫
嶽
は
山
容
猛
悪
な
り
。
東
南
に
九
重
山
、
大
船
山
並
び
聳
え
た
り
。
又
、
竹
田

の
城
外
に
祖
母
山
と
云
ふ
山
あ
り
。
三
山
皆
極
て
高
山
に
し
て
阿
蘇
と
高
を
争
へ
り
。
然
れ
ど

も
、
阿
蘇
の
名
は
海
外
に
も
聞
え
て
他
山
は
知
る
人
も
な
し
。
山
は
必
し
も
高
き
に
非
ず
と
云

ふ
こ
と
知
る
べ
し
。・
・
・
此
の
日
、
久
住
の
旅
店
に
投
宿
せ
り
。

四
日
、
竹
田
の
城
下
に
着
す
。
久
住
よ
り
三
里
な
り
。
定
水
に
別
れ
古
田
代
助
と
云
ふ
人
の

家
に
行
き
て
投
宿
す
。・
・
・
予
、
古
田
の
家
に
留
る
こ
と
凡
そ
三
夕
な
り
。
竹
田
の
城
下
を

遊
覧
し
て
数
所
に
い
た
れ
り
。
今
委
し
き
こ
と
記
得
せ
ず
、
其
の
内
に
て
碧
雲
寺
と
云
ふ
禅
寺

に
遊
べ
り
。・
・
・
惣
じ
て
日
田
よ
り
竹
田
に
至
る
ま
で
道
中
皆
山
坂
に
し
て
無
人
の
境
多
し
。

竹
田
の
城
下
も
又
山
谷
の
間
に
崎
嶇
た
り
。
然
れ
ど
も
、
人
烟
は
繁
欝
た
り
。
予
、
こ
こ
に
於

い
て
、
始
て
城
郭
と
云
ふ
者
を
見
る
。



四
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竹
田
に
留
ま
る
こ
と
中
間
両
日
、
七
日
に
至
っ
て
彼
の
地
を
発
す
。
こ
こ
に
於
て
主
僕
両
人

と
な
れ
り
。・
・
・
竹
田
よ
り
佐
伯
に
至
る
ま
で
は
一
切
生
路
な
り
。
且
つ
も
っ
ぱ
ら
山
谷
無

人
の
境
を
す
ぐ
る
こ
と
多
し
。
来
人
に
道
を
問
て
歩
を
進
む
。
予
、
こ
こ
に
於
い
て
心
思
悄
然

と
し
て
始
て
旅
遊
の
悲
し
む
べ
き
を
知
り
、
懐
郷
の
感
頻
り
に
起
れ
り
。
竹
田
を
去
る
こ
と
八

里
、
日
暮
れ
て
中
ノ
谷
と
云
ふ
処
に
至
り
、
一
の
人
家
を
得
て
投
宿
す
。・
・
・
此
の
地
は
極

て
山
犬
多
き
よ
し
後
に
も
聞
け
り
。

（
佐
伯
城
下
）

八
日
、
中
ノ
谷
を
発
し
行
く
こ
と
八
里
に
し
て
日
暮
に
佐
伯
の
城
下
に
着
す
。
日
田
よ
り
竹

田
ま
で
二
十
一
里
、
竹
田
よ
り
佐
伯
ま
で
十
六
里
、
合
し
て
三
十
七
里
な
り
。
城
下
の
口
に
角

石
と
云
ふ
関
所
あ
り
。
関
吏
旅
人
を
譏
呵
す
る
こ
と
極
て
厳
な
り
。
予
が
松
下
氏
の
客
た
る
こ

と
を
聞
き
て
速
に
通
し
た
り
。兼
て
聞
知
せ
し
様
子
な
り
。先
ず
米
屋
七
兵
衛
が
家
に
至
る
。・・・

楼
上
に
引
て
宿
せ
し
む
。・
・
・
其
の
後
、
松
下
先
生
夫
婦
皆
七
兵
衛
が
家
に
来
て
相
見
せ
ら

れ
た
り
。

九
日
、
願
の
筋
早
速
か
な
ひ
て
松
下
の
宅
に
入
る
こ
と
を
得
た
り
。
佐
伯
の
城
は
、
大
手
の

門
南
に
向
ひ
た
る
と
覚
え
た
り
。
山
城
に
し
て
城
門
並
に
侯
宮
は
山
下
に
あ
り
。
楼
櫓
の
類
は

山
頂
に
見
え
た
り
。其
の
規
模
、竹
田
の
城
に
比
す
れ
ば
小
な
り
。然
れ
ど
も
、亦
名
城
な
り
。・・・

城
門
に
入
り
て
其
の
左
に
学
校
あ
り
。
四
教
堂
と
云
ふ
。・
・
・
松
下
の
宅
は
其
の
隣
に
あ
り
。

こ
れ
は
長
屋
の
明
き
た
る
に
寓
居
せ
る
な
り
。・
・
・
佐
伯
城
下
は
海
に
浜
し
た
り
。
浦
の
数

凡
そ
九
十
九
浦
あ
り
。
土
地
せ
ま
し
と
雖
も
魚
塩
の
利
多
く
、
士
民
富
饒
な
り
。
其
の
城
を
鶴

城
と
号
す
。（
中
略
）
此
の
時
佐
伯
侯
、
東
都
に
述
職
し
た
ま
へ
り
、
人
の
言
に
、
君
侯
在
城

な
ら
ば
必
ず
引
見
の
事
あ
る
べ
し
と
云
へ
り
。
侯
は
好
文
の
君
に
て
、
極
め
て
博
聞
強
識
の
人

な
り
、
佐
伯
蔵
書
に
富
む
こ
と
海
内
無
双
な
り
、
み
な
こ
れ
侯
の
求
め
貯
へ
た
ま
ひ
し
な
り
。

城
外
に
羽
明
山
龍
護
寺
あ
り
。
六
七
月
の
間
と
覚
え
し
、
其
の
寺
に
開
帳
あ
り
。
月
夜
、
船
を

浮
べ
其
の
所
に
赴
け
り
。
時
に
城
下
よ
り
、
納
涼
且
つ
寺
に
ま
う
で
ん
と
し
て
船
を
浮
ぶ
る
も

の
数
を
知
ら
ず
。
管
弦
謳
歌
の
声
、
洋
々
と
し
て
海
面
に
盈
て
り
。
松
下
は
横
笛
を
よ
く
す
る

人
な
り
、
其
の
弟
子
と
笛
を
吹
き
て
相
和
す
。
極
て
興
あ
り
。・
・
・
佐
伯
に
留
り
し
内
、
舟

遊
を
為
せ
し
こ
と
毎
度
な
り
。
船
を
浮
べ
て
三
里
程
の
地
に
至
り
瀑
布
を
見
た
り
。
往
返
六
里
、

予
舟
行
の
中
に
於
て
最
も
遠
き
も
の
な
り
。
舟
中
に
て
江
豚
と
云
ふ
魚
の
半
身
を
露
し
て
波
を

鼓
動
す
る
を
間
近
く
見
て
目
を
驚
し
た
り
。

（
帰
路
）

八
月
に
至
り
家
よ
り
迎
の
為
と
し
て
、
長
吉
と
云
ふ
僕
を
さ
し
こ
し
た
り
。
是
に
於
て
佐
伯

を
発
す
。
日
は
何
日
と
云
ふ
こ
と
を
記
せ
ず
。
彼
の
地
を
去
る
に
及
ん
で
、
頗
る

州
故
郷
の

感
あ
り
。
松
下
先
生
送
序
一
篇
、
七
絶
一
首
を
贈
ら
れ
た
り
。
米
屋
七
兵
衛
送
っ
て
関
下
に
至

り
て
別
れ
た
り
。
途
中
、
荷
物
重
く
し
て
長
吉
肩
を
傷
け
、
道
を
行
く
こ
と
能
は
ず
。・
・
・

凡
そ
三
日
に
し
て
竹
田
に
着
せ
り
。・
・
・
竹
田
に
於
て
、
再
び
古
田
氏
に
留
ま
る
。
又
留
る

こ
と
両
日
な
り
。
竹
田
を
発
す
る
に
及
ん
で
、
定
水
和
尚
又
日
田
に
赴
く
の
事
あ
り
て
同
行
せ

り
。
初
日
に
久
住
に
宿
し
、
第
二
日
、
宮
ノ
原
に
宿
し
、
第
三
日
、
日
田
に
着
せ
り
。

（
感
想
）

佐
伯
に
遊
び
し
こ
と
、
必
し
も
習
学
の
為
に
非
ず
。
追
々
遠
方
に
遊
ば
ん
と
し
て
、
先
ず
少

し
く
其
の
歩
を
試
み
ん
が
た
め
な
り
。
然
る
に
、
其
の
後
多
病
の
身
と
な
り
て
遠
遊
の
志
遂
げ

ず
。
遂
に
佐
伯
行
を
以
て
遠
遊
と
す
る
に
至
る
。
本
意
に
背
く
こ
と
是
よ
り
甚
し
き
は
な
し
。

感
慨
す
る
に
余
り
あ
り
。」（
13
）

□
一
五
歳
（
寛
政
八
年
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）

◯
福
岡
の
亀
井
塾
に
入
門
す
る
た
め
、
筑
前
に
赴
く
。
そ
の
こ
ろ
日
田
に
来
て
い
た
亀
井
塾

の
門
人
の
藤
左
仲
と
親
し
く
な
り
、
彼
に
伴
わ
れ
て
、
秋
月
、
太
宰
府
を
経
て
福
岡
に
到
着
し
、

そ
の
後
姪
ノ
浜
、
博
多
な
ど
を
巡
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
福
岡
博
多
の
繁
華
に
驚
い
て
い
る
。

「
秋
八
月
、
筑
前
に
遊
び
、
亀
井
先
生
父
子
に
謁
見
せ
ん
と
す
。
藤
左
仲
先
導
た
り
。

（
往
路
）

発
程
の
日
、
筑
前
林
田
内
山
玄
斐
が
家
に
行
き
て
宿
す
。
其
の
翌
、
秋
月
に
至
り
佐
谷
龍
山

が
家
に
宿
す
。・
・
・
秋
月
に
止
る
こ
と
数
日
・
・
・
八
月
十
五
日
、
秋
月
を
発
し
て
太
宰
府

に
至
り
泉
屋
と
云
ふ
旅
店
に
宿
す
、
泉
屋
楼
上
に
あ
り
て
中
秋
の
月
を
見
た
り
。
其
の
翌
、
太

宰
府
を
発
し
て
博
多
を
過
ぎ
ず
し
て
間
道
を
取
り
福
岡
に
赴
く
。

（
亀
井
塾
）

亀
井
の
宅
は
福
岡
唐
人
町
に
在
り
。
予
、
左
仲
と
共
に
旅
店
に
留
ま
る
。
左
仲
紹
介
し
て
昭

陽
先
生
に
入
門
し
謁
見
を
遂
げ
た
り
。・
・
・
南
溟
先
生
は
蟄
居
に
て
、
旅
人
を
見
る
こ
と
を

禁
ぜ
ら
れ
た
り
、
故
に
相
見
を
得
ず
。・
・
・
既
に
し
て
左
仲
と
姪
ノ
浜
に
行
き
大
年
を
訪
ふ
、

昭
陽
の
弟
な
り
。・
・
・
其
の
後
、
八
月
二
十
日
に
至
っ
て
、
左
仲
と
博
多
に
至
り
、
永
寿
院

曇
栄
禅
師
を
訪
ふ
。
南
溟
先
生
の
弟
な
り
。
元
崇
福
寺
の
住
持
な
り
、
今
退
院
し
て
こ
こ
に
居
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れ
り
。

（
帰
路
）

福
岡
に
留
ま
る
こ
と
中
間
六
日
、
左
仲
と
共
に
彼
の
地
を
発
し
、
左
仲
は
筑
後
に
赴
き
、
予

は
日
田
に
帰
れ
り
。

（
博
多
福
岡
の
繁
華
）

予
、
生
来
の
旅
行
、
東
北
、
宇
佐
に
至
り
、
東
南
、
佐
伯
に
至
り
、
西
北
、
太
宰
府
に
至
り
、

西
、
田
代
に
至
る
。
皆
小
邑
に
し
て
人
家
千
に
過
ぎ
ず
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
初
め
て
博
多
福
岡

を
見
る
。
人
家
二
万
、
街
衢
長
き
こ
と
殆
ん
ど
二
里
に
及
ぶ
。
閭
巷
の
繁
華
も
之
に
準
じ
て
知

る
べ
し
。
大
い
に
目
を
驚
か
し
未
曽
有
の
壮
観
と
す
。
且
つ
、
城
地
の
雄
麗
な
る
よ
り
し
て
海

辺
の
風
景
の
明
媚
な
る
、
一
々
心
を
悦
ば
し
め
恍
然
と
し
て
仙
境
に
入
る
が
如
し
。
畢
竟
三
都

の
盛
な
る
に
比
せ
ば
十
が
一
に
も
至
る
ま
じ
。
然
れ
ど
も
、
其
の
後
多
病
に
し
て
遠
遊
す
る
こ

と
能
は
ず
。
遂
に
北
筑
を
以
て
眼
中
第
一
の
壮
観
と
す
る
に
至
る
。
是
れ
佐
伯
を
以
て
遠
遊
と

す
る
と
同
一
の
事
に
し
て
、
平
生
遺
憾
の
大
者
な
り
。」（
14
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）

◯
こ
の
年
の
冬
に
再
び
福
岡
の
亀
井
塾
に
赴
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、藤
左
仲
の
提
案
に
よ
り
、

伯
父
月
化
の
発
句
集
の
序
文
を
亀
井
昭
陽
先
生
に
請
う
た
め
に
、
先
生
の
求
め
た
大
意
の
案
文

を
用
意
し
て
昭
陽
先
生
を
訪
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
は
独
行
す
べ
し
と
の
父
の
命
で
、

全
く
一
人
で
赴
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
幸
い
に
行
く
時
は
、
当
日
の
目
的
地
ま
で
、
当
日
た
ま

た
ま
知
り
合
い
に
な
っ
た
見
知
ら
ぬ
人
が
そ
れ
ぞ
れ
同
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
う
し
て
久
喜

宮
、
甘
木
、
太
宰
府
、
博
多
を
経
て
無
事
に
福
岡
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
。

「
予
、
日
田
を
発
す
る
時
、
先
考
予
に
命
じ
て
曰
は
く
、
福
岡
の
道
は
こ
れ
よ
り
十
七
里
、

平
直
髪
の
如
し
、
岐
路
の
惑
ふ
べ
き
な
し
。
且
つ
汝
已
に
一
度
行
け
り
、
此
度
は
独
行
す
べ
し

と
。
こ
れ
よ
り
先
き
、
予
已
に
遠
方
に
行
き
た
れ
ど
も
、
皆
な
僕
従
あ
り
、
一
里
の
道
と
い
へ

ど
も
独
行
せ
し
こ
と
な
し
。
独
行
し
て
境
を
出
づ
る
こ
と
此
の
時
に
始
ま
る
。（
中
略
）

（
亀
井
塾
）

既
に
福
岡
に
行
き
唐
人
町
に
着
し
、
前
度
留
ま
り
し
長
七
と
云
ふ
者
の
家
に
宿
す
。・
・
・

一
両
日
を
過
ぎ
て
、
先
生
予
を
引
見
し
・
・
・
予
に
（
序
文
を
）
授
け
て
・
・
・
遂
に
之
を
持

し
て
日
田
に
帰
り
、
長
福
寺
法
幢
上
人
の
名
を
仮
り
て
集
の
前
に
出
せ
り
。
今
発
句
集
の
前
に

在
る
も
の
是
な
り
。」（
15
）

□
一
六
歳
（
寛
政
九
年
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）

◯
一
月
に
、
藤
左
仲
に
伴
わ
れ
て
、
再
び
筑
前
の
亀
井
塾
に
赴
く
。
他
国
人
は
入
塾
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
途
次
、
藤
左
仲
の
謀
計
に
よ
っ
て
に
わ
か
に
筑
前
人
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
形

で
亀
井
塾
に
入
塾
す
る
こ
と
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、
南
溟
先
生
に
も
謁
見
で
き
た
。

「
春
正
月
、
又
藤
左
仲
と
共
に
筑
前
に
赴
く
。
予
、
去
秋
よ
り
既
に
亀
井
の
塾
に
留
ま
ら
ん

こ
と
を
願
ひ
し
か
ど
も
旅
人
の
禁
あ
る
に
よ
っ
て
能
は
ず
。
家
に
帰
っ
て
後
、
先
考
、
人
に
託

し
て
其
の
事
の
手
よ
り
を
求
め
給
ひ
し
か
ど
も
事
終
に
な
ら
ず
。

（
往
路
）

此
に
至
っ
て
、
左
仲
が
云
は
く
、
我
途
に
て
は
か
ら
ふ
べ
き
旨
あ
り
、
た
だ
我
に
従
っ
て
来

ら
れ
よ
と
。
是
に
於
て
、
日
田
を
発
し
ま
た
林
田
内
山
玄
斐
が
家
に
到
り
て
宿
す
。
左
仲
余
に

謂
て
云
は
く
、
主
人
は
頗
る
侠
骨
あ
り
我
試
に
此
に
説
か
ん
と
て
、
遂
に
事
の
よ
し
を
語
り
け

れ
ば
、
玄
斐
慨
然
と
し
て
云
は
く
、
遠
く
求
め
ら
る
る
に
及
ば
ず
今
日
よ
り
廣
郎
を
以
て
余
が

子
と
す
べ
し
、
福
岡
に
至
ら
れ
て
後
若
し
委
し
く
詰
問
す
る
者
あ
ら
ば
、
日
田
よ
り
養
子
に
来

り
養
家
に
留
る
こ
と
一
夕
に
し
て
此
の
方
に
来
れ
り
、
故
に
養
家
の
事
一
切
知
ら
ず
と
答
へ
ら

る
べ
し
、
我
に
問
ふ
者
有
ら
ば
我
も
亦
か
く
の
如
く
に
答
へ
ん
、・
・
・
必
ず
心
安
か
る
べ
し

と
謂
ひ
け
れ
ば
、
余
大
に
喜
び
ぬ
。

林
田
を
発
し
て
秋
月
に
至
り
佐
谷
龍
山
が
家
に
宿
す
。
左
仲
去
年
よ
り
脚
疾
あ
り
、
是
に
到

っ
て
其
の
病
再
び
発
す
。・
・
・
翌
日
左
仲
早
く
起
き
て
余
に
云
ひ
け
る
は
、
我
は
暫
く
是
家

に
止
ま
り
病
を
養
ひ
て
行
く
べ
し
、
足
下
速
に
・
・
・
福
岡
に
行
く
べ
し
と
な
り
。

（
亀
井
塾
）

遂
に
福
岡
に
至
り
、
亀
井
の
塾
に
入
る
。
翌
日
、
南
溟
先
生
に
謁
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
先

生
時
に
歳
五
十
五
、
容
貌
奇
偉
非
常
な
り
。
都
て
亀
家
の
人
は
皆
な
眼
光
人
を
射
る
こ
と
を
覚

ゆ
。」（
16
）

●
福
岡
・
博
多

◯
亀
井
塾
に
居
る
間
に
、
箱
崎
、
御
山
、
愛
宕
山
な
ど
の
福
岡
・
博
多
の
景
勝
地
を
遊
覧
し

て
い
る
。

「
余
、
筑
に
在
っ
て
遊
覧
す
る
所
の
地
多
し
。
箱
崎
を
以
て
第
一
と
す
。
箱
崎
は
海
西
無
双

の
景
と
云
へ
り
。
又
御
山
と
云
ふ
処
あ
り
、
東
照
宮
の
廟
あ
り
、
山
後
に
公
之
別
館
あ
り
、
其

の
側
ら
眺
望
極
め
て
佳
な
り
。
又
姪
ノ
浜
に
行
く
途
中
に
愛
宕
山
あ
り
、
眺
望
よ
し
。
是
は
み
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な
世
人
遍
く
知
る
所
な
り
。
故
に
委
し
く
は
述
べ
ず
。
其
の
他
一
々
枚
挙
に
暇
あ
ら
ず
。」（
17
）

●
吉
井

◯
五
月
か
ら
六
月
に
、
吉
井
を
経
て
日
田
に
帰
省
し
、
ま
た
吉
井
を
経
て
福
岡
の
亀
井
塾
に

戻
っ
て
い
る
。

「
此
の
年
五
・
六
月
の
間
、
余
福
岡
を
発
し
て
筑
後
の
吉
井
に
遊
ぶ
。
藤
左
仲
、
田
代
弥
十
郎

同
行
し
た
り
。
入
地
村
に
過
り
星
野
順
次
が
宅
に
宿
し
、
遂
に
順
次
を
も
伴
ひ
弥
十
郎
が
家
に

来
る
。・
・
・
彼
の
地
に
留
る
こ
と
数
日
・
・
・
そ
れ
よ
り
余
は
独
行
し
て
日
田
に
帰
り
家
に

留
る
こ
と
中
間
一
日
に
し
て
復
た
吉
井
に
往
け
り
。・
・
・
余
吉
井
の
母
家
に
留
る
、
暑
気
に

中
て
ら
れ
て
伏
枕
し
た
り
、
程
な
く
愈
え
て
、
復
た
福
岡
に
赴
け
り
。」（
18
）

●
久
原

◯
九
月
に
、
南
溟
先
生
に
従
っ
て
久
原
に
往
っ
て
い
る
。

「
此
の
九
月
、
南
溟
先
生
に
し
た
が
っ
て
久
原
と
云
ふ
処
に
往
く
。
福
岡
よ
り
三
四
里
も
あ

り
し
と
覚
ゆ
。
其
の
処
の
大
庄
屋
を
岸
辺
作
右
衛
門
と
云
ひ
、
其
の
子
を
藤
助
と
云
ふ
、
文
学

を
好
め
り
。
因
て
先
生
を
請
待
せ
り
。・
・
・
久
原
に
て
医
生
某
が
家
に
往
い
て
遊
べ
り
。
往

返
三
日
程
に
し
て
帰
れ
り
。」（
19
）

□
一
七
歳
（
寛
政
一
〇
年
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）

◯
年
末
は
亀
井
塾
で
年
末
を
越
し
、
正
月
に
日
田
に
帰
省
す
る
。
唐
人
町
の
亀
井
塾
が
正
月

二
九
日
に
火
災
に
会
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
が
あ
っ
た
た
め
、
二
月
初
め
に
急
遽
福
岡
に
赴
き
、

数
旬
の
後
ま
た
日
田
に
帰
る
。

「
正
月
中
、福
岡
を
発
し
て
日
田
に
帰
省
せ
り
。姑
く
父
母
の
膝
下
に
陪
せ
り
。余
、家
に
在
り
。

（
塾
被
災
の
知
ら
せ
）

二
月
初
に
至
り
、
復
た
再
遊
せ
ん
と
思
ひ
し
所
に
、
一
日
森
田
退
叔
外
よ
り
入
り
来
れ
り
、

予
に
謂
っ
て
曰
は
く
、
正
月
二
十
九
日
の
夜
に
当
り
て
唐
人
町
武
平
と
云
ふ
者
の
家
よ
り
火
出

で
た
り
。
此
の
夜
烈
風
に
し
て
延
焼
す
る
こ
と
極
て
急
な
り
。
師
家
及
び
甘
棠
館
、
一
時
に
灰

燼
と
な
る
。・
・
・
い
さ
さ
か
其
の
由
を
報
じ
知
ら
す
る
も
の
な
り
と
云
っ
て
辞
し
去
れ
り
。

（
亀
井
塾
）

余
、
是
に
於
て
ま
た
福
岡
に
赴
き
師
家
の
災
を
弔
す
。・
・
・
余
、
已
に
福
岡
に
着
し
唐
人

町
に
至
り
し
に
、
学
宮
よ
り
し
て
諸
塾
に
至
る
ま
で
唯
一
片
の
赤
地
と
な
れ
り
。・
・
・
余
は
、

医
生
数
輩
と
紙
屋
円
作
が
別
業
是
韓
堂
に
留
ま
れ
り
。・
・
・
居
る
こ
と
一
二
旬
に
し
て
ま
た

日
田
に
帰
れ
り
。」（
20
）

●
福
岡
（
姪
浜
の
亀
井
塾
）

◯
帰
省
の
後
、
し
ば
ら
く
家
に
い
て
無
為
に
過
ご
し
て
い
た
が
、
追
々
亀
井
塾
の
消
息
を
聞

い
て
、
父
と
田
代
に
赴
い
た
後
、
福
岡
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
昭
陽
先
生
は
姪
ノ
浜
に
寓
居
し
て

お
り
、
淡
窓
も
そ
こ
を
訪
ね
て
留
ま
っ
た
。

「
余
已
に
福
岡
よ
り
帰
り
て
後
、
姑
く
家
に
留
れ
り
。
当
時
福
岡
の
師
家
に
講
業
の
事
な
く

塾
生
離
散
せ
し
に
よ
り
て
、余
も
亦
急
に
遊
ぶ
の
志
な
し
。
家
に
あ
り
て
光
陰
を
徒
に
送
れ
り
。

（
中
略
）

（
往
路
）

余
、
家
に
在
り
て
久
し
く
師
家
の
消
息
を
聞
か
ざ
り
し
が
、
其
の
後
追
々
其
の
事
を
聞
得
た

り
。・
・
・
余
、
是
に
於
て
先
考
と
共
に
田
代
に
赴
き
、
彼
の
地
よ
り
福
岡
に
至
れ
り
。

（
亀
井
塾
）

予
、
既
に
福
岡
唐
人
町
に
至
り
し
に
先
生
は
彼
の
地
に
あ
ら
ず
。・
・
・
昭
陽
は
、
姪
ノ
浜

後
藤
屋
の
隣
り
に
土
蔵
あ
る
を
仮
り
て
寓
居
し
た
ま
ふ
な
り
。
余
、
遂
に
姪
ノ
浜
に
至
り
昭
陽

先
生
に
謁
す
。
先
生
の
寓
居
、
甘
古
堂
と
号
す
、
先
生
命
じ
て
其
の
玄
関
に
余
を
留
め
ら
れ
た

り
。」（
21
）

●
前
原

◯
九
月
こ
ろ
、
昭
陽
先
生
の
お
供
を
し
て
前
原
に
行
っ
て
い
る
。

「
此
の
年
の
九
・
十
月
の
頃
と
覚
え
し
。
昭
陽
先
生
に
陪
し
て
前
原
と
云
ふ
所
に
行
く
。
姪
ノ

浜
よ
り
三
里
な
り
。
前
田
綾
海
が
家
に
一
宿
し
て
帰
れ
り
。・
・
・
前
原
は
日
田
を
去
る
こ
と

二
十
一
里
、
是
ま
で
予
が
足
跡
の
及
ぼ
せ
し
所
に
て
は
極
西
の
地
な
り
。」（
22
）

●
甘
木
・
吉
井

◯
姪
ノ
浜
の
亀
井
塾
に
い
る
間
、
甘
木
に
昭
陽
先
生
の
弟
の
大
壮
を
訪
れ
た
り
、
吉
井
に
祖

父
の
弔
問
に
訪
れ
た
り
し
て
い
る
。
吉
井
に
行
く
途
中
、
友
人
の
相
良
梅

（
の
ち
の
三
松
斉

寿
）
と
会
っ
て
い
る
。

「
南
溟
先
生
の
二
男
、・
・
・
儒
医
を
業
と
す
。
名
は
昇
、
字
は
大
壮
と
称
せ
り
、
雲
来
と
号

す
。
近
来
、
甘
木
に
於
て
開
業
せ
り
。
昭
陽
先
生
予
に
命
じ
行
い
て
賀
せ
し
む
。
是
に
於
て
始

て
相
見
す
。（
中
略
）

予
既
に
甘
木
よ
り
姪
ノ
浜
に
帰
り
し
に
、
家
書
至
れ
り
。
其
の
内
に
云
は
く
、
吉
井
の
外
祖



四
四

父
病
重
し
、
行
い
て
問
ふ
べ
し
と
。
是
に
於
て
又
姪
ノ
浜
を
発
し
て
吉
井
に
赴
く
。
平
松
を
過

ぐ
る
時
、
後
よ
り
予
が
名
を
呼
ぶ
者
あ
り
、
之
を
顧
み
れ
ば
、
相
良
梅

な
り
。
時
に
足
立
春

禎
が
家
に
在
り
て
医
を
学
べ
り
。・
・
・
江
を
渡
り
て
筑
後
に
入
り
、
松
浦
景
山
と
云
ふ
者
の

家
に
過
ぎ
る
、・
・
・
是
に
於
て
外
祖
の
安
否
を
問
ふ
に
、
既
に
没
し
た
ま
へ
り
と
云
へ
り
。

予
、
遂
に
梅

に
別
れ
、
母
家
に
至
り
外
祖
の
霊
位
に
拝
謁
せ
り
。
外
祖
没
し
た
ま
ひ
し
こ
と

は
十
一
月
十
八
日
な
り
、
予
が
吉
井
に
至
り
し
は
十
二
月
の
初
か
と
覚
ゆ
。・
・
・
予
吉
井
に

留
る
こ
と
数
日
、
又
姪
ノ
浜
に
赴
く
。」（
23
）

□
一
八
歳
（
寛
政
一
一
年
）

●
田
代
・
甘
木

◯
亀
井
塾
で
年
を
越
す
が
、
二
月
に
田
代
、
甘
木
を
経
由
し
て
日
田
に
帰
省
し
て
い
る
。

「
二
月
、
姪
ノ
浜
を
辞
し
て
故
郷
に
帰
省
す
。・
・
・
予
、
筑
前
よ
り
帰
る
時
、
田
代
を
過
り
、

永
吉
の
梁
井
勘
治
が
家
に
留
ま
る
こ
と
数
日
、
既
に
発
せ
ん
と
す
る
時
、
磯
野
俊
蔵
来
訪
へ
り
。

是
は
南
溟
先
生
の
旧
門
人
に
て
、
去
年
姪
ノ
浜
に
て
一
面
す
。・
・
・
明
日
、
同
じ
く
甘
木
に

至
り
亀
井
雲
来
が
家
に
投
宿
す
。・
・
・
予
、
筑
前
よ
り
帰
路
、
星
野
順
次
に
逢
ひ
、
之
を
伴

ひ
て
家
に
帰
る
。
予
が
家
に
留
ま
る
こ
と
数
日
に
し
て
辞
し
去
れ
り
。」（
24
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）

◯
五
月
に
、
亀
井
塾
の
入
門
を
望
ん
で
い
る
従
姉
の
子
の
舘
林
清
記
一
三
歳
と
、
森
藩
有
田

代
官
の
子
の
衛
藤
牛
四
郎
一
三
歳
の
二
人
を
伴
っ
て
福
岡
に
赴
い
た
が
、
塾
中
で
疫
病
が
流
行

っ
て
お
り
、
病
弱
の
身
の
た
め
伝
染
を
恐
れ
て
二
旬
ほ
ど
し
て
日
田
に
帰
る
。
帰
路
、
博
多
の

祇
園
会
を
見
物
し
て
い
る
。

「
五
月
、
予
、
衛
藤
牛
四
郎
、
舘
林
清
記
二
子
を
携
へ
て
筑
前
に
赴
く
。・
・
・
牛
四
郎
時
に

歳
十
三
、
才
子
の
聞
え
あ
り
。
時
に
清
記
も
父
を
失
っ
て
依
頼
す
る
所
な
し
、
伯
父
是
を
し
て

亀
井
に
学
ば
し
め
ん
と
す
。
我
、
因
て
二
子
を
携
へ
て
彼
の
地
に
赴
け
り
。（
中
略
）

（
亀
井
塾
）

時
に
彼
の
地
、
疫
邪
盛
に
行
は
れ
た
り
、
塾
生
に
そ
の
症
に
染
み
し
者
あ
り
。
予
、
病
身
な

る
を
以
て
其
の
伝
染
を
恐
れ
、
塾
に
留
ま
る
こ
と
二
旬
程
に
し
て
、
二
子
を
彼
に
留
め
置
き
、

日
田
に
帰
れ
り
。

（
帰
路
・
祇
園
会
見
物
）

姪
ノ
浜
を
発
し
て
日
田
に
帰
る
日
、
六
月
十
五
日
か
と
覚
ゆ
。
兼
て
博
多
の
祇
園
会
を
観
ん

と
て
同
塾
の
諸
子
に
約
す
。
夜
五
更
の
初
頃
、
姪
の
浜
を
発
し
博
多
に
至
り
・
・
・
山
車
凡
そ

六
つ
、
之
を
舁
き
て
来
る
、
行
き
過
ぐ
る
こ
と
疾
風
の
如
し
、
頗
る
壮
観
な
り
。・
・
・
予
筑

よ
り
帰
り
家
に
留
ま
る
こ
と
百
余
日
、
時
に
我
が
郷
、
疫
邪
至
っ
て
盛
な
り
。」（
25
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）

◯
九
月
上
旬
に
、
古
川
、
吉
井
を
経
て
再
び
福
岡
に
赴
く
。

「
予
、
是
年
の
九
月
上
旬
を
以
て
又
筑
に
赴
く
。
家
を
発
す
る
と
き
、
筑
後
古
川
の
医
師
諌

山
元
静
と
云
ふ
者
が
古
川
に
帰
る
に
同
行
し
て
、
彼
の
地
に
至
れ
り
。
元
静
は
南
溟
先
生
の
門

人
な
り
。
予
、
吉
井
に
宿
し
、
其
よ
り
江
を
渡
り
て
筑
前
の
地
に
入
り
・
・
・
遂
に
姪
ノ
浜
に

至
れ
り
。」（
26
）

●
日
田
に
帰
郷
（
大
帰
）

◯
こ
の
年
の
冬
、
に
わ
か
に
大
病
を
患
い
、
心
中
恐
れ
を
い
だ
き
、
周
囲
の
人
の
勧
め
に
よ

っ
て
、
勉
学
を
断
念
し
故
郷
に
帰
り
養
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
帰
（
退
塾
）
で
あ

っ
た
。
一
六
歳
の
一
月
に
入
塾
し
て
一
八
歳
の
一
二
月
ま
で
ち
ょ
う
ど
三
年
間
の
就
学
で
あ
っ

た
。
こ
の
後
、
淡
窓
は
故
郷
の
日
田
で
も
っ
ぱ
ら
養
生
生
活
を
送
り
、
や
が
て
塾
を
開
く
こ
と

と
な
る
。

「
予
、
二
三
年
来
病
多
し
。
此
の
年
の
冬
に
至
っ
て
、
稍
く
甚
し
。
一
身
熱
を
生
じ
、
潮
熱

の
症
な
り
。
自
汗
盗
汗
あ
り
。
其
の
症
、
労
瘵
に
似
た
り
。
是
に
於
て
心
中
恐
れ
を
生
ず
。
傍

の
人
も
皆
な
家
に
帰
り
保
養
す
る
に
如
か
じ
と
云
ふ
。
是
に
於
て
十
二
月
上
旬
、
彼
の
地
を
発

し
て
故
郷
に
帰
れ
り
。
是
れ
即
ち
大
帰
な
り
。

（
感
慨
）

予
、
十
六
の
春
よ
り
先
生
の
塾
に
入
り
、
是
に
至
っ
て
三
年
、
遂
に
大
帰
せ
り
。
素
志
は

五
六
年
も
彼
の
地
に
留
り
、
其
の
後
は
四
方
に
漫
遊
せ
ん
と
思
ひ
し
に
、
筑
の
逗
留
も
実
は
二

年
に
満
た
ず
。
其
の
後
終
に
四
方
の
事
な
し
。
歎
息
す
る
に
余
り
あ
り
。」（
27
）

３
．
淡
窓
の
教
育
専
念
時
代
（
五
六
歳
ま
で
）
の
旅
行
（『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
よ
る
）

淡
窓
は
福
岡
亀
井
塾
か
ら
大
帰
し
て
以
来
、
実
家
で
の
養
生
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、

一
九
歳
の
正
月
二
三
日
に
至
り
突
然
病
を
発
し
、
二
月
末
に
至
り
非
常
に
悪
化
し
、
時
に
少
期

間
の
快
癒
は
あ
る
も
の
の
、大
病
は
四
月
中
旬
ま
で
続
い
た
。諸
々
の
医
師
に
診
察
を
頼
み
種
々

の
薬
を
試
す
が
治
ら
な
か
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
熊
本
か
ら
日
田
に
帰
省
し
て
い
た
倉
重
湊
と
い
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う
医
師
に
託
し
た
と
こ
ろ
、
荒
治
療
で
あ
っ
た
も
の
の
、
閏
四
月
上
旬
に
至
り
漸
く
治
っ
て
、

下
旬
に
は
全
快
し
た
。
こ
れ
は
淡
窓
の
言
う
「
生
涯
の
三
大
厄
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
悪
寒
・
発
熱
・
嘔
吐
な
ど
の
諸
症
状
は
宿
疾
と
な
っ
て
時
々
発
し
、
引
き
続
き
療
養

生
活
を
続
け
て
い
る
。
と
く
に
二
二
歳
の
五
月
に
は
、
流
行
し
て
い
た
麻
疹
に
罹
り
重
症
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
淡
窓
は
時
に
人
を
避
け
閉
居
し
て
斎
食
持
咒
し
て
日
を
送
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
二
三
歳
の
冬
、
そ
れ
ま
で
の
無
為
な
生
活
を
反
省
し
今
後
の
身
計
を
立
て
よ
う
と
、

命
の
恩
人
の
倉
重
湊
に
相
談
し
、
そ
の
懇
切
な
助
言
に
よ
っ
て
明
年
よ
り
塾
を
開
く
こ
と
を
決

意
し
た
。
そ
し
て
遂
に
、
二
四
歳
の
三
月
に
長
福
寺
の
学
寮
を
借
り
て
塾
を
開
い
た
。
わ
ず
か

塾
生
は
二
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
塾
は
成
章
舎
、
桂
林
園
と
発
展
し
、
塾
舎
も
整
備
し
、
塾
生
も
各
地
か
ら
集
ま
る

よ
う
に
な
り
、
三
六
歳
の
二
月
に
豆
田
郊
外
の
咸
宜
園
に
移
転
し
、
以
降
、
塾
生
数
も
増
え
て

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
五
六
歳
こ
ろ
ま
で
は
、
淡
窓
は
日
田
の
地
を
離
れ
ず

に
塾
教
育
に
専
念
し
て
お
り
、
病
弱
な
た
め
に
、
過
去
に
往
っ
た
こ
と
の
あ
る
福
岡
や
宇
佐
な

ど
の
近
隣
の
地
を
数
度
訪
れ
た
以
外
に
大
き
な
旅
行
は
し
て
い
な
い
。

□
二
〇
歳
（
享
和
元
年
）

●
甘
木
・
秋
月

◯
大
病
後
、
始
め
て
甘
木
、
秋
月
に
旅
行
し
て
い
る
。
甘
木
で
は
偶
然
、
南
溟
先
生
に
会
っ

て
い
る
。

「
此
の
年
の
二
月
、
甘
木
よ
り
秋
月
に
遊
ぶ
。
大
病
後
始
て
旅
行
す
る
な
り
。
甘
木
に
て
は

髙
山
善
左
衛
門
の
家
に
止
る
。・
・
・
彼
の
家
に
止
ま
る
こ
と
数
日
な
り
。
時
に
黒
木
大
亮
も

同
行
せ
り
。
雲
来
社
を
訪
ひ
、
亀
井
大
壮
に
見
え
、
去
年
両
度
の
（
見
舞
い
の
）
来
訪
を
謝
し

た
り
。
時
に
南
溟
先
生
来
り
て
大
壮
が
家
に
止
り
た
ま
へ
り
。
由
っ
て
謁
見
せ
り
。
其
れ
よ
り

秋
月
に
赴
き
原
震
平
を
訪
ひ
、
彼
の
地
の
旅
店
に
止
る
こ
と
数
日
な
り
。・
・
・
予
、
秋
月
に

て
大
亮
と
別
れ
、
僕
と
共
に
日
田
に
帰
れ
り
。」（
28
）

□
二
一
歳
（
享
和
二
年
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）・
博
多

◯
八
月
に
、
亀
井
南
溟
先
生
の
六
〇
の
壽
宴
に
出
席
す
る
た
め
、
甘
木
、
秋
月
を
経
て
福
岡

に
赴
い
て
い
る
。
亀
井
塾
に
半
月
余
、
博
多
に
一
〇
日
余
留
ま
っ
て
い
る
。

「
是
の
歳
の
秋
八
月
、
予
福
岡
に
赴
き
、
南
溟
先
生
六
十
の
壽
を
賀
す
。
予
、
十
八
歳
の
冬
、

姪
ノ
浜
よ
り
帰
り
し
よ
り
是
に
至
っ
て
四
年
、
始
め
て
師
家
に
伺
候
し
た
り
。
此
の
時
、
江
藤

牛
四
郎
、
舘
林
清
記
、
諌
山
安
民
と
同
行
せ
り
。
甘
木
に
過
り
て
亀
井
大
壮
を
訪
ひ
、
秋
月
に

過
り
て
原
震
平
を
訪
へ
り
。
予
途
中
よ
り
脚
を
痛
め
福
岡
に
至
る
比
は
頗
る
難
渋
せ
り
。

（
亀
井
塾
）

時
に
亀
井
先
生
父
子
、
去
年
よ
り
姪
ノ
浜
を
去
っ
て
福
岡
に
転
居
し
、
西
新
町
と
云
ふ
処
に

新
宅
を
構
へ
ら
れ
た
り
。
本
の
唐
人
町
の
宅
の
西
南
十
町
程
な
り
。
予
、
其
の
時
彼
の
塾
に
止

る
こ
と
半
月
余
な
り
。
南
溟
先
生
の
誕
辰
は
八
月
二
十
五
日
な
り
。・
・
・
昭
陽
先
生
此
の
日

を
以
て
壽
宴
を
開
き
此
の
月
の
晦
日
ま
で
日
々
宴
会
あ
り
し
な
り
。
初
日
、
南
溟
の
旧
友
を
会

す
。
第
二
日
、
儒
員
を
会
す
。
其
の
日
、
南
溟
先
生
を
始
め
と
し
て
列
座
の
者
九
人
な
り
。

（
帰
路
）

既
に
博
多
に
至
り
、
予
風
邪
に
感
じ
て
茶
屋
忠
平
が
家
に
止
る
こ
と
十
余
日
な
り
。・
・
・

是
の
時
、
牛
四
郎
、
清
記
は
塾
に
留
り
、
安
民
は
予
に
従
っ
て
帰
る
。・
・
・
故
郷
よ
り
長
作

迎
ひ
に
来
る
。
遂
に
駅
逓
に
て
肩
輿
に
の
り
て
日
田
に
帰
る
。」（
29
）

□
二
四
歳
（
文
化
二
年
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）

◯
亀
井
昭
陽
先
生
よ
り
淡
窓
に
、
彦
根
藩
の
儒
臣
に
登
用
推
薦
の
話
が
あ
り
、
そ
の
協
議
の

た
め
六
月
に
福
岡
に
赴
く
。（
な
お
こ
の
す
ぐ
あ
と
の
七
月
一
七
日
、
京
都
に
居
た
妹
の
ア
リ

が
急
逝
し
た
こ
と
に
よ
り
、
廣
瀬
家
と
し
て
辞
退
を
申
し
入
れ
た
。）

「
此
の
年
の
六
月
、
予
、
筑
前
に
ゆ
く
。
乗
輿
に
て
行
き
た
り
。
諸
生
二
人
、
倉
重
文
哉
、

役
世
龍
従
行
せ
り
。

（
彦
根
藩
へ
の
仕
官
の
話
の
経
緯
）

此
度
筑
に
ゆ
く
所
以
は
、
近
日
昭
陽
先
生
よ
り
消
息
あ
り
。
江
州
彦
根
侯
、
当
時
儒
臣
を
求

め
た
ま
ふ
、
右
に
つ
き
豊
前
四
日
市
渡
邊
十
兵
衛
と
云
ふ
者
、
吾
子
を
彼
の
方
に
薦
め
ん
と
云

ふ
、
十
兵
衛
、
今
筑
に
来
り
留
れ
り
、
吾
子
も
し
彼
の
地
に
行
く
心
あ
ら
ば
此
の
方
に
来
り
、

十
兵
衛
と
対
談
す
べ
し
と
な
り
。
時
に
予
、
多
病
を
以
て
遠
遊
を
憚
り
、
其
の
志
な
し
。
然
れ

ど
も
、
先
考
、
其
の
事
を
喜
び
た
ま
ひ
、
何
れ
と
も
一
応
は
筑
に
行
き
て
先
生
に
見
え
彼
方
の

指
図
に
随
ふ
べ
し
と
の
た
ま
へ
り
。
予
、
亦
妹
京
師
に
在
る
を
以
て
彼
の
地
は
京
を
去
る
こ
と
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僅
に
一
日
程
な
れ
ば
、
時
々
相
見
に
便
り
あ
ら
ん
と
思
へ
り
。

（
協
議
の
結
果
）

此
に
於
て
筑
に
至
り
南
溟
、
昭
陽
二
先
生
に
見
え
た
り
、
二
先
生
皆
な
東
行
の
こ
と
を
勧
め

ら
れ
た
り
。
因
て
十
兵
衛
が
旅
宿
を
問
ひ
相
見
し
た
り
。
但
し
、
十
兵
衛
は
彼
の
国
よ
り
直
に

命
を
受
け
た
る
に
は
非
ず
。
彦
根
侯
御
菩
提
所
の
和
尚
何
某
と
云
ふ
人
と
交
り
厚
し
、
其
の
和

尚
よ
り
託
せ
ら
れ
た
る
由
な
り
。
因
っ
て
予
が
事
を
書
簡
に
認
め
和
尚
ま
で
申
し
こ
す
べ
き
由

を
申
せ
り
。
予
、
此
に
於
て
亀
井
先
生
を
辞
し
て
家
に
帰
り
、
其
の
消
息
を
待
居
た
り
。」（
30
）

●
宇
佐

◯
こ
の
年
の
冬
、
二
一
歳
の
時
か
ら
代
官
所
で
講
説
を
し
て
教
え
て
い
る
羽
倉
代
官
の
息
子

の
左
門
君
が
宇
佐
神
宮
に
参
詣
す
る
の
に
従
い
、
宇
佐
に
行
く
。
こ
の
時
、
淡
窓
は
か
つ
て

一
三
歳
の
時
に
訪
問
し
た
猿
渡
の
田
口
氏
を
訪
れ
て
い
る
。

「
此
の
年
の
冬
、
左
門
君
、
豊
前
宇
佐
宮
に
参
詣
し
た
ま
ふ
。
明
府
の
命
に
て
余
亦
従
っ
て

行
け
り
。・
・
・
左
門
君
及
び
余
、
二
人
は
乗
輿
な
り
。
其
の
他
は
歩
行
せ
り
。

発
程
の
日
、
戸
原
村
里
正
の
宅
に
宿
す
。
翌
日
、
四
日
市
の
官
府
に
着
す
。
其
の
翌
、
宇
佐

八
幡
宮
に
拝
謁
し
て
、
復
四
日
市
に
帰
る
。
其
の
翌
、
四
日
市
を
発
し
て
帰
り
、
島
村
里
正
の

宅
に
宿
す
。
彼
の
宅
に
留
ま
る
こ
と
中
間
一
日
に
し
て
日
田
に
帰
着
せ
り
。

（
猿
渡
の
田
口
氏
を
訪
問
）

余
十
三
歳
に
し
て
猿
渡
に
遊
び
し
よ
り
此
に
至
て
十
二
年
、
此
の
行
の
経
歴
す
る
処
、
皆
曾

遊
の
地
な
り
。
福
島
と
云
ふ
処
に
至
り
、
予
は
途
を
分
っ
て
猿
渡
に
過
り
田
口
氏
を
問
て
往
年

の
謝
詞
を
申
の
べ
た
り
。
主
人
治
部
蔵
其
の
他
家
人
に
相
見
し
た
り
。」（
31
）

□
二
五
歳
（
文
化
三
年
）

●
久
喜
宮

◯
春
に
、
羽
倉
代
官
及
び
左
門
君
の
江
戸
行
き
を
見
送
っ
て
、
倉
重
湊
と
筑
前
久
喜
宮
ま
で

至
っ
て
い
る
。

「
此
の
年
の
春
、
羽
倉
明
府
、
東
都
に
入
観
し
た
ま
ふ
、
左
門
君
も
従
行
な
り
。
送
行
者
皆

な
祝
原
に
至
る
。
余
独
り
倉
重
湊
と
送
っ
て
久
喜
宮
に
至
れ
り
。
時
に
湊
、
明
府
よ
り
の
請
待

に
よ
り
て
豆
田
に
来
た
り
留
れ
り
。」（
32
）

●
五
馬

◯
九
月
に
、
伯
父
月
化
の
お
伴
を
し
て
塾
生
た
ち
と
と
も
に
、
神
社
の
祭
り
見
物
の
た
め
五

馬
に
遊
ん
で
い
る
。
こ
の
と
き
月
化
は
、
紀
行
文
「
五
馬
紀
行
」
を
著
わ
し
て
い
る
。

「
此
の
年
の
九
月
、
伯
父
に
陪
し
て
五
馬
村
に
遊
べ
り
。
此
の
時
、
堯
立
、
称
を
改
め
て
虚

舟
と
云
ふ
、
塾
に
あ
り
。
彼
が
寺
、
五
馬
村
に
あ
り
、
専
称
寺
と
云
ふ
。
寺
を
距
る
こ
と
十
丁

程
に
し
て
五
馬
市
あ
り
。
僅
の
村
落
な
れ
ど
も
其
の
名
已
に
久
し
く
し
て
日
本
輿
地
の
図
に
も

載
せ
た
る
所
な
り
。
其
の
地
に
神
あ
り
、
玉
来
大
明
神
と
云
ふ
、
此
度
其
の
祭
り
に
当
れ
り
。

故
に
虚
舟
、
余
を
請
て
其
の
地
に
遊
ば
し
む
。
余
、
又
伯
父
を
請
て
同
じ
く
行
け
り
。
従
行
す

る
者
、
小
関
亨
、
河
南
大
路
、
村
上
俊
民
、
舘
林
伊
織
、
弟
正
蔵
な
り
。
家
を
出
づ
る
日
、
途

中
雨
に
遇
へ
り
。
専
称
寺
に
至
っ
て
宿
す
。
道
程
四
里
な
り
。
此
の
夜
、
田
島
蘭
秀
又
余
が
跡

を
追
て
来
れ
り
。

翌
日
、
雨
晴
、
五
馬
市
に
至
り
神
祠
に
謁
せ
り
。・
・
・
此
の
日
、
専
称
寺
に
帰
宿
す
。

翌
日
、
専
称
寺
を
発
し
、
帰
路
柚
木
村
に
過
り
小
関
亨
が
家
を
訪
へ
り
。
専
称
寺
と
距
る
こ

と
一
里
半
な
り
。・・・
伯
父
は
小
関
氏
を
辞
し
て
帰
り
た
ま
ふ
。
大
路
、
俊
民
、
伊
織
、
正
蔵
、

之
に
従
へ
り
。
余
は
、
亨
、
蘭
秀
、
虚
舟
と
柚
木
に
留
宿
す
。

翌
日
、
柚
木
を
発
し
て
三
子
と
共
に
家
に
帰
れ
り
。
道
程
二
里
半
な
り
。
此
の
時
、
伯
父
紀

行
一
巻
を
著
し
た
ま
へ
り
。・
・
・
但
し
俳
句
一
首
を
記
得
す
。
発
程
の
時
の
作
な
り
、
朝
霧

や
我
も
書
生
に
紛
れ
行
く
。」（
33
）

●
吉
井

◯
秋
の
暮
れ
、
伯
父
に
従
っ
て
加
々
鶴
を
経
由
し
て
吉
井
に
赴
く
。
こ
れ
は
、
羽
倉
代
官
よ

り
加
々
鶴
に
出
来
た
新
道
の
修
復
碑
の
碑
文
を
作
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
、
新
道
を
見
た
あ
と
、

つ
い
で
に
吉
井
ま
で
赴
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
此
の
秋
晩
、
又
伯
父
に
陪
し
て
吉
井
に
赴
け
り
。
伯
父
は
彼
の
地
に
俳
諧
の
弟
子
あ
り
、

請
待
せ
り
。
余
は
加
々
鶴
の
新
道
を
見
ん
と
し
て
彼
の
地
ま
で
至
り
し
が
、
竟
に
従
行
し
て
吉

井
に
至
れ
り
。

（
加
々
鶴
新
道
見
物
）

加
々
鶴
は
我
が
県
の
租
粟
を
長
崎
に
運
送
す
る
の
地
な
り
、其
の
道
、河
水
に
近
く
し
て
年
々

水
に
傷
ら
れ
修
復
を
加
ふ
る
こ
と
な
り
。
一
両
年
前
、
羽
倉
明
府
よ
り
石
井
郷
の
豪
農
樋
口
安

右
衛
門
に
命
じ
て
山
腹
に
一
の
新
道
を
造
ら
し
め
た
ま
ふ
。
因
っ
て
其
の
事
を
碑
に
勒
せ
ん
と

し
て
、当
春
東
観
の
前
、余
に
其
の
文
を
撰
ぶ
べ
き
命
あ
り
。故
に
行
き
て
其
の
地
を
一
覧
せ
り
。

（
吉
井
訪
問
）

時
に
東
光
寺
円
海
上
人
病
あ
り
。
是
を
問
は
ん
と
し
て
竟
に
吉
井
に
至
れ
り
。
其
の
夜
は
、
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伯
父
と
倶
に
油
屋
如
件
が
家
に
留
宿
せ
り
。
東
光
寺
に
行
き
て
上
人
を
問
へ
り
。
時
に
先
妣
先

き
立
っ
て
彼
の
処
に
至
り
留
り
た
ま
へ
り
。
其
の
翌
、
伯
父
は
彼
の
地
に
止
り
た
ま
ひ
、
余
は

先
妣
に
陪
し
て
日
田
に
帰
れ
り
。」（
34
）

　
　
　
　
　
　
　

□
二
六
歳
（
文
化
四
年
）

●
山
国

◯
二
・
三
月
頃
、
羽
倉
代
官
と
左
門
君
が
江
戸
よ
り
帰
る
の
を
迎
え
る
た
め
、
山
国
に
行
く
。

「
此
の
歳
の
二
三
月
比
、
羽
倉
明
府
及
び
左
門
君
東
都
よ
り
帰
り
た
ま
へ
り
。
余
、
三
松
斉

寿
と
山
国
に
至
り
て
是
を
迎
へ
、
中
摩
村
村
上
俊
民
が
家
に
一
宿
す
。
明
府
・
・
・
此
の
度
は
、

西
国
御
郡
代
に
昇
進
し
た
ま
へ
り
。」（
35
）

　
　
　
　
　

□
二
八
歳
（
文
化
六
年
）

●
筑
前
須
恵
（
三
〇
日
余
り
）

◯
五
月
に
眼
病
治
療
の
た
め
、
筑
前
須
恵
に
赴
き
、
眼
医
の
田
原
養
伯
の
診
断
を
受
け
る
。

途
中
、
福
岡
の
亀
井
塾
を
訪
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
九
月
下
旬
に
も
再
度
須
恵
に
赴
き
三
〇
日

ほ
ど
滞
在
し
て
い
る
。

「
五
月
、
筑
前
須
恵
に
赴
く
。

（
眼
疾
の
発
症
）

去
冬
よ
り
逆
上
甚
し
く
常
に
面
熱
し
て
火
の
如
く
な
り
し
が
、今
春
に
至
り
眼
疾
を
発
せ
り
。

こ
れ
去
々
冬
疫
邪
の
余
殃
な
る
べ
し
。
且
つ
幼
な
き
時
よ
り
眼
疾
数
々
起
れ
り
、
従
来
の
眼
力

薄
き
所
よ
り
此
の
症
を
発
せ
し
な
ら
ん
。・
・
・
是
に
於
て
須
恵
の
田
原
氏
、
眼
科
の
大
医
た

る
を
以
て
彼
の
地
に
赴
け
り
。

（
往
路
・
亀
井
塾
訪
問
）

予
に
従
行
す
る
も
の
、
諌
山
衛
南
美
・
僧
法
観
・
雲
林
・
法
海
・
大
愚
・
周
旭
な
り
。
発
程

の
日
、
筑
後
古
川
に
至
り
、
衛
南
美
が
家
に
宿
す
。・
・
・
彼
の
家
に
留
ま
る
こ
と
中
間
一
日

に
し
て
発
せ
り
。
そ
れ
よ
り
太
宰
府
に
至
り
菅
廟
に
謁
し
福
岡
に
至
り
亀
井
先
生
父
子
を
訪
へ

り
。
乙
丑
の
年
よ
り
こ
こ
に
至
っ
て
五
年
に
し
て
相
見
せ
り
。・
・
・
箱
崎
に
至
り
・
・
・
予

は
須
恵
に
赴
け
り
。・
・
・
須
恵
は
博
多
よ
り
三
四
里
な
り
。・
・
・
予
既
に
須
恵
に
至
り
藤
助

と
云
ふ
も
の
の
家
に
投
宿
す
。

（
眼
科
医
の
診
断
）

翌
朝
、
田
原
氏
を
訪
う
て
診
察
を
受
け
た
り
。
田
原
父
子
、
父
を
養
伯
と
云
ひ
、
子
を
養
仙

と
云
ふ
。
養
伯
云
は
く
、
貴
君
の
眼
疾
、
身
体
虚
弱
よ
り
起
れ
り
、
急
に
癒
ゆ
べ
き
も
の
に
あ

ら
ず
、
又
急
に
進
む
の
患
な
し
、
し
か
ず
本
料
の
医
に
託
し
て
基
本
を
調
理
せ
ん
に
は
と
云
へ

り
。
是
に
於
て
点
薬
数
貝
を
乞
得
て
彼
の
地
を
去
れ
り
。

（
帰
路
）

帰
路
又
古
川
に
よ
ぎ
り
諌
山
氏
に
宿
す
る
こ
と
両
夜
な
り
。・
・
・
そ
れ
よ
り
古
川
を
発
し

春
口
と
云
ふ
所
を
過
り
・
・
・
終
に
家
に
か
え
れ
り
。」（
36
）

「
是
に
於
て
、
九
月
下
旬
又
再
び
発
し
て
須
恵
に
お
も
む
く
。
順
教
予
に
従
行
せ
り
。

（
往
路
・
亀
井
塾
訪
問
）

此
の
度
は
宰
府
よ
り
直
に
須
恵
に
お
も
む
く
。
日
田
よ
り
道
程
凡
そ
十
五
里
、
両
日
に
し
て

達
せ
り
。
又
藤
助
が
家
に
至
り
て
投
宿
せ
り
。・
・
・
予
須
恵
に
留
る
う
ち
、・
・
・
須
恵
を
出

て
博
多
福
陵
に
遊
び
、
亀
井
先
生
父
子
を
訪
ひ
・
・
・
既
に
し
て
博
多
に
帰
り
茶
屋
忠
平
が
家

に
投
宿
す
。
彼
の
処
よ
り
・
・
・
予
は
須
恵
に
帰
れ
り
。

（
帰
路
）

予
須
恵
に
留
ま
る
こ
と
三
十
日
、
病
勢
依
然
と
し
て
進
退
す
る
こ
と
な
し
。
是
に
於
て
辞
し

て
家
に
帰
る
。・
・
・
須
恵
を
発
し
て
甘
木
に
至
り
、
高
山
善
左
衛
門
が
家
に
宿
し
、
明
日
、

日
田
に
着
せ
り
。」（
37
）

　
　
　
　
　

□
二
九
歳
（
文
化
七
年
）

●
英
彦
山

◯
九
月
に
、
病
平
癒
の
お
礼
に
英
彦
山
権
現
に
詣
で
て
い
る
。

「
此
の
歳
の
九
月
、
予
、
彦
山
権
現
に
詣
で
た
り
。

（
参
詣
の
経
緯
）

初
め
予
二
十
一
歳
の
時
、
筑
前
博
多
に
在
っ
て
病
に
臥
す
る
こ
と
十
余
日
な
り
。
其
の
時
、

旅
枕
の
夢
に
人
来
っ
て
告
げ
て
云
ひ
け
る
は
、
病
平
癒
を
欲
せ
ば
彦
山
の
神
に
祈
る
べ
し
と
。

既
に
覚
め
て
祈
願
を
成
せ
り
。
家
に
帰
り
て
後
、
報
賽
の
事
を
欠
け
り
、
故
に
此
に
至
っ
て
自

ら
詣
で
た
り
。

（
往
路
）

従
行
す
る
も
の
、
僧
海
乗
、
大
乗
、
大
寂
、
外
に
も
あ
り
し
が
得
と
覚
え
ず
。
僕
は
善
助
な

り
。
彦
山
は
家
を
去
る
こ
と
六
里
な
り
。
路
に
壑
滅
鬼
と
云
ふ
所
を
過
ぐ
。
樹
木
陰
翳
し
て
十
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余
丁
の
間
、
日
光
を
見
ず
。
我
が
郷
よ
り
彦
山
に
い
た
る
迄
に
第
一
の
難
所
と
す
。
此
の
所
は

公
義
の
御
林
な
り
、
人
一
木
を
き
る
こ
と
を
得
ず
し
て
、
二
百
年
を
歴
た
り
。
故
に
此
の
如
く

生
ひ
茂
れ
り
。
数
年
前
、
我
が
郷
の
丸
屋
藤
右
衛
門
、
財
を
出
し
て
其
の
傍
に
一
つ
の
新
道
を

開
け
り
。
然
る
に
善
助
、
新
道
を
知
ら
ず
し
て
誤
っ
て
古
道
に
導
き
た
り
。

（
英
彦
山
参
詣
）

既
に
彦
山
に
至
り
、
升
屋
勘
右
衛
門
と
云
ふ
者
の
家
に
投
宿
す
。
翌
日
、
山
に
登
り
て
権
現

の
祠
を
拝
す
。・
・
・
然
れ
ど
も
其
の
嶮
峻
に
し
て
登
り
が
た
し
。
中
に
は
鉄
鎖
を
設
け
取
り

す
が
り
て
登
る
所
あ
り
。
此
の
日
、
半
腹
以
上
に
至
っ
て
雲
霧
大
に
合
し
疾
風
交
々
起
る
。・・・

漸
く
に
上
宮
に
達
し
た
り
。
拝
謁
既
に
終
り
て
帰
る
時
、
山
後
の
坂
路
を
下
り
て
豊
前
坊
と
云

ふ
神
に
謁
し
た
り
。
其
の
路
を
法
体
越
と
云
ふ
。
極
め
て
危
険
な
り
。
既
に
豊
前
坊
に
謁
し
て

帰
る
。
其
の
路
、
山
の
東
北
辺
な
り
。
此
の
処
、
雨
な
し
。
遥
か
に
防
長
の
海
、
遠
帆
の
往
来

す
る
を
見
た
り
。
夜
に
入
り
て
旅
宿
に
達
し
た
り
。

其
の
翌
、
発
足
す
べ
き
に
昨
日
の
疲
を
以
て
遂
に
枉
げ
て
一
日
を
滞
ら
し
、
其
の
翌
に
至
っ

て
帰
家
せ
り
。・
・
・
升
屋
楼
上
に
在
り
て
、
間
近
く
鹿
鳴
の
声
を
聞
き
た
り
、
予
此
の
声
を

き
く
こ
と
唯
此
の
一
度
な
り
。」（
38
）

　
　
　
　
　

□
三
三
歳
（
文
化
一
一
年
）

●
福
岡
（
亀
井
塾
）

◯
三
月
中
旬
に
、
亀
井
南
溟
の
死
去
の
報
に
接
し
、
弔
問
の
た
め
福
岡
に
赴
く
。

「
三
月
二
日
、
南
溟
先
生
卒
し
た
ま
へ
り
。

（
南
溟
先
生
の
死
去
の
報
）

三
月
中
旬
に
及
ん
で
、
人
、
先
生
の
凶
聞
き
伝
へ
且
つ
曰
く
、
火
災
に
由
っ
て
歿
せ
ら
れ
た

り
と
。
予
、
猶
疑
っ
て
信
ぜ
ざ
り
し
に
、
其
の
後
愈
々
其
の
実
説
た
る
事
を
伝
ふ
る
者
あ
り
。

此
に
於
て
急
に
旅
装
を
調
へ
筑
前
に
赴
け
り
。

（
往
路
）

従
者
二
人
、
門
生
楠
原
亨
、
僕
善
助
な
り
。
十
九
日
を
以
て
発
す
。
此
の
日
、
甘
木
に
至
る
、

高
山
善
左
衛
門
が
家
に
投
宿
す
。
翌
二
十
日
、雨
中
甘
木
を
発
し
暮
に
近
く
し
て
福
岡
に
達
す
。

（
亀
井
塾
）

昭
陽
先
生
の
息
亀
井
義
一
郎
相
見
し
、
予
及
び
従
者
を
引
い
て
塾
中
に
休
息
せ
し
む
。
暫
く

あ
っ
て
、
先
生
予
を
内
室
に
招
か
れ
其
の
室
并
に
諸
子
も
同
じ
く
相
見
し
て
涙
を
流
せ
り
。
時

に
昭
陽
は
其
の
父
不
慮
の
変
死
に
よ
り
て
上
を
憚
り
蟄
居
せ
ら
れ
た
り
、
予
に
相
見
あ
り
し
は

内
分
の
事
な
り
。・
・
・
其
の
夜
は
塾
に
休
み
、
翌
二
十
一
日
、
行
い
て
南
溟
先
生
の
墓
に
謁

す
、
宅
よ
り
西
に
当
っ
て
三
四
丁
の
処
に
あ
り
。
墓
面
題
し
て
白
髪
書
童
南
溟
先
生
之
墓
と
云

ふ
、
是
は
先
生
生
前
に
自
ら
建
て
ら
れ
し
も
の
也
。
既
に
し
て
朝
食
終
り
師
家
を
辞
す
。

（
帰
路
）

夫
よ
り
博
多
に
至
り
・・・
永
寿
院
に
至
り
曇
栄
禅
師
に
見
え
て
弔
詞
を
申
し
述
べ
た
り
。・・・

太
宰
府
に
至
り
大
壮
を
訪
ひ
し
に
逢
は
ず
。・
・
・
翌
二
十
二
日
、
宰
府
を
発
し
て
甘
木
に
至

り
彼
の
地
に
し
て
駅
馬
に
騎
り
、
会
所
宿
迄
至
り
、
夫
よ
り
江
を
渡
り
て
筑
後
吉
井
に
至
り
、

東
光
寺
に
投
宿
す
。
予
久
し
く
円
海
上
人
を
訪
は
ず
。・・・
二
十
三
日
、
夫
よ
り
吉
井
を
発
し
、

袋
野
に
至
り
し
に
、
塾
生
数
輩
此
処
ま
で
来
り
迎
へ
た
り
。・
・
・
共
に
長
谷
に
至
り
一
店
に

投
じ
て
息
へ
り
。・
・
・
此
処
に
て
行
厨
を
開
き
、
日
暮
れ
家
に
達
し
た
り
。」（
39
）

　
　
　
　
　

□
三
八
歳
（
文
政
二
年
）

●
苗
代
部

◯
七
月
、
伯
父
、
父
、
叔
父
の
お
伴
を
し
て
苗
代
部
村
に
行
っ
て
茸
狩
り
を
し
て
い
る
。

「
七
月
二
十
六
日
、
伯
父
、
先
考
、
叔
父
に
陪
し
て
苗
代
部
村
に
遊
ぶ
。
外
来
生
三
苫
延
次
郎
、

苗
代
部
の
医
師
計
恪
が
子
な
り
、
予
を
導
い
て
其
の
家
に
至
り
、
且
つ
其
の
傍
の
山
中
に
於
て

茸
狩
を
な
さ
し
め
ん
が
為
な
り
。

塾
生
従
行
す
る
者
八
人
な
り
。
計
恪
来
っ
て
道
に
迎
ふ
。
上
堰
を
渡
り
三
四
山
を
経
歴
し
、

遂
に
計
恪
が
家
に
至
り
て
行
厨
を
ひ
ら
く
。
計
恪
も
亦
大
に
酒
食
を
設
け
て
饗
応
を
な
せ

り
。・・・
日
入
っ
て
而
し
て
帰
る
。
計
恪
人
に
命
じ
て
炬
火
夥
多
を
持
た
し
め
道
に
送
ら
し
む
、

二
更
を
過
ぎ
て
家
に
達
し
た
り
。
苗
代
部
は
我
家
を
去
る
こ
と
一
里
半
な
り
、
其
の
地
隠
僻
に

し
て
市
人
至
る
こ
と
少
な
し
。
伯
父
、
先
考
皆
な
始
め
て
行
い
て
遊
び
た
ま
ひ
し
と
ぞ
。」（
40
）

　
　
　
　
　

□
四
一
歳
（
文
政
五
年
）

●
甘
木

◯
五
月
、
江
戸
か
ら
帰
る
塩
谷
郡
代
を
迎
え
る
た
め
、
甘
木
に
赴
く
。
三
日
二
晩
ほ
と
ん
ど

眠
ら
ず
に
動
き
、
頗
る
疲
れ
た
と
し
て
い
る
。

「
五
月
六
日
、
塩
谷
明
府
東
都
よ
り
帰
り
、
昨
五
日
内
裡
ま
で
着
し
た
ま
ふ
よ
し
到
来
あ
り
。

村
尾
市
蔵
よ
り
八
日
を
以
て
同
じ
く
甘
木
に
至
り
迎
ふ
べ
き
由
告
げ
来
れ
り
。
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此
に
於
て
七
日
よ
り
治
装
し
、
其
の
夜
三
更
の
後
よ
り
家
を
発
す
。
麻
生
伊
織
従
行
す
、
喜

七
僕
た
り
。
官
府
門
前
に
到
り
村
尾
に
見
え
同
行
す
。
肩
輿
に
て
行
き
た
り
し
に
、
輿
に
酔
ひ

甚
だ
苦
め
り
。
是
家
を
出
づ
る
時
、
少
し
く
酒
を
飲
み
た
る
が
故
な
り
。
因
っ
て
輿
を
下
り
人

家
に
過
り
て
保
養
を
加
へ
時
を
移
し
て
行
き
た
り
。

八
日
、
八
つ
時
甘
木
に
着
し
、
村
尾
父
子
と
与
に
二
宮
徳
兵
衛
が
家
に
館
す
。
程
な
く
明
府

着
し
た
ま
ふ
、
行
い
て
道
に
迎
へ
又
本
館
に
伺
候
す
。
此
の
夜
、
伊
織
は
先
ず
日
田
に
帰
れ
り
。

余
は
三
更
の
後
よ
り
明
府
に
陪
し
て
甘
木
を
発
す
。

翌
九
日
午
後
を
以
て
官
府
に
達
す
。
余
、
途
中
よ
り
明
府
に
先
だ
て
り
、
則
ち
府
中
の
僚
属

と
与
に
門
外
に
於
て
駕
を
迎
へ
た
り
。
明
府
よ
り
前
に
於
て
酒
を
賜
ひ
夜
二
更
の
後
始
め
て
家

に
帰
れ
り
。
七
日
よ
り
此
の
夜
に
至
る
ま
で
三
日
二
夜
、
未
だ
嘗
て
一
睡
を
得
ず
、
頗
る
疲
れ

た
り
。」（
41
）

　
　
　
　
　

□
四
八
歳
（
文
政
一
二
年
）

●
宇
佐
（
二
四
日
間
）

◯
淡
窓
は
、
四
年
前
の
四
四
歳
の
八
月
に
、
生
涯
で
最
も
重
い
大
病
（
乙
酉
の
大
病
）
に
罹

り
、
以
後
の
三
年
間
は
専
ら
養
生
に
専
念
し
、
旅
行
は
も
ち
ろ
ん
ほ
と
ん
ど
何
も
で
き
な
か
っ

た
。
四
八
歳
の
四
月
に
な
り
宇
佐
に
赴
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
病
後
は
じ
め
て
の
遠
遊
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
肥
前
田
代
の
対
馬
藩
校
「
東
明
館
」
よ
り
淡
窓
を
招
聘
し
た
い
と
の
申
し
出
で
が

あ
り
、
代
官
所
に
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
干
拓
事
業
で
宇
佐
に
い
る
塩
谷
郡
代
に
そ
の
許
可
を
得

る
よ
う
言
わ
れ
た
た
め
、
父
や
妻
等
と
と
も
に
宇
佐
に
赴
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
弟

の
久
兵
衛
の
施
工
し
て
い
る
呉
﨑
新
田
開
発
な
ど
の
干
拓
事
業
を
見
学
し
た
り
、
弟
の
謙
吉
の

開
い
た
浮
殿
の
塾
を
訪
れ
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
貞
薦
神
社
、
宇
佐
八
幡
宮
、
豊
前
善
光
寺
、
東
西
本
願
寺
別
院
、
羅
漢
寺
、
耶
馬

渓
を
訪
問
し
て
い
る
。

「
余
、
西
遊
の
事
を
官
府
に
乞
ひ
し
に
、
府
君
は
奈
良
潟
に
あ
り
、
服
部
権
六
留
守
た
り
。

服
部
曰
く
、
西
遊
の
事
、
府
君
に
乞
う
て
命
を
得
る
に
非
れ
ば
許
可
し
難
し
と
。
時
に
先
考
、

奈
良
潟
に
往
い
て
府
君
の
起
居
を
伺
は
ん
と
す
。
余
す
な
は
ち
謀
を
改
め
て
、
一
旦
先
考
に
従

ひ
て
東
行
し
府
君
に
見
え
て
後
、
自
ら
西
遊
の
こ
と
を
乞
は
ん
と
す
。・
・
・
遂
に
四
月
七
日

を
以
て
、
発
し
て
豊
前
に
赴
く
。
是
、
乙
酉
大
病
已
後
、
初
て
遠
遊
す
る
な
り
。　
　
　
　
　
　

（
往
路
）

七
日
・・・
此
の
夜
は
皆
魚
町
に
宿
す
、
翌
八
日
、
魚
町
を
発
す
。
同
行
す
る
者
、
先
考
、
妻
、

謙
吉
、
釈
徳
令
、
何
相
卿
、
伊
吉
、
婢
み
な
、
婢
と
よ
、
奴
磯
吉
、
凡
そ
十
人
な
り
。
先
考
及

び
予
は
輿
に
乗
れ
り
。
守
実
に
至
る
、
中
村
撫
牛
、
先
考
と
同
行
の
約
あ
り
、
此
に
至
っ
て
姪

湖
蔵
を
携
へ
て
来
会
し
十
二
人
と
な
る
。
此
の
夜
は
宮
園
の
里
正
治
左
衛
門
が
家
に
宿
す
。・・・

九
日
、
宮
園
を
発
し
樋
田
に
至
り
小
川
寿
吉
が
家
に
休
ふ
、・
・
・
此
の
日
、
福
島
に
至
り
長

久
寺
に
宿
す
。・
・
・
福
島
よ
り
往
い
て
大
貞
八
幡
宮
に
謁
し
た
り
。
祠
宇
頗
る
荘
麗
そ
の
池

水
空
濶
に
し
て
七
八
丁
に
及
べ
り
。他
邦
の
な
き
所
、最
も
偉
観
と
す
。十
日
、福
島
を
発
す
。・・・

四
日
市
に
至
り
角
屋
幸
六
が
家
に
憩
ふ
。・
・
・
弥
六
、
此
所
ま
で
来
り
、
導
い
て
辛
島
に
至

り
留
宿
す
。

（
耶
馬
渓
の
景
観
）

予
、
耶
馬
溪
を
過
ぐ
る
こ
と
、
此
に
至
っ
て
三
度
な
り
。・
・
・
此
の
度
は
、
初
め
て
意
を

用
ひ
た
り
。
然
れ
ど
も
、病
体
久
し
く
歩
す
る
こ
と
能
は
ず
。
輿
中
よ
り
面
を
出
し
て
観
望
し
、

絶
奇
の
処
に
至
っ
て
は
乃
ち
輿
を
下
っ
て
歩
行
せ
り
。
大
略
、
石
坂
を
距
る
こ
と
一
里
、
そ
の

山
容
稍
や
変
じ
、
守
実
に
至
っ
て
始
め
て
奇
尖
を
極
め
た
り
。
そ
れ
よ
り
以
東
、
一
つ
戸
の
一

峯
最
も
奇
矗
な
り
。
柿
坂
巌
勢
奇
峭
、
天
を
刺
す
。
或
人
の
曰
は
く
、
頼
子
成
耶
馬
溪
の
図
を

作
る
、
此
に
至
っ
て
筆
を
絶
て
り
と
。
柿
坂
よ
り
沓
の
林
に
至
る
ま
で
地
形
稍
く
寛
に
し
て
奇

峯
怪
岩
連
綿
と
し
て
絶
え
ず
。
樋
田
に
至
ら
ん
と
す
る
時
、
渓
北
に
於
て
別
路
を
取
り
南
岸
の

山
を
望
む
、
奇
峰
刀
の
如
く
剣
の
如
く
な
る
も
の
十
余
、
簇
簇
と
し
て
立
て
り
。・
・
・
樋
田

を
過
ぐ
れ
ば
奇
峯
怪
岩
一
も
有
る
こ
と
な
し
。
樋
田
の
上
原
あ
り
、
手
斧
立
と
云
ふ
、
こ
れ
よ

り
望
む
と
き
は
、
平
遠
空
闊
遙
山
遠
海
、
蒼
茫
と
し
て
一
碧
な
り
、
又
偉
観
な
り
。

（
宇
佐
）

十
一
日
、
辛
島
に
留
ま
る
。・
・
・
十
二
日
、
先
考
に
陪
し
て
宇
佐
八
幡
宮
に
謁
す
。
弥
六

も
亦
家
人
を
携
へ
て
従
行
せ
り
。
辛
島
の
酒
店
、
宇
佐
に
あ
り
、
是
に
於
て
午
飯
し
又
辛
島
に

帰
る
。
十
三
日
、
辛
島
を
発
し
、
時
枝
善
光
寺
に
至
り
行
厨
を
発
す
。
夜
、
高
江
村
里
正
の
家

に
宿
す
。・
・
・
十
四
日
、
高
江
を
発
す
。・
・
・
数
所
の
新
田
を
歴
観
し
、
始
め
て
塩
を
煮
る

所
に
至
り
そ
の
状
を
見
た
り
。
此
の
日
、
住
江
に
至
り
池
田
屋
九
郎
兵
衛
が
家
に
留
ま
る
。
す

な
は
ち
奈
良
潟
に
往
い
て
府
君
に
謁
見
す
。
府
君
慰
労
し
て
前
に
於
て
酒
及
び
飯
を
賜
ふ
。・・・

夜
、池
田
屋
に
帰
宿
す
。
十
五
日
、又
往
い
て
府
君
を
候
す
。
酒
食
を
賜
ふ
こ
と
昨
の
如
し
。・・・

此
の
日
、
住
江
を
発
し
浮
殿
に
赴
く
、
即
ち
謙
吉
が
寓
居
す
る
所
な
り
。・
・
・
是
よ
り
数
日
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が
間
、
浮
殿
に
留
ま
れ
り
。・
・
・
十
六
日
、
浮
殿
に
あ
り
。
散
歩
し
て
松
林
稗
海
の
景
を
見

る
、
誠
に
絶
景
な
り
。・
・
・
稗
海
凡
そ
一
里
ほ
ど
に
し
て
潮
来
る
時
は
漲
り
退
く
時
は
か
わ

く
、
前
面
に
九
里
山
あ
り
、
其
の
下
、
高
田
の
市
な
り
。・・・
廿
四
日
、
予
が
疾
ひ
殆
ど
癒
ゆ
。

廿
五
日
、
同
行
皆
浮
殿
を
発
し
て
辛
島
に
帰
る
。
此
よ
り
先
、
諸
人
皆
呉
崎
に
往
い
て
新
田
を

観
る
。
予
独
り
恙
あ
る
を
以
て
往
か
ず
。
此
の
日
に
至
っ
て
往
け
り
。
文
安
、
相
卿
、
俊
民
、

伊
吉
従
行
す
。
久
兵
衛
、
其
の
僕
巳
之
吉
に
命
じ
て
導
を
な
さ
し
む
。
道
に
し
て
泉
東
雄
に
逢

ふ
、
又
従
行
す
。
高
田
に
至
り
・
・
・
水
崎
を
過
ぎ
て
・
・
・
遂
に
呉
崎
の
館
に
至
り
、
猫
石

と
云
ふ
所
ま
で
に
至
り
て
還
れ
り
。
蓋
し
新
田
凡
そ
七
百
二
十
丁
に
し
て
四
百
二
十
丁
は
呉
崎

に
属
す
。
一
望
汪

実
に
偉
観
な
り
。・
・
・
呉
崎
よ
り
住
江
に
至
り
、
其
れ
よ
り
奈
良
潟
に

到
り
府
君
に
謁
す
。
先
考
以
下
、
既
に
前
に
あ
り
て
酒
を
賜
へ
り
。
予
亦
宴
に
陪
す
。
日
入
り

て
辛
島
に
達
す
。
廿
六
日
、
辛
島
に
留
ま
る
。

（
帰
路
）

廿
七
日
、
辛
島
を
発
し
て
日
田
に
帰
る
。
同
行
、
先
考
、
妻
、
弥
六
、
何
相
卿
、
加
藤
俊
民
、

婢
み
な
、
婢
と
よ
、
奴
磯
吉
、
凡
そ
九
人
な
り
。
此
よ
り
先
き
、
謙
吉
、
徳
令
は
先
達
っ
て
日

田
に
か
へ
り
伊
吉
は
浮
殿
に
留
ま
る
。
中
村
撫
牛
、
湖
雄
、
今
朝
を
以
て
、
太
田
文
安
、
泉
東

雄
と
先
ず
発
せ
り
。
四
日
市
に
至
り
加
登
屋
に
憩
ふ
。
予
往
い
て
東
西
御
坊
を
観
る
。・
・
・

既
に
加
登
屋
を
発
す
。
帰
路
羅
漢
寺
に
遊
ぶ
を
以
て
来
時
と
道
を
異
に
せ
り
。
往
く
こ
と
半
里
、

阿
倉
が
池
に
至
る
、
頗
る
空
豁
な
り
、
松
林
岸
に
あ
り
、
池
勢
宛
転
曲
折
に
し
て
幽
邃
の
象
あ

り
。・
・
・
又
往
く
こ
と
一
里
に
し
て
一
山
の
麓
を
過
ぐ
、
此
の
山
宇
佐
四
日
市
の
辺
よ
り
此

を
望
む
に
、
形
状
奇
絶
、
上
尖
り
下
広
う
し
て
仏
飯
を
盛
る
に
似
た
り
。・
・
・
其
の
実
名
如

何
に
や
、
輿
丁
に
問
ふ
に
、
い
な
づ
め
と
云
へ
り
。
果
し
て
然
り
や
。
是
よ
り
麻
生
谷
を
過
ぐ
。

山
容
巌
形
、
神
奇
百
出
す
。
来
路
と
甲
乙
如
何
に
や
、
判
じ
難
し
。
此
の
日
、
山
口
里
正
の
家

に
宿
す
。
即
ち
予
が
十
三
歳
、
先
考
に
随
っ
て
猿
渡
に
至
り
し
時
、
宿
す
る
所
な
り
。・
・
・

二
十
八
日
、
山
口
を
発
し
て
二
里
余
に
し
て
羅
漢
寺
に
達
す
。
途
中
両
傍
の
山
、
皆
奇
尖
に
し

て
右
最
奇
な
り
。
頼
子
成
曰
は
く
、羅
漢
寺
は
人
巧
半
ば
せ
り
、尊
ぶ
に
た
ら
ず
と
。
誠
に
然
り
。

古
羅
漢
と
云
ふ
者
を
望
み
見
る
に
山
容
頗
る
奇
、
蓋
し
今
の
羅
漢
に
ま
さ
る
こ
と
遠
し
、
恨
む

ら
く
は
前
程
限
り
あ
り
、
行
き
得
ざ
る
な
り
。
又
一
里
余
に
し
て
沓
林
に
達
す
、
是
よ
り
皆
来

時
の
路
な
り
。
此
の
日
又
宮
園
里
正
の
家
に
宿
す
。
二
十
九
日
、雨
に
よ
り
て
宮
園
に
滞
る
。・・・

此
の
地
杜
鵑
多
し
、
夜
中
乱
鳴
し
て
暁
に
徹
せ
り
。
晦
日
、
雨
晴
る
、
宮
園
を
発
し
中
摩
に
至

る
。・
・
・
石
坂
に
至
る
、
伸
平
、
謙
吉
、
門
生
数
十
人
を
ひ
き
い
て
来
迎
ふ
、
一
店
楼
上
に

お
い
て
宴
を
設
く
。
財
津
に
至
る
、
諸
家
人
皆
来
迎
ふ
、
菅
相
寺
に
至
っ
て
行
厨
を
発
き
、
夜

に
入
り
て
家
に
達
す
。
家
を
出
て
し
よ
り
帰
る
に
至
る
ま
で
凡
そ
二
十
四
日
な
り
。」（
42
）

●
肥
前
田
代
（
四
〇
日
間
）

◯
五
月
、
肥
前
田
代
の
対
馬
藩
藩
校
「
東
明
館
」
に
招
か
れ
、
田
代
に
赴
き
教
授
す
る
。
そ

の
結
果
、
館
生
で
淡
窓
の
講
義
を
聴
き
入
門
し
て
月
旦
評
に
入
る
者
は
三
二
人
に
至
る
。
こ
の

の
ち
謙
吉
と
交
替
す
る
こ
と
に
し
て
、
約
四
〇
日
に
し
て
日
田
に
帰
る
。
帰
路
に
、
久
留
米
の

高
良
山
に
登
る
が
、
病
を
得
て
二
日
ほ
ど
宿
に
留
ま
っ
て
帰
っ
て
い
る
。

「
五
月
十
日
、
予
、
田
代
に
赴
か
ん
と
す
。
先
ず
松
浦
壽
作
、
太
田
文
安
、
西
原
謙
次
郎
の

三
生
を
し
て
此
の
日
を
以
て
発
せ
し
む
。

（
往
路
）

十
一
日
、
家
を
発
す
、
予
輿
に
乗
る
。
従
行
す
る
者
八
人
、
佐
々
木
舜
造
、
水
築
周
一
、
釈

沖
寂
、
吉
澤
龍
甫
、
石
井
文
哉
、
釈
蘭
秀
、
及
び
奴
磯
吉
な
り
。
此
の
日
、
甘
木
の
駅
舎
に
宿

す
。・
・
・
十
二
日
、
甘
木
を
発
し
宰
府
に
い
た
り
六
度
寺
に
宿
す
、
住
持
僧
出
見
ゆ
。

十
三
日
、宰
府
を
発
す
。
周
一
別
れ
て
福
岡
に
赴
く
。
木
山
口
に
至
る
。・・・
田
代
に
達
す
。・・・

荒
木
衛
兵
衛
氏
に
至
っ
て
宿
す
。

（
田
代
「
東
明
館
」）

十
四
日
、
磯
吉
を
日
田
に
帰
す
。
予
、
移
り
て
東
明
館
に
住
す
。
此
れ
彼
の
地
の
学
校
な
り
。

舜
造
侍
史
と
な
り
て
同
宿
す
。
文
安
、
謙
次
郎
、
環
、
龍
甫
、
沖
寂
、
文
哉
、
蘭
秀
、
松
林
院

に
寓
居
す
。・
・
・
此
の
行
、
村
山
東
一
郎
、
緒
方
連
二
人
、
主
と
し
て
予
を
招
く
者
な
り
。

連
は
昨
日
よ
り
旅
宿
に
来
り
周
旋
せ
り
、東
一
郎
は
数
日
の
後
に
来
っ
て
連
と
力
を
合
せ
た
り
。

荒
木
父
子
は
通
家
の
好
み
あ
る
を
以
て
東
道
と
な
り
し
な
り
。・
・
・
十
五
日
、
田
代
の
正
尹

田
島
諸
左
衛
門
、
憲
副
浅
野
種
右
衛
門
二
子
よ
り
緒
方
連
を
使
と
し
て
遠
方
来
辱
の
こ
と
を
謝

せ
し
む
。
昨
今
両
日
来
り
見
ゆ
る
者
甚
だ
多
し
。
一
々
録
す
る
こ
と
能
は
ず
。
予
、
田
代
に
遊

ぶ
こ
と
彼
の
地
の
請
に
応
じ
て
学
生
を
教
授
せ
ん
が
た
め
な
り
。
故
に
、
吏
人
、
館
生
の
類
、

相
見
の
者
極
め
て
多
し
。・
・
・
廿
日
、
月
旦
評
を
作
る
。
其
の
中
に
入
る
者
、
凡
そ
二
十
三

人
、
後
に
増
し
て
三
十
二
人
に
至
れ
り
。・
・
・
六
月
五
日
、
松
林
院
の
書
生
十
四
人
を
東
明

館
に
遷
し
余
と
同
居
す
、
其
の
後
又
数
輩
加
は
れ
り
。・
・
・
田
代
の
俗
、
飲
食
淡
泊
な
る
処

な
り
、
余
、
舜
造
と
東
明
館
に
寓
す
る
こ
と
一
月
余
、
彼
方
よ
り
炊
僕
一
人
を
以
て
厨
を
司
ら

し
む
。・
・
・
余
、
田
代
に
遊
ぶ
、
学
政
を
興
す
為
な
り
。・
・
・
月
旦
に
入
る
者
、
三
十
人
余

に
及
べ
り
。
此
に
於
て
、
余
、
帰
郷
の
こ
と
を
謀
り
し
に
、
又
暫
く
謙
吉
を
招
か
ん
こ
と
を
彼
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方
よ
り
請
へ
り
。
因
っ
て
六
月
十
四
日
を
以
て
帰
計
を
定
め
た
り
。・
・
・
十
六
日
、
東
明
館

を
去
っ
て
荒
木
氏
に
宿
す
。
館
の
規
約
十
五
則
を
択
み
、
緒
方
連
に
贈
る
。

（
帰
路
）

十
七
日
、
田
代
を
発
し
て
日
田
に
帰
ら
ん
と
す
。・
・
・
荒
木
氏
、
餞
宴
を
設
く
。
梁
平
（
文

安
、
称
を
改
む
）、
舜
蔵
、
龍
甫
、
之
に
与
れ
り
。
時
に
梁
平
は
東
明
館
に
留
り
て
舎
長
た
り
、

釈
到
徹
副
と
な
る
。
館
に
留
ま
る
者
凡
そ
十
人
、
謙
吉
が
到
る
を
待
て
り
。
余
に
随
っ
て
帰
る

者
は
舜
蔵
、
龍
甫
、
二
生
也
。・
・
・
梁
平
、
清
九
郎
、
到
徹
、
応
吉
以
下
数
十
人
、
皆
半
里

外
に
送
り
、
行
厨
を
発
き
別
を
成
せ
り
。
門
司
軍
吾
は
府
中
ま
で
伴
ひ
来
れ
り
。
此
の
度
帰
路

は
権
藤
直
を
訪
は
ん
が
為
に
路
を
枉
げ
て
府
中
に
過
り
し
な
り
。
府
中
に
至
り
逆
旅
に
投
ず
。

（
高
良
山
）

午
飯
終
り
て
高
良
山
に
登
る
。・
・
・
同
じ
く
登
る
者
、
舜
蔵
、
龍
甫
が
外
、
軍
吾
、
権
之

助
が
僕
な
り
、
余
、
輿
に
乗
る
。
絶
頂
に
玉
垂
宮
あ
り
、
山
下
よ
り
十
五
丁
と
い
へ
り
。
祠
宇

壮
麗
、
且
つ
遠
望
極
め
て
佳
な
り
。
久
留
米
を
距
る
こ
と
一
里
、
城
郭
人
家
、
歴
々
と
し
て
見

る
べ
し
。
西
南
柳
川
に
接
す
、
極
め
て
空
豁
な
り
。・
・
・
帰
路
、
軍
吾
別
れ
て
明
乗
院
に
至

り
宿
す
。
余
は
座
主
の
館
に
過
る
。
一
僧
出
導
い
て
院
中
数
処
を
見
せ
し
む
。
此
の
日
、
下
山

途
中
よ
り
病
を
得
た
り
。
逆
旅
に
帰
り
、
往
い
て
権
藤
氏
を
訪
ひ
し
に
病
益
々
甚
し
、
乃
ち
逆

旅
に
帰
り
臥
し
、
権
藤
に
乞
う
て
薬
を
用
ひ
た
り
。
已
に
し
て
吐
瀉
交
々
起
る
。
各
十
余
行
、

夜
半
を
過
ぎ
て
漸
く
収
ま
る
。
蓋
し
霍
乱
の
症
な
り
。
諸
子
看
侍
し
て
暁
に
至
れ
り
。
十
八
日
、

吐
瀉
已
に
止
む
と
雖
も
、
疲
倦
甚
し
く
終
日
食
は
ず
昏
睡
す
る
の
み
な
り
。・
・
・
十
九
日
、

府
中
に
留
ま
る
。
始
め
て
飯
を
喫
し
、
且
つ
起
歩
せ
り
。

（
帰
路
）

二
十
日
、
府
中
を
発
す
。・
・
・
亦
、
舜
蔵
、
龍
甫
と
俱
に
従
行
す
。・
・
・
路
を
枉
げ
て
五

名
と
云
ふ
所
に
過
り
、
中
村
七
兵
衛
が
家
を
訪
へ
り
。・
・
・
中
村
氏
に
て
饗
応
あ
り
、
殆
ど

半
日
に
し
て
辞
し
去
る
。・
・
・
田
主
丸
に
て
重
富
永
助
が
家
を
訪
ふ
、
導
い
て
綿
屋
某
が
楼

上
に
登
り
て
茶
を
供
す
。・
・
・
日
入
り
て
吉
井
に
達
す
。（
東
光
寺
）
円
重
、
路
に
む
か
へ
導

い
て
其
の
家
に
宿
せ
し
む
。・・・
二
十
一
日
、
外
祖
父
以
下
の
墓
に
謁
す
。・・・
吉
井
を
発
す
。・・・

長
谷
に
至
る
時
、
謙
吉
門
生
数
人
を
率
ヰ
て
来
り
迎
ふ
。
石
井
に
至
る
、
門
生
六
七
十
人
、
此

に
あ
り
て
相
待
て
り
。
護
願
寺
に
於
て
行
厨
を
ひ
ら
き
、
終
に
家
に
達
す
。
始
め
家
を
出
て
し

よ
り
此
に
至
っ
て
凡
そ
四
十
日
な
り
。

（
旅
行
の
感
想
）

余
、
少
き
よ
り
多
病
に
し
て
旅
行
の
事
少
し
。
十
四
歳
の
時
佐
伯
に
往
き
留
ま
る
こ
と
百
余

日
、
十
六
七
八
の
間
、
筑
前
に
往
来
し
て
留
ま
る
こ
と
前
後
二
年
に
近
し
。
其
の
後
に
於
て
は
、

今
年
の
（
宇
佐
と
田
代
の
）
遊
び
、
尤
も
遠
く
し
て
且
つ
久
し
。
東
は
高
田
に
至
り
、
西
は
田

代
に
至
る
、
其
の
間
相
去
る
こ
と
三
十
里
な
り
。
東
西
の
遊
、
合
し
て
六
十
余
日
な
り
。」（
43
）

　
　
　
　
　

□
五
六
歳
（
天
保
八
年
）

●
甘
木

◯
九
月
、
新
し
く
着
任
す
る
寺
西
代
官
を
迎
え
る
た
め
、
甘
木
に
赴
き
謁
見
す
る
。

「
九
月
二
十
七
日
、
新
尹
寺
西
君
下
向
あ
る
に
因
っ
て
、
謙
吉
と
共
に
往
い
て
之
を
迎
ふ
。

雁
三
郎
、
元
春
従
行
す
。
予
輿
に
乗
り
謙
吉
馬
に
乗
る
。
予
、
元
春
と
先
発
す
。
是
の
日
、
諌

山
安
民
、
児
玉
茂
、
亦
往
け
り
。
途
中
或
は
合
し
或
は
別
る
、
久
喜
宮
に
至
り
同
じ
く
午
飯
す
。

（
府
君
に
謁
見
）

申
牌
、
甘
木
に
達
し
、
合
谷
四
郎
右
衛
門
が
家
に
投
宿
す
。・
・
・
予
、
途
中
よ
り
小
便
閉

塞
の
症
あ
り
、
元
春
に
命
じ
て
粉
蜜
湯
を
調
せ
し
め
て
之
を
服
す
。・
・
・
府
君
、
夜
に
入
り

て
着
し
、
宿
老
平
井
某
が
家
に
館
し
た
ま
ふ
。
元
占
松
田
幸
平
に
見
え
て
来
意
を
述
べ
し
に
、

子
牌
に
及
ん
で
謁
見
の
事
あ
り
。
是
の
日
、
往
い
て
迎
ふ
る
者
多
人
な
り
、
先
づ
予
と
謙
吉
と

を
引
見
あ
り
。
府
君
曰
は
く
、
久
し
く
高
名
を
聞
け
り
、
予
不
学
、
幸
に
地
を
同
じ
う
す
る
こ

と
を
得
た
り
、
以
後
教
誨
を
受
く
る
こ
と
所
願
な
り
と
。
接
見
終
り
て
、
合
谷
氏
に
帰
る
。
鶏

已
に
鳴
き
ぬ
。

（
帰
路
）

二
十
八
日
、
辰
牌
、
甘
木
を
発
す
。
久
喜
宮
に
至
る
。・
・
・
此
の
行
、
往
返
共
に
道
を
筑

後
に
取
り
、
古
川
よ
り
江
を
渡
れ
り
、
保
喜
に
至
る
。
元
春
辞
別
し
て
林
田
に
帰
る
、
雁
三
郎

予
に
従
へ
り
。
長
谷
に
至
り
始
め
て
加
々
鶴
の
碑
を
観
た
り
。・・・
筏
橋
に
至
っ
て
日
没
せ
り
。

暗
行
し
て
新
原
に
至
り
、
児
玉
茂
が
家
に
過
り
提
燈
を
借
り
て
、
家
に
達
す
。」（
44
）

４
．
淡
窓
の
五
七
歳
以
降
の
旅
行
（『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
よ
る
）

淡
窓
は
、
宇
佐
に
旅
行
し
肥
前
田
代
の
藩
校
「
東
明
館
」
で
教
授
し
た
四
八
歳
以
降
は
、
病

の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
旅
行
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
六
歳
の
一
〇
月
、
ひ
ど
い
尿
道
閉

塞
に
苦
し
ん
で
、
治
療
に
当
っ
た
医
師
ら
が
処
置
に
困
り
一
か
八
か
で
無
理
に
行
な
っ
た
手
術



五
二

が
成
功
し
、
そ
れ
以
来
、
そ
れ
ま
で
宿
疾
と
な
っ
て
い
た
悪
寒
・
発
熱
・
嘔
吐
な
ど
の
諸
症
状

が
治
ま
り
、
比
較
的
に
元
気
に
な
っ
た
。
こ
の
小
康
状
態
は
六
四
歳
ご
ろ
ま
で
続
い
た
た
め
、

旅
行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
こ
の
間
に
か
な
り
の
長
期
の
旅
行
を
行
な
っ
て
い
る
。
五
九

歳
の
時
に
は
玖
珠
に
、
六
〇
歳
の
時
に
は
下
関
に
、
六
一
歳
の
時
に
は
福
岡
、
ま
た
大
村
藩
に

招
聘
さ
れ
て
大
村
・
長
崎
に
、
六
三
歳
の
時
に
は
府
内
藩
に
招
聘
さ
れ
て
府
内
（
大
分
）
に
、

六
四
歳
の
時
に
は
再
度
大
村
・
長
崎
と
、
ま
た
再
度
府
内
（
大
分
）
に
旅
行
し
て
い
る
。

 

□
五
九
歳
（
天
保
一
一
年
）

●
甘
木

◯
五
月
に
、
寺
西
代
官
の
嫡
子
直
次
郎
君
が
江
戸
よ
り
帰
る
の
を
迎
え
る
た
め
、
甘
木
に
赴

い
て
い
る
。
か
な
り
強
行
な
日
程
で
あ
っ
た
が
、
身
体
的
に
は
以
前
よ
り
安
楽
な
旅
で
あ
っ
た

と
し
て
い
る
。

「
五
月
八
日
、
寺
西
明
府
の
嫡
子
直
次
郎
君
、
江
戸
よ
り
到
着
し
た
ま
ふ
由
を
聞
い
て
、
甘

木
に
到
っ
て
之
を
迎
ふ
。

（
往
路
）

範
冶
、
成
規
、
深
了
従
行
す
。
常
作
僕
と
な
る
。・
・
・
余
、
輿
に
乗
る
。・
・
・
久
喜
宮
に

至
っ
て
深
了
が
寺
を
借
り
て
休
息
す
。・
・
・
深
了
志
和
ま
で
送
り
て
帰
り
去
る
。

（
甘
木
）

甘
木
に
達
し
て
佐
野
東
庵
が
家
に
休
ふ
。・
・
・
東
庵
、
予
が
為
に
一
館
を
借
り
て
休
息
せ

し
む
。・
・
・
已
に
し
て
直
次
郎
君
着
し
た
ま
ひ
、
平
井
氏
に
止
宿
あ
り
。
夜
、
客
館
に
至
る
、

直
次
郎
君
引
見
あ
り
。・
・
・
退
い
て
我
が
宿
に
帰
る
。

（
帰
路
）

余
は
独
り
門
生
と
倶
に
発
せ
り
。
時
、
夜
半
な
り
、
残
月
未
だ
没
せ
ず
、
既
に
し
て
暗
行
し

て
志
和
駅
に
到
り
、
天
明
け
た
り
。
九
日
卯
牌
、
久
喜
宮
に
達
し
、
又
深
了
が
寺
に
休
ふ
。
辰

牌
、
家
に
達
せ
り
。・
・
・
直
次
郎
君
少
し
予
に
後
れ
て
官
府
に
着
し
た
ま
へ
り
。
未
牌
、
官

府
外
庁
に
於
て
宴
を
賜
は
れ
り
。

十
日
、
範
冶
、
成
規
、
深
了
を
招
い
て
酒
飯
を
供
す
。
甘
木
行
の
労
を
慰
す
る
な
り
。

（
旅
行
の
感
想
）

此
の
行
は
、
途
中
暄
熱
、
且
つ
旅
宿
に
於
て
通
宵
睡
る
に
暇
あ
ら
ず
。
帰
り
し
日
、
又
官
府

に
至
り
飲
宴
に
預
れ
り
。
両
日
の
内
、
其
の
疲
労
、
前
行
に
比
す
る
に
数
倍
せ
り
。
但
し
小
便

苦
渋
の
患
な
し
。
是
れ
喜
ぶ
べ
き
の
第
一
な
り
。
従
行
の
者
も
亦
寐
ず
。
両
日
に
十
六
里
の
路

を
奔
走
す
。
困
怠
想
ふ
べ
し
。」（
45
）

●
玖
珠
（
七
日
間
）

◯
一
〇
月
に
玖
珠
を
旅
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
玖
珠
の
麻
生
伊
織
に
嫁
い
だ
妹
の
ナ
チ
を

訪
ね
る
た
め
と
、
玖
珠
平
川
の
門
人
・
劉
石
舟
の
招
き
に
よ
り
玖
珠
を
訪
ね
た
も
の
で
あ
る
。

玖
珠
で
は
、
魚
返
の
滝
、
龍
門
の
滝
、
三
島
神
社
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
全
く
何
等
の
義
務
も

な
く
、
自
己
の
楽
し
み
の
み
だ
け
の
優
雅
な
遊
び
の
旅
で
あ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

「
十
月
九
日
、
玖
珠
郡
に
遊
ぶ
。
伊
織
、
麻
生
氏
の
家
を
継
ぎ
、
妹
又
之
に
嫁
せ
し
よ
り
殆

ど
三
十
年
、
余
未
だ
嘗
て
往
い
て
訪
は
ず
。
又
、
劉
石
舟
頻
に
彼
の
地
の
遊
を
勧
む
、
是
は
合

谷
左
膳
な
り
、
当
時
称
を
改
め
た
り
。
因
っ
て
、
此
の
行
を
な
せ
り
。

（
往
路
）

同
行
す
る
者
、
伸
平
、
伊
織
、
範
冶
な
り
。
予
、
輿
に
乗
れ
り
、
他
は
皆
歩
行
せ
り
。
此
の

日
、
朝
雨
ふ
る
、
躊
躇
し
て
時
を
移
せ
り
。
辰
巳
の
間
に
及
ん
で
初
め
て
晴
れ
た
り
、
乃
ち
発

す
。・
・
・
家
を
出
て
行
く
こ
と
一
里
、
猶
十
年
前
馬
鞍
山
に
遊
ぶ
の
路
な
り
、
是
よ
り
以
往

を
生
路
と
す
。
二
里
に
し
て
馬
原
に
至
る
、
大
石
嶺
を
過
ぎ
て
一
店
に
至
り
午
飯
す
。
其
よ
り

薬
研
坂
に
至
る
。・
・
・
申
牌
、
平
川
に
達
す
。・
・
・
緑
芋
村
荘
に
至
っ
て
留
宿
す
。
是
は
石

舟
が
家
号
な
り
。・
・
・
此
の
日
見
る
所
の
山
、
其
の
大
な
る
者
を
万
年
山
と
し
、
月
出
山
と

す
。
坂
は
大
石
嶺
、
藪
の
坂
、
薬
研
坂
、
代
太
郎
坂
な
り
。
川
は
玖
珠
川
な
り
。・・・
其
の
外
、

求
来
里
、
馬
原
に
至
る
ま
で
山
腹
に
黒
石
漫
々
と
し
て
乱
れ
し
こ
と
、
又
破
釜
門
の
両
方
、
巌

石
峙
っ
て
門
の
形
を
成
せ
し
こ
と
、
又
薬
研
坂
の
下
の
店
前
に
小
池
あ
る
こ
と
、
皆
な
旧
遊
中

夢
の
如
く
に
記
し
得
た
る
所
な
り
。
此
の
日
、
忽
ち
晴
れ
忽
ち
雨
ふ
る
、
然
れ
ど
も
行
を
妨
ぐ

る
に
は
至
ら
ず
。
夜
に
入
っ
て
晴
れ
た
り
。

（
玖
珠
）

十
日
、
朝
食
終
り
て
発
す
。・
・
・
路
上
よ
り
魚
返
の
瀧
を
観
る
。
至
っ
て
卑
く
し
て
一
丈

に
も
足
ら
ず
と
思
は
る
、
是
れ
川
の
瀬
に
し
て
少
し
高
き
者
な
り
、
人
説
に
は
三
丈
余
り
も
有

り
と
云
へ
り
。
其
の
傍
に
瀧
の
宮
あ
り
、
此
の
宮
に
縁
起
あ
り
、
即
ち
此
の
瀧
の
こ
と
也
。
広

瀬
に
至
る
。
此
の
処
よ
り
地
形
頗
る
空
濶
に
し
て
山
坂
な
し
。
小
野
彦
章
、
水
辺
に
於
い
て
行

厨
を
開
き
余
を
饗
す
。・
・
・
石
田
河
原
に
至
る
。・
・
・
申
牌
、
舟
来
に
達
し
、
伊
織
が
家
に

宿
す
。・
・
・
晩
に
及
ん
で
、
妻
及
び
妹
、
僕
磯
吉
を
携
へ
て
来
着
せ
り
。
是
は
今
朝
我
家
を

発
し
、
劉
家
に
過
ら
ず
し
て
直
に
至
る
也
。
此
の
日
見
る
所
の
山
、
絮
帽
山
と
し
、
角
埋
と
し
、



五
三

宝
山
と
し
、
巌
扇
と
し
、
川
上
山
と
し
、
小
倉
山
と
す
。
川
を
広
瀬
と
し
、
石
田
河
原
と
す
。

此
の
日
、
晴
多
く
し
て
雨
少
な
し
。

十
一
日
、
此
の
日
、
行
い
て
龍
門
寺
の
瀑
布
を
観
る
。
伊
織
父
子
、
寛
三
、
導
を
為
せ
り
、

余
及
び
日
田
よ
り
来
り
し
者
皆
行
く
。・
・
・
一
里
に
し
て
龍
門
寺
に
至
る
、
瀑
布
の
景
、
婉

然
と
し
て
昔
遊
の
時
に
異
な
ら
ず
。
寺
に
於
て
行
厨
を
開
く
。・
・
・
此
の
日
見
る
所
の
山
、

青
野
と
云
ひ
、
王
孫
と
云
ひ
、
平
家
と
云
ふ
。・
・
・
是
の
日
寒
気
極
め
て
厲
し
、
夜
に
入
っ

て
風
邪
に
感
ず
る
こ
と
を
覚
ゆ
。

十
二
日
、・
・
・
此
の
日
、
風
邪
の
症
少
し
進
む
、
勳
平
が
薬
を
服
す
。
十
三
日
、
雨
ふ
る
。

風
邪
も
亦
癒
え
ず
。
伊
織
の
宅
に
留
ま
る
。

十
四
日
、雨
や
む
。
巳
牌
、船
来
を
発
す
。・・・
伊
織
家
人
を
率
ヰ
て
路
に
送
る
。
予
輿
に
乗
る
、

妻
馬
に
乗
る
。
三
島
宮
を
観
ん
と
し
て
森
城
下
に
過
る
。
井
上
秀
泉
来
っ
て
導
を
な
せ
り
。・・・

先
づ
森
候
の
別
館
を
観
る
。
秀
泉
よ
り
之
を
乞
ふ
に
よ
っ
て
候
家
よ
り
其
の
近
臣
に
命
じ
て
導

を
な
さ
し
む
。
秀
泉
は
久
留
島
大
夫
の
一
族
な
り
。
既
に
し
て
三
島
宮
に
謁
す
、
此
は
別
館
よ

り
上
に
あ
り
、
宮
と
館
と
皆
壮
麗
を
尽
せ
り
。
館
に
遊
仙
館
、
棲
鳳
楼
等
の
号
あ
り
、
宮
の
傍

に
廻
廊
あ
り
。
此
に
於
て
行
厨
を
開
く
。
森
城
下
を
発
し
て
、伊
織
及
び
其
の
家
人
と
別
る
。・・・

土
畑
に
至
る
、
秋
吉
脩
平
迎
へ
て
そ
の
家
に
至
り
飯
酒
を
饗
す
。・
・
・
土
畑
を
発
し
て
、
秀

泉
と
別
る
。
脩
平
、
輿
馬
を
以
て
余
夫
婦
を
送
る
。
平
川
に
至
り
又
緑
芋
村
荘
に
宿
す
。

（
帰
路
）

十
五
日
、
巳
牌
、
平
川
を
発
す
。・
・
・
代
太
郎
阪
に
至
る
、
雷
雨
大
に
起
る
。
阪
下
の
人

家
に
憩
ひ
行
厨
を
開
く
。
石
舟
別
れ
て
帰
る
。・
・
・
路
に
し
て
雨
甚
し
、
肩
輿
油
衣
を
被
ら

し
め
た
る
故
を
以
て
、
黒
暗
に
し
て
鬱
悶
を
生
じ
悪
心
を
発
す
。
大
清
水
に
至
り
人
家
に
憩
ひ

丸
薬
を
出
し
て
之
を
服
す
、
少
し
く
癒
え
た
り
。・
・
・
既
に
し
て
塾
生
前
後
に
至
る
。
日
暮

家
に
達
す
。

（
旅
行
の
感
想
）

此
の
度
の
玖
珠
行
は
、
事
に
役
せ
ら
る
る
に
非
ず
。
自
己
の
遊
観
の
為
な
れ
ば
誠
に
二
十
年

来
の
雅
興
な
り
。
至
る
処
、
門
生
多
く
、
拝
迎
候
問
其
の
慇
懃
を
尽
せ
り
。
殆
ん
ど
巡
見
上
使

の
通
行
す
る
が
如
し
、
是
れ
過
分
の
こ
と
な
り
。

玖
珠
の
地
、
日
田
に
比
す
れ
ば
平
地
少
し
。
平
川
に
至
る
ま
で
み
な
山
阪
な
り
。
平
川
を
過

ぎ
て
三
四
里
は
平
遠
の
地
あ
り
。
大
抵
山
峯
峻
抜
に
し
て
其
の
形
莽
然
た
り
、日
田
に
類
せ
ず
。

絮
帽
山
尤
も
名
山
な
り
、
其
の
形
富
士
山
に
類
せ
り
。
万
年
山
高
き
こ
と
絮
帽
に
及
ば
ず
。
盤

根
極
め
て
広
し
。
山
脚
に
数
十
の
村
落
有
り
て
囲
遶
せ
り
。
巌
扇
の
珠
は
、
此
の
度
は
分
明
に

は
見
え
ず
、
見
る
処
遠
き
故
な
り
。」（
46
）

　
　
　
　
　

□
六
〇
歳
（
天
保
一
二
年
）

●
下
関
（
赤
馬
関
）（
三
四
日
間
）

◯
八
月
、
大
坂
に
帰
る
弟
の
謙
吉
（
旭
荘
）
を
見
送
る
の
に
伴
を
し
て
下
関
ま
で
赴
い
た
。

小
倉
か
ら
下
関
に
渡
海
す
る
と
き
、
烈
し
い
風
波
で
船
酔
い
し
て
大
里
に
引
き
返
し
て
、
翌
日

に
大
里
か
ら
下
関
に
渡
っ
て
い
る
。
下
関
で
は
門
下
生
ら
の
歓
待
を
受
け
、
亀
山
八
幡
宮
、
阿

弥
陀
寺
や
壇
ノ
浦
な
ど
を
見
学
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
初
め
て
本
州
の
地
を
踏
ん
だ
と
非
常
に

喜
ん
で
い
る
。
こ
の
間
、
下
関
で
偶
然
に
高
島
秋
帆
に
出
会
っ
て
い
る
。
下
関
に
二
五
日
間
滞

在
し
て
、
大
里
に
渡
り
小
倉
を
経
由
し
て
帰
っ
て
い
る
。

「
八
月
二
日
、
謙
吉
浪
華
に
帰
る
。
余
、
之
を
送
っ
て
赤
馬
関
に
到
ら
ん
と
す
。

（
往
路
）

範
冶
従
行
せ
り
。
謙
吉
及
び
（
門
生
の
）
真
島
譲
平
・
荒
川
半
次
二
生
と
倶
に
同
行
五
人
な

り
。
余
、謙
吉
肩
輿
に
乗
る
。
三
生
歩
行
せ
り
。
親
族
豆
田
町
迄
送
る
。
塾
生
は
山
田
原
に
至
る
、

其
の
中
数
人
大
行
寺
ま
で
来
た
り
し
者
も
あ
り
。
大
行
寺
は
山
田
を
去
る
こ
と
一
里
な
り
。
又

一
里
に
し
て
宝
珠
山
村
に
至
り
酒
店
に
憩
へ
り
。・
・
・
小
石
原
に
至
り
午
飯
せ
り
。
家
を
去

る
こ
と
六
里
な
り
。
原
を
過
ぎ
て
山
路
に
登
る
、
名
け
て
柴
峠
と
い
ふ
。
日
田
よ
り
小
倉
に
至

る
ま
で
第
一
の
難
処
な
り
。・
・
・
坂
路
甚
峻
に
し
て
且
つ
長
し
、
山
に
傍
ひ
谷
に
臨
む
、
草

茅
径
を
遮
り
殆
ん
ど
行
く
べ
か
ら
ず
。
輿
を
下
り
て
行
け
り
。
坂
の
中
央
ま
で
は
筑
前
な
り
、

其
の
後
は
豊
前
の
界
な
り
。
日
入
っ
て
添
田
駅
に
達
し
留
宿
せ
り
。
日
田
を
去
る
こ
と
凡
そ
九

里
な
り
。
柴
峠
に
て
彦
山
を
近
く
見
た
り
、
三
里
ほ
ど
隔
た
り
た
る
由
、
一
里
ほ
ど
も
有
ら
ん

と
覚
え
た
り
。
人
家
山
腹
に
あ
る
者
、
歴
々
と
し
て
数
ふ
べ
し
。・
・
・
此
の
日
、
始
め
て
其

の
全
を
見
る
こ
と
を
得
た
り
。

三
日
、
早
朝
添
田
を
発
す
。
香
春
嶽
を
望
み
見
る
。
山
平
地
よ
り
起
り
、
突
兀
と
し
て
聳
え

た
り
、
名
山
な
り
。
添
田
よ
り
三
里
に
し
て
香
春
駅
に
達
す
。・
・
・
一
里
に
し
て
採
銅
所
駅

に
至
り
、
又
一
里
に
し
て
呼
野
駅
に
至
り
、
村
長
の
家
に
憩
ひ
午
飯
せ
り
。
主
人
相
見
す
。・・・

又
一
里
に
し
て
徳
力
駅
に
至
り
、
又
二
里
に
し
て
小
倉
に
達
す
。
時
に
猪
三
郎
小
倉
に
在
り
、

途
中
ま
で
出
迎
へ
た
り
、
導
き
て
城
下
守
口
屋
に
至
っ
て
留
宿
せ
り
。・
・
・
旅
宿
の
事
、
蔵

本
彦
六
が
命
ず
る
所
な
り
。
日
田
よ
り
小
倉
ま
で
凡
そ
十
八
里
、柴
峠
に
至
る
ま
で
七
八
里
は
、



五
四

大
率
険
悪
穏
鬱
の
境
な
り
。
此
れ
を
過
ぎ
て
は
道
路
平
坦
に
し
て
、村
落
も
亦
斉
整
浄
潔
な
り
。

大
抵
筑
前
の
境
内
と
相
類
せ
り
。

（
小
倉
）

四
日
、
朝
飯
後
散
歩
し
て
大
橋
に
至
る
、
高
木
豊
水
来
り
案
内
し
て
城
下
処
々
を
遊
覧
す
。

西
小
倉
東
小
倉
あ
り
、
中
間
一
橋
あ
り
て
之
を
隔
つ
、
海
水
其
の
下
に
流
る
。
景
状
福
岡
博
多

と
相
類
せ
り
。

（
小
倉
よ
り
乗
船
、
大
里
に
引
き
返
す
）

是
の
日
午
飯
終
り
て
、
小
倉
よ
り
船
に
乗
れ
り
。
猪
三
郎
亦
同
行
せ
り
。
篙
師
を
合
し
て
凡

そ
七
人
な
り
。
余
、
船
窓
に
倚
り
て
海
面
を
眺
望
す
る
に
、
海
西
の
山
は
送
る
が
如
く
、
山
陽

の
山
は
迎
ふ
る
が
如
し
。
瞬
息
の
間
に
変
転
す
。
風
帆
の
其
の
間
に
来
往
す
る
も
の
、
白
鷺
の

点
ず
る
が
如
し
。
予
、
悠
然
と
し
て
興
に
入
り
し
が
、
忽
に
頭
目
眩
暈
す
る
こ
と
を
覚
え
て
篷

底
に
倒
れ
臥
し
た
り
。
既
に
し
て
風
稍
厲
し
く
浪
稍
起
る
。
船
一
上
一
下
、鼓
盪
し
て
や
ま
ず
。

心
胸
苦
悶
言
う
べ
か
ら
ず
。
予
及
び
範
冶
、
半
次
、
皆
嘔
吐
狼
藉
た
り
。・
・
・
篙
師
に
船
を

近
岸
に
付
け
よ
と
云
ふ
に
、
着
船
の
こ
と
官
の
定
法
あ
り
、
其
の
地
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
な
り

と
云
ふ
。
謙
吉
曰
は
く
、
我
代
り
て
官
罰
を
受
く
べ
し
、
早
く
岸
に
着
け
よ
と
。
篙
師
猶
ほ
肯

じ
え
ず
。
謙
吉
怒
罵
に
到
る
。
篙
師
曰
は
く
、
下
関
に
着
く
と
小
倉
に
帰
る
と
二
つ
の
外
は
大

里
に
着
く
べ
し
と
。
乃
ち
命
じ
て
大
里
に
着
か
し
む
。
予
、
船
岸
に
着
く
を
見
て
、
始
め
て
回

生
の
思
を
な
せ
り
。
乃
ち
一
店
を
借
り
て
休
息
せ
り
。
謙
吉
自
ら
行
い
て
池
松
純
庵
が
家
に
報

ず
。・・・
や
や
あ
り
て
純
庵
来
れ
り
。
純
庵
曰
は
く
、
船
の
醉
を
解
く
薬
を
調
剤
し
て
来
れ
り
、

こ
こ
を
以
て
遅
滞
せ
り
と
。
予
薬
を
服
し
て
精
神
稍
く
復
せ
り
。・
・
・
乃
ち
一
館
を
借
り
て

留
宿
せ
し
む
。
西
諸
候
東
観
の
往
来
の
旅
館
に
て
頗
る
鉅
麗
な
り
。
謙
吉
、
譲
平
に
命
じ
て
曰

は
く
、
吾
子
幸
に
船
に
く
る
し
ま
ず
、
篙
師
と
共
に
下
関
に
到
り
、
彼
の
地
の
諸
子
に
報
ず
べ

し
、
家
翁
此
処
よ
り
帰
ら
ん
と
す
、
も
し
相
見
ん
と
な
ら
ば
明
日
早
く
此
処
迄
来
ら
る
べ
し
と
。

譲
平
乃
ち
発
せ
り
。

（
大
里
よ
り
乗
船
、
下
関
に
到
着
）

五
日
、
朝
飯
終
り
て
海
浜
に
散
歩
す
。
一
舟
東
よ
り
来
る
を
見
る
。
稍
く
近
く
と
き
は
譲
平

船
頭
に
坐
せ
り
。
既
に
岸
に
着
け
ば
、
南
条
董
一
郎
、
河
野
亀
太
郎
、
立
野
宗
甫
、
柳
宗
仙
な

り
。・
・
・
時
に
予
、
昨
日
の
風
波
に
懲
り
て
海
を
渡
る
こ
と
を
欲
せ
ず
。
諸
子
皆
曰
は
く
、

今
日
は
風
な
し
、
且
つ
大
里
と
小
倉
と
海
路
の
易
険
短
長
、
同
日
の
論
に
あ
ら
ず
、
我
輩
必
ず

無
事
を
保
つ
べ
し
と
。・
・
・
是
に
於
て
、
諸
子
の
勧
に
従
ひ
又
船
に
乗
る
。・
・
・
是
の
日
風

波
な
し
。
然
れ
ど
も
潮
候
未
だ
至
ら
ず
、
船
迂
廻
し
て
行
く
。
故
に
午
を
以
て
発
し
、
申
に
至

っ
て
達
せ
り
。
海
上
一
里
之
路
な
れ
ど
も
実
は
二
里
余
り
を
行
き
し
な
る
べ
し
。
亀
太
郎
が
家

に
至
っ
て
留
宿
す
。
其
の
父
藤
右
衛
門
相
見
す
。

（
下
関
）

六
日
、
謙
吉
及
び
諸
子
と
与
に
行
い
て
藤
一
郎
以
下
諸
子
の
家
を
訪
へ
り
。
遂
に
亀
山
八
幡

宮
に
謁
し
た
り
。・
・
・
七
日
、
謙
吉
及
び
諸
子
と
与
に
遊
歩
し
て
阿
弥
陀
寺
に
至
り
、
安
徳

帝
の
像
を
拝
し
、
殉
死
諸
臣
の
像
及
び
壁
画
を
観
る
。
遂
に
壇
浦
に
至
り
、
源
平
の
戦
跡
を
観

た
り
。
門
司
関
早
鞆
処
々
を
望
む
。
一
店
を
借
り
て
行
厨
を
開
き
晩
に
及
ん
で
帰
れ
り
。・
・
・

八
日
、
謙
吉
、
下
関
を
発
し
て
浪
華
に
赴
く
。
譲
平
、
半
次
従
行
せ
り
。
余
、
諸
子
と
送
っ
て

海
辺
に
至
っ
て
別
れ
た
り
。
遂
に
桐
山
源
左
衛
門
の
海
楼
に
上
り
て
謙
吉
が
船
を
望
む
。・
・
・

此
の
楼
、
風
景
極
め
て
美
な
り
。
主
人
其
の
名
を
命
ぜ
ん
こ
と
を
請
ふ
、
命
ず
る
に
雨
奇
晴
好

楼
を
以
て
す
。・
・
・
桐
山
が
楼
を
去
っ
て
梅
坊
に
至
る
。
阿
弥
陀
寺
の
別
院
な
り
。
臨
海
楼

と
名
く
。
董
一
郎
、
宗
甫
、
宗
仙
、
主
と
な
り
て
宴
饗
を
設
く
。・・・
梅
坊
の
風
景
も
亦
好
し
。

桐
山
が
楼
に
次
げ
り
。
夜
、
河
野
氏
に
帰
る
。
謙
吉
、
風
に
隔
て
ら
れ
て
進
ま
ず
、
関
の
旅
店

に
帰
る
と
聞
い
て
、範
冶
を
使
し
て
往
い
て
訪
は
し
む
。
し
ば
ら
く
し
て
帰
り
来
っ
て
曰
は
く
、

已
に
風
便
を
得
て
発
せ
り
と
。
十
一
日
、
是
の
日
、
柳
宗
仙
舟
に
乗
っ
て
来
迎
へ
た
り
。
諸
国

の
泊
船
を
見
せ
し
め
ん
が
為
な
り
。
範
冶
、亀
太
郎
も
同
じ
く
ゆ
け
り
。
大
小
の
船
数
百
、鱗
々

と
し
て
連
る
こ
と
誠
に
壮
観
な
り
。
卒
に
角
屋
に
到
り
其
の
楼
に
上
る
。・
・
・
酒
飯
を
設
け

て
饗
応
せ
り
。・
・
・
此
の
日
、
河
野
よ
り
居
を
梅
坊
に
う
つ
す
。
董
一
郎
、
宗
甫
、
余
が
為

に
周
旋
し
て
是
を
借
れ
り
。
範
冶
同
居
す
。
宗
仙
、
亀
太
郎
日
々
往
来
せ
り
。
時
に
梅
坊
居
僧

な
し
、
老
僕
庵
を
守
る
。
僕
を
し
て
飯
を
炊
か
し
め
、
範
冶

を
調
し
茶
を
煮
れ
り
。

（
高
島
秋
帆
に
会
う
）

中
秋
（
十
五
日
）、
遥
に
大
原
八
幡
宮
を
拝
す
。
是
の
日
、
高
島
四
郎
太
夫
、
江
戸
よ
り
帰

路
河
野
氏
に
館
す
。
余
往
い
て
こ
れ
を
訪
ふ
。
武
内
清
太
郎
も
亦
高
島
に
従
へ
り
。
余
、
四
郎

太
夫
と
書
信
往
復
す
る
こ
と
二
十
年
、
交
義
頗
る
熟
せ
り
。
然
れ
ど
も
面
会
は
此
の
度
を
以
て

始
め
と
す
。
四
郎
太
夫
、
此
の
度
砲
術
の
事
を
以
て
褒
賞
を
蒙
り
、
道
中
鎗
を
ゆ
る
さ
れ
行
列

の
盛
な
る
こ
と
殆
ん
ど
邦
君
の
如
し
。・
・
・
四
郎
太
夫
は
極
め
て
恭
く
し
て
礼
あ
る
人
な
り
。

其
の
言
に
曰
は
く
、
小
子
先
生
に
業
を
承
け
ず
と
も
実
に
師
を
以
て
事
ふ
る
の
志
な
り
と
。
是

の
日
、
風
雨
大
に
起
る
、
夜
中
月
な
し
。

（
下
関
）



五
五

十
九
日
、
亀
太
郎
来
り
迎
ふ
。
舟
に
掉
さ
し
て
遊
べ
り
。
西
に
往
く
こ
と
殆
ん
ど
一
里
に
し

て
迫
門
と
云
ふ
処
に
至
り
舟
を
出
て
観
音
庵
の
前
面
に
休
い
て
行
厨
を
開
け
り
。同
行
す
る
者
、

範
冶
、
宗
甫
、
桐
山
一
、
河
野
秀
三
郎
な
り
。
既
に
し
て
筋
ガ
浜
に
往
き
坂
を
よ
ぢ
て
金
毘
羅

の
祠
に
謁
す
。祠
の
西
南
、所
謂
響
洋
な
り
。海
面
風
景
極
め
て
美
な
り
。島
嶼
遠
近
栄
帯
す
。・・・

帰
路
、
街
中
を
歩
し
て
・・・
赤
馬
関
の
街
坊
殆
ん
ど
一
遍
せ
り
。
二
十
三
日
、
河
野
氏
に
至
り
、

明
日
郷
に
帰
る
の
事
を
告
ぐ
、・
・
・
藤
右
衛
門
が
意
を
告
げ
て
固
く
留
む
。
因
っ
て
改
め
て

二
十
八
日
を
以
て
期
と
す
。二
十
四
日
、範
冶
、亀
太
郎
と
屋
後
の
山
に
登
る
、眺
望
又
よ
し
。・・・

二
十
八
日
、
朝
飯
畢
り
て
梅
坊
を
出
て
河
野
氏
に
至
り
て
午
飯
す
。
乃
ち
辞
別
し
て
出
づ
。
諸

人
送
り
て
海
岸
の
上
に
至
る
。
風
波
頗
る
起
る
。
岸
傍
の
一
寺
に
休
う
て
待
つ
。
是
は
引
接
寺

の
別
院
な
り
。
風
波
し
づ
ま
ら
ず
、
再
び
河
野
氏
に
帰
り
て
留
宿
せ
り
。
二
十
九
日
、
風
止
ま

ず
。
加
ふ
る
に
雨
を
以
て
す
。
尚
河
野
氏
に
留
ま
る
。

（
下
関
よ
り
大
里
に
渡
る
）

晦
日
、
天
気
清
明
な
り
。
早
朝
に
河
野
氏
を
発
す
。
藤
右
衛
門
門
前
に
送
る
。
亀
太
郎
岸
上

に
至
る
。
舟
を
同
じ
く
し
て
渡
る
も
の
、
範
冶
、
宗
甫
、
宗
仙
、
一
、
及
び
篙
師
二
人
。
此
の

日
潮
順
に
し
て
波
お
だ
や
か
な
り
。
頃
刻
に
し
て
大
里
に
達
す
。・
・
・
池
松
氏
に
至
る
、
純

庵
酒
飯
を
饗
す
。
其
の
子
耕
治
を
し
て
見
え
し
む
。
宗
甫
、
一
、
送
っ
て
街
口
に
至
っ
て
別
れ

て
帰
れ
り
。
宗
仙
独
り
耕
治
と
随
っ
て
小
倉
に
至
る
。
蔵
本
彦
六
氏
を
訪
う
て
留
宿
す
。

（
小
倉
）

九
月
朔
、
此
の
日
蔵
本
氏
を
辞
し
て
、
吉
雄
祐
卓
が
家
に
至
る
。
宗
仙
別
れ
て
関
に
帰
る
。

祐
卓
酒
を
饗
す
。
伊
三
郎
、
元
柳
、
範
冶
同
座
な
り
。
祐
卓
が
子
蔵
六
相
見
す
。
時
に
祐
卓
、

蔵
六
を
し
て
余
が
門
に
遊
ば
し
め
ん
と
す
。
故
に
予
に
請
う
て
帰
期
両
日
を
緩
う
し
、
且
つ
其

の
家
に
止
ま
ら
し
む
。
午
後
、
範
冶
、
元
柳
、
祐
卓
と
共
に
街
上
に
散
歩
し
、
西
の
方
祇
園
の

祠
に
至
る
。・
・
・
祐
卓
が
家
、
園
庭
結
構
頗
る
幽
致
あ
り
、
茶
室
を
も
設
け
た
り
。
官
医
に

し
て
其
の
業
も
甚
だ
行
は
れ
た
る
由
な
り
。・
・
・
二
日
、
遂
に
高
木
豊
水
が
家
に
至
る
、
飯

を
供
す
。・
・
・
其
よ
り
吉
雄
氏
に
帰
り
て
小
飲
す
。
彦
六
来
り
与
れ
り
。
又
、
範
冶
、
祐
卓

と
散
歩
し
て
西
南
清
水
山
の
観
音
閣
に
至
り
て
帰
れ
り
。

（
帰
路
）

三
日
、
小
倉
を
発
す
。
範
冶
が
外
従
行
す
る
者
三
人
、
一
は
蔵
六
、二
は
耕
治
、
是
も
我
が

塾
に
来
る
な
り
。
三
は
喜
兵
衛
、
是
は
蔵
六
を
送
る
者
な
り
。
彦
六
、
猪
三
郎
送
っ
て
外
口
に

至
る
。
祐
卓
、
其
の
家
人
弟
子
八
九
人
と
共
に
送
り
て
盲
人
谷
に
至
る
、
小
倉
よ
り
三
里
な
り
。

此
の
処
に
て
行
厨
を
開
く
。
吉
雄
氏
の
家
人
別
れ
て
去
れ
り
、祐
卓
独
り
送
り
て
香
春
に
至
る
。

小
倉
よ
り
六
里
な
り
。
初
め
祐
卓
予
が
為
に
香
春
の
中
山
氏
に
宿
を
も
と
め
ん
と
す
。・
・
・

主
人
門
を
出
て
迎
ふ
、
終
に
留
宿
せ
り
。
主
人
の
弟
出
見
え
た
り
。
主
人
中
山
元
益
眼
科
を
業

と
す
。
小
倉
の
官
医
に
し
て
近
郷
の
大
医
な
り
。・
・
・
四
日
、
香
春
を
発
す
。
祐
卓
、
元
柳
、

元
益
兄
弟
送
り
て
街
口
に
至
る
。
此
の
日
、
雨
降
る
。
柴
峠
に
至
り
、
駕
を
下
り
て
坂
に
登
る
、

雨
漸
く
甚
し
、
頗
る
困
し
め
り
。
此
の
夜
、
小
石
原
に
宿
す
。
五
日
、
雨
ふ
る
、
小
石
原
を
発

し
、
三
郎
丸
に
至
り
て
少
し
く
休
ふ
。・
・
・
河
原
街
に
至
る
と
き
、
塾
生
親
族
、
前
後
に
来

り
迎
へ
た
り
。
未
牌
、
家
に
達
す
。
饗
宴
を
設
け
て
同
行
の
者
に
供
す
。
家
を
出
て
し
よ
り
帰

る
ま
で
凡
そ
三
十
四
日
な
り
。

（
旅
行
の
感
想
）

初
め
予
、
童
齢
よ
り
四
方
の
志
あ
る
こ
と
久
し
、
然
れ
ど
も
疾
を
以
て
果
さ
ず
、
足
跡
九
州

に
止
れ
り
。
是
に
至
っ
て
始
め
て
此
の
遊
あ
り
。
赤
関
我
が
郷
を
去
る
こ
と
纔
に
二
十
一
里
な

れ
ど
も
亦
中
原
の
地
な
り
。
中
原
の
寸
土
を
踏
み
て
平
生
所
願
の
万
分
の
一
に
酬
ゆ
る
も
の
な

り
。・
・
・
関
の
景
よ
し
、
唯
其
の
地
甚
だ
狭
迫
に
し
て
遊
歩
の
処
な
き
を
恨
み
と
す
。
但
し
、

梅
坊
に
あ
り
て
朝
夕
に
烟
波
の
変
体
と
風
帆
の
来
往
と
を
見
て
、
其
の
情
景
を
尽
せ
り
。
是
れ

山
中
に
住
む
も
の
の
能
は
ざ
る
所
な
り
。
小
倉
は
関
に
比
す
れ
ば
寛
濶
な
り
。
街
坊
も
亦
清
潔

な
り
。
景
勝
に
至
り
て
は
、
遠
く
及
ぶ
こ
と
能
は
ず
。」（
47
）

●
久
喜
宮

◯
一
二
月
、
新
た
に
就
任
す
る
竹
尾
代
官
を
迎
え
る
た
め
、
久
喜
宮
ま
で
赴
い
た
。
夜
に
出

発
し
、
翌
日
に
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
く
る
旅
で
あ
っ
た
。

「
十
二
月
二
十
日
、
新
尹
明
日
を
以
て
到
着
あ
る
由
を
聞
き
、
久
喜
宮
に
至
っ
て
是
を
迎
へ

ん
と
す
。

（
往
路
）

是
の
夜
三
更
を
以
て
家
を
出
発
す
。
予
、
肩
輿
に
乗
る
。
祐
之
、
祝
次
従
行
す
。
萩
尾
坂
に

至
る
時
、
頭
痛
胸
悪
の
症
を
発
す
。
是
れ
輿
中
に
在
っ
て
黒
暗
見
る
所
な
き
に
依
っ
て
此
の
如

し
、
此
の
事
往
年
も
あ
り
し
な
り
。
依
て
輿
を
下
り
十
町
程
歩
行
し
、
人
家
の
軒
下
に
休
ひ
丸

薬
を
出
し
服
し
た
り
。
や
や
癒
ゆ
る
こ
と
を
得
る
に
因
っ
て
又
輿
に
乗
り
、
関
村
に
至
り
行
徳

元
遂
を
訪
う
て
暫
く
其
の
家
に
休
ひ
、
又
行
い
て
筑
前
の
境
に
入
り
、
天
初
め
て
明
け
た
り
。

（
帰
路
）

久
喜
宮
に
達
し
、
長
念
寺
に
休
ひ
、
夫
れ
よ
り
街
西
十
町
程
に
至
り
奉
迎
す
。
明
府
の
駕
至



五
六

る
、
明
府
慰
労
の
詞
あ
り
。
即
ち
長
念
寺
に
帰
り
、
久
喜
宮
を
発
し
、
羽
木
に
至
る
。
井
手
文

太
郎
迎
へ
て
其
の
家
に
至
り
酒
を
供
す
。
暮
に
近
う
し
て
家
に
達
せ
り
。」（
48
）

　
　
　
　
　

□
六
一
歳
（
天
保
一
三
年
）

●
博
多
・
福
岡
（
亀
井
塾
）（
二
八
日
間
）

◯
三
月
に
、
昭
陽
先
生
死
去
の
時
に
弔
問
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
昭
陽
先
生
の
七
回
忌
に
墓

に
参
る
た
め
に
福
岡
に
赴
い
た
。
博
多
で
は
、
多
く
の
知
人
・
門
人
を
訪
れ
て
歓
待
を
受
け

二
一
日
間
留
ま
り
、
聖
福
寺
、
櫛
田
神
社
、
住
吉
神
社
、
筥
崎
宮
、
東
長
寺
を
訪
ね
、
大
休
岡
、

箱
崎
な
ど
を
見
物
し
て
い
る
。

「
三
月
八
日
、
筑
前
に
赴
く
。
昭
陽
先
生
歿
せ
ら
れ
し
時
、
往
い
て
弔
す
る
こ
と
能
は
ず
。

今
年
歿
後
七
年
、
俗
に
所
謂
七
回
忌
な
り
。
故
に
往
い
て
其
の
墓
に
謁
せ
ん
が
為
な
り
。
且
つ

大
賀
甚
之
允
、
昔
年
来
訪
せ
し
時
、
勧
む
る
に
筑
遊
の
事
を
以
て
す
、
故
に
其
の
約
に
も
赴
か

ん
が
為
な
り
。

（
往
路
）

祐
之
、
岩
五
郎
、
予
に
従
行
せ
り
。
予
、
肩
輿
に
の
れ
り
。
春
桂
、
其
の
郷
に
帰
省
す
、
因

っ
て
亦
同
行
せ
り
。
親
族
門
前
に
別
る
、塾
生
は
送
っ
て
隈
川
の
辺
に
至
る
。
久
喜
宮
に
至
り
、

深
諦
兄
弟
を
訪
ふ
。・
・
・
志
波
に
至
り
・
・
・
平
松
を
過
ぎ
・
・
・
横
大
道
を
過
ぎ
・
・
・
申
牌
、

甘
木
に
達
し
逆
旅
に
宿
る
。

九
日
、
甘
木
を
発
す
。
雑
処
隈
に
至
っ
て
午
飯
す
。

（
博
多
）

未
牌
、
博
多
に
達
し
大
賀
氏
に
詣
る
。
甚
之
允
及
び
其
の
母
相
見
す
。
三
原
一
郎
、
予
が
来

り
し
こ
と
を
聞
い
て
又
来
り
見
え
た
り
。
大
賀
に
て
飯
を
供
し
、
夫
れ
よ
り
導
い
て
逆
旅
に
至

り
宿
せ
し
む
。
市
小
路
網
屋
勘
右
衛
門
と
云
ふ
者
の
家
な
り
。
春
桂
は
別
れ
去
っ
て
其
の
親
族

の
家
に
宿
せ
り
。・・・
途
中
懐
旧
の
感
多
し
、此
の
頃
春
色
既
に
闌
な
り
。
然
れ
ど
も
残
紅
剰
紫
、

籬
落
の
間
に
点
綴
す
。
且
つ
天
気
清
明
暄
暖
、
頗
る
旅
行
の
吉
を
得
た
る
者
な
り
。

十
日
、三
原
一
郎
と
共
に
平
岡
玲
蔵
を
訪
ふ
。
宮
本
春
丁
来
り
訪
ふ
。
因
っ
て
、平
岡
、一
郎
、

春
丁
と
街
中
を
散
歩
し
、
聖
福
寺
に
至
る
。
こ
こ
は
扶
桑
最
初
の
禅
窟
と
云
ふ
勅
額
あ
り
。
後

鳥
羽
院
の
宸
翰
な
り
、
名
藍
な
り
。
予
、
昔
年
福
岡
に
遊
び
し
時
、
遊
ぶ
に
暇
あ
ら
ず
、
こ
こ

に
於
て
初
め
て
至
れ
り
。
住
持
龍
岩
長
老
相
見
す
。
蔵
す
る
所
の
古
器
を
出
し
て
示
せ
り
、
是

は
往
年
境
内
の
地
を
掘
り
て
出
し
た
る
物
な
り
。
多
く
金
を
以
て
造
れ
り
、
何
の
品
と
云
ふ
こ

と
詳
な
ら
ざ
る
物
多
し
。

（
福
岡
・
亀
井
塾
）

十
一
日
、
福
岡
に
行
い
て
、
亀
井
氏
を
訪
へ
り
。・
・
・
是
の
日
、
祐
之
、
岩
五
郎
及
び
大

賀
氏
の
僕
従
行
せ
り
。
亀
井
鐵
次
郎
及
び
其
の
母
妻
相
見
す
。・・・
行
い
て
其
の
墓
所
に
至
る
。

其
の
家
を
去
る
こ
と
五
六
町
も
あ
る
べ
し
。
寺
内
に
在
り
、
一
向
宗
な
り
。
其
の
寺
号
は
忘
れ

た
り
。
鐵
次
郎
導
行
せ
り
。・・・
拝
謁
畢
り
て
亀
井
氏
に
還
り
、
其
の
祠
堂
に
謁
す
、
家
廟
な
り
、

祖
先
を
合
せ
祭
れ
り
。
亀
井
に
て
酒
飯
を
供
し
、談
話
時
を
移
せ
り
。・・・
既
に
し
て
辞
し
出
づ
。

鐵
次
郎
相
送
っ
て
逆
旅
に
至
る
。
乃
ち
大
賀
氏
に
請
う
て
酒
を
供
す
。
暮
に
及
ん
で
別
れ
去
れ

り
。（

博
多
）

こ
の
夜
、
逆
旅
を
去
っ
て
大
賀
氏
の
西
隣
に
徒
る
。
是
は
人
家
後
園
に
空
宅
あ
る
を
借
り
た

る
な
り
。
大
賀
氏
の
計
ら
ひ
な
り
。
飯
は
表
の
家
よ
り
運
び
来
れ
り
。

十
二
日
、
博
多
人
、
米
屋
清
蔵
来
た
り
見
ゆ
。
御
風
楼
主
人
と
号
す
。・
・
・
午
牌
、
玲
蔵
、

清
蔵
、
一
郎
、
祐
之
、
岩
五
郎
と
散
歩
し
て
櫛
田
宮
に
謁
し
、
住
吉
川
に
傍
う
て
、
麪
條
魚
を

捕
ふ
る
処
に
至
り
見
る
。
梁
有
り
、
其
の
側
に
一
店
を
設
け
た
り
。
清
蔵
、
店
人
に
命
じ
て
酒

を
供
せ
し
め
、
麪
魚
を
以
て
羹
と
し
、
諸
人
を
饗
し
た
り
。
麪
魚
は
筑
の
名
品
な
り
、
且
つ
住

吉
川
は
水
清
く
砂
明
に
し
て
極
め
て
凄
絶
の
景
な
り
。・
・
・
此
処
よ
り
春
好
に
至
り
、
上
村

尚
庵
を
訪
う
て
初
て
相
見
す
。
尚
庵
、
書
を
能
く
し
、
当
時
筑
の
一
名
家
な
り
。・
・
・
尚
庵

も
亦
酒
を
供
せ
り
。
夫
よ
り
住
吉
宮
に
謁
し
て
、
僑
居
に
帰
る
。

十
三
日
、
岩
五
郎
を
日
田
に
返
し
、
家
人
に
告
ぐ
る
に
筑
に
留
ま
る
の
期
日
を
以
て
す
。

十
四
日
、
往
い
て
月
形
鷦
斎
を
訪
ふ
。
玲
蔵
、
春
丁
、
祐
之
同
行
せ
り
。
桜
谷
と
云
ふ
処
、

其
の
家
な
り
。
僑
居
よ
り
三
十
町
程
隔
れ
り
。
鷦
斎
家
に
在
っ
て
相
見
す
。
鷦
斎
・
・
・
是
の

人
詩
を
能
く
し
時
名
あ
り
、
頼
山
陽
が
輩
、
皆
称
す
る
に
先
生
を
以
て
せ
り
、
当
時
海
西
の
一

大
老
な
り
。・
・
・
彼
の
家
に
て
酒
飯
を
供
す
。・
・
・
辞
し
出
る
時
、
予
に
告
げ
て
曰
は
く
、

帰
路
必
ず
大
休
岡
に
上
り
た
ま
ふ
べ
し
と
。
男
三
太
郎
を
し
て
是
を
導
か
し
む
。
三
太
郎
の
子

格
も
亦
従
行
せ
り
。
乃
ち
岡
に
上
っ
て
眺
望
す
。
博
多
福
岡
よ
り
し
て
稗
海
雑
島
の
勝
、
一
覧

し
て
遺
す
こ
と
な
し
、
実
に
美
景
な
り
。・
・
・
夜
、
野
上
宗
次
郎
、
月
形
健
介
来
り
見
ゆ
。

十
五
日
、
甚
之
允
、
春
丁
、
祐
之
と
散
行
す
。・・・
承
天
寺
に
遊
ぶ
、
大
完
長
老
茶
餅
を
供
し
、

蔵
す
る
所
の
巨
勢
金
岡
が
観
音
の
画
像
及
び
径
山
無
準
が
画
け
る
達
磨
よ
り
六
租
に
い
た
る
ま

で
の
画
像
を
示
す
。
是
は
宋
代
の
画
な
り
。・
・
・
僑
居
に
帰
る
。



五
七

十
六
日
、
上
村
尚
庵
が
招
に
応
じ
て
入
定
寺
に
遊
ぶ
、
玲
蔵
、
祐
之
同
行
せ
り
。
他
方
の
客

来
り
会
す
る
者
、
春
丁
、
甚
之
允
、
清
蔵
、
一
郎
、
月
形
健
介
、
中
西
亀
年
、
村
田
東
圃
な
り
。

中
西
、
村
田
は
皆
画
師
な
り
。
燕
席
頗
る
盛
ん
な
り
。
夜
に
入
っ
て
帰
れ
り
。・
・
・
是
の
夜
、

健
介
留
宿
せ
り
。

十
九
日
、
大
隈
清
助
が
招
に
赴
く
。
清
助
は
歌
人
な
り
。
昔
年
暫
く
予
が
塾
に
寓
せ
し
こ
と

あ
り
。祐
之
と
共
に
出
て
、一
郎
、玲
蔵
を
訪
ひ
相
伴
う
て
、尚
庵
の
中
島
の
別
荘
を
訪
へ
り
。荘
、

水
に
近
う
し
て
景
状
極
め
て
佳
な
り
。
初
め
甚
之
允
、
尚
庵
謀
り
て
予
を
此
処
に
留
め
ん
と
せ

し
が
ど
も
、
故
障
あ
り
て
遂
げ
ざ
り
し
な
り
。・
・
・
遂
に
清
助
が
宅
に
至
る
。
清
蔵
、
尚
庵
、

亀
年
も
亦
来
れ
り
。
饗
応
あ
り
。
夜
に
入
っ
て
帰
れ
り
。
清
助
、
名
は
言
道
、
其
の
宅
、
園
亭

頗
る
雅
致
あ
り
。

二
十
日
、
平
岡
玲
蔵
の
宅
に
徒
り
住
す
。
時
に
甚
之
允
の
姉
、
病
益
々
重
し
、
又
姻
族
の
喪

あ
り
。
故
に
居
を
徒
せ
り
。
一
郎
其
の
他
諸
子
、
周
旋
し
て
此
く
の
如
く
に
計
ら
へ
り
。

二
十
一
日
、

（
玲
蔵
の
号
な
り
）、
春
丁
、
祐
之
と
再
び
聖
福
寺
に
遊
ぶ
。
一
郎
、
甚

之
允
も
亦
後
れ
て
至
れ
り
。
龍
岩
長
老
飯
を
供
す
。
蔵
す
る
所
の
牧
渓
が
鷺
の
画
及
び
張
無
垢

が
賛
を
加
へ
し
六
租
の
画
像
を
出
し
示
せ
り
。

二
十
三
日
、

、
祐
之
と
共
に
出
て
、
原
田
孫
次
郎
を
訪
ひ
之
を
伴
う
て
崇
福
寺
に
至
り
、

曇
栄
禅
師
の
墓
に
謁
し
、
箱
崎
八
幡
宮
に
詣
て
、
海
辺
に
至
っ
て
眺
望
す
。・
・
・
乃
ち
堅
糟

に
至
り
、
湛
元
長
老
を
訪
へ
り
。・
・
・
僑
居
に
帰
る
。・
・
・
箱
崎
の
景
は
、
予
始
め
て
筑
に

遊
び
し
時
之
を
探
り
、
其
の
後
も
屡
至
れ
り
。
是
の
日
も
沙
頭
に
立
っ
て
暫
く
望
め
り
、
海
面

風
烈
く
し
て
久
し
く
留
ま
る
こ
と
能
は
ず
。
大
休
は
地
勢
傾
側
に
し
て
坐
立
共
に
穏
な
ら
ず
。

箱
崎
の
平
衍
に
及
ば
ず
。
前
面
の
眺
望
は
箱
崎
に
優
れ
り
。

二
十
五
日
、
是
の
日
、

、
一
郎
、
祐
之
と
坂
巻
文
英
が
招
に
赴
く
。
先
づ
東
長
寺
に
至

り
寺
内
を
歴
観
す
。
筑
の
先
侯
の
墓
三
つ
あ
り
、
忠
之
公
其
の
一
な
り
、
五
輪
の
塔
の
形
な
り
、

其
の
制
頗
る
巨
麗
な
り
。
側
に
殉
死
の
者
の
墓
あ
り
。
坂
巻
氏
に
至
る
、
主
人
導
き
て
薬
園
を

看
せ
し
む
。・
・
・
饗
宴
畢
る
、
文
英
送
り
て
僑
居
に
至
る
。

二
十
九
日
、
諸
家
に
当
っ
て
別
を
告
ぐ
。

（
帰
路
）

四
月
朔
日
、
博
多
を
発
す
。

及
び
其
の
子
嶺
松
門
生
数
輩
を
引
い
て
相
送
る
。
一
郎
、

春
丁
、
宗
次
郎
、
了
介
、
文
英
、
源
五
又
来
り
会
す
。
博
多
を
出
づ
る
こ
と
十
町
余
、
一
店
に

投
じ
て
小
飲
す
。・・・
飲
畢
っ
て
相
別
る
。
太
宰
府
に
達
し
、執
行
坊
に
投
宿
す
。
甚
之
允
が
姉
、

其
の
家
に
嫁
す
、
故
に
甚
之
允
よ
り
書
状
を
以
て
紹
介
せ
り
。・
・
・
住
持
信
亨
導
い
て
菅
公

の
祠
に
謁
す
。

二
日
、
主
人
よ
り
固
く
留
む
る
に
因
っ
て
滞
留
せ
り
。
勾
当
坊
珉
重
、
導
を
為
し
て
菅
祠
に

謁
す
。
従
来
殿
下
よ
り
拝
を
成
せ
し
に
、
昨
今
両
度
、
皆
社
僧
の
導
に
因
っ
て
殿
上
に
升
り
仔

細
に
拝
観
せ
り
。
又
、
聖
堂
に
至
り
、
三
聖
の
像
を
拝
す
。
是
は
廟
の
後
ろ
に
小
き
蔵
書
の
室

あ
り
。
其
の
中
に
像
を
安
置
す
、
聖
像
に
顔
曾
の
二
子
を
配
し
た
る
な
り
、
皆
銅
製
な
り
、
古

物
の
由
、
言
伝
へ
た
り
。・
・
・
一
店
に
投
じ
て
茶
を
進
め
た
り
。
次
に
勾
当
坊
に
至
り
、・
・
・

亀
井
雲
来
の
墓
に
も
謁
し
て
帰
れ
り
。

三
日
、
宰
府
を
発
し
甘
木
に
達
し
、
佐
野
東
庵
が
家
に
投
宿
す
。・
・
・
是
の
夜
微
熱
あ
り
。

外
邪
に
感
ず
る
に
似
た
り
。東
庵
が
薬
を
服
す
。四
日
、病
未
だ
癒
え
ず
、甘
木
に
留
ま
る
。五
日
、

病
癒
ゆ
る
と
雖
も
、
雨
降
る
を
以
て
、
猶
甘
木
に
留
ま
る
。
夜
、
門
生
令
蔵
、
岩
五
郎
、
日
田

よ
り
来
り
迎
へ
た
り
、
合
谷
氏
に
投
宿
せ
り
。

六
日
、
甘
木
を
発
す
。
久
喜
宮
に
至
り
長
念
寺
を
訪
ふ
、
酒
を
供
す
。
関
村
に
至
り
、
行
徳

元
遂
を
訪
ふ
、
又
酒
を
供
す
。
暮
に
及
ん
で
家
に
達
せ
り
。

（
旅
行
の
感
想
）

家
を
出
て
し
よ
り
帰
る
に
及
ぶ
ま
で
、
凡
そ
二
十
八
日
な
り
。・
・
・
予
、
十
五
に
し
て
初

て
筑
前
に
至
り
亀
井
先
生
に
謁
す
。
十
六
歳
に
し
て
彼
の
塾
に
入
り
、
十
八
歳
に
し
て
大
帰

す
。・
・
・
大
帰
の
後
、
彼
の
地
に
留
ま
る
の
久
し
き
こ
と
、
此
の
度
を
以
て
最
と
す
。
遊
学

の
時
は
勤
業
暇
日
な
く
遊
覧
に
暇
あ
ら
ず
。
此
の
度
は
諸
名
勝
を
討
探
し
た
り
。
筑
の
地
、
水

媚
び
山
明
か
に
し
て
、
城
市
も
亦
清
麗
な
り
。
実
に
海
西
第
一
の
境
な
り
。
中
島
、
春
好
、
住

吉
川
の
辺
、
尤
も
清
絶
に
し
て
、
我
が
意
に
適
す
る
者
な
り
。・・・
嗚
呼
、
十
五
歳
の
初
よ
り
、

こ
こ
に
至
っ
て
殆
ど
五
十
年
、
実
に
一
劫
を
成
せ
り
。」（
49
）

●
大
村
（
九
〇
日
間
）

◯
九
月
、
大
村
藩
か
ら
藩
校
「
五
教
館
」
の
改
革
の
た
め
招
聘
さ
れ
て
大
村
に
赴
く
。
こ
れ

は
、
先
に
大
村
藩
に
招
か
れ
て
い
た
弟
の
謙
吉
（
旭
荘
）
よ
り
、
藩
主
の
意
向
等
を
打
診
し
て

き
た
の
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
往
き
は
、
吉
木
、
神
崎
、
牛
津
、
武
雄
、
彼
杵
に
宿
泊
し
六

日
か
け
て
大
村
城
下
に
着
い
て
い
る
。
大
村
で
は
城
で
君
侯
と
会
見
し
、
五
教
館
で
講
義
し
た

り
し
て
、
七
三
日
留
ま
っ
て
い
る
。
途
中
、
長
崎
に
五
日
間
遊
ん
で
い
る
。
帰
り
は
多
久
に
寄

り
道
し
て
、
彼
杵
、
武
雄
、
多
久
、
佐
嘉
、
府
中
、
吉
井
に
宿
泊
し
て
帰
着
し
て
い
る
。
佐
賀

で
は
草
場
佩
川
に
、
大
村
で
は
朝
川
善
庵
に
会
っ
て
い
る
。



五
八

「（
往
路
）

九
月
三
日
、
家
を
発
し
て
大
村
に
赴
く
。
祐
之
従
行
す
。
時
に
伊
織
、
西
家
に
居
て
閑
暇
無

事
な
り
、
因
っ
て
之
を
勧
め
て
同
行
す
。
牧
逸
作
、
周
防
徳
山
よ
り
来
遊
し
て
塾
に
寓
せ
り
、

又
長
崎
に
遊
ば
ん
が
為
に
同
行
す
。
磯
吉
僕
と
為
っ
て
従
ふ
。
上
下
合
し
て
五
人
、大
村
の（
橋

口
奥
左
衛
門
ら
）
三
客
を
合
せ
て
八
人
と
す
。
又
、
御
厨
巒
三
郎
、
近
日
来
訪
佐
嘉
に
帰
ら
ん

と
す
、
亦
同
行
せ
り
。・
・
・
予
、
輿
に
の
る
、
他
は
皆
歩
行
す
。
家
人
門
に
別
る
、
親
族
三

叉
に
別
る
、
諸
門
人
長
淵
に
別
る
。
石
舟
、
新
平
は
入
江
ま
で
送
れ
り
。
隈
上
を
過
ぎ
て
・
・
・

千
束
町
を
過
ぎ
て
・
・
・
吉
井
に
至
り
東
光
寺
を
訪
ふ
。・
・
・
山
崎
屋
又
助
、
午
飯
を
供
す
。・
・
・

吉
井
町
を
出
て
、
予
は
山
道
を
取
っ
て
吉
木
に
赴
く
、
伊
織
、
磯
吉
従
行
す
、
他
の
諸
子
は
直

ち
に
府
中
駅
に
至
ら
し
む
。
介
石
、
連
、
向
陽
、
令
蔵
、
日
田
よ
り
此
処
ま
で
送
り
て
別
れ
た

り
。
謙
吉
、
吉
木
の
合
原
氏
と
婚
を
成
し
て
よ
り
既
に
二
十
年
、
予
未
だ
嘗
て
彼
の
家
に
至
ら

ず
、
故
に
少
し
く
道
を
迂
け
て
彼
の
家
を
訪
ふ
な
り
。
暮
に
近
う
し
て
吉
木
に
達
す
。
安
芸
守

父
子
及
び
其
の
家
人
皆
相
見
た
り
。
乃
ち
止
っ
て
宿
せ
り
。
往
い
て
八
幡
宮
に
謁
せ
り
。
飲
酌

夜
に
入
っ
て
後
止
む
。・
・
・
吉
井
よ
り
吉
木
ま
で
三
里
半
、
之
を
生
路
と
す
。

四
日
、
吉
木
を
発
す
。・
・
・
安
芸
守
、
村
口
ま
で
送
っ
て
別
れ
た
り
。・
・
・
追
分
に
至
る
・
・
・

府
中
に
至
る
、・
・
・
権
藤
可
善
が
家
に
休
ふ
。・
・
・
昨
日
別
れ
し
処
の
諸
子
、
皆
可
善
が
家

に
来
た
り
会
す
。・
・
・
久
留
米
に
達
し
、
五
穀
神
に
謁
し
、
街
中
を
過
ぎ
、
瀬
下
に
至
り
水

天
宮
に
謁
す
。・
・
・
予
、
船
に
乗
り
て
豆
津
を
渡
る
、
岸
よ
り
以
西
肥
前
の
地
な
り
。
豆
津

駅
に
て
午
飯
し
、
神
崎
駅
に
至
っ
て
留
宿
す
。
久
留
米
城
下
の
繁
華
、
福
岡
に
及
ば
ず
、
小
倉

と
何
れ
が
勝
れ
り
や
。・
・
・
筑
後
川
、
瀬
下
に
至
っ
て
最
大
な
り
、
是
の
日
府
中
よ
り
西
、

皆
生
路
な
り
。

（
佐
嘉
で
草
場
佩
川
と
会
う
）

五
日
、・
・
・
境
原
駅
に
至
る
。
恒
遠
頼
母
が
長
崎
よ
り
帰
る
に
遇
へ
り
、
一
店
に
投
じ
て

談
話
し
刻
を
移
し
て
別
れ
た
り
。
佐
嘉
に
達
す
、
巒
三
郎
来
迎
へ
た
り
、
及
び
佩
川
の
弟
子
富

岡
左
次
郎
同
じ
く
来
れ
り
、
導
い
て
一
家
の
楼
上
に
至
り
休
は
し
む
。
佩
川
来
り
見
え
た
り
。

佩
川
、
姓
は
草
場
名
は

、
字
は
棣
芳
通
称
は
瑳
助
、
佩
川
は
其
の
号
な
り
。
予
よ
り
少
き
こ

と
五
歳
な
り
。
初
は
多
久
の
家
臣
な
り
、
近
来
擢
で
ら
れ
て
佐
嘉
侯
の
儒
臣
と
為
る
。
予
、
是

と
書
信
往
復
す
る
こ
と
二
十
年
、
今
始
め
て
相
見
す
。
佩
川
曰
は
く
、
拙
家
に
奉
迎
す
べ
し
と

て
、
家
に
帰
り
人
を
し
て
迎
へ
し
む
。
乃
ち
伊
織
、
祐
之
、
逸
作
と
共
に
行
く
、
大
村
諸
子
は

旅
店
に
留
れ
り
。
佩
川
、
酒
飯
を
供
す
、
次
男
大
次
郎
出
て
見
ゆ
、
既
に
し
て
藩
中
の
諸
士
・・・

相
見
ゆ
、
詩
を
以
て
贈
れ
り
、・
・
・
諸
子
皆
予
に
盃
す
。
往
復
頗
る
繁
し
。
殆
ん
ど
半
日
に

し
て
佩
川
の
宅
を
辞
し
、
牛
津
駅
に
至
っ
て
留
宿
せ
り
。
佐
嘉
よ
り
二
里
な
り
。
逆
旅
に
て
既

に
臥
せ
ん
と
せ
し
時
、
佩
川
忽
然
と
し
て
来
り
訪
ふ
、
驚
い
て
其
の
故
を
問
ふ
に
、
答
へ
て
曰

は
く
、
来
賓
雑

と
し
て
談
話
に
便
な
ら
ず
、
故
に
又
此
処
ま
で
来
れ
り
と
。
其
の
門
生
中
尾

健
吉
従
ひ
来
れ
り
。
乃
ち
逆
旅
の
主
人
に
命
じ
て
酒
を
供
せ
し
む
。
談
話
時
を
移
す
。
而
る
後
、

佩
川
は
逆
旅
の
近
隣
に
相
識
の
家
あ
る
に
因
っ
て
往
い
て
投
宿
せ
り
。・
・
・
是
の
日
、
途
中

に
て
始
め
て
温
仙
嶽
、
多
良
嶽
及
び
荻
城
の
諸
山
を
天
際
に
見
る
。
佐
嘉
の
壮
麗
、
大
略
久
留

米
と
類
す
る
に
似
た
り
。

（
再
び
往
路
）

六
日
朝
、
佩
川
の
旅
宿
に
至
り
談
話
す
。・
・
・
牛
津
を
発
し
て
北
方
駅
に
至
り
午
飯
す
。

武
雄
駅
に
至
っ
て
留
宿
す
。
温
泉
あ
り
、
往
い
て
見
る
。
諸
子
皆
浴
す
、
予
独
り
浴
せ
ず
。
武

雄
の
傍
に
御
船
山
あ
り
、
山
形
奇
尖
に
し
て
喜
ぶ
べ
し
。
逆
旅
の
正
面
に
石
山
あ
り
、
亦
崔
嵬

た
り
、
白
龍
峰
と
号
す
。

七
日
、
武
雄
を
発
し
、
嬉
野
駅
に
至
っ
て
午
飯
す
。
此
の
地
も
亦
温
泉
あ
り
。
田
原
坂
を
過

ぐ
、
坂
上
に
関
あ
り
、
是
れ
佐
嘉
大
村
分
界
の
所
な
り
。
豆
津
よ
り
此
処
ま
で
十
八
九
里
、
皆

佐
嘉
の
境
内
な
り
。
既
に
大
村
の
界
に
入
る
。
道
路
修
治
す
、
歩
卒
一
人
前
導
せ
り
、
行
人
皆

道
を
避
け
た
り
。
彼
杵
に
至
る
、
謙
吉
、
本
田
鐵
八
郎
と
来
迎
ふ
。
客
館
に
入
っ
て
止
宿
せ
り
、

此
の
地
公
館
あ
り
、
予
が
宿
る
処
は
其
の
別
館
な
り
。
日
暮
れ
海
辺
に
散
歩
す
、
風
景
極
め
て

佳
な
り
。

（
大
村
城
下
）

八
日
、
彼
杵
を
発
す
。
岩
五
郎
、
鹿
之
助
来
り
迎
へ
た
り
。・
・
・
松
原
と
云
ふ
処
に
至
り

客
館
に
入
り
て
午
飯
す
。
松
原
を
出
て
暮
に
近
う
し
て
城
下
に
達
す
。
時
に
小
松
屋
五
兵
衛
と

云
ふ
者
の
宅
を
客
館
に
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
乃
ち
其
の
処
に
休
ふ
。
暫
く
あ
り
て
君
侯
よ
り
の
使

者
来
る
。
側
用
人
宇
土
繁
記
と
云
ふ
人
な
り
。
遠
方
来
臨
の
労
を
謝
し
、
且
つ
教
導
の
事
を
託

せ
ら
る
る
由
、
公
命
を
伝
へ
た
り
。
鱸
魚
十
余
尾
を
賜
は
れ
り
。
夜
に
入
っ
て
館
主
よ
り
公
命

を
以
て
酒
を
供
す
。
鐵
八
郎
献
主
と
為
る
。
官
医
長
与
俊
達
来
れ
り
、
共
に
飲
め
り
、
是
は
学

館
の
監
察
を
兼
ね
た
る
人
な
り
。・
・
・
謙
吉
も
其
の
寓
に
帰
る
。
是
は
予
が
館
を
去
る
こ
と

五
六
町
も
あ
る
べ
し
。

日
田
よ
り
大
村
ま
で
三
十
七
里
、
六
日
に
し
て
達
せ
り
。
天
気
清
暖
、
暴
風
淫
雨
あ
る
こ
と

な
し
。
同
行
衆
多
に
し
て
亭
駅
命
に
供
す
、
極
め
て
旅
行
の
吉
を
得
た
る
者
な
り
。
日
田
よ
り
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筑
後
の
界
ま
で
は
山
坂
あ
り
、
大
野
原
よ
り
武
雄
に
至
る
ま
で
二
十
五
里
の
間
、
皆
平
原
廣
野
、

空
濶
に
し
て
際
な
し
。
武
雄
を
過
ぎ
て
は
山
峯
重
出
す
、
二
豊
と
相
似
た
り
、
道
中
田
原
坂
に

至
っ
て
始
め
て
海
を
見
た
り
。

重
陽
（
九
日
）、
中
老
朝
永
周
平
、
公
の
使
者
と
為
て
来
る
、
学
館
の
政
を
託
せ
ら
る
る
由

申
述
べ
た
り
。・
・
・
学
館
の
生
員
七
人
来
り
見
ゆ
。
大
目
付
兼
学
館
の
監
察
中
村
恕
平
、
寮

生
会
頭
宮
原
啓
蔵
来
り
見
ゆ
。
夜
、
朝
川
善
庵
来
り
見
ゆ
、
善
庵
名
は
鼎
字
は
五
鼎
、
善
庵
は

号
、
東
都
の
大
儒
な
り
。
山
本
北
山
の
門
人
に
し
て
経
術
に
精
し
、
佐
藤
一
斎
と
名
を
均
う
せ

り
。
予
、
其
の
名
を
聞
く
こ
と
四
十
余
年
な
り
。
こ
こ
に
至
っ
て
相
見
す
。
予
に
長
ず
る
こ
と

一
歳
な
り
。
大
村
侯
、
東
都
に
て
朝
川
に
業
を
受
け
た
ま
ふ
、
因
っ
て
其
の
国
に
招
か
れ
た
り
、

当
春
夏
の
頃
よ
り
大
村
に
在
り
。

（
大
村
侯
に
謁
見
）

十
日
、
君
侯
引
見
せ
ら
る
べ
き
の
命
あ
り
、
巳
牌
を
以
て
城
に
入
る
。
予
、
輿
に
乗
れ
り
。

鐵
八
郎
前
導
す
、
橋
口
奥
左
衛
門
従
行
す
、
他
の
僕
従
数
輩
な
り
。
城
門
に
至
っ
て
輿
を
下
る
、

玄
関
に
至
る
。
番
頭
一
人
、
式
台
に
拝
迎
す
。
玄
関
に
升
り
又
一
間
に
し
て
菊
間
と
云
ふ
室
に

至
り
相
待
て
り
、
侍
臣
薄
茶
を
勧
む
。
君
侯
出
て
迎
へ
た
ま
ふ
。
拝
礼
既
に
畢
り
て
、
公
の
曰

は
く
、
某
自
ら
導
く
べ
し
と
て
前
行
し
た
ま
ふ
、
幾
く
も
間
を
歴
て
其
の
室
に
至
る
。
予
、
乃

ち
刀
を
脱
し
て
同
室
に
入
る
。
公
慰
労
の
詞
あ
り
、
又
雑
話
数
件
あ
り
。
手
か
ら
上
下
一
具
を

賜
は
る
。
乃
ち
拝
謝
し
て
出
づ
。・
・
・
夫
よ
り
学
館
に
至
る
、
号
し
て
五
教
館
と
云
ふ
。
謙

吉
さ
き
に
此
処
に
あ
り
、
導
い
て
館
中
を
見
せ
し
む
。
館
に
て
午
飯
し
、
出
て
謙
吉
が
寓
居
に

過
る
、
是
裏
町
と
云
ふ
所
な
り
。
寺
の
別
院
あ
り
し
を
公
よ
り
買
求
め
た
ま
ひ
て
客
館
と
為
し

た
ま
へ
る
な
り
。
諸
生
数
輩
同
居
せ
り
。
夫
よ
り
朝
川
善
庵
の
寓
居
を
訪
へ
り
。・
・
・
客
館

に
帰
る
。

（
五
教
館
で
講
義
）

十
一
日
、
是
の
日
五
教
館
に
於
て
論
語
を
講
ず
。
君
侯
出
坐
あ
り
、
大
夫
以
下
聴
衆
三
百
人

に
及
べ
り
。・
・
・
講
畢
り
て
公
一
室
に
休
み
た
ま
ふ
、
予
陪
坐
し
て
談
話
数
刻
に
及
び
て
、

而
る
後
寓
居
に
帰
る
。・
・
・
十
二
日
、
五
教
館
に
至
り
、
諸
人
の
業
を
講
ず
る
を
観
る
。
館

中
に
於
て
朝
飯
午
飯
す
。
館
よ
り
帰
っ
て
謙
吉
が
寓
居
を
訪
ふ
。・
・
・
元
八
、
長
崎
よ
り
帰

り
て
来
訪
ふ
。
十
三
日
、
磯
吉
を
日
田
に
返
す
。
謙
吉
が
居
を
訪
ひ
午
飯
す
。・
・
・
是
の
夜

月
色
清
朗
な
り
、
伊
織
、
祐
之
、
元
八
と
飲
酌
す
。
十
四
日
、・
・
・
謙
吉
が
居
を
訪
う
て
午

飯
す
。
謙
吉
と
共
に
学
館
に
至
る
、
伊
織
、
祐
之
を
導
い
て
諸
の
教
員
に
相
見
せ
し
む
。・
・
・

十
五
日
、
謙
吉
長
崎
に
行
く
。
送
っ
て
海
岸
に
至
っ
て
別
れ
た
り
。
伊
織
、
裏
町
に
往
い
て
其

の
宅
を
留
守
す
。・
・
・
学
館
に
往
い
て
生
員
の
業
を
講
ず
る
を
見
る
。
新
に
定
む
る
所
の
法

則
を
授
く
。・
・
・
十
六
日
、
朝
川
善
庵
、
明
日
を
以
て
発
し
て
東
都
に
帰
ら
ん
と
す
。
行
い

て
別
を
成
せ
り
。

（
大
村
侯
と
華
林
軒
で
会
見
）

是
の
日
、
公
命
あ
り
、
華
林
軒
に
於
て
相
見
る
べ
し
と
な
り
。
華
林
軒
は
別
館
の
名
な
り
、

本
丸
の
外
に
在
り
。
奥
左
衛
門
導
を
成
せ
り
、
中
村
朝
太
従
行
す
。
析
玄
の
内
二
則
を
講
ず
、

且
つ
迂
言
の
中
の
疑
義
、処
々
質
問
あ
り
。
茶
菓
を
賜
ふ
。
時
を
移
し
て
退
け
り
。
初
め
君
侯
、

予
が
迂
言
の
作
あ
る
こ
と
を
聞
き
た
ま
ひ
、
見
ん
こ
と
を
欲
し
た
ま
ふ
。
謙
吉
一
本
を
献
じ
た

り
、
其
の
中
思
召
に
合
す
る
こ
と
あ
る
由
に
て
、
予
を
招
き
た
ま
ふ
も
其
の
所
に
本
づ
け
り
と

ぞ
。
十
七
日
、
朝
川
善
庵
東
都
に
帰
る
。
予
が
寓
居
に
過
り
て
別
を
成
す
。
予
送
っ
て
門
外
に

至
っ
て
辞
別
せ
り
。・
・
・
又
、
予
を
招
き
た
ま
ひ
し
は
、
謙
吉
浪
華
に
家
あ
り
、
西
遊
既
に

半
年
に
及
び
た
れ
ば
、
帰
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ず
。
予
が
居
は
彼
の
国
に
近
し
、
故
に
亦
予
を
招

い
て
是
の
後
往
来
し
て
君
前
の
講
並
び
に
学
館
の
政
令
を
托
し
た
ま
は
ん
と
な
り
。
十
八
日
、

君
侯
長
崎
に
行
き
た
ま
へ
り
。
是
は
東
観
の
前
に
は
必
ず
彼
の
地
に
往
き
た
ま
ふ
こ
と
旧
例
な

り
。
異
国
防
御
に
任
じ
た
ま
ふ
故
な
り
と
ぞ
。
是
の
日
、
鐵
八
郎
来
り
、
導
い
て
閑
行
す
。
伊

織
、
祐
之
、
岩
五
郎
従
へ
り
。
東
北
の
山
間
に
入
る
こ
と
一
里
、
耶
摩
潭
に
至
る
、
石
壁
巉
峭
、

飛
流
あ
り
、
潭
小
な
れ
ど
も
深
し
。・
・
・
帰
路
、
別
路
を
取
り
て
高
原
に
上
り
海
面
を
望
む
、

風
景
平
遠
明
媚
な
り
。

（
大
村
の
景
観
）

十
九
日
、
寓
舎
の
後
園
に
散
歩
す
。
直
ち
に
海
岸
に
臨
め
り
、
眺
望
極
め
て
佳
な
り
。
大
村

の
地
、
稗
海
あ
り
、
大
洋
よ
り
分
れ
入
る
こ
と
十
余
里
、
其
の
口
は
七
八
丁
に
過
ぎ
ず
、
中
間

空
濶
、
土
人
の
説
に
琵
琶
湖
と
広
狭
大
略
相
同
じ
と
云
へ
り
、
因
っ
て
号
し
て
琴
湖
と
云
ふ
。

中
に
二
島
あ
り
、
臼
島
、
箕
島
と
云
ふ
、
臼
島
は
中
高
く
、
箕
島
は
平
衍
な
り
。
二
島
の
間
、

風
景
絶
美
な
り
。
是
れ
城
を
去
る
こ
と
一
二
里
の
間
な
り
。
琴
湖
の
勝
、全
く
其
の
間
に
在
り
、

こ
こ
を
去
っ
て
は
空
濶
な
る
の
み
に
し
て
奇
勝
あ
る
こ
と
な
し
、
真
珠
は
此
の
琴
湖
よ
り
出
づ

る
な
り
。

（
五
教
館
で
の
学
務
な
ど
）

廿
日
、
五
教
館
に
至
り
、
学
政
を
議
す
。
是
の
日
、
君
侯
長
崎
よ
り
帰
り
た
ま
へ
り
。
大
夫

稲
田
子
来
訪
、
談
話
時
を
移
し
て
帰
れ
り
、
稲
田
は
学
館
の
政
を
統
ぶ
る
人
な
り
。
予
が
輩
と
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関
係
す
る
こ
と
多
し
。
故
に
諸
大
夫
の
中
に
於
て
最
も
親
し
く
往
来
せ
り
。・
・
・
廿
一
日
、

是
の
日
、
学
館
に
て
論
語
を
講
ず
。
君
侯
事
あ
っ
て
臨
み
た
ま
は
ず
。
使
い
を
以
て
唐
筆
寒
具

鰹
節
を
饋
り
た
ま
へ
り
。・
・
・
学
館
に
て
儒
員
の
下
に
什
長
と
云
ふ
者
数
人
を
立
て
館
生
を

統
べ
し
む
、
謙
吉
が
建
議
す
る
所
な
り
。
廿
二
日
、
謙
吉
長
崎
よ
り
帰
る
と
聞
い
て
往
い
て
問

へ
り
。
是
の
日
、
君
侯
命
あ
り
、
華
林
軒
に
至
る
。
宋
名
臣
言
行
録
を
講
ず
、
既
に
畢
り
て
談

話
暮
に
及
ん
で
帰
れ
り
。
別
室
に
て
午
飯
を
供
せ
ら
れ
た
り
。
廿
三
日
、
学
館
に
往
い
て
月
旦

評
を
作
る
の
こ
と
を
議
す
。
是
の
日
、
長
与
俊
達
が
招
き
に
赴
く
、
伊
織
従
行
す
。
弟
の
大
浦

春
濤
客
に
陪
す
。
飲
宴
夜
に
入
っ
て
帰
れ
り
。・
・
・
廿
四
日
、
是
の
日
、
学
館
に
て
論
語
を

講
ず
、
君
侯
来
臨
し
た
ま
ふ
、
講
畢
り
て
別
室
に
於
て
引
見
し
た
ま
ひ
、
明
後
廿
六
日
を
以
て

東
観
す
る
こ
と
を
告
げ
て
別
れ
を
成
し
た
ま
へ
り
。・
・
・
廿
五
日
、
諸
臣
公
に
陪
し
て
東
都

に
往
く
者
の
家
に
至
っ
て
別
を
成
す
。・・・
是
の
日
、
公
よ
り
使
を
以
て
鶉
五
頭
を
賜
は
れ
り
。

廿
六
日
、
宮
原
啓
蔵
、
公
命
を
奉
じ
て
来
り
、
和
歌
二
首
を
賜
は
る
。・
・
・
謙
吉
に
托
し
て

謝
意
を
申
述
べ
た
り
。
是
の
日
、
謙
吉
大
村
を
発
し
て
浪
華
に
返
る
。
途
中
大
村
侯
の
駕
に
扈

従
せ
り
、・
・
・
大
村
の
人
数
輩
従
行
す
、
予
送
っ
て
市
中
に
於
て
別
れ
た
り
。・
・
・
廿
七
日
、

居
を
裏
街
の
謙
吉
が
寓
せ
し
処
に
徒
す
。
今
ま
で
の
宅
は
市
人
の
家
な
り
、裏
街
は
公
館
な
り
。

謙
吉
既
に
去
っ
て
は
館
空
く
な
れ
り
、
故
に
移
住
す
る
な
り
。・
・
・
是
の
日
よ
り
予
が
従
者

及
び
門
生
と
共
に
九
人
同
居
せ
り
、
従
者
は
伊
織
、
祐
之
な
り
。・
・
・
廿
八
日
、
学
館
に
至

り
月
旦
評
を
設
く
る
の
こ
と
を
議
す
。・
・
・
評
議
半
日
に
し
て
決
せ
り
。・
・
・
廿
九
日
、
宜

園
の
月
旦
評
を
作
る
。
是
は
、
林
現
、
与
が
日
田
よ
り
持
来
る
所
な
り
。・
・
・
十
月
朔
、
中

村
恕
平
来
り
訪
ふ
、
其
の
請
に
依
っ
て
析
玄
数
則
を
講
ず
。
十
月
二
日
、
林
現
、
与
、
月
旦
評

を
齎
ら
し
て
日
田
に
帰
る
。・
・
・
四
日
、
長
崎
の
変
を
き
け
り
。・
・
・
七
日
、
学
館
に
於
い

て
素
読
生
の
業
を
検
し
、
授
読
の
法
を
立
つ
。
八
日
、
寮
生
独
看
の
書
を
検
し
、
独
看
の
法
を

定
む
。
九
日
、
表
生
の
看
書
を
検
す
。・
・
・
十
日
、
館
生
二
十
余
人
、
予
が
居
所
に
来
り
唐

詩
選
の
講
を
聞
か
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
為
に
数
編
を
講
ぜ
り
。
此
の
後
も
時
々
其
の
事
あ
り
、
日

講
に
は
非
ず
。・
・
・
十
一
日
、
学
館
に
於
て
月
旦
評
の
こ
と
を
議
す
。・
・
・
十
四
日
、
学
館

に
て
寮
生
の
詩
を
閲
し
甲
乙
の
評
を
為
せ
り
。・
・
・
十
九
日
、
学
館
に
て
寮
生
の
文
を
検
し

甲
乙
の
評
を
加
ふ
る
こ
と
詩
の
如
し
。・
・
・
廿
二
日
、
門
生
日
田
よ
り
来
り
訪
ふ
、
家
塾
の

月
旦
評
を
齎
ら
し
来
る
な
り
。・
・
・
廿
六
日
、
学
館
に
て
月
旦
評
を
作
る
。・
・
・
廿
八
日
、

是
の
日
、
稲
田
大
夫
の
宅
に
至
り
、
長
崎
に
遊
ぶ
こ
と
を
請
ふ
。

（
長
崎
に
往
く
）

十
一
月
朔
、
大
村
を
発
し
長
崎
に
遊
ぶ
、
奥
左
衛
門
国
命
を
奉
じ
て
前
導
す
、
伊
織
、
祐
之
、

逸
作
従
行
す
、
僕
を
合
せ
て
凡
そ
七
人
な
り
、
予
、
輿
に
乗
る
、
他
は
歩
行
せ
り
。
港
口
に
至

っ
て
舟
に
乗
る
、
送
る
者
別
れ
帰
る
。
舟
行
一
里
八
丁
に
し
て
伊
喜
力
と
云
ふ
処
に
著
く
、
夫

れ
よ
り
陸
行
二
里
、
洗
切
に
至
っ
て
午
飯
す
。
皆
大
村
の
境
内
な
り
。

（
長
崎
を
遊
覧
）

洗
切
よ
り
三
里
に
し
て
長
崎
に
達
す
。
大
村
よ
り
長
崎
ま
で
公
道
を
行
く
と
き
は
十
一
里
な

り
、
今
、
伊
喜
力
を
渡
る
、
故
に
六
里
に
し
て
達
せ
り
。・
・
・
街
に
入
る
、
諏
訪
明
神
の
社

あ
り
、
行
い
て
謁
す
、
長
崎
第
一
の
大
社
な
り
、
結
構
頗
る
壮
麗
な
り
。
夫
れ
よ
り
鎮
台
の
側

を
過
ぎ
、
大
村
の
邸
に
至
り
留
宿
す
。
邸
内
の
一
院
に
し
て
国
よ
り
大
夫
来
る
時
止
ま
る
所
な

り
と
ぞ
。・
・
・
是
の
日
、
早
朝
清
明
、
午
後
漸
く
陰
り
夜
に
入
っ
て
雨
降
れ
り
。

二
日
、
山
本
清
太
郎
来
り
訪
ふ
。
長
崎
の
名
勝
の
境
を
ば
前
導
す
べ
き
よ
し
約
せ
り
。
是
の

日
、
風
烈
う
し
て
出
遊
す
る
こ
と
を
得
ず
。

三
日
、
出
て
遊
ぶ
、
清
太
郎
来
っ
て
導
を
為
す
。
奥
左
衛
門
及
び
邸
中
の
吏
人
佐
藤
正
兵
衛

又
同
じ
く
導
け
り
。・
・
・
大
音
寺
に
至
る
、
物
徂
徠
の
作
る
所
の
伝
誉
上
人
の
碑
を
観
る
。・
・
・

崇
福
寺
に
至
る
。
長
崎
に
唐
寺
と
称
す
る
者
数
多
あ
り
、
崇
福
其
の
一
な
り
。
本
堂
の
外
、
天

妃
の
祠
、
観
音
堂
、
関
帝
祠
あ
り
、
皆
来
泊
の
清
商
の
建
つ
る
所
に
し
て
、
制
度
漢
様
を
用
ひ

た
り
。・・・
次
に
大
徳
寺
に
至
る
。
方
丈
及
び
庭
を
観
、
後
庭
に
至
っ
て
唐
館
を
目
下
に
見
る
。

唐
蘭
館
出
入
り
の
こ
と
前
年
は
容
易
な
り
し
が
、
近
年
改
革
に
て
至
っ
て
厳
密
に
な
り
、
行
く

こ
と
を
得
ず
。
大
徳
寺
の
後
庭
よ
り
近
く
見
ゆ
る
と
云
ふ
を
以
て
、導
者
此
処
に
伴
ひ
来
れ
り
。

又
蘭
館
、
丸
山
及
び
長
崎
の
市
街
を
眺
望
し
た
り
。・
・
・
大
徳
寺
を
出
で
て
雄
浦
と
云
ふ
処

に
至
る
、
関
あ
り
、
大
村
の
境
内
に
し
て
吏
人
あ
っ
て
之
を
守
る
。・
・
・
此
処
に
て
午
飯
を

為
せ
り
。
春
禎
助
来
り
訪
ふ
。・
・
・
禎
助
導
い
て
其
の
家
に
至
り
酒
を
設
け
て
遍
く
同
行
の

者
を
饗
す
。・
・
・
夜
に
入
っ
て
大
村
の
邸
に
帰
る
。

四
日
、
往
い
て
聖
堂
に
謁
す
。・
・
・
是
の
日
、
雨
降
り
途
濘
す
、
輿
に
乗
り
て
出
づ
、
門

生
よ
り
し
て
来
客
に
及
ぶ
ま
で
従
行
す
る
者
十
余
人
な
り
。
学
館
に
達
す
。・
・
・
聖
堂
に
入

る
、
聖
像
及
び
四
配
、
七
十
子
の
木
主
を
拝
す
。
聖
像
は
明
代
の
製
な
り
。
木
主
は
清
朝
の
作

な
り
。
廟
の
内
外
、
扁
額
及
び
聯
の
類
極
め
て
多
し
。
皆
清
人
の
書
な
り
。
講
堂
を
観
る
。・・・

聖
堂
の
外
に
門
あ
り
、
側
に
小
門
あ
り
、
人
皆
小
門
よ
り
出
入
り
す
、
大
尹
来
た
り
た
ま
ふ
時

も
、
本
門
を
開
く
こ
と
は
無
し
と
云
へ
り
。
帰
路
、
木
下
逸
雲
を
訪
ふ
、
遇
は
ず
。
逸
雲
、
通

称
志
賀
之
介
、
書
を
善
く
し
長
崎
の
一
名
家
な
り
。



六
一

五
日
、禎
助
来
り
導
い
て
舟
遊
を
為
す
。
大
鳩
と
云
ふ
処
に
至
る
。・・・
大
鳩
の
砲
の
丸
あ
り
、

石
上
に
安
ん
ぜ
り
、
手
を
以
て
之
を
測
る
に
周
廻
十
囲
あ
り
。
是
の
物
過
大
に
し
て
用
に
供
す

べ
き
に
非
ず
、
異
国
の
人
を
怖
さ
ん
が
為
に
設
け
た
る
物
と
か
云
へ
り
。・・・
已
に
舟
に
上
る
。

同
じ
く
乗
る
者
、
禎
助
、
清
太
郎
、
伊
織
、
祐
之
、
逸
作
な
り
。
柁
工
奴
僕
ま
で
凡
て
十
人
な

り
。
蘭
館
の
傍
を
過
ぎ
て
之
を
観
望
し
、
夫
よ
り
行
く
こ
と
二
三
十
丁
に
し
て
千
人
番
所
の
下

に
至
れ
り
。
肥
前
筑
前
よ
り
戍
兵
交
代
す
、
大
抵
千
人
内
外
留
ま
り
居
る
所
な
り
、
故
に
此
の

称
有
り
と
ぞ
。
又
、
岸
上
に
放
鶴
亭
あ
り
、・
・
・
暫
く
其
の
内
に
憩
う
て
帰
る
。
舟
中
に
て

酒
飯
を
供
す
。
飯
塩
味
を
帯
び
た
り
、
舟
中
の
飯
は
総
て
此
の
如
き
物
と
ぞ
。
此
の
日
、
風
細

く
し
て
波
濤
起
ら
ず
。
暮
に
及
ん
で
帰
れ
り
。

（
長
崎
よ
り
帰
る
）

六
日
、
長
崎
を
発
す
、
凡
そ
六
人
な
り
。・
・
・
松
森
天
満
宮
に
謁
す
。
廟
の
墻
に
左
甚
五

郎
が
刻
す
る
所
の
百
工
の
像
あ
り
。
洗
切
に
て
午
飯
し
、
申
牌
、
伊
喜
力
に
達
し
舟
に
上
る
。

風
勢
頗
る
猛
く
し
て
舟
揺
蕩
し
て
止
ま
ず
。
殆
ん
ど
去
年
小
倉
を
発
せ
し
時
に
似
た
り
。
伊
織
、

祐
之
、
皆
戦
兢
し
て
色
を
変
ず
。
予
は
初
め
よ
り
篷
底
に
臥
せ
し
か
、
少
し
も
眩
暈
嘔
吐
の
こ

と
な
し
。
是
は
午
飯
の
時
、
胸
塞
り
て
食
せ
ざ
り
し
故
と
覚
ゆ
。
日
入
っ
て
岸
に
達
す
。
留
守

の
者
来
り
迎
へ
た
り
。

（
長
崎
の
感
想
）

初
め
余
、
長
崎
の
遊
に
志
あ
る
こ
と
久
し
、
多
病
と
世
故
と
に
纏
は
れ
て
遂
ぐ
る
こ
と
を
得

ず
、
今
一
旦
に
し
て
宿
志
を
遂
ぐ
る
こ
と
全
く
大
村
侯
の
賜
な
り
。
崎
の
諸
子
、
皆
旧
を
忘
れ

ず
周
旋
力
を
尽
せ
り
。
山
本
、
春
の
二
子
、
最
も
其
の
厚
き
者
な
り
。・
・
・
只
恨
む
ら
く
は
、

高
島
罪
を
得
た
る
こ
と
崎
の
一
大
厄
な
り
。
此
の
人
事
な
く
ば
、
唐
蘭
館
の
出
入
よ
り
し
て
万

端
皆
意
の
如
く
な
る
可
き
物
な
り
。・・・
崎
陽
の
名
は
、
三
都
に
次
げ
り
。
街
坊
壮
麗
に
し
て
、

人
家
櫛
比
、
昼
夜
と
な
く
喧
繁
な
る
こ
と
都
下
に
も
超
え
た
り
。
其
の
地
は
極
め
て
狭
隘
、
遊

覧
に
便
な
ら
ず
。
且
つ
新
令
厳
密
に
し
て
鉅
室
の
者
罪
を
得
、其
の
他
桁
楊
の
者
道
に
満
て
り
。

人
心
兢
々
と
し
て
席
に
安
ん
ぜ
ず
。
市
中
に
絃
歌
の
声
な
し
。

（
大
村
城
下
）

七
日
、学
館
に
至
り
、崎
よ
り
返
る
を
以
て
告
ぐ
。九
日
、学
館
に
て
文
会
の
こ
と
を
検
す
。・・・

十
五
日
、
寓
居
に
於
て
、
館
中
の
諸
子
の
為
に
遠
思
楼
詩
集
を
講
ず
。

十
九
日
、
宝
円
寺
に
遊
ぶ
、
城
下
を
去
る
こ
と
一
里
な
り
。
長
与
俊
達
、
宮
原
啓
蔵
、
長
岡

源
五
右
衛
門
、
橋
口
奥
左
衛
門
及
び
伊
織
、
祐
之
同
行
せ
り
。
寺
、
山
の
半
腹
に
在
り
、
海
面

を
眺
望
す
、
城
郭
街
市
よ
り
し
て
諸
の
島
嶼
に
至
る
ま
で
一
覧
し
て
残
す
こ
と
な
し
、
風
景
城

下
第
一
の
処
と
称
す
、
衆
人
の
遊
覧
す
る
処
な
り
。
院
主
法
印
出
で
て
見
ゆ
。
蕎
麦
及
び
飯
を

供
す
。
此
の
日
、
館
生
遊
ぶ
者
数
十
人
、
予
が
輩
と
は
坐
を
異
に
せ
り
、
皆
詩
を
賦
し
て
予
が

帰
郷
の
餞
と
す
。
日
入
り
て
寓
居
に
帰
れ
り
。

二
十
一
日
、
時
に
帰
郷
の
近
き
に
在
り
、
館
の
講
、
此
の
日
に
止
ま
る
。
帰
路
数
家
に
至
っ

て
別
れ
を
告
ぐ
。・
・
・
二
十
二
日
、
啓
蔵
迎
へ
の
為
め
来
れ
り
、
同
じ
く
華
林
軒
に
至
る
。

番
頭
荘
七
郎
太
夫
出
て
見
ゆ
、
其
の
言
に
曰
は
く
、
先
生
御
発
駕
の
時
は
餞
筵
を
設
く
べ
き

由
、
寡
君
東
観
の
時
予
め
命
じ
置
き
た
り
、
故
に
之
の
如
し
と
。
宴
饗
の
時
は
、
俊
達
献
主
と

成
り
て
陪
飲
す
、
宴
酣
な
る
時
、
側
用
人
宇
土
繁
記
出
て
見
ゆ
、
此
れ
も
亦
君
命
を
述
べ
て
時

服
一
つ
を
賜
ふ
。
宴
終
っ
て
寓
居
に
還
る
。
用
人
大
邨
徳
之
進
、
侯
の
使
と
成
っ
て
来
る
、
亦

侯
の
命
を
述
べ
て
金
五
千
疋
、
及
び
七
口
米
の
券
書
を
賜
は
る
、
年
に
七
人
扶
持
を
賜
は
る
こ

と
、
先
日
稲
田
子
よ
り
内
話
有
り
し
な
り
。・
・
・
此
の
日
、
伊
織
、
祐
之
に
も
金
を
賜
は
り

た
り
。
二
十
三
日
、太
夫
を
始
め
と
し
て
重
臣
予
に
関
係
有
る
者
の
家
に
周
く
至
り
て
辞
別
す
。

二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
太
夫
以
下
館
生
に
及
ぶ
ま
で
尽
く
来
っ
て
別
を
為
す
。
贈
物
を
為
す

者
も
多
人
あ
り
。

（
帰
路
）

二
十
六
日
、
辰
牌
、
大
村
を
発
す
。
奥
左
衛
門
行
を
送
る
。
来
時
の
例
に
準
ず
る
な
り
。・・・

伊
織
、
祐
之
、
逸
作
を
合
し
て
凡
そ
八
人
な
り
。
加
藤
晋
十
郎
、
上
命
を
奉
じ
て
之
を
界
ま
で

送
る
。・・・
館
生
数
十
人
、松
原
ま
で
送
る
。
館
生
に
非
ず
し
て
私
に
予
が
寓
居
に
来
り
学
ぶ
者
、

又
松
原
迄
送
る
。・
・
・
既
に
松
原
に
達
し
飲
餞
の
こ
と
あ
り
。
諸
人
大
抵
此
処
に
て
別
れ
去

る
。・
・
・
申
牌
、
彼
杵
に
達
し
旅
館
に
入
る
、
即
ち
来
る
時
宿
る
処
な
り
。・
・
・
晋
十
郎
公

命
を
以
て
寒
具
一
函
を
賜
ふ
。
饗
宴
あ
り
・
・
・
是
の
日
、
天
陰
る
と
雖
も
雨
な
し
。

廿
七
日
、
雨
ふ
る
、
巳
牌
、
彼
杵
を
発
し
、
一
里
余
に
し
て
大
楠
と
云
ふ
処
に
至
る
、
大
楠

樹
あ
り
、
老
木
な
り
、
幾
十
囲
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
因
っ
て
地
名
と
な
せ
り
。
此
処
に
て
遠

く
送
る
者
、
皆
別
れ
去
れ
り
。・
・
・
嬉
野
に
て
午
飯
し
、
日
入
っ
て
武
雄
に
達
し
、
来
時
の

逆
旅
に
留
宿
す
、
此
の
家
大
村
屋
と
号
す
、
大
村
の
人
を
留
む
る
処
な
り
。
此
の
夜
、
予
も
亦

温
泉
に
浴
す
、寒
温
の
侯
、頗
る
身
に
可
な
る
を
覚
ゆ
。・・・
清
水
駿
平
、逆
旅
に
来
訪
へ
り
、・・・

介
石
が
舅
な
り
、
予
も
亦
往
い
て
其
の
家
を
訪
ふ
、
祐
之
従
行
す
、
酒
を
供
し
談
時
を
移
し
て

辞
し
去
れ
り
。

（
多
久
に
寄
道
）
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廿
八
日
、
雨
晴
る
、
卯
牌
、
武
雄
を
発
し
北
方
駅
に
至
る
。
鹿
之
助
、
岩
五
郎
此
処
に
在
っ

て
相
待
て
り
。
初
め
西
在
三
郎
、
藤
崎
小
左
衛
門
よ
り
言
を
伝
へ
て
、
予
が
帰
路
、
多
久
に
過

ら
ん
こ
と
を
請
ふ
、
予
之
を
諾
す
。
故
に
二
生
を
し
て
迎
え
へ
し
む
る
な
り
。
是
よ
り
生
路
に

就
く
、
其
の
路
北
に
向
へ
り
、
馬
髪
峯
を
越
え
て
行
く
こ
と
一
里
余
に
し
て
多
久
に
達
す
。
小

左
衛
門
路
に
迎
へ
て
、
乃
ち
導
い
て
逆
旅
に
就
く
。
在
三
郎
も
亦
来
り
見
ゆ
。・
・
・
既
に
し

て
往
い
て
聖
堂
に
謁
す
、
規
模
崎
陽
の
製
よ
り
も
大
な
り
・
・
・
聖
堂
よ
り
学
館
に
至
る
、
儒

員
及
び
数
子
相
見
す
。・
・
・
館
に
て
饗
宴
あ
り
。
亦
太
夫
よ
り
の
供
な
り
。
室
老
多
久
彦
左

衛
門
出
て
見
え
た
り
。・
・
・
夜
半
に
至
っ
て
逆
旅
に
帰
る
。

（
再
び
帰
路
）

廿
九
日
、
卯
牌
、
多
久
を
発
す
、
儒
員
数
輩
来
別
れ
た
り
。
在
三
郎
、
小
左
衛
門
送
っ
て
牛

津
に
至
る
。
多
久
よ
り
四
里
な
り
。
此
処
に
て
飲
餞
し
て
別
れ
た
り
。
牛
津
よ
り
以
往
は
来
時

の
路
な
り
。
未
牌
、
佐
嘉
に
達
し
・
・
・
佩
川
命
じ
て
導
い
て
市
中
の
一
店
に
憩
は
し
む
、
乃

ち
来
時
の
憩
ふ
処
な
り
、
已
に
し
て
佩
川
来
り
見
ゆ
、
此
の
日
境
原
に
至
っ
て
宿
ら
ん
と
す
、

佩
川
苦
ろ
に
止
む
る
に
由
っ
て
祐
之
、
鹿
之
助
、
僕
長
太
と
与
に
止
る
、
他
の
五
人
は
先
に
境

原
に
至
っ
て
宿
せ
し
む
。
夜
、
佐
嘉
藩
中
の
数
子
、
逆
旅
に
来
り
訪
へ
り
。・
・
・
相
与
に
飲

酌
せ
り
。
此
の
日
天
陰
っ
て
少
し
く
雨
ふ
れ
り
。

晦
日
、
卯
牌
、
佐
嘉
を
発
す
。・
・
・
境
原
に
到
り
前
行
の
諸
人
と
合
す
、
同
行
凡
そ
十
人
也
。

境
原
を
過
ぎ
て
・・・
西
尾
と
云
ふ
処
に
到
っ
て
午
飯
す
。
申
牌
、
府
中
に
達
し
旅
館
に
宿
る
。・・

高
良
山
の
座
主
よ
り
、
酒
肴
を
贈
ら
る
、
因
っ
て
諸
子
と
同
じ
く
飲
め
り
。
此
の
日
、
天
気
清

明
な
り
。

十
二
月
朔
日
、
辰
牌
、
府
中
を
発
し
高
良
山
に
登
る
。・
・
・
其
の
楼
に
登
り
て
観
望
す
る
に
、

久
留
米
の
城
郭
近
く
し
て
見
る
べ
し
。
是
前
日
途
中
に
て
見
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
所
な
り
。・・・

院
を
出
て
追
分
に
到
り
・
・
・
田
主
丸
を
過
り
、
重
富
鼎
を
訪
う
て
相
見
す
、
一
店
を
借
り
て

午
飯
す
。
鼎
、
魚
を
贈
れ
り
。
申
牌
、
吉
井
に
達
し
旅
館
に
宿
す
。・・・
此
の
日
天
晴
れ
た
り
。

二
日
朝
、石
井
新
作
が
招
に
応
ず
、新
作
は
和
一
郎
が
兄
に
し
て
吉
井
の
大
庄
屋
な
り
、伊
織
、

祐
之
従
行
せ
り
。・
・
・
吉
井
の
諸
子
、
皆
街
口
ま
で
送
り
て
別
れ
た
り
。
千
束
町
に
到
り
て
、

咸
宜
園
の
諸
生
数
人
来
り
迎
え
た
り
、
介
石
其
の
冠
た
り
。・
・
・
隈
上
を
過
ぐ
・
・
・
保
木

に
到
る
、
諸
生
数
十
人
此
処
に
相
待
て
り
。
長
谷
に
到
る
、
範
冶
諸
生
十
余
人
を
率
ヰ
て
来
り

迎
ふ
。
一
店
を
借
り
て
齎
す
所
の
行
厨
を
発
し
て
予
に
羞
む
、
時
を
移
し
て
出
づ
。
入
江
の
浮

橋
に
到
る
、
棣
園
、
鐵
之
助
、
五
郎
兵
衛
、
元
春
来
り
迎
ふ
。
黒
男
祠
に
至
る
、
家
人
皆
此
処

に
在
り
、茂
、石
舟
も
其
の
中
に
在
り
、又
、行
厨
を
発
し
て
飲
宴
す
。
暮
に
及
ん
で
家
に
達
す
。

饗
応
を
設
け
た
り
、
奥
左
衛
門
を
以
て
上
客
と
す
。・
・
・
既
に
し
て
大
村
の
四
客
を
招
隠
洞

に
留
む
。
此
の
日
、
天
気
清
明
な
り
、
家
を
出
て
し
よ
り
帰
る
に
及
ぶ
ま
で
凡
そ
九
十
日
な
り
。

（
旅
行
の
感
想
）

予
幼
よ
り
四
方
の
志
あ
り
し
に
、
十
八
九
に
し
て
羸
疾
を
得
、
初
志
を
遂
ぐ
る
こ
と
を
得

ず
。
年
已
に
六
十
に
及
ん
で
首
を
回
ら
し
て
旧
遊
を
思
ふ
に
、
十
四
歳
の
時
、
佐
伯
に
遊
び
し

を
以
て
第
一
の
遠
游
と
せ
り
。
佐
伯
、
日
田
を
去
る
こ
と
三
十
七
里
な
り
。
今
大
村
の
地
、
亦

三
十
七
里
、
長
崎
を
加
へ
て
四
十
八
里
と
す
。
予
に
於
て
生
来
の
遠
遊
な
り
。
是
も
初
志
の
十

が
一
に
も
報
ゆ
る
に
は
足
ら
ざ
れ
ど
も
、
若
し
此
の
行
な
く
ん
ば
、
誠
に
井
底
の
蛙
と
為
っ
て

一
生
を
終
る
べ
き
者
な
り
。
是
は
、
全
く
大
村
侯
の
寵
霊
に
し
て
、
又
謙
吉
が
吹
嘘
の
力
に
も

よ
れ
り
。・
・
・
予
、
僻
境
に
成
長
し
て
諸
候
と
云
ふ
者
を
見
た
る
こ
と
な
し
。
諸
候
の
面
を

見
る
こ
と
、
此
の
度
を
以
て
始
め
と
す
。
大
村
侯
恭
倹
の
人
な
り
、
礼
遇
頗
る
尽
せ
り
、
諸
候

学
を
好
む
の
人
、
此
の
如
く
は
多
く
得
が
た
か
る
べ
し
。・
・
・
予
此
の
行
に
於
て
益
を
得
る

こ
と
多
し
。
久
留
米
は
日
田
を
去
る
こ
と
僅
に
十
一
里
、
佐
嘉
は
十
八
里
、
然
れ
ど
も
六
十
年

来
其
の
地
を
歴
ず
。
此
の
行
始
め
て
観
覧
を
得
る
こ
と
、
独
り
長
崎
の
遊
、
素
願
を
遂
げ
た
る

の
み
な
ら
ず
、
又
朝
川
は
一
世
の
大
儒
、
佩
川
は
多
年
の
神
交
、
一
旦
に
し
て
相
見
る
。
亦
生

涯
の
幸
な
り
。
府
中
よ
り
以
西
、
長
崎
に
至
る
ま
で
大
抵
道
路
平
坦
空
濶
に
し
て
険
阻
あ
る
こ

と
な
し
。
然
も
亦
奇
景
な
し
。
但
大
村
城
下
に
至
る
二
三
里
前
よ
り
、
海
面
の
風
景
明
媚
に
し

て
愛
す
可
し
。
長
崎
は
稗
海
一
里
余
、
両
岸
に
山
あ
り
、
海
の
形
細
長
な
り
、
海
面
穏
に
し
て

風
波
の
変
な
し
、
遊
覧
に
供
す
可
き
者
な
り
。
但
彼
の
地
に
留
ま
る
の
日
短
く
し
て
匆
々
に
観

を
終
へ
し
こ
と
遺
憾
な
り
。」（
50
）

□
六
二
歳
（
天
保
一
四
年
）

●
杖
立
（
六
日
間
）

◯
淡
窓
は
、
大
村
か
ら
帰
っ
て
す
ぐ
の
一
二
月
一
七
日
に
代
官
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
幕
府
よ

り
の
「
永
世
名
字
帯
刀
」
の
恩
命
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
来
客
が
多
く
祝
宴
も
重
な
っ
て
多
忙

と
な
り
、
応
接
に
疲
れ
眼
疾
と
手
足
の
こ
わ
ば
る
中
風
の
症
状
を
起
こ
し
た
。
そ
こ
で
、
八
月

に
な
り
、
手
足
が
ひ
き
つ
る
症
状
を
治
そ
う
と
、
温
泉
療
養
の
た
め
杖
立
温
泉
に
赴
く
。
し
か

し
、
か
え
っ
て
温
泉
で
発
熱
腹
痛
を
起
こ
し
、
五
泊
し
て
帰
っ
て
い
る
。

「
八
月
十
日
、
杖
立
に
行
く
、
温
泉
に
浴
せ
ん
が
為
な
り
。
春
来
、
手
腕
及
び
指
、
攣
急
の
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患
あ
り
。
湯
治
然
る
べ
し
と
謂
ふ
に
因
っ
て
存
じ
た
て
り
。

（
往
路
）

有
済
、侍
者
と
為
り
て
従
行
す
、磯
吉
僕
た
り
、与
吉
、含
蔵
亦
同
行
す
、凡
そ
五
人
な
り
。・・・

予
輿
に
乗
り
馬
も
亦
従
へ
り
。
夜
中
に
発
し
、
上
堰
に
至
り
て
天
明
け
た
り
。
女
畑
、
五
馬
市

を
過
ぎ
、
出
口
に
至
り
里
正
の
宅
を
借
り
て
午
飯
す
。・
・
・
出
口
よ
り
杖
立
ま
で
一
里
余
、

石
坂
崎
嶇
と
し
て
険
阻
極
め
て
甚
し
、
輿
を
下
り
て
歩
せ
り
。

（
杖
立
温
泉
）

昨
日
、
清
之
介
、
格
致
二
人
を
つ
か
は
し
て
寓
す
る
所
の
宅
を
借
ら
し
む
、
乃
ち
其
の
宅
に

入
り
、
温
泉
に
至
り
て
浴
せ
し
に
、
夜
に
入
り
発
熱
煩
躁
せ
り
、
齎
す
所
の
薬
数
貼
を
服
す
。

深
更
、
心
下
苦
悶
せ
り
。
格
致
、
按
腹
し
て
ほ
ぼ
愈
え
た
り
。
此
の
日
の
里
程
・
・
・
途
中
懐

旧
の
感
に
堪
へ
ず
、
出
口
よ
り
杖
立
ま
で
は
生
路
な
り
。

十
一
日
、
疾
あ
る
を
以
て
敢
て
湯
に
浴
せ
ず
。・
・
・
十
二
日
、
人
を
し
て
温
泉
を
汲
ま
し
め
、

手
足
の
攣
急
せ
し
処
を
慰
し
、
或
は
是
を
灌
け
り
、
一
日
凡
そ
四
五
回
せ
り
。
身
に
熱
あ
り
て

入
浴
し
難
き
故
な
り
。
此
の
日
腹
痛
復
起
る
、
格
致
、
按
腹
を
施
せ
り
。
十
三
日
、
虎
吉
郎
、

公
慶
、
塾
よ
り
来
り
訪
へ
り
。
初
浴
の
時
よ
り
痰
喘
を
発
す
、
此
に
至
っ
て
益
々
甚
し
。
十
四

日
、
此
の
日
、
又
湯
処
に
至
っ
て
入
浴
す
。
夜
、
腹
痛
瀉
下
す
。
格
致
、
按
腹
し
て
愈
え
た
り
。

日
田
よ
り
迎
へ
の
た
め
輿
丁
馬
夫
来
れ
り
。

（
帰
路
）

十
五
日
、早
朝
杖
立
を
発
す
。
有
済
、磯
吉
従
行
す
。
其
の
他
、与
吉
、格
致
、虎
吉
郎
、含
蔵
、

公
慶
、
清
之
介
、
輿
丁
馬
夫
ま
で
合
せ
て
十
三
人
な
り
。
出
口
に
至
り
里
正
の
家
に
過
る
。・・・

女
畑
に
至
り
て
午
飯
す
。
其
れ
よ
り
行
く
こ
と
半
里
余
、
範
冶
来
り
迎
へ
た
り
。・
・
・
龍
馬

の
森
に
至
る
、
放
生
会
の
祭
り
あ
り
、
神
輿
を
拝
す
。
午
牌
、
家
に
達
す
。

（
感
想
）

家
を
出
て
し
よ
り
帰
る
ま
で
六
日
な
り
。
此
の
行
、
浴
湯
の
為
な
り
し
に
、
疾
に
犯
さ
れ
入

浴
意
の
如
く
な
る
こ
と
能
は
ず
。
其
の
効
あ
る
と
否
る
と
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
、
要
す
る
に
温

泉
は
衰
弱
の
人
に
宜
し
か
ら
ず
。
且
つ
予
が
性
、
浴
を
喜
び
ず
、
故
に
効
を
得
難
き
者
な
り
。

杖
立
の
地
、
山
谷
の
間
に
崎
嶇
と
し
て
日
月
遅
く
見
え
早
く
隠
る
、
陰
欝
極
め
て
甚
だ
し
、
徜

徉
閑
適
の
境
に
非
ず
、
久
し
く
留
り
難
き
者
な
り
。
但
し
孤
峯
峭
立
せ
し
者
あ
り
、
月
、
之
が

為
に
掩
は
れ
て
見
え
ず
、
其
の
光
り
は
四
方
を
照
せ
り
、
是
に
於
て
初
め
て
山
高
月
小
の
語
の

妙
を
覚
え
た
り
。」（
51
）

□
六
三
歳
（
天
保
一
五
年
）

●
府
内
（
大
分
）（
三
八
日
間
）

◯
九
月
に
、
府
内
藩
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
て
、
府
内
に
赴
く
。
こ
れ
は
弟
の
久
兵
衛
（
南

）

が
府
内
藩
の
財
政
改
革
に
従
事
し
て
お
り
、
府
内
老
公
の
意
と
家
老
岡
本
主
馬
の
計
ら
い
で
招

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
往
き
は
、
船
来
に
一
泊
し
、
次
の
日
は
別
府
ま
で
強
行
し
て
夜
遅
く
着

い
て
宿
泊
し
、
翌
日
別
府
か
ら
船
で
府
内
に
到
着
し
て
い
る
。
府
内
で
は
三
二
日
滞
在
し
、
も

っ
ぱ
ら
城
で
府
内
侯
及
び
祖
父
の
老
公
に
講
義
し
て
い
る
。
府
内
で
は
、
松
栄
山
、
春
日
神
社
、

柞
原
八
幡
宮
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
帰
り
際
に
病
と
な
り
帰
り
を
四
日
ほ
ど
延
ば
し
、
帰
路
は

朴
木
、
徳
野
河
原
、
舟
来
に
宿
泊
し
て
帰
っ
て
い
る
。

「（
往
路
）

九
月
朔
日
、
家
を
発
し
て
府
内
に
赴
く
。
與
、
文
哉
従
行
す
、
磯
吉
僕
と
な
る
、
阿
部
鐵
蔵

主
従
導
行
す
、
同
行
凡
六
人
な
り
。
予
輿
に
乗
る
、
他
は
皆
歩
行
す
。
家
人
門
に
別
る
、
親
族

塾
生
中
城
に
別
る
、
範
冶
及
び
数
生
送
っ
て
堤
の
西
に
至
る
。
午
時
、
平
川
に
達
し
合
屋
に
息

ふ
。・
・
・
午
飯
を
供
せ
り
。
申
時
、
船
来
に
達
す
、・
・
・
養
浩
堂
に
至
り
止
宿
せ
り
。
此
れ

は
春
畦
が
隠
宅
、
今
は
伊
織
此
に
住
せ
り
。
他
人
は
皆
本
宅
に
宿
せ
り
、
此
れ
勲
平
が
居
る
処

な
り
。
夜
、
万
年
楼
上
に
て
宴
を
設
け
予
及
び
諸
人
を
饗
す
。
此
の
日
経
る
処
の
路
、
皆
五
年

前
玖
珠
に
遊
び
し
時
過
ぐ
る
処
な
り
。

二
日
、
未
明
に
船
来
を
発
す
。
伊
織
及
び
僕
同
行
す
、
凡
八
人
と
成
れ
り
。
伊
織
は
此
の
度

府
内
に
従
行
す
べ
き
こ
と
兼
て
約
せ
り
。
船
来
を
出
で
て
行
く
こ
と
一
里
、
猶
ほ
昔
年
龍
門
寺

に
遊
び
し
時
の
路
な
り
、
此
れ
よ
り
生
路
と
な
る
。
船
来
よ
り
三
里
に
し
て
切
塞
に
至
り
店
に

息
ふ
。
切
塞
よ
り
二
里
、
今
宿
に
至
る
、
森
侯
の
別
館
あ
り
。
又
二
里
、
並
柳
に
至
り
里
正
の

宅
に
息
ふ
。・
・
・
此
処
に
て
午
飯
す
。・
・
・
又
二
里
半
に
し
て
片
山
に
至
り
、
又
半
里
に
し

て
鳥
居
に
至
る
。
此
処
に
て
日
暮
れ
た
り
。
矢
田
孝
治
及
び
弟
棟
吾
、
別
府
よ
り
来
り
迎
ふ
、

又
一
里
に
し
て
堀
田
に
至
る
。
路
暗
う
し
て
行
く
可
か
ら
ず
、
孝
治
人
家
に
至
り
炬
火
を
請
得

て
始
め
て
前
行
す
る
こ
と
を
得
た
り
。・
・
・
又
一
里
に
し
て
別
府
に
達
す
。
時
已
に
戌
の
刻

な
り
。
南

及
び
吉
田
敬
造
、
府
内
よ
り
来
迎
へ
た
り
。・
・
・
西
法
寺
に
至
っ
て
留
宿
す
。・
・
・

時
に
府
内
侯
よ
り
上
原
荘
右
衛
門
と
云
ふ
人
を
使
と
し
て
此
処
ま
で
来
り
迎
へ
し
め
た
ま
ふ
。

荘
右
衛
門
相
見
し
て
君
命
を
申
べ
、
酒
肴
及
び
寒
具
を
賜
は
る
。
荘
右
衛
門
と
同
じ
く
飲
み
終

っ
て
後
、
寝
に
就
け
り
。
此
の
日
、
行
程
十
一
里
、
路
険
に
し
て
且
つ
遠
し
。
卯
に
先
っ
て
発
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し
酉
を
過
ぎ
て
達
す
。
殆
ん
ど
十
三
四
里
も
あ
ら
ん
と
覚
え
た
り
。・
・
・
途
中
見
る
所
の
山
、

平
家
山
、
福
間
嶽
、
由
布
嶽
、
鶴
見
嶽
、
皆
高
山
な
り
。
由
布
の
名
、
天
下
に
聞
え
た
り
、
形

富
士
に
似
た
る
を
以
て
豊
芙
蓉
と
称
す
、
山
形
処
に
従
っ
て
変
ず
。
並
柳
を
去
る
こ
と
二
里
、

平
原
あ
り
、
此
処
よ
り
望
む
に
上
尖
下
濶
、
傍
に
贅
瘤
な
し
、
こ
れ
正
面
な
り
。・
・
・
別
府

は
浜
脇
に
接
し
、
商
船
来
泊
の
湊
に
し
て
且
つ
温
泉
あ
り
、
人
家
数
千
繁
華
の
境
な
り
、
青
楼

あ
り
。

（
府
内
城
下
）

三
日
、
荘
右
衛
門
来
り
て
発
駕
す
べ
き
こ
と
を
促
せ
り
。
即
ち
西
法
寺
を
出
て
街
上
を
過
ぎ

海
辺
に
至
り
、
此
処
よ
り
船
に
乗
る
。
別
府
の
諸
子
送
っ
て
岸
に
至
っ
て
別
る
。・
・
・
船
凡

そ
二
艘
、
荘
右
衛
門
は
別
船
に
乗
れ
り
。
舟
行
三
里
に
し
て
府
内
城
下
の
津
口
に
着
す
。
此
の

日
風
波
起
ら
ず
、
極
め
て
平
穏
な
り
。
已
に
岸
に
着
く
、
来
り
見
る
者
、
市
人
路
を
挟
ん
で
堵

墻
の
如
し
。・
・
・
旅
館
に
達
す
。・
・
・
用
人
平
井
十
兵
衛
先
っ
て
館
に
在
り
、
君
命
を
以
て

遠
来
の
労
を
謝
す
。
已
に
し
て
来
見
者
極
て
多
し
。・
・
・
夜
、
饗
宴
あ
り
、
又
公
よ
り
賜
ふ

所
な
り
。

四
日
、
上
卿
岡
本
主
馬
、
次
卿
樋
口
荘
作
、
旅
館
に
来
り
相
見
せ
り
。
皆
遠
来
の
労
を
謝
し
、

且
つ
君
侯
教
導
の
事
を
託
し
た
り
。
岡
本
、
年
四
十
内
外
な
り
、
南

を
用
ひ
て
旧
政
を
改
革

し
、
及
び
予
を
招
く
の
議
、
皆
斯
人
之
を
司
れ
り
。
樋
口
は
五
十
有
余
の
人
な
り
。

（
府
内
侯
・
老
公
に
拝
謁
）

五
日
、君
侯
相
見
し
た
ま
ふ
由
に
て
、上
原
荘
右
衛
門
来
迎
へ
た
り
。未
牌
を
以
て
城
に
入
る
。

敬
蔵
従
行
せ
り
。・・・
玄
関
に
升
り
進
ん
で
大
書
院
に
至
る
。
公
の
座
を
去
る
こ
と
二
段
な
り
、

公
乃
ち
座
を
起
っ
て
次
の
間
に
於
て
待
ち
た
ま
ふ
。
予
乃
ち
同
間
に
入
り
、
拝
し
て
且
つ
刀
を

脱
す
。
公
答
拝
あ
り
、
初
見
の
こ
と
を
申
べ
且
つ
慰
労
の
言
あ
り
、
上
下
一
具
を
賜
は
る
。
乃

ち
起
っ
て
奥
に
入
り
た
ま
ふ
。
岡
本
、
樋
口
の
二
大
夫
来
っ
て
挨
拶
の
言
あ
り
。
荘
右
衛
門
導

い
て
公
の
居
間
に
至
る
、
老
公
及
び
公
同
室
に
在
り
。
老
公
慰
労
の
言
あ
り
、
盃
を
予
に
賜
は

る
・
・
・
平
井
十
兵
衛
傍
に
あ
り
、
前
後
の
儀
を
助
け
た
り
。
已
に
畢
っ
て
辞
し
出
づ
。・
・
・

已
に
旅
館
に
返
る
。・・・
厨
人
よ
り
膳
及
び
酒
肴
を
贈
来
る
。此
は
殿
中
に
於
て
賜
は
る
可
き
処
、

予
が
困
倦
せ
ん
こ
と
を
慮
り
た
ま
ひ
て
旅
館
に
贈
ら
る
る
の
由
な
り
。
因
っ
て
同
居
の
諸
人
と

倶
に
飲
め
り
。・
・
・
公
、
今
年
十
六
、
白
河
楽
翁
公
の
孫
に
し
て
、
来
っ
て
府
内
侯
の
嗣
と

な
り
た
ま
へ
り
。
老
公
、
年
四
五
十
の
間
な
り
、
剃
髪
し
て
閑
山
と
号
し
た
ま
へ
り
、
公
の
祖

父
に
当
れ
り
。

（
城
内
で
の
講
義
な
ど
）

六
日
、
遂
に
城
池
の
状
を
遊
観
し
て
帰
れ
り
。
七
日
、
未
牌
、
城
に
入
る
。
敬
蔵
、
鐵
蔵
、

竹
内
守
之
助
従
行
す
。
老
公
及
び
公
、
座
に
あ
り
、
予
に
命
じ
て
同
室
に
入
ら
し
め
た
ま
ふ
。

論
語
を
講
ず
、
両
大
夫
以
下
数
十
人
、
室
を
隔
て
て
陪
聴
す
。
已
に
畢
る
、
両
大
夫
相
見
て
対

応
あ
り
。
夜
、
旅
館
に
於
て
析
玄
を
講
ず
、
聴
者
十
五
六
人
、
岡
本
大
夫
首
席
た
り
。・・・
八
日
、

城
に
入
り
、
左
伝
を
講
ず
。
前
日
論
語
の
講
は
内
講
な
り
、
公
の
居
間
に
於
て
す
、
老
公
も
出

座
し
た
ま
へ
り
。
今
日
の
講
は
外
講
な
り
、
公
の
外
庁
に
出
席
し
た
ま
ふ
処
な
り
、
老
公
は
出

て
た
ま
は
ず
。
予
、
公
と
室
を
同
じ
く
す
、
公
正
面
し
予
傍
座
す
、
聴
衆
大
夫
以
下
皆
次
の
間

に
あ
り
、
所
謂
大
書
院
な
り
、
聴
者
百
余
人
な
り
。
講
の
前
後
、
公
皆
其
の
座
を
離
れ
て
、
礼

謝
の
言
あ
り
。
此
の
日
、
又
旅
館
に
於
て
詩
経
を
講
ず
、
聴
者
十
五
六
人
な
り
。

（
松
栄
山
に
遊
ぶ
）

重
陽
（
九
日
）、
先
づ
蘆
﨑
に
至
り
海
面
を
眺
望
す
。
而
後
、
酢
屋
平
右
衛
門
に
至
る
、・
・
・

相
見
て
酒
飯
を
供
す
。
酢
屋
よ
り
帰
り
、
午
時
、
又
松
栄
山
に
遊
ぶ
、
伊
織
、
文
哉
、
従
行
す
。

南

、
弥
六
、
讃
岐
屋
安
吉
導
を
な
せ
り
。
外
に
同
行
の
者
、
手
島
大
記
、
敬
蔵
、
鐵
蔵
及
び

従
者
数
人
な
り
。・
・
・
松
栄
山
は
旅
館
を
去
る
こ
と
一
里
半
な
り
。
道
、
碩
田
川
を
渡
る
、

山
に
二
先
公
の
廟
あ
り
、
始
祖
を
近
正
大
明
神
と
称
す
。
地
頗
る
幽
深
な
り
。
山
を
下
り
半
腹

を
過
ぎ
平
坦
の
処
あ
り
、
此
処
に
席
を
布
き
行
厨
を
開
け
り
。
眺
望
頗
る
佳
な
り
、
遠
く
は
海

面
及
び
隔
岸
の
諸
山
を
望
む
、
近
く
は
萩
原
、
原
、
高
松
の
諸
邑
、
目
下
に
歴
々
た
り
。・
・
・

夜
に
入
り
て
帰
着
せ
り
。

（
城
内
で
の
講
義
そ
の
他
）

十
日
、
城
に
入
っ
て
論
語
を
講
ず
、
初
講
の
例
の
如
し
。
講
終
り
て
老
侯
内
に
入
り
た
ま
ふ
。

平
井
十
兵
衛
余
を
留
め
て
公
前
に
於
て
談
話
せ
し
む
、
刻
を
移
し
て
辞
し
出
で
た
り
。・
・
・

十
一
日
、
午
時
散
歩
す
、
南

、
鐵
蔵
、
伊
織
、
與
、
同
行
す
。
春
日
祠
に
謁
し
、
公
の
別
館

を
観
、
又
市
中
に
入
り
讃
岐
屋
多
三
郎
が
家
を
訪
ふ
、
此
処
に
て
供
宴
あ
り
。・
・
・
此
の
日

日
入
っ
て
館
に
帰
れ
り
。
十
二
日
、
城
に
入
り
て
左
伝
を
講
ず
、
老
公
も
出
座
し
た
ま
へ
り
、

他
は
旧
例
の
如
し
。
十
三
日
、
此
の
日
、
人
の
為
に
杜
律
を
講
ず
、
聞
者
十
余
人
な
り
。
十
四

日
、
城
に
入
っ
て
論
語
を
講
ず
る
こ
と
旧
例
の
如
し
。
析
玄
の
講
、
此
の
日
卒
業
す
。
廣
瀬
鐡

之
助
日
田
よ
り
来
る
。
十
五
日
、
朝
飯
後
、
酢
屋
平
右
衛
門
が
家
に
至
り
其
の
楼
を
借
り
て
休

ひ
た
り
。
昨
日
日
田
よ
り
試
業
稿
を
贈
り
遣
は
せ
り
、
旅
館
は
応
接
い
そ
が
わ
し
う
し
て
之
を

披
閲
す
る
に
暇
な
し
、
故
に
酢
屋
を
借
れ
り
。
午
時
、
光
西
寺
の
招
に
赴
く
、
伊
織
、
文
哉
、
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鐵
蔵
、
板
井
玄
養
従
行
せ
り
、
院
主
円
琛
相
見
て
供
宴
を
設
く
。・
・
・
申
時
、
館
に
帰
れ
り
。

老
公
よ
り
上
原
荘
右
衛
門
を
使
と
し
て
生
魚
一
籠
を
賜
は
る
。・
・
・
十
六
日
、
未
時
、
城
に

入
り
左
伝
を
講
ず
る
こ
と
例
の
如
し
。
夜
、
旅
館
に
て
易
の
講
を
開
け
り
。

（
春
日
の
別
館
で
の
饗
応
）

十
七
日
、
公
よ
り
春
日
の
別
館
に
於
て
供
応
し
た
ま
ふ
由
命
あ
り
。
午
時
、
儒
官
竹
内
円
平
、

導
行
の
為
来
り
迎
へ
た
り
。南

同
行
す
。已
に
別
館
に
至
る
。公
も
亦
同
時
に
至
り
た
ま
へ
り
、

馬
に
乗
り
た
ま
ふ
。
扈
従
二
十
余
人
な
り
。
同
室
に
於
て
酒
及
び
飯
を
賜
は
る
。
南

、
十
兵

衛
も
亦
座
を
同
じ
う
す
。・
・
・
公
、
命
じ
て
網
を
挙
げ
し
む
、
魚
十
余
尾
を
得
た
り
、
是
を

筵
席
に
饗
し
、
猶
又
予
が
館
に
贈
ら
し
め
た
ま
ふ
。・・・
公
、
馬
場
に
於
て
馬
を
試
み
た
ま
ふ
、

予
諸
臣
と
道
傍
に
在
っ
て
観
看
す
。・
・
・
晩
に
及
ん
で
、
公
、
先
づ
帰
り
た
ま
ふ
。・
・
・
別

荘
、
海
面
を
眺
望
し
風
景
極
め
て
佳
な
り
。

（
城
内
で
の
講
義
、
咸
宜
園
月
旦
評
の
作
成
）

十
八
日
、
入
城
、
論
語
を
講
ず
る
こ
と
例
の
如
し
。・
・
・
夜
、
顕
蔵
、
治
郎
八
、
日
田
よ

り
来
る
。・
・
・
二
十
日
、
入
城
、
左
伝
を
講
ず
る
こ
と
例
の
如
し
。
此
の
日
、
木
戸
荘
三
郎
、

大
記
、
円
平
、
敬
蔵
、
鐵
蔵
、
旅
館
に
来
り
訪
ふ
。
公
よ
り
新
た
に
学
館
を
建
て
た
ま
ふ
に
よ

り
其
の
制
度
を
咨
詢
る
な
り
。
木
戸
は
文
武
監
と
云
ふ
職
を
掌
る
人
な
り
。
二
十
一
日
、
此
の

日
、
南

、
鐡
之
助
、
城
に
入
り
両
公
に
拝
謁
す
。
是
は
南

用
達
の
業
を
鐡
之
助
に
伝
ふ
る

こ
と
、
願
す
み
た
る
を
謝
す
る
な
り
。
鐡
之
助
に
旧
俸
十
口
を
賜
は
れ
り
、
南

は
隠
居
料
と

し
て
別
五
口
を
賜
は
れ
り
。
二
十
二
日
、
入
城
、
論
語
を
講
ず
る
こ
と
例
の
如
し
。
二
十
四
日
、

午
後
、
入
城
、
左
伝
を
講
ず
る
こ
と
例
の
如
し
。
既
に
し
て
公
引
見
あ
り
、
予
一
両
日
中
に
帰

郷
す
る
こ
と
を
聞
き
た
ま
ひ
、
願
は
く
ば
数
日
を
延
べ
論
語
里
仁
篇
の
講
を
畢
へ
ん
こ
と
を
乞

ひ
た
ま
へ
り
、
命
を
奉
ず
可
き
由
応
へ
た
り
。
城
よ
り
帰
路
、
岡
本
大
夫
の
招
に
応
ず
、
伊
織
、

南

、
鐡
之
助
も
亦
招
か
れ
て
来
れ
り
。・
・
・
夜
に
入
り
て
帰
れ
り
。
二
十
五
日
、
酢
屋
に

往
き
、
咸
宜
園
十
月
の
月
旦
評
を
作
る
、
既
に
成
り
て
顕
蔵
、
治
郎
八
を
召
し
て
之
に
与
へ
日

田
に
帰
ら
し
む
。・
・
・
大
記
学
監
に
任
じ
来
り
見
え
た
り
、
此
は
学
校
を
新
た
に
す
る
の
議

あ
る
に
よ
り
、
監
を
立
て
学
政
を
司
ら
し
む
可
き
こ
と
予
建
議
せ
り
、
因
っ
て
大
記
に
命
ぜ
ら

れ
た
り
。
二
十
六
日
、
入
城
、
論
語
を
講
ず
る
こ
と
例
の
如
し
。
公
よ
り
、
野
鴨
及
び
菓
を
賜

は
る
。・
・
・
此
の
日
、
鐡
之
助
日
田
に
帰
れ
り
。
二
十
七
日
、
入
城
、
論
語
を
講
ず
、
君
前

の
講
此
の
日
に
畢
れ
り
。

（
柞
原
八
幡
宮
に
参
詣
）

二
十
八
日
、
往
い
て
由
原
八
幡
宮
に
謁
す
。
旅
館
を
去
る
こ
と
一
里
半
な
り
。
南

、
伊
織
、

與
、
文
哉
、
安
吉
同
行
、
予
轎
に
乗
れ
り
。
生
石
、
駄
原
、
浜
市
を
過
ぎ
て
由
原
に
至
る
。
祠

の
貌
、
頗
る
古
奥
な
り
、
老
楠
あ
り
、
大
さ
数
十
囲
な
り
。
帰
路
、
別
路
を
過
ぎ
一
阪
に
到
る
、

平
右
衛
門
行
厨
を
齎
し
此
処
に
相
待
て
り
、
荊
を
班
き
て
飲
酌
す
。
此
の
地
海
面
よ
り
し
て
府

城
街
市
及
び
鶴
崎
諸
邑
を
眺
望
し
風
景
絶
佳
な
り
、
赤
関
の
大
坪
、
筑
前
の
大
休
、
大
村
の
宝

円
寺
、
其
の
景
致
畧
相
類
せ
り
、
未
だ
何
れ
か
勝
る
を
知
ら
ず
。

（
城
に
て
宴
を
賜
う
）

二
十
九
日
、
公
及
び
老
公
よ
り
小
姓
頭
桑
原
助
右
衛
門
を
使
と
し
て
金
及
び
衣
服
を
賜
は
れ

り
、
公
、
老
公
、
格
別
に
賜
あ
り
。
未
時
、
城
に
入
り
て
賜
を
拝
し
、
且
つ
別
を
告
げ
た
り
。

公
内
庭
に
於
て
相
見
あ
り
、
酒
飯
を
賜
ひ
自
ら
伴
食
し
た
ま
へ
り
、
又
盃
を
賜
は
れ
り
。
宴
饗

終
る
時
、
老
公
出
て
見
え
た
ま
ふ
、
乃
ち
辞
別
す
、
老
公
次
の
間
迄
送
り
た
ま
ふ
。
公
は
近
臣

と
共
に
外
庭
ま
で
送
り
た
ま
へ
り
。・
・
・
已
に
旅
館
に
帰
る
、
大
夫
以
下
、
来
り
別
る
る
も

の
数
十
人
に
及
べ
り
。

（
病
を
得
て
帰
日
を
延
期
）

十
月
朔
、
朝
飯
後
、
酢
屋
に
至
り
そ
の
楼
を
仮
り
て
休
息
せ
り
。
此
は
明
日
此
の
地
を
発
す

る
に
因
っ
て
、
来
り
別
る
る
者
、
昼
夜
と
な
く
絶
え
ず
。
甚
だ
応
接
に
苦
む
が
故
に
こ
れ
を
避

け
ん
が
た
め
な
り
。
酢
屋
に
て
午
飯
し
、
暮
に
海
上
に
散
歩
す
。
鐵
蔵
同
行
せ
り
。
夜
、
旅
館

に
帰
る
。
恙
あ
り
、
頭
痛
、
鼻
塞
、
悪
寒
胸
欝
す
。
蓋
し
応
接
甚
だ
多
く
、
精
神
困
倦
す
る
に

因
れ
り
。
伊
織
が
薬
を
服
す
、且
つ
上
に
告
ぐ
る
に
明
日
の
帰
り
を
延
ぶ
る
を
以
て
す
。
二
日
、

田
吹
玄
珠
来
り
て
病
を
診
す
、
其
の
薬
を
用
ひ
た
り
。
来
り
訪
ふ
者
多
し
、
皆
辞
し
て
見
え
ず
。

三
日
、
公
、
上
原
荘
右
衛
門
を
し
て
来
り
て
病
を
訪
は
し
む
、
又
田
吹
玄
珠
を
し
て
来
視
せ
し

む
。
此
の
日
、
與
を
日
田
に
帰
し
、
近
日
の
内
帰
郷
す
べ
き
こ
と
を
告
げ
し
む
。・
・
・
四
日
、

病
少
し
く
痊
え
た
り
。
客
を
謝
し
て
見
え
ず
。
五
日
、
益
々
痊
え
た
り
。
明
日
を
以
て
発
す
べ

き
に
定
ま
る
。
客
を
謝
し
て
見
え
ず
。
専
ら
行
装
を
治
め
た
り
。

（
帰
路
）

六
日
、
辰
時
、
府
内
を
発
す
。
伊
織
、
文
哉
及
び
僕
一
人
従
へ
り
。
送
っ
て
市
門
の
外
ま
で

来
る
者
数
十
人
、
大
記
送
っ
て
一
里
に
至
る
、
敬
蔵
、
鐵
蔵
以
下
凡
十
人
送
っ
て
賀
来
に
至
る
、

一
里
半
な
り
。
公
よ
り
桑
原
助
右
衛
門
を
使
と
し
て
此
処
ま
で
送
ら
し
め
た
ま
ふ
、
一
店
に
於

て
相
見
し
、
礼
を
な
せ
り
。
送
る
者
、
皆
此
処
よ
り
帰
る
。
午
時
、
一
の
僧
庵
に
投
じ
て
息
ひ

午
飯
せ
り
。
未
時
、
朴
木
に
達
し
里
正
の
家
に
宿
す
。
府
内
よ
り
四
里
な
り
。
余
、
病
後
遠
行
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を
憚
る
を
以
て
近
き
処
に
宿
を
定
め
た
り
。・
・
・
此
の
日
過
ぐ
る
所
の
路
、
皆
生
路
な
り
。

城
下
を
去
る
こ
と
一
里
内
外
、
地
形
空
濶
に
し
て
山
海
明
媚
な
り
、
気
象
大
藩
の
城
下
に
類
す
。

朴
木
は
山
谷
の
間
に
あ
り
、
極
め
て
陋
境
な
り
。

七
日
、
卯
時
、
朴
木
を
発
す
。
山
谷
の
間
を
行
く
こ
と
二
里
半
、
泉
水
あ
る
処
に
至
る
、
此

処
に
至
っ
て
始
め
て
来
時
の
路
な
り
。
来
時
は
別
府
に
舎
る
可
き
が
為
に
路
を
改
め
た
り
、
帰

時
の
過
ぐ
る
処
、
正
路
な
り
。
比
よ
り
行
く
こ
と
一
里
、
又
生
路
に
つ
く
。
此
れ
は
、
日
野
氏

が
宅
に
宿
せ
ん
が
為
に
路
を
改
む
る
な
り
。
石
松
村
に
至
り
午
飯
す
。
申
時
、
徳
野
河
原
の
日

野
茂
助
が
家
に
至
り
投
宿
す
。・
・
・
南

、
府
内
よ
り
至
り
同
宿
せ
り
、
此
れ
は
府
内
公
よ

り
一
价
を
以
て
予
の
帰
り
を
送
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
処
、
南

故
郷
に
事
あ
る
を
以
て
、
自
ら
請

う
て
其
の
役
に
任
じ
た
る
な
り
。
此
の
日
行
程
五
里
、
率
ね
無
人
の
境
多
し
。

八
日
、
辰
時
、
日
野
氏
を
発
す
。
行
く
こ
と
三
里
余
絶
え
て
村
落
な
し
。
日
野
春
育
と
云
ふ

医
師
の
家
に
至
り
て
午
飯
す
。・
・
・
其
の
家
を
出
て
行
く
こ
と
一
里
余
、・
・
・
申
時
、
伊
織

が
家
に
達
し
万
年
楼
に
宿
す
。・
・
・
此
の
日
行
程
五
里
、
皆
生
路
な
り
。

九
日
、
昧
爽
に
船
来
を
発
す
、・
・
・
平
川
に
至
り
合
屋
に
息
ふ
、・
・
・
代
太
郎
に
至
り
一

店
を
仮
り
て
午
飯
す
、
五
年
前
玖
珠
よ
り
帰
り
し
時
息
ひ
し
家
な
り
。・
・
・
未
だ
家
に
至
ら

ざ
る
こ
と
一
里
、
亨
、
来
迎
へ
た
り
、
已
に
し
て
塾
生
来
迎
ふ
る
者
相
継
げ
り
、
孝
之
助
も
亦

其
の
中
に
あ
り
。
申
時
、
家
に
達
す
。
家
内
平
安
な
り
、
宴
を
設
け
て
伊
織
、
文
哉
を
饗
す
。

石
舟
此
に
与
れ
り
。
家
を
出
て
し
よ
り
帰
る
ま
で
凡
三
十
八
日
な
り
。

（
旅
行
の
感
想
）

予
が
此
の
行
、
府
内
老
公
の
意
よ
り
出
た
る
こ
と
な
り
。
公
、
年
少
な
り
、
宜
し
く
始
を
謹

む
べ
し
と
な
り
。
国
に
儒
員
あ
れ
ど
も
名
望
な
し
、
且
つ
其
の
臣
下
に
し
て
軽
蔑
す
る
所
な
れ

ば
重
き
を
取
る
に
足
ら
ず
。
予
が
近
年
大
村
侯
の
聘
に
応
じ
、
且
つ
大
府
の
寵
命
を
被
り
し
こ

と
を
聞
か
せ
た
ま
ひ
、
徴
召
あ
り
し
な
り
。・
・
・
府
内
、
吾
が
郷
を
去
る
こ
と
二
十
一
里
、

阪
路
多
く
山
谷
無
人
の
境
多
し
、
景
状
陰
欝
に
し
て
心
目
を
暢
舒
す
可
き
処
な
し
。
大
村
の

三
十
七
里
に
比
す
る
に
、
却
っ
て
苦
労
を
覚
え
た
り
。
城
下
の
風
景
は
好
し
、
唯
多
事
に
し
て

遊
覧
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。」（
52
）

□
六
四
歳
（
弘
化
二
年
）

●
大
村
（
五
七
日
間
）

◯
大
村
藩
の
招
聘
の
際
に
、
翌
年
の
再
遊
の
約
束
を
し
て
お
り
、
そ
の
後
何
度
か
使
い
が
来

た
の
を
病
気
の
た
め
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
府
内
藩
に
赴
い
た
こ
と
を
聞
い
て
ま
た
使
い
が
来

た
た
め
、
こ
の
度
は
辞
退
が
出
来
か
ね
て
、
二
月
に
再
度
大
村
藩
に
赴
い
た
。
往
路
は
前
回
と

同
じ
道
を
た
ど
っ
て
大
村
に
往
っ
て
い
る
。
大
村
で
は
一
か
月
以
上
滞
在
し
、
五
教
館
で
講
義

す
る
ほ
か
大
村
侯
と
問
答
し
て
い
る
。
ま
た
一
日
、大
村
侯
に
従
っ
て
千
綿
溪
に
遊
ん
で
い
る
。

滞
在
す
る
間
、
再
び
長
崎
を
訪
れ
、
今
回
は
出
島
の
蘭
館
と
唐
館
の
見
学
を
果
た
し
て
い
る
。

帰
路
は
、
武
雄
よ
り
途
中
か
ら
唐
津
方
面
に
向
か
い
、
虹
ノ
松
原
を
過
ぎ
て
、
深
江
、
前
原
、

福
岡
、
大
宰
府
を
経
て
帰
っ
て
い
る
。

「（
往
路
）

二
月
廿
八
日
、
家
を
発
す
。・・・
石
舟
、
文
哉
、
予
に
従
行
す
、
茂
吉
と
云
ふ
も
の
僕
と
な
る
。

大
村
の
客
中
村
立
助
、
及
び
歩
卒
田
崎
喜
左
衛
門
、
立
助
が
僕
一
人
、
外
に
、
量
平
、
次
郎
八
、

藤
蔵
同
行
す
、
此
れ
は
予
が
従
者
に
は
非
ず
、
私
に
遊
ぶ
者
な
り
。
同
行
凡
そ
十
人
な
り
。
家

人
門
に
別
る
、
諸
親
族
六
出
に
別
る
、
孝
之
助
諸
門
人
と
送
っ
て
入
江
に
至
る
、
保
木
に
至
っ

て
午
飯
す
。・・・
熊
上
を
過
ぎ
て
・・・
千
束
町
を
過
ぎ
て
・・・
吉
井
に
達
し
東
光
寺
を
訪
ふ
。・・・

其
れ
よ
り
旅
店
に
至
る
。
諸
子
此
処
に
て
相
待
て
り
、
即
ち
四
年
前
宿
せ
し
泉
屋
な
り
。・
・
・

此
の
日
天
気
和
暖
、
桜
桃
梨
盛
に
開
く
、
長
谷
を
過
ぐ
る
時
鶯
声
四
方
に
聞
え
た
り
。

二
十
九
日
、
辰
時
、
吉
井
を
発
す
。
吉
井
よ
り
一
里
に
し
て
西
よ
り
来
る
者
あ
り
、
肥
前
の

学
生
、
始
め
て
日
田
に
遊
ぶ
者
な
り
、
途
中
な
が
ら
先
生
に
拝
謁
を
請
ふ
と
云
ふ
、
掛
橋
衡
平
、

千
住
吉
次
郎
、
元
村
玄
道
の
三
人
な
り
、・
・
・
三
子
曰
く
、
願
は
く
は
大
村
に
従
は
ん
、
荷

物
を
先
に
吉
井
ま
で
遺
せ
り
、
是
を
収
っ
て
後
よ
り
来
る
べ
し
と
て
別
れ
た
り
。・
・
・
追
分

駅
に
至
っ
て
午
飯
す
・
・
・
未
時
、
久
留
米
に
達
し
旅
店
に
宿
す
、
中
町
萬
屋
久
右
衛
門
と
称

す
る
者
な
り
。・
・
・
此
の
日
雨
に
遇
ひ
頗
る
困
め
り
。

晦
日
、
辰
時
、
久
留
米
を
発
す
。
和
田
一
平
送
っ
て
水
天
宮
に
至
っ
て
別
れ
た
り
。・
・
・

神
崎
駅
に
至
っ
て
午
飯
す
。
申
時
、
佐
嘉
に
達
し
、
中
町
角
屋
と
云
ふ
旅
店
に
宿
す
。
衡
平
よ

り
其
の
事
を
珮
川
に
報
ず
。・・・
珮
川
男
大
次
郎
を
し
て
来
り
訪
は
し
む
、
且
つ
酒
肴
を
贈
る
、

夜
に
入
り
て
珮
川
来
り
訪
ふ
、
為
に
飯
を
供
せ
り
。・・・
此
の
日
雨
な
し
、
然
れ
ど
も
風
厲
し
、

輿
窓
開
闔
し
て
止
ま
ず
。
午
前
少
し
く
頭
痛
胸
悪
の
症
あ
り
、
既
に
し
て
愈
え
た
り
。

三
月
朔
、
辰
時
、
佐
嘉
を
発
す
。・
・
・
小
田
駅
に
至
っ
て
午
飯
す
、
申
時
、
武
雄
に
達
し

大
村
屋
武
兵
衛
と
云
ふ
者
の
家
に
宿
す
。
此
の
日
、
風
益
々
厲
し
、
輿
窓
の
障
紙
、
吹
倒
さ
る

る
こ
と
頻
な
り
、
身
を
側
し
て
之
を
支
へ
て
坐
せ
り
。
夜
、
導
引
す
る
者
を
召
す
。

二
日
、
辰
時
、
武
雄
を
発
し
大
村
の
境
に
入
る
。・
・
・
未
時
、
彼
杵
に
達
し
旧
館
に
入
る
。
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夜
に
入
っ
て
片
山
龍
三
郎
来
見
ゆ
、・・・
上
命
に
て
供
応
あ
り
、
龍
三
郎
献
主
た
り
。
此
の
日
、

風
厲
し
き
こ
と
昨
の
如
し
。
途
中
瀉
下
三
行
小
便
難
渋
な
り
、
既
而
し
て
愈
ゆ
る
こ
と
を
得
た

り
。三

日
、
辰
時
、
彼
杵
を
発
す
、
龍
三
郎
導
行
す
。
歩
卒
道
を
は
ら
へ
り
。
松
原
の
客
館
に
至

り
て
午
飯
す
。・
・
・
放
虎
原
を
過
ぐ
る
に
桜
花
殆
ど
尽
き
た
り
、
此
処
は
桜
の
名
所
な
り
、

恨
む
ら
く
は
此
の
行
数
日
を
遅
く
し
た
り
。

（
大
村
城
下
）

未
時
、
城
下
に
達
し
、
旧
に
依
っ
て
鱗
苔
室
に
入
る
。・
・
・
福
田
順
助
、
宮
原
啓
蔵
、
松

尾
勝
左
衛
門
、
此
に
在
っ
て
相
迎
ふ
、
順
助
、
先
年
江
戸
に
在
り
、
今
始
め
て
相
見
す
、
当
時

学
館
の
監
察
た
り
。・
・
・
饗
宴
あ
り
、
順
助
献
主
と
な
る
。・
・
・
中
村
朝
太
、
命
ぜ
ら
れ
て

侍
史
と
な
り
来
侍
す
。・
・
・
此
の
日
、
天
気
清
明
に
し
て
風
な
し
。
四
日
、
来
見
る
者
多
し
、

大
抵
旧
識
な
り
。
公
よ
り
朝
永
周
平
を
使
と
し
て
来
り
館
せ
し
め
、
遠
来
の
労
を
謝
し
、
棘
鬣

二
尾
を
賜
ふ
。・・・
五
日
、
茂
吉
を
日
田
に
帰
す
。
艮
蔵
来
た
っ
て
予
と
同
居
せ
り
、
是
に
於
て
、

門
生
、
鱗
苔
室
に
留
ま
る
者
、
石
舟
、
文
哉
、
量
平
、
艮
蔵
、
次
郎
八
、
藤
蔵
、
衡
平
、
吉
次

郎
、
凡
そ
八
人
な
り
。

（
大
村
侯
に
千
年
館
に
て
謁
見
・
講
義
そ
の
他
）

六
日
、
未
時
、
往
い
て
公
に
謁
す
。
予
、
輿
に
乗
る
、
勝
左
衛
門
前
導
す
。
往
く
こ
と
八
九

丁
に
し
て
、
千
年
潟
の
別
館
に
至
る
、
千
年
館
と
称
す
、
前
遊
の
時
未
だ
至
ら
ざ
る
所
な
り
。

番
頭
、
式
台
に
迎
ふ
。・
・
・
近
臣
福
田
文
平
導
い
て
公
の
居
室
に
至
る
。
公
、
房
檻
の
上
ま

で
出
迎
へ
た
ま
ふ
、
同
じ
く
室
に
入
る
。
遠
路
再
遊
の
こ
と
を
謝
せ
り
、
茶
菓
を
賜
ひ
雑
話
数

件
に
及
ぶ
。・
・
・
帰
路
、
五
教
館
に
至
る
。・
・
・
千
年
館
は
海
面
を
眺
望
し
風
景
宜
し
き
処

な
り
。
七
日
、
公
よ
り
棘
鬣
二
尾
を
賜
ふ
。・・・
是
の
日
、
微
邪
に
感
ず
る
に
似
た
り
。
八
日
、

公
、
命
じ
て
召
す
。
未
時
、
千
年
館
に
至
る
、
橋
口
奥
左
衛
門
従
行
す
。
公
よ
り
迂
言
中
の
事
、

数
条
疑
問
あ
り
、
又
大
学
修
身
の
事
に
就
て
問
あ
り
。
退
い
て
後
、
対
問
一
則
を
綴
り
て
奉
れ

り
。・
・
・
十
一
日
、
未
時
、
千
年
館
に
往
く
、
橋
口
奥
左
衛
門
従
行
せ
り
。
公
命
に
よ
っ
て

左
伝
講
を
開
く
、
近
臣
陪
聴
す
る
者
数
人
な
り
。・
・
・
十
二
日
、
往
い
て
諸
要
人
を
訪
ふ
、

奥
左
衛
門
導
行
す
、
予
、
輿
に
乗
れ
り
。・
・
・
十
三
日
、
未
時
、
五
教
館
に
至
り
、
孟
子
を

講
ず
。
公
、
出
座
あ
り
、
藩
士
聴
者
百
余
人
、
昔
年
の
例
の
如
し
。・
・
・
夜
、
公
よ
り
使
を

以
て
雉
を
贈
り
た
ま
ふ
、
親
ら
猟
し
て
得
た
る
所
な
る
由
申
来
れ
り
。
十
四
日
、
公
命
に
よ
り

千
年
館
に
往
く
。
疑
問
数
条
あ
り
。
十
五
日
、
館
生
の
請
に
よ
り
て
、
鱗
苔
室
に
て
文
章
軌
範

を
講
ず
、
聴
者
十
余
輩
な
り
。
十
六
日
、
千
年
館
に
至
る
。
読
書
法
二
則
を
草
し
て
奉
る
。
又
、

疑
問
数
条
あ
り
、
左
伝
を
講
ず
る
に
及
ば
ず
。・
・
・
十
七
日
、
公
よ
り
使
を
以
て
近
作
の
詩

二
首
を
示
さ
る
、
筆
削
し
て
返
呈
す
。・
・
・
十
八
日
、
波
多
吉
郎
、
公
の
使
者
と
し
て
旅
館

に
来
る
、
明
日
千
綿
溪
に
遊
ば
ん
と
思
ふ
な
り
、
同
行
す
べ
き
や
と
、
因
っ
て
陪
遊
す
べ
き
由

答
へ
た
り
。
未
時
、
五
教
館
に
詣
っ
て
、
孟
子
を
講
ず
。
講
畢
っ
て
公
に
謁
す
、
途
中
作
る
所

の
詩
を
録
し
て
公
覧
に
入
れ
た
り
。

（
大
村
侯
に
従
い
千
綿
渓
に
遊
ぶ
）

十
九
日
、
卯
時
、
鱗
苔
室
を
発
す
、
勝
左
衛
門
、
朝
太
従
行
す
。
予
、
輿
に
乗
れ
り
。
辰
己

の
際
、
千
綿
に
至
る
、
四
里
な
り
。
皆
来
時
の
路
な
り
。
公
、
先
に
至
っ
て
一
館
に
息
ひ
た
ま

へ
り
、
此
処
に
て
謁
見
す
。
此
の
日
、
公
は
馬
に
乗
り
た
ま
へ
り
、
従
者
四
十
八
人
み
な
馬
に

乗
す
、
僕
従
を
合
せ
て
百
人
に
過
ぎ
た
り
。
予
は
轎
に
乗
れ
り
、
行
く
こ
と
遅
し
、
故
に
路
を

異
に
せ
り
。谿
に
四
十
八
潭
あ
り
、四
十
八
騎
は
其
の
数
に
擬
せ
ら
る
る
由
な
り
。千
綿
よ
り
東
、

山
間
に
入
る
、
是
よ
り
生
路
な
り
。
絶
険
に
し
て
馬
轎
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
、
皆
歩
行
せ
り
。
公
、

最
先
に
進
み
た
ま
ふ
、
予
、
勝
左
衛
門
、
朝
太
及
び
二
僕
と
其
の
後
よ
り
進
む
。・
・
・
此
の

日
頗
る
暄
暖
な
り
。
路
益
々
進
み
益
々
険
な
り
。
予
、
全
身
汗
流
る
る
こ
と
漿
の
如
し
、
困
苦

極
め
て
甚
し
。
行
く
こ
と
一
里
余
に
し
て
、
午
未
の
際
、
八
間
瀧
の
下
に
至
る
。
傍
ら
盤
石
多

し
、
其
の
処
に
幕
を
張
っ
て
休
息
す
。
大
抵
溪
の
勝
、
石
壁
峭
立
、
水
其
の
上
よ
り
濺
い
で
瀑

布
の
形
を
な
し
て
、
下
に
至
っ
て
潭
を
な
し
、
潭
水
溢
れ
て
溪
流
と
な
る
者
な
り
。
石
壁
の
形

奇
抜
、
瀑
布
の
状
、
又
従
っ
て
変
ず
、
実
に
奇
観
な
り
。
但
し
瀑
甚
だ
高
か
ら
ず
、
八
間
瀧
、

其
の
最
大
な
る
も
の
、
傍
ら
又
空
濶
な
り
、
溪
の
勝
殆
ど
此
処
に
尽
き
た
り
。
此
処
に
て
行
厨

を
開
き
、
流
觴
の
戯
あ
り
。
従
臣
詩
を
賦
し
歌
を
詠
ず
る
も
の
数
人
に
及
べ
り
。・
・
・
申
時
、

帰
路
に
赴
く
、
路
を
改
め
て
山
背
に
至
る
。
輿
馬
皆
此
処
に
在
っ
て
相
待
て
り
。
此
れ
は
坦
路

な
り
、
溪
の
観
に
は
絶
え
て
相
関
る
こ
と
な
し
。
日
入
っ
て
、
千
綿
里
正
の
宅
に
息
ふ
。
公
は

此
処
よ
り
舟
に
乗
し
て
帰
り
た
ま
ふ
。
予
、
甚
だ
疲
れ
た
り
、
請
う
て
里
正
の
宅
に
宿
す
。・・・

廿
日
、
辰
時
、
千
綿
を
発
す
。・
・
・
昨
日
の
来
路
を
経
て
、
午
時
、
鱗
苔
室
に
達
す
。・
・
・

公
よ
り
人
を
以
て
年
魚
を
賜
は
る
。

（
千
年
館
及
び
五
教
館
で
の
講
義
ほ
か
）

二
十
二
日
、
千
年
館
に
往
く
、
公
の
請
に
因
っ
て
唐
詩
選
を
講
ず
。
二
十
三
日
、
五
教
館
に

往
く
、
孟
子
を
講
ず
。
公
、
延
見
あ
り
、
自
作
の
詩
数
首
を
削
ら
し
む
。
二
十
四
日
、
公
よ
り

棘
鬣
を
賜
ふ
。・
・
・
館
生
の
請
に
因
っ
て
、
文
章
軌
範
を
講
ず
。
二
十
五
日
、
千
年
館
に
往
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く
、
詩
数
首
を
講
ず
。
公
よ
り
質
問
数
条
あ
り
。
退
い
て
答
を
草
し
て
此
を
奉
れ
り
。
二
十
六

日
、
日
田
の
月
旦
評
を
作
る
。
千
年
館
に
往
き
、
左
伝
を
講
ず
。
公
よ
り
質
問
数
条
あ
り
。
退

い
て
答
を
草
し
て
之
を
奉
る
。
二
十
八
日
、
五
教
館
に
往
い
て
、
孟
子
を
講
ず
。
公
、
延
見
し

て
遠
思
楼
集
中
の
詩
数
首
を
講
ぜ
し
む
。
夜
、
公
よ
り
便
を
以
て
鰕
三
尾
を
賜
は
る
。
四
月
朔

日
、
千
年
館
に
行
き
、
左
伝
及
び
赤
壁
の
賦
を
講
ず
。
是
よ
り
先
き
公
命
あ
り
、
田
園
楽
の
七

古
、
独
坐
幽
篁
裡
の
五
排
律
を
賦
せ
し
む
、
此
の
日
之
を
奉
る
。
三
日
、
五
教
館
に
往
き
、
孟

子
を
講
ず
。
公
、
延
見
し
て
作
る
所
の
詩
を
削
ら
し
む
、
疑
問
あ
り
、
退
い
て
答
を
草
し
て
之

を
奉
る
。
五
日
、
石
舟
長
崎
に
往
く
、
此
は
予
、
明
日
を
以
て
彼
の
地
に
遊
ば
ん
と
す
る
故
、

先
づ
往
い
て
其
の
事
を
、
吉
澤
雄
之
進
に
報
ぜ
せ
し
む
な
り
。・
・
・
先
日
よ
り
書
を
寄
せ
て
、

予
に
長
崎
の
遊
を
勧
む
、
故
に
先
づ
石
舟
を
遣
る
な
り
。
此
の
日
、
千
年
館
に
至
る
、
公
の
請

に
よ
り
て
、
琉
球
仏
蘭
西
往
復
の
書
簡
を
講
ず
。

（
長
崎
に
往
く
）

六
日
、
長
崎
に
行
く
、
奥
左
衛
門
導
行
す
、
文
哉
、
藤
蔵
従
行
す
、
僕
一
人
、
合
し
て
五
人

な
り
。
予
、
輿
に
乗
れ
り
、
他
は
歩
行
す
。
卯
時
発
す
、
場
戸
よ
り
舟
に
乗
り
、
伊
喜
力
に
着

す
。
海
上
安
穏
な
り
。・・・
伊
喜
力
に
て
朝
飯
し
、
洗
切
に
て
午
飯
し
、
未
時
、
長
崎
に
達
す
、

皆
熟
路
な
り
。
此
の
時
、
大
村
邸
経
営
の
事
あ
り
、
故
に
大
浦
に
至
り
、
山
口
善
右
衛
門
と
云

ふ
者
の
家
に
宿
す
、
大
浦
は
大
村
領
な
り
。・
・
・
主
人
よ
り
酒
を
供
す
。
夜
、
山
本
清
太
郎

来
訪
へ
り
。

（
長
崎
）

七
日
、
未
時
、
旅
館
を
出
づ
、
石
舟
、
藤
蔵
従
行
す
。
大
村
邸
に
至
り
中
尾
半
兵
衛
諸
子
に

見
え
、
遂
に
新
大
工
町
に
至
り
、
吉
澤
雄
之
進
を
訪
ふ
。・
・
・
予
を
留
め
て
酒
を
供
し
、・
・
・

一
宿
を
請
ふ
な
り
と
、
乃
ち
藤
蔵
と
僕
と
を
大
浦
に
帰
し
、
予
、
石
舟
と
留
宿
せ
り
。
新
大
工

町
は
大
浦
を
去
る
こ
と
殆
ど
一
里
な
り
、
因
っ
て
長
崎
の
市
中
を
略
一
覧
し
た
り
。

（
出
島
の
蘭
館
、
唐
館
を
見
学
）

八
日
、
往
い
て
唐
蘭
館
を
見
る
。
時
に
両
館
の
出
入
、
制
禁
極
め
て
厳
な
り
。
予
、
吉
澤
に

謀
り
、
其
の
従
隷
と
成
っ
て
彼
の
館
に
入
ら
ん
と
す
。
吉
澤
、
私
に
之
を
大
尹
に
請
う
て
許
可

有
り
し
・
・
・
卯
時
、
吉
澤
氏
を
辞
す
。
同
行
す
る
も
の
、
中
尾
半
兵
衛
、
尾
形
小
文
治
、
奥

左
衛
門
、
石
舟
、
文
哉
、
藤
蔵
、
及
び
大
村
用
達
品
川
謙
左
衛
門
、
奴
僕
を
合
し
て
十
余
人
な

り
。
与
力
吉
澤
雄
之
進
、
同
心
中
澤
市
兵
衛
、
導
を
な
せ
り
。
訳
師
及
び
両
組
数
人
従
行
せ

り
。
先
づ
蘭
館
に
至
る
。・
・
・
加
比
丹
椅
子
の
上
に
在
り
、
下
っ
て
礼
を
な
し
又
椅
子
に
上

る
。
来
賓
に
尽
く
椅
子
を
供
へ
て
之
に
上
ら
し
む
、・
・
・
加
比
丹
、
身
の
長
六
尺
余
、
極
め

て
魁
梧
な
り
、
年
は
四
十
余
な
る
べ
し
、
少
し
く
白
髪
あ
り
、
髪
縮
ん
で
申
び
ず
、
但
し
紅
髪

碧
瞳
と
聞
き
し
が
必
し
も
然
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
鼻
、
邦
人
に
比
す
れ
ば
少
し
く
高
し
、
兼
て

思
ひ
し
程
に
異
形
な
る
こ
と
は
な
し
。
忍
冬
酒
及
び
菓
子
を
出
し
て
饗
せ
り
。
問
答
数
次
に
し

て
辞
出
、・・・
既
に
し
て
唐
館
に
至
る
、
唐
訳
師
出
迎
へ
た
り
。
館
中
を
歴
覧
し
、
又
関
帝
廟
、

天
妃
の
祠
、
幽
霊
堂
の
類
を
徧
く
見
て
、
太
平
船
の
主
、
程
子
延
が
坊
に
来
り
て
少
し
く
息
へ

り
、
子
延
相
見
て
茶
菓
を
供
す
。
覧
終
り
て
出
づ
。
吉
澤
以
下
の
諸
人
、
及
び
大
村
の
邸
吏
と

別
れ
て
、
大
浦
の
館
に
帰
れ
り
。

（
蘭
館
、
唐
館
の
感
想
）

蘭
館
の
結
構
は
、
極
め
て
美
麗
な
り
。
障
子
皆
硝
子
を
以
て
是
を
作
る
、
玲
瓏
照
映
す
、
屋

宅
の
形
、
我
が
国
の
土
蔵
に
類
す
、
夏
は
堪
へ
が
た
し
と
思
は
る
、
聞
く
に
蘭
人
は
格
別
寒
暑

を
分
た
ぬ
者
な
り
と
。
此
の
時
孟
夏
な
る
に
服
は
極
め
て
薄
き
様
に
覚
ゆ
。
園
中
に
薬
草
を
多

く
種
え
た
り
、
其
の
中
に
日
本
の
み
に
産
す
る
者
、
部
を
分
っ
て
栽
え
た
り
、
帰
国
の
時
持
帰

る
な
る
べ
し
。

唐
館
は
蕪
雑
な
り
、
蘭
館
の
精
麗
な
る
に
及
ば
ず
。
境
内
は
甚
だ
広
し
、
中
に
街
巷
を
開
け

り
、
其
の
庖
中
を
も
観
た
り
、
又
寒
具
を
製
す
る
店
あ
り
、
寒
具
日
本
の
菓
子
に
比
す
れ
ば
中

下
品
な
り
。
漢
人
の
威
儀
及
び
堂
室
の
形
状
、
書
中
に
て
了
し
が
た
き
者
、
今
に
し
て
目
撃
す

る
こ
と
を
得
た
り
、
此
の
行
の
一
得
な
り
。・
・
・
筑
前
肥
前
大
村
は
異
国
防
御
の
こ
と
を
公

よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
故
に
両
館
も
、
心
得
の
為
一
覧
を
請
ふ
と
云
へ
ば
許
さ
る
る
な
り
。
然

れ
ど
も
、
旧
例
其
の
事
に
関
す
る
公
吏
に
は
必
ず
音
物
あ
り
、
此
の
度
も
大
村
に
は
許
多
の
費

え
あ
り
、
予
に
於
て
不
本
意
の
次
第
な
り
。
但
し
公
を
以
て
行
く
こ
と
な
れ
ば
、
出
入
番
所
に

て
検
察
を
加
へ
懐
中
を
探
る
等
の
こ
と
な
く
信
に
愉
快
な
る
こ
と
な
り
。

（
長
崎
）

九
日
、
雨
に
因
っ
て
出
で
ず
。
十
日
、
午
時
、
輿
に
乗
り
て
出
づ
、
石
舟
従
行
す
。・
・
・

大
村
邸
に
至
り
、
半
兵
衛
に
見
え
明
日
当
地
を
発
足
す
る
こ
と
を
言
へ
り
。・
・
・
吉
澤
氏
に

至
っ
て
別
を
告
ぐ
、
主
人
酒
を
供
す
、
時
を
移
し
て
辞
し
去
る
。

（
長
崎
よ
り
帰
る
）

十
一
日
、巳
時
、長
崎
を
発
す
。
清
太
郎
来
り
別
れ
た
り
。
午
牌
、洗
切
に
至
り
午
飯
す
。
申
時
、

伊
喜
力
に
達
し
舟
に
乗
る
。
初
は
海
上
穏
な
り
し
が
、
稍
に
し
て
風
厲
し
く
波
起
る
。
舟
、
簸

蕩
反
側
す
る
こ
と
、
昔
年
長
崎
よ
り
帰
り
し
時
と
相
同
じ
、
舟
城
脚
に
つ
く
。
予
、
奥
左
衛
門
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と
歩
行
し
て
鱗
苔
室
に
至
る
。
石
舟
、藤
蔵
は
舟
を
回
す
こ
と
十
余
丁
に
し
て
板
橋
に
着
け
り
、

是
は
城
脚
、
旅
人
の
岸
に
上
ぐ
る
こ
と
を
許
さ
ざ
る
故
な
り
。・
・
・
長
崎
往
返
凡
六
日
、
前

遊
と
同
じ
。
長
崎
に
再
び
遊
ぶ
こ
と
、
全
く
両
館
の
為
な
り
。
此
の
遊
已
に
遂
げ
た
り
、
此
の

後
又
遊
ぶ
の
期
な
か
ら
ん
。・
・
・
両
館
の
遊
び
遂
ぐ
る
と
雖
も
、
公
吏
傍
に
在
り
優
遊
歓
晤

す
る
こ
と
を
得
ず
。
又
幸
中
の
不
幸
な
り
。

（
千
年
館
の
講
義
、
送
別
の
宴
会
な
ど
）

十
二
日
、
千
年
館
に
至
り
公
に
謁
す
。
疑
問
数
条
あ
り
。
退
い
て
答
書
を
草
し
て
奉
る
。

十
三
日
、
五
教
館
に
至
り
孟
子
を
講
ず
る
こ
と
例
の
如
し
。
十
四
日
、
往
い
て
中
尾
半
兵
衛
を

訪
ふ
、
謙
吉
が
身
上
の
こ
と
に
付
き
彼
の
方
に
謀
る
こ
と
あ
り
、
之
を
議
す
る
な
り
。
十
五
日
、

千
年
館
に
至
り
公
に
謁
し
、
帰
郷
の
事
を
告
げ
て
辞
別
す
。
公
、
手
か
ら
時
服
を
賜
へ
り
。
此

の
日
鱗
苔
室
に
於
て
、
公
よ
り
送
別
の
宴
を
賜
は
る
、
門
生
も
亦
席
に
列
す
。・
・
・
夜
に
入

り
て
散
ぜ
り
。
十
六
日
、
五
教
館
諸
子
よ
り
餞
宴
を
設
け
て
、
陽
智
山
快
行
院
に
招
け
り
。
是

は
市
中
に
在
る
真
言
宗
の
寺
な
り
。
石
舟
、
朝
太
従
行
す
。
順
助
、
啓
蔵
献
主
た
り
。
館
生
会

す
る
者
、
二
十
余
人
、
酒
を
酌
み
詩
を
賦
す
。
院
の
僧
も
相
見
た
り
。
十
七
日
、
諸
家
に
至
っ

て
別
を
告
げ
た
り
。
十
八
日
、
公
よ
り
、
金
千
疋
、
鯨
肉
一
簀
を
賜
は
る
。・
・
・
館
生
よ
り

金
一
両
を
送
れ
り
。

（
帰
路
）

十
九
日
、
巳
時
、
大
村
を
発
す
。
中
村
立
助
之
を
送
る
。
従
行
す
る
者
、
石
舟
、
量
平
、
艮
蔵
、

文
哉
、
謙
初
、
次
郎
八
、
藤
蔵
、
衡
平
な
り
、
外
に
歩
卒
喜
左
衛
門
、
及
び
予
と
立
助
が
僕
各

一
人
、
合
し
て
十
三
人
な
り
。
予
、
立
助
、
輿
に
乗
る
、
他
は
歩
行
せ
り
。
福
田
順
助
、
君
命

を
奉
じ
て
彼
杵
迄
送
る
。
堀
田
藤
助
、
奥
左
衛
門
、
朝
太
は
門
外
に
て
別
れ
た
り
。
敬
蔵
、
雄

三
郎
、
寮
生
、
表
生
以
下
二
十
余
人
を
引
き
て
松
原
迄
送
っ
て
相
別
る
。・
・
・
未
時
、
彼
杵

に
達
し
、
旧
館
に
舎
る
。
夜
、
奥
左
衛
門
逐
う
て
来
り
同
宿
せ
り
。
此
の
日
天
気
清
明
な
り
。

二
十
日
、
辰
の
時
、
彼
杵
を
発
す
。
送
者
大
楠
ま
で
至
り
、
店
に
投
じ
て
飲
酌
し
、
此
処
に

て
尽
く
辞
し
去
れ
り
。
嬉
野
に
至
り
午
飯
す
。
申
時
、
武
雄
に
達
し
、
四
年
前
宿
せ
し
処
の
大

村
屋
に
至
り
投
宿
す
。
往
い
て
温
泉
に
浴
す
。

二
十
一
日
、
初
め
立
助
、
大
宰
府
菅
廟
に
謁
す
る
の
心
願
あ
り
、
此
の
行
筑
前
道
を
行
く
こ

と
を
請
ふ
。
因
っ
て
予
よ
り
彼
の
方
の
官
吏
に
請
ひ
、
道
程
を
其
の
通
り
に
定
め
た
り
。
大
村

よ
り
武
雄
迄
は
旧
路
な
り
、
此
の
日
よ
り
生
路
に
付
き
、
武
雄
よ
り
三
里
に
し
て
本
部
と
云
ふ

処
に
至
る
。
此
よ
り
御
領
な
り
・
・
・
又
一
里
に
し
て
大
川
野
と
云
ふ
所
に
至
り
午
飯
す
、
此

よ
り
唐
津
領
に
入
る
。
行
く
こ
と
二
里
に
し
て
德
須
恵
と
云
ふ
処
に
留
宿
す
。・
・
・
此
の
日

行
程
六
里
、
大
抵
担
路
な
り
。
大
川
野
よ
り
以
往
、
群
山
相
望
、
眺
望
遠
か
ら
ず
、
然
れ
ど
も

又
陰
欝
の
境
な
し
。
此
の
日
天
気
清
明
な
り
。

二
十
二
日
、
辰
時
、
德
須
恵
を
発
す
。
三
里
廿
五
丁
に
し
て
濱
崎
に
至
り
午
飯
す
。・
・
・
又
、

三
里
五
丁
に
し
て
深
江
に
至
り
小
倉
屋
と
云
ふ
旅
店
に
宿
す
。・
・
・
松
浦
川
を
渡
り
、
濱
崎

に
向
ふ
と
き
虹
林
を
歴
る
、
林
の
長
さ
一
里
に
過
ぐ
、
予
が
経
行
す
る
所
は
十
丁
程
な
り
。
林

中
よ
り
首
を
回
し
て
林
の
全
景
を
望
み
、
又
唐
津
の
城
郭
人
居
を
観
る
、
松
林
稗
海
映
帯
し
て

画
の
如
し
。
筑
前
城
下
の
景
に
比
す
る
に
、
転
々
勝
る
こ
と
を
覚
ゆ
。
此
の
行
、
若
く
は
唐
津

城
下
に
出
で
て
虹
林
を
あ
ま
ね
く
過
ぐ
る
時
は
、
行
程
一
里
を
遠
く
す
、
故
に
彼
に
至
ら
ず
。

此
に
至
っ
て
、
始
め
て
之
を
悔
ゆ
れ
ど
も
、
及
ぶ
こ
と
な
し
。・
・
・
途
中
よ
り
所
謂
鏡
山
を

望
め
り
。
深
江
に
近
づ
く
と
き
、
瀕
海
の
望
み
亦
極
め
て
佳
な
り
。
是
の
日
、
天
気
清
明
な
り
。

二
十
三
日
、
辰
時
、
深
江
を
発
す
。
二
里
に
し
て
前
原
に
至
る
。
此
よ
り
四
十
八
年
前
、
昭

陽
遥
先
生
に
従
っ
て
来
遊
せ
し
処
な
り
。・
・
・
二
里
に
し
て
今
宿
に
至
る
。
亀
井
源
吾
を
訪

ふ
。
其
の
妻
小
琴
も
亦
相
見
た
り
。・
・
・
小
琴
名
は
友
、
予
が
筑
に
遊
学
せ
し
時
生
れ
今
年

四
十
八
な
り
。
小
琴
亦
老
い
た
り
。
又
一
里
に
し
て
姪
浜
に
至
り
駅
亭
を
借
り
て
午
飯
す
。・・・

一
里
に
し
て
福
岡
に
至
り
、
亀
井
鐵
次
郎
を
訪
ひ
、
其
の
北
堂
に
も
相
見
え
た
り
、
又
寝
廟
に

入
り
南
溟
、
昭
陽
二
師
の
神
位
を
拝
す
。・
・
・
又
一
里
に
し
て
博
多
に
至
り
、
東
町
豊
後
屋

と
云
ふ
家
に
投
宿
す
。
既
に
し
て
大
賀
甚
之
允
、
野
上
宗
次
郎
、
三
原
一
郎
、
聖
福
寺
龍
岩
、

宮
本
春
丁
、
前
後
に
来
っ
て
旅
館
に
候
す
。・
・
・
春
丁
、
宗
次
郎
酒
肴
を
贈
る
、
与
に
飲
ん

で
夜
半
に
至
れ
り
。・
・
・
是
の
日
過
ぐ
る
所
、
昔
遊
の
地
多
し
、
懐
旧
の
感
に
堪
へ
ず
。
是

の
日
天
気
清
明
な
り
。

二
十
四
日
、
卯
辰
の
際
、
博
多
を
発
す
。
大
賀
甚
之
允
、
野
上
宗
次
郎
は
送
っ
て
大
宰
府
に

至
る
。・
・
・
午
時
、
大
宰
府
に
達
す
、
同
行
の
徒
皆
祠
前
の
店
に
休
ふ
。
予
、
甚
之
允
、
宗

次
郎
と
執
行
坊
に
至
る
。・
・
・
往
い
て
菅
祠
に
謁
し
、
帰
っ
て
執
行
坊
に
憩
ふ
、
主
人
酒
飯

を
供
す
。
未
牌
に
及
ん
で
発
す
。
博
多
の
二
子
、
別
れ
去
れ
り
。
既
に
し
て
雨
ふ
る
、
時
を
経

て
益
々
甚
し
、
途
上
頗
る
困
め
り
。
夜
に
入
り
て
甘
木
に
達
し
、
肥
前
屋
と
云
ふ
家
に
投
宿
す
。

二
十
五
日
、
卯
辰
の
間
、
甘
木
を
発
す
。
途
中
雨
や
む
。
鴟
羽
を
過
ぎ
て
・
・
・
久
喜
宮
に

至
る
・
・
・
杷
木
に
至
っ
て
午
飯
す
。・
・
・
関
を
過
ぎ
て
・
・
・
萩
尾
阪
に
至
る
・
・
・
友

田
に
至
る
、
範
治
、
孝
之
助
、
諸
塾
生
と
出
迎
ふ
。
申
時
、
棣
園
が
宅
に
達
す
、
是
の
日
新
築

成
っ
て
賀
筵
あ
り
、
予
を
留
め
て
之
に
与
ら
し
む
。
鐡
之
助
、
吾
八
諸
家
人
と
相
見
ゆ
。
日
暮



七
〇

家
に
達
し
、
酒
食
を
設
け
て
立
助
以
下
十
人
を
供
す
。
家
を
発
せ
し
よ
り
此
に
至
っ
て
五
十
七

日
な
り
。

（
旅
行
の
感
想
）

大
村
の
再
遊
、人
境
両
な
が
ら
熟
せ
り
。君
侯
・・・
此
の
度
は
四
旬
に
亘
り
て
奉
陪
せ
し
故
に
、

頗
る
言
を
尽
す
こ
と
を
得
た
り
、
侯
の
好
学
の
志
は
前
後
替
る
こ
と
な
し
、
邦
君
の
中
に
は
稀

な
る
べ
し
。・
・
・
大
夫
以
下
の
応
接
、
前
後
殊
な
る
こ
と
な
し
・
・
・
前
遊
は
再
遊
を
期
す
、

故
に
別
離
の
情
あ
さ
し
。
後
遊
は
再
び
す
る
の
日
な
き
を
知
る
、
発
す
る
に
臨
ん
で
并
洲
故
郷

の
感
に
堪
へ
ざ
る
也
。
此
の
行
、
唐
蘭
館
を
観
る
、
一
得
な
り
。
虹
林
を
観
る
、
二
得
な
り
。

旧
遊
の
人
を
訪
ふ
、
三
得
な
り
。
筥
崎
よ
り
唐
津
に
至
る
ま
で
十
余
里
瀕
海
の
地
、
皆
絶
景
な

り
、
瀟
湘
、
山
陰
も
相
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
と
覚
ゆ
。
唯
淹
留
遊
観
す
る
こ
と
を
得
ず
、
遺
憾

な
り
。
後
年
万
に
一
も
良
縁
あ
ら
ん
に
は
再
遊
の
願
ひ
浅
か
ら
ず
。」（
53
）

●
府
内
（
大
分
）（
三
〇
日
間
）

◯
五
月
、
昨
年
の
府
内
行
の
際
、
新
し
く
建
て
る
藩
校
の
為
に
再
度
の
招
聘
を
請
わ
れ
て
い

た
た
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
再
度
府
内
に
赴
く
。
往
路
は
、
森
城
下
、
並
柳
に
宿
泊
し
て
府
内
に

到
着
し
て
い
る
。
府
内
で
は
、
城
内
で
府
内
侯
及
び
老
公
に
講
義
し
、
新
し
く
で
き
た
藩
校
で

講
義
し
て
い
る
。
府
内
に
は
二
五
日
留
ま
っ
て
い
る
が
、
滞
在
途
中
数
日
病
気
を
し
て
い
る
。

帰
路
は
、
並
柳
、
森
城
下
に
宿
泊
し
て
帰
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
、
別
府
温
泉
に
旅
行
を

し
て
い
た
弟
の
南

の
妻
は
、
病
気
を
発
し
別
府
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

「
五
月
四
日
、去
年
府
内
を
去
る
と
き
、彼
方
よ
り
の
請
あ
り
。
明
年
は
学
校
を
建
つ
る
な
り
、

何
卒
来
り
て
学
政
を
建
立
し
給
は
る
べ
し
と
。
今
春
学
校
既
に
成
れ
り
。
而
る
に
予
大
村
の
行

あ
り
、
帰
家
の
上
参
る
べ
き
由
、
答
へ
た
り
。

（
往
路
）

六
日
、
家
を
発
し
て
府
内
に
往
く
。・
・
・
伊
織
、
萊
蔵
従
行
す
、
磯
吉
僕
と
な
る
。
竹
内

量
平
塾
に
在
り
、府
内
の
使
臣
と
な
り
幾
右
衛
門
を
帥
ゐ
て
導
行
す
。
合
し
て
六
人
な
り
。
余
、

輿
に
乗
れ
り
、
他
は
歩
行
す
。
家
人
棣
園
が
門
迄
送
る
、
範
治
、
孝
之
助
、
諸
門
人
を
引
い
て

中
城
の
村
口
迄
送
る
。
戸
畑
に
至
り
、
秋
吉
元
立
が
家
に
息
ふ
、・
・
・
元
立
よ
り
酒
飯
を
供

す
。・
・
・
此
の
日
、
南

が
妻
及
び
棣
園
夫
妻
、
鉄
輪
の
温
泉
に
浴
せ
ん
と
し
て
家
を
発
し
、

予
と
同
時
に
戸
畑
に
達
し
、
元
立
が
家
に
て
相
見
え
又
辞
別
し
去
れ
り
。
此
の
日
、
森
城
下
に

達
し
、
塩
屋
平
兵
衛
と
云
者
の
家
に
宿
す
。
夜
、
園
田
保
酒
肴
を
携
へ
て
来
り
訪
へ
り
。・
・
・

此
の
日
少
し
く
雨
あ
り
。

七
日
、
卯
時
、
森
を
発
す
。
行
く
こ
と
二
里
半
に
し
て
截
塞
に
至
る
、
森
よ
り
截
塞
ま
で
生

路
な
り
、
此
よ
り
皆
去
年
過
ぐ
る
処
な
り
。
今
宿
に
て
午
飯
し
、
並
柳
に
至
っ
て
里
正
良
八
が

家
に
宿
す
。
去
年
午
憩
せ
し
所
な
り
。・
・
・
此
の
日
雨
な
し
、
夜
中
に
蚊
多
き
に
困
め
り
。

（
府
内
城
下
）

八
日
、
卯
時
、
並
柳
を
発
す
、
四
里
に
し
て
朴
木
に
至
り
去
年
投
宿
し
た
家
に
憩
ふ
。
其
れ

よ
り
一
里
、
赤
野
に
至
り
午
飯
す
。
臼
杵
領
な
り
。
賀
来
に
至
る
、
手
島
大
記
、
府
内
侯
よ
り

の
使
者
と
し
て
来
り
迎
ふ
、
敬
蔵
、
鐵
蔵
、
董
次
も
来
れ
り
。
城
下
に
達
す
、
酢
屋
平
右
衛
門

来
り
迎
へ
、
導
い
て
其
の
家
に
至
り
留
宿
せ
し
む
。
此
の
度
は
酢
屋
を
以
て
客
館
と
定
め
ら
れ

た
る
由
な
り
。・
・
・
既
に
し
て
平
井
十
兵
衛
、
公
の
使
と
な
り
、
上
原
荘
右
衛
門
、
老
公
の

使
と
な
り
、
来
た
り
労
へ
り
。
此
の
日
雨
多
く
し
て
晴
少
な
し
。
此
の
行
、
合
し
て
廿
一
里
、

日
田
よ
り
府
内
に
往
く
の
正
路
な
り
、
去
年
は
往
返
共
に
路
を
枉
げ
た
り
。

（
府
内
侯
及
び
老
公
に
謁
見
）

九
日
、
岡
本
主
馬
、
樋
口
荘
作
来
り
見
え
た
り
。
未
時
、
城
に
入
る
、
量
平
従
行
す
。
大
記

玄
関
に
出
迎
へ
た
り
。
公
、二
間
を
出
て
迎
へ
た
ま
ふ
。
既
に
し
て
内
に
入
る
。
老
公
及
び
公
、

同
室
に
在
り
。
余
、
次
の
間
よ
り
拝
を
な
せ
り
。
十
兵
衛
儀
を
助
く
、
茶
及
び
寒
具
を
賜
は
る
。

帰
る
時
、
十
兵
衛
、
大
記
、
式
台
ま
で
送
る
。
帰
路
、
学
館
に
至
る
、
今
年
新
に
作
る
処
な
り
、

畳
の
数
六
十
余
畳
か
と
覚
ゆ
。

（
新
設
の
藩
校
及
び
城
内
で
の
講
義
ほ
か
）

十
日
、
卯
時
、
学
館
に
至
る
。
是
の
日
雨
ふ
る
。
予
、
輿
に
乗
れ
り
、
此
の
邦
の
旧
例
、
国

君
よ
り
外
、
城
中
に
て
輿
に
乗
る
者
な
し
と
ぞ
。
館
の
制
、
上
段
に
小
室
三
あ
り
、
中
室
聖
像

を
安
ん
ず
、
画
像
な
り
。
右
室
二
公
の
座
な
り
、
左
室
講
師
の
座
な
り
。
下
段
の
諸
室
あ
り
、

聴
衆
其
の
内
に
散
在
す
。・
・
・
聴
衆
二
百
人
に
近
し
、
論
語
を
講
ず
。
講
畢
っ
て
二
公
、
城

に
帰
り
た
ま
ふ
。
予
は
館
に
留
り
て
、
輪
読
輪
講
を
検
し
て
而
後
帰
れ
り
。

十
一
日
、
寓
居
に
於
て
荘
子
を
講
ず
。
聴
衆
十
余
人
な
り
。
未
時
、
城
に
入
る
、
二
公
相
見

て
詩
経
を
講
ぜ
し
む
、
小
雅
鹿
鳴
之
什
を
講
ず
、
聴
者
十
余
人
な
り
。

十
二
日
、卯
時
、学
館
に
至
る
、二
公
座
に
臨
め
り
。
論
語
を
講
ず
る
こ
と
前
例
の
如
し
。
又
、

輪
読
を
試
む
。
帰
路
、
南

が
居
に
過
る
、
午
飯
を
供
す
。・
・
・
午
時
、
城
に
入
る
、
老
公

の
請
に
因
っ
て
史
記
孫
子
の
伝
を
講
ず
、
老
公
の
居
室
に
於
て
す
、
侍
臣
陪
聴
す
る
者
二
人
な

り
。
日
暮
、
南

、
伊
織
、
萊
蔵
、
平
右
衛
門
と
海
浜
に
散
歩
す
。
夜
、
予
疾
あ
り
、
霍
乱
に

類
す
、
暴
瀉
数
行
に
及
べ
り
。
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十
三
日
、
暴
瀉
や
む
と
云
へ
ど
も
困
憊
甚
し
く
胸
塞
が
り
て
食
は
ず
。
田
吹
玄
珠
の
薬
を
服

す
。
二
公
よ
り
手
島
大
記
を
使
と
し
て
疾
を
訪
は
し
め
た
ま
ふ
。
十
四
日
、
病
少
し
く
痊
ゆ
る

こ
と
を
得
た
り
。
両
公
よ
り
大
記
を
使
と
し
て
来
訪
は
し
め
、
且
つ
魚
を
賜
へ
り
。
十
五
日
、

病
益
々
痊
え
た
り
。

十
六
日
、
午
時
、
城
に
入
る
、・
・
・
此
の
日
、
奥
に
於
て
史
記
信
陵
君
が
伝
を
講
ず
、
表

に
て
論
語
を
講
ず
。
講
終
っ
て
老
公
は
内
に
入
ら
せ
た
ま
ふ
、
公
猶
座
に
あ
り
、
諸
生
の
孟
子

を
輪
講
す
る
を
聞
き
た
ま
ふ
、
量
平
、
鐵
蔵
会
頭
た
り
、
予
は
側
に
在
っ
て
之
を
監
す
。

十
七
日
、
城
に
入
り
詩
経
を
講
ず
、
両
公
出
座
例
の
如
し
。
夜
、
旅
館
に
て
市
人
の
為
に
論

語
を
講
ず
、
聴
衆
廿
余
人
な
り
。

十
八
日
、
学
館
に
至
り
論
語
を
講
ず
、
両
公
出
座
あ
り
。
夜
、
旅
館
に
て
論
語
を
講
ず
。

十
九
日
、
旅
館
に
て
荘
子
を
講
ず
。
城
に
入
り
て
尚
書
の
伊
訓
、
大
甲
両
篇
を
講
ず
、
両
公

出
座
あ
り
。
夜
旅
館
に
て
論
語
を
講
ず
。
是
よ
り
毎
夕
例
の
如
し
。
此
の
日
、
伊
織
、
棣
園
を

伴
う
て
別
府
に
行
く
。

廿
日
、
学
館
に
至
り
論
語
を
講
ず
、
両
公
出
座
、
講
終
っ
て
素
読
を
授
く
る
者
を
検
す
。
未

時
、
城
に
入
っ
て
老
公
の
為
に
礼
記
の
表
記
を
講
ず
。
講
終
っ
て
、
又
公
の
室
に
至
る
、
食
を

賜
ふ
、
公
自
ら
伴
食
し
た
ま
ふ
、
食
終
っ
て
酒
を
賜
ふ
。
老
公
も
亦
出
座
あ
り
、
両
公
皆
予
と

献
酬
し
賜
ふ
、
侍
臣
数
輩
陪
飲
す
。
時
を
移
し
て
帰
れ
り
。

二
十
一
日
、
荘
子
を
講
ず
。
此
の
日
、
南

別
府
に
行
く
、
其
の
妻
初
め
鉄
輪
に
入
湯
し
、

夫
よ
り
鶴
見
に
転
ぜ
し
処
、
彼
方
に
て
病
を
得
た
り
、・
・
・
是
に
於
て
行
い
て
之
を
省
せ
り
。

此
の
日
城
に
入
っ
て
、
老
公
の
為
に
尚
書
の
大
甲
、
咸
有
一
徳
の
二
篇
を
講
ず
、
公
も
亦
与
聞

き
た
ま
へ
り
。

廿
二
日
、
学
館
に
入
っ
て
、
論
語
を
講
ず
、
両
公
出
座
あ
り
。
先
日
よ
り
磯
吉
別
府
に
行
い

て
病
人
に
侍
す
、此
の
日
帰
り
来
っ
て
、南

妻
の
病
益
々
重
き
こ
と
を
報
ず
、痢
病
の
症
な
り
。

廿
三
日
、
城
に
入
り
尚
書
の
説
命
三
篇
を
講
ず
、
両
公
皆
聴
き
た
ま
へ
り
。
此
の
日
、
旅
館

に
て
病
を
得
た
り
、
下
痢
数
行
、
夜
心
胸
苦
満
、
号
叫
し
て
暁
に
徹
せ
り
。

廿
四
日
、
病
に
因
っ
て
出
で
ず
。
田
吹
玄
珠
が
薬
を
服
せ
り
。・
・
・
廿
五
日
。
病
昨
の
如

し
。
廿
六
日
、
病
昨
の
如
し
。・・・
廿
七
日
、
公
よ
り
小
川
春
陸
を
使
と
し
て
病
を
訪
は
し
め
、

且
つ
針
治
を
施
せ
り
。

二
十
九
日
、
病
痊
え
た
り
。
城
に
入
っ
て
尚
書
の
無
逸
を
講
ず
、
両
公
同
じ
く
聴
き
た
ま
へ

り
。
晦
日
、
学
館
に
至
り
論
語
を
講
ず
、
両
公
出
座
。
城
に
入
り
礼
記
の
学
記
を
講
ず
、
老
公

聴
き
た
ま
ふ
。

（
府
内
侯
よ
り
衣
服
・
酒
食
等
を
賜
る
）

六
月
朔
、
城
に
入
っ
て
辞
別
す
。
公
、
相
見
て
手
か
ら
時
服
を
賜
は
る
、
又
食
を
賜
ふ
、
自

ら
伴
食
し
た
ま
へ
り
、
食
終
っ
て
酒
を
賜
ふ
、
老
公
も
出
座
あ
り
、
皆
予
と
献
酬
あ
り
、
侍
臣

数
輩
陪
飲
す
。
予
辞
し
出
づ
る
時
、
公
、
第
三
の
間
迄
送
り
た
ま
へ
り
。
帰
路
、
岡
本
、
樋
口
、

平
井
、
戸
田
、
及
び
大
記
、
敬
蔵
の
家
に
至
っ
て
別
を
告
げ
た
り
。
已
に
帰
る
。
暮
に
及
ん
で
、

両
公
よ
り
木
戸
荘
右
衛
門
を
使
と
し
て
金
及
び
衣
服
を
賜
は
れ
り
。
此
の
日
、
公
邸
よ
り
余
膳

を
贈
れ
り
、
同
館
の
人
と
同
飲
、
大
記
以
下
数
人
こ
れ
に
与
れ
り
。
此
の
日
、
南

別
府
に
往

い
て
妻
の
疾
を
省
す
。
二
日
、
是
の
日
、
店
主
よ
り
公
命
を
以
て
酒
膳
を
供
す
。

（
帰
路
）

三
日
、
辰
時
、
府
内
を
発
す
。
阿
部
鐵
蔵
、
公
命
を
以
て
予
を
日
田
に
送
る
。
歩
卒
永
峯
卯

兵
衛
従
へ
り
。
予
に
従
ふ
者
は
、
萊
蔵
と
僧
泰
全
な
り
、
外
に
米
吉
と
云
ふ
僕
、
府
内
の
人
に

て
従
へ
り
。
伊
織
は
別
府
に
在
っ
て
妹
の
疾
を
看
護
し
磯
吉
も
之
に
従
ふ
。・
・
・
来
り
別
る

る
者
多
し
、
皆
街
口
に
至
っ
て
別
れ
た
り
。
大
記
、
公
命
を
奉
じ
て
賀
来
ま
で
送
る
。
敬
蔵
、

董
次
も
私
に
来
れ
り
。
此
の
日
、
雨
水
漲
り
て
賀
来
川
を
舟
に
て
渡
れ
り
、
川
邊
に
て
三
子
と

別
る
。
既
に
し
て
風
雨
大
に
作
る
。
朴
木
に
至
る
と
き
風
雨
ほ
ぼ
や
む
、
此
処
に
て
午
飯
し
、

並
柳
に
至
り
、
良
八
が
宅
に
宿
す
。
此
の
日
、
府
内
を
発
す
る
と
き
既
に
雨
ふ
る
、
諸
人
予
が

行
を
止
む
、然
れ
ど
も
先
触
れ
既
に
出
づ
る
を
以
て
止
ま
ら
ず
。果
し
て
途
中
に
て
困
め
り
。・・・

又
、
朴
木
よ
り
油
布
山
の
下
に
至
る
迄
の
裡
に
長
林
あ
り
、
往
来
倶
に
鶯
声
を
聴
く
こ
と
多
し
。

四
日
、
朝
に
並
柳
を
発
す
。・
・
・
截
塞
に
至
っ
て
午
飯
す
。
未
時
、
森
城
下
に
達
す
、
来

時
宿
せ
し
家
に
宿
す
。・・・
夜
、
島
崎
文
叔
、
園
田
保
、
旅
店
に
来
訪
ひ
倶
に
小
飲
す
。
萊
蔵
、

辞
し
て
其
の
家
に
帰
れ
り
。
此
の
日
、
途
中
少
し
く
雨
あ
り
。

五
日
、
卯
時
、
森
を
発
す
。・
・
・
大
清
水
に
至
っ
て
午
飯
す
。・
・
・
未
時
、
家
に
達
す
。

艮
蔵
先
づ
迎
ふ
、
既
に
し
て
範
治
、
孝
之
助
、
諸
子
を
率
ゐ
て
迎
へ
た
り
。・
・
・
夜
、
饗
を

設
け
て
、
鐵
蔵
以
下
同
行
の
者
を
饗
す
。
家
を
出
で
し
よ
り
帰
る
ま
で
合
し
て
三
十
日
な
り
。

（
旅
行
の
感
想
）

府
内
の
再
遊
は
、
学
校
新
に
建
つ
を
以
て
な
り
。
前
遊
を
去
る
こ
と
纔
に
半
年
余
な
り
、
故

に
格
別
云
ふ
べ
き
こ
と
な
し
。
此
の
行
、
も
と
暑
を
畏
れ
し
が
、
幸
に
し
て
梅
霖
未
だ
晴
れ
ず
、

暑
は
甚
し
き
に
至
ら
ず
。
病
に
臥
す
こ
と
両
度
、
合
し
て
八
日
な
り
、
然
れ
ど
も
甚
し
き
に
至

ら
ず
。
病
日
を
除
く
外
は
城
に
入
り
学
館
に
至
り
君
前
に
於
て
講
論
す
る
こ
と
虚
日
な
し
。
生



七
二

来
大
人
に
接
見
す
る
こ
と
の
多
き
こ
と
是
に
至
っ
て
極
れ
り
。」（
54
）

□
七
三
歳
（
嘉
永
七
年
）

●
肥
前
田
代
（
五
日
間
）

◯
一
月
、
池
田
代
官
に
誘
わ
れ
て
肥
前
田
代
に
赴
く
。
こ
れ
は
、
長
崎
で
ロ
シ
ア
と
の
外
交

交
渉
を
終
え
て
帰
る
勘
定
奉
行
川
路
聖
謨
に
謁
見
す
る
た
め
で
あ
る
。川
路
聖
謨
に
会
っ
た
後
、

大
目
付
筒
井
正
憲
と
も
会
見
し
て
い
る
。

川
路
聖
謨
は
、
も
と
羽
倉
代
官
の
家
臣
内
藤
吉
兵
衛
の
子
と
し
て
日
田
で
生
ま
れ
、
江
戸
に

移
っ
た
の
ち
川
路
三
左
衛
門
の
養
子
と
な
り
、
の
ち
勘
定
奉
行
と
な
っ
た
人
で
、
長
崎
で
の
交

渉
に
往
く
途
中
、
池
田
代
官
の
元
占
で
あ
る
叔
父
（
姉
が
聖
謨
の
母
に
当
た
る
）
の
高
橋
古
太

夫
に
会
っ
た
際
、
帰
路
に
淡
窓
に
会
い
た
い
と
語
っ
た
た
め
会
見
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

淡
窓
は
、こ
の
会
見
を
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。（
淡
窓
の
日
記『
甲
寅
新
暦
』

（
漢
文
）
よ
り
読
み
下
し
）

「
一
月
二
十
二
日
、
田
代
に
往
く
。
初
め
御
勘
定
奉
行
川
路
左
衛
門
尉
、
県
吏
高
橋
子
と
親

あ
り
、
其
の
長
崎
に
赴
く
に
高
橋
路
に
於
て
迎
へ
、
話
次
予
に
及
ぶ
。

（
往
路
）

此
に
至
っ
て
、
蕃
使
応
接
の
事
畢
り
、
蕃
船
発
し
去
る
。
君
、
亦
﨑
を
発
し
、
将
に
本
月

二
十
三
日
を
以
て
田
代
に
到
ら
ん
と
す
。
是
の
日
、
池
田
明
府
県
を
発
す
。
往
い
て
見
ゆ
。
高

橋
扈
ふ
、
予
も
亦
陪
行
す
。
昧
爽
を
以
て
発
す
。
範
治
、
孝
之
助
、
蒲
地
護
市
従
行
す
、
磯
吉

僕
と
な
る
。
予
輿
に
乗
る
、
他
は
歩
行
す
。
家
人
門
に
別
る
、
塾
生
は
橋
に
到
る
。
瀬
戸
口
に

至
り
、
始
め
て
明
府
の
行
隊
と
合
す
。
晨
、
霜
雪
の
如
し
、
木
葉
尽
く
白
く
、
凄
風
骨
に
砭
す
。

萩
尾
、
祝
原
二
阪
を
過
ぎ
、
頗
る
目
眩
み
頭
風
を
覚
ゆ
。
関
に
至
り
行
徳
元
遂
を
訪
ひ
、
薬
を

乞
う
て
服
す
、
刻
を
移
し
て
出
づ
。
鴟
羽
駅
に
至
っ
て
午
飯
す
、
国
侯
供
す
る
所
な
り
。・
・
・

申
牌
、
甘
木
に
達
し
、
予
別
に
一
館
に
宿
る
。・
・
・
又
、
範
治
、
孝
之
助
を
率
い
て
明
府
の

館
に
詣
り
同
じ
く
拝
謁
を
行
ふ
、
孝
之
助
始
め
て
見
ゆ
。・・・
是
の
日
雨
な
し
、
行
程
は
八
里
。

（
田
代
に
て
勘
定
奉
行
川
路
聖
謨
と
会
見
）

二
十
三
日
、
日
出
で
て
発
す
。
寄
井
野
町
を
過
ぎ
松
崎
駅
に
至
っ
て
午
飯
す
。
巳
午
の
際
、

田
代
に
達
す
。
予
別
に
一
館
に
宿
す
。
範
治
、孝
之
助
と
往
い
て
明
府
及
び
高
橋
の
館
に
候
す
。

未
牌
、
川
路
君
の
駕
至
る
。
申
牌
、
本
陣
に
之
く
。
諸
侯
使
臣
雑

し
て
至
る
。
頃
く
引
見

に
之
く
、
著
書
四
部
を
献
じ
て
贄
と
為
す
。
高
橋
子
紹
介
を
為
し
、
三
人
房
檻
の
外
に
稽
首
す
。

之
に
命
じ
て
内
に
入
り
、
予
独
り
進
む
。
君
曰
く
、
久
し
く
清
風
を
慕
ふ
、
官
程
限
り
あ
り
て

往
い
て
見
る
を
得
ず
、
遠
境
駕
を
枉
ぐ
る
、
感
謝
曷
ぞ
已
ま
ん
や
。
願
く
ば
、
一
言
を
乞
ひ
以

て
弦
韋
に
当
て
ん
と
。
予
曰
く
、
匆
卒
に
し
て
、
命
に
応
ず
る
能
は
ず
、
当
に
退
き
て
之
を
書

し
以
て
上
ぐ
る
べ
し
と
。
談
話
数
端
あ
り
。
君
曰
く
、
県
府
に
呈
せ
る
書
を
観
る
に
、
世
、
詩

人
と
称
す
る
を
以
て
本
意
に
非
ず
と
為
す
、
其
の
志
を
見
る
に
堪
ふ
と
。
辞
し
出
づ
る
に
、
君

起
っ
て
其
の
衣
る
所
の
外
套
を
脱
ぎ
、
手
づ
か
ら
予
の
身
に
被
ひ
て
曰
く
、
聊
か
以
て
相
ひ
親

し
む
の
意
を
表
す
と
。
範
、
孝
、
各
礼
服
一
具
を
賜
は
る
。
又
、
予
に
鯉
魚
の

を
贈
ら
る
。

君
、
年
五
十
左
右
、
風
骨
崚
嶒
、
眼
光
人
を
射
る
。
既
に
し
て
帰
る
。
箕
造
元
甫
来
見
す
。
蛮

学
を
以
て
命
に
供
す
る
者
な
り
。
坤
輿
図
誌
を
著
せ
し
者
、
即
ち
其
の
子
な
り
。
酒
を
命
じ
て

与
に
飲
み
、
著
書
数
部
を
贈
る
。
辞
し
去
る
。・
・
・
是
の
日
、
行
程
四
里
、
天
気
清
明
な
り
。

二
十
四
日
、
川
路
君
の
駕
、
門
を
過
ぎ
る
、
範
、
孝
と
出
て
拝
す
。
君
曰
く
、
先
生
乃
ち
然
る

や
。
何
を
以
て
か
之
に
当
て
ん
と
。

（
大
目
附
筒
井
肥
前
守
と
会
見
）

明
府
の
館
に
詣
る
、
府
君
曰
く
、
今
日
、
大
目
附
筒
井
肥
前
守
当
に
至
る
べ
し
、
請
ふ
、
停

る
こ
と
一
日
、
以
て
相
見
を
遂
げ
ん
と
。・・・
申
牌
、
筒
井
君
の
駕
至
る
。
予
明
府
の
館
に
詣
る
、

府
君
曰
く
、
範
、
孝
、
宜
し
く
携
え
来
た
る
べ
し
と
。
乃
ち
命
じ
て
之
を
呼
ぶ
。
予
及
び
二
人

を
室
に
招
き
茶
飯
を
供
す
。
日
入
り
て
明
府
本
陣
に
詣
り
、
頃
之
、
予
を
召
す
、
乃
ち
二
人
と

往
く
。
謁
す
る
者
名
刺
を
具
へ
し
め
、
導
き
て
外
庁
よ
り
入
る
。
筒
井
君
相
見
す
。
明
府
傍
に

在
り
て
介
を
為
す
。
延
き
て
同
じ
く
室
に
入
る
。
其
の
座
太
だ
逼
る
を
以
て
、敢
て
せ
ず
。
君
、

年
七
十
七
、
鬢
眉
皓
然
た
り
、
上
鋭
く
下
豊
か
な
り
、
知
の
福
相
有
り
。
予
に
謂
て
曰
く
、
久

し
く
大
名
を
聞
く
こ
と
雷
の
耳
に
轟
く
が
如
し
図
ら
ず
も
池
田
子
の
介
に
由
り
相
見
る
、
幸
甚

な
り
と
。
又
、談
の
謙
吉
に
及
び
、曰
く
、一
世
の
詩
人
な
り
、歌
行
は
大
に
絶
倫
な
る
を
覚
ゆ
、

恨
む
ら
く
は
其
の
都
下
に
留
ま
る
の
日
浅
く
、都
下
の
詩
風
を
一
変
せ
し
め
ざ
る
の
み
と
。
又
、

二
人
に
語
っ
て
曰
く
、
少
き
と
き
柴
栗
山
の
門
に
在
り
、
栗
山
曰
く
、
子
書
を
読
み
博
士
と
為

る
を
欲
す
る
か
、
吾
輩
は
鞠
躬
し
て
二
百
石
を
食
む
の
み
、
子
は
家
禄
二
千
石
、
宜
し
く
其
の

大
な
る
者
を
以
て
上
に
報
ず
る
べ
し
と
、
平
生
此
の
言
を
服
膺
し
、
以
て
今
日
に
至
る
、
栗
山

人
に
教
ふ
る
に
此
の
如
し
、
賢
輩
亦
宜
し
く
此
の
意
を
知
る
べ
し
と
。
刻
を
移
し
て
退
く
。
明

府
及
び
高
橋
の
館
に
詣
り
、
明
日
の
晩
に
発
す
る
を
以
て
告
ぐ
。

（
帰
路
）

二
十
五
日
、
卯
牌
、
田
代
を
発
す
。
送
者
多
く
、
郭
外
に
至
っ
て
別
る
。
行
く
こ
と
一
二
里
、



七
三

風
生
じ
雪
下
る
、
既
に
し
て
益
々
厲
し
。
甘
木
に
至
り
逆
旅
に
憩
ふ
。
即
ち
来
時
に
宿
る
所
な

り
。
東
庵
父
子
此
処
に
在
っ
て
衾
爐
を
設
け
て
相
待
て
り
。
午
飯
畢
乃
ち
発
す
。
未
牌
、
鴟
羽

駅
に
達
し
里
正
の
家
に
宿
す
。
園
庭
頗
る
整
へ
り
・
・
・
是
の
夜
厳
寒
、
瓶
水
尽
く
凍
る
。
行

程
七
里
半
。
二
十
六
日
、
卯
牌
、
鴟
羽
を
発
す
。
風
雪
益
々
甚
し
、
四
望
皓
然
た
り
。
久
喜
宮

に
至
る
、・
・
・
関
村
に
至
り
、
行
徳
元
遂
が
迎
へ
其
の
家
に
憩
ひ
、
赤
小
豆
粥
を
供
す
。・
・
・

祝
原
に
至
り
塾
生
太
郎
以
下
二
十
余
人
来
り
迎
ふ
。
一
家
を
借
り
て
行
厨
を
発
す
。・
・
・
萩

野
阪
に
至
り
、
南

、
棣
園
来
り
迎
ふ
。
未
牌
、
家
に
達
す
。
飯
を
二
弟
に
供
す
。
護
一
辞
去

す
。
是
の
日
、
行
程
四
里
半
。
出
づ
る
よ
り
帰
る
に
及
ぶ
、
五
日
。
行
程
二
十
四
里
。

（
旅
行
の
感
想
）

予
六
十
四
、
大
村
、
長
崎
、
府
内
に
遊
ぶ
、
生
来
の
遠
遊
な
り
。
爾
後
、
乃
ち
此
の
行
あ
り
。

行
程
近
し
と
雖
も
、
亦
老
境
に
は
稀
有
な
り
。
二
貴
官
に
見
ゆ
、
亦
大
村
、
府
内
の
二
侯
の
亜

な
り
。
但
し
、
吾
が
県
は
勘
定
奉
行
の
管
轄
に
属
す
。
且
つ
二
公
、
皆
一
世
の
仰
ぎ
見
て
位
望

倶
に
高
し
。
其
の
礼
遇
を
得
る
こ
と
、
是
れ
栄
ゆ
る
べ
き
な
り
。
川
路
氏
に
見
ゆ
る
は
、
高
橋

の
意
に
出
づ
。
筒
井
は
府
君
の
意
に
出
づ
。
皆
な
厚
情
、
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
者
、
亭
駅
の
供
給

は
皆
官
費
に
に
出
づ
、
私
財
を
用
ひ
ざ
る
と
云
ふ
。
田
代
は
二
十
年
前
に
遊
ぶ
所
、・
・
・
世

を
即
る
も
の
多
し
、
感
慨
に
係
る
所
な
り
。
野
町
よ
り
松
崎
に
至
る
、
松
林
一
里
、
眺
望
空
濶

に
し
て
、
甚
だ
佳
景
な
り
。
少
き
時
、
往
来
両
三
回
、
最
後
は
乃
ち
磯
野
俊
蔵
と
過
ぎ
る
。・・・

宛
と
し
て
昨
日
の
如
し
、
既
に
五
十
六
年
な
り
。」（
55
）　

５
．
お
わ
り
に

『
懐
旧
楼
筆
記
』
は
、
旅
行
の
模
様
が
実
に
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
お
り
、
旅
行
し
た
苦
労
の

様
子
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
淡
窓
は
、
わ
ず
か
北
部
九
州
の
範
囲
し
か
旅
行
で
き

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
病
弱
な
身
体
に
も
係
わ
ら
ず
実
に
よ
く
頑
張
っ
て
旅
し
て
い
る
こ
と

に
感
心
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
晩
年
の
旅
行
は
ほ
と
ん
ど
が
駕
籠
に
乗
っ
て
旅
行
し
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
大
変
な
忍
耐
を
要
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
自
動
車
や
電
車
で
簡
単
に
旅
行

で
き
る
現
代
か
ら
見
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
旅
行
の
困
難
さ
が
よ
く
分
か
る
。

引
用
で
は
面
会
者
や
訪
問
者
に
つ
い
て
は
、
主
な
も
の
以
外
は
省
略
し
た
が
、『
筆
記
』
で

は
淡
窓
の
社
交
の
様
子
も
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
実
に
い
ろ
ん
な
場
所
で
様
々
な
人
々
と
交

流
し
て
お
り
、
精
神
的
に
も
苦
労
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ど
こ
で
も
つ
ね
に
門
下

生
を
は
じ
め
多
く
の
人
達
に
歓
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
篤
実
な
人
柄
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
と
く
に
、
か
つ
て
の
門
下
生
に
会
う
の
は
、
非
常
な
喜
び
で
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
淡
窓
の
教
育
者
と
し
て
の
偉
大
さ
を
、
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

淡
窓
の
日
田
地
域
外
へ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
引
用
し
た
旅
行
の
記
事
が
全
て
で
あ

る
。
こ
の
引
用
記
事
を
基
に
淡
窓
の
旅
行
の
跡
を
訪
ね
て
追
体
験
し
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し

れ
な
い
。　
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懐
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一
一
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一
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二
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全
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上
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』

「
懐
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巻
一
一
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一
三
九
〜
一
四
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淡
窓
全
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上
巻
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「
懐
旧
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筆
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巻
一
一
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一
四
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頁　
『
淡
窓
全
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上
巻
』

「
懐
旧
楼
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一
一
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一
四
二
〜
一
四
三
頁　
『
淡
窓
全
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上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
一
二
」　　

一
四
五
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
一
二
」　　

一
四
八
頁　

 『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
一
三
」　　

一
五
九
〜
一
六
〇
頁　

 『
淡
窓
全
集　

上
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』

「
懐
旧
楼
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巻
一
三
」　　

一
六
一
〜
一
六
二
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『
淡
窓
全
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上
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懐
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一
三
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〜
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全
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上
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五
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一
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淡
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全
集　

上
巻
』
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一
九
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二
四
三
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』
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旧
楼
筆
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巻
二
二
」　　

二
七
九
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
二
七
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三
五
三
〜
三
六
二
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
二
八
」　　

三
六
二
〜
三
七
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頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
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巻
三
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五
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六
〜
五
〇
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頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
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二
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〜
五
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〇
頁　
『
淡
窓
全
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上
巻
』

「
懐
旧
楼
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四
二
」　　

五
五
三
〜
五
六
〇
頁 『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
四
三
」　　

五
六
九
〜
五
八
四
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
四
四
」　　

五
八
七
〜
五
八
八
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
四
五
」　　

五
九
一
〜
六
〇
二
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
四
六
」　　

六
〇
六
〜
六
四
一
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
五
〇
」　　

六
六
三
〜
六
六
五
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
五
一
」　　

六
七
九
〜
六
九
八
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
五
三
」　　

七
〇
九
〜
七
三
五
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
五
五
」　　

七
三
六
〜
七
四
四
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
甲
寅
新
暦　

巻
一
」　　
　
　

一
二
四
五
〜
一
二
四
八
頁　
『
淡
窓
全
集　

下
巻
』

（
30
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
35
）

（
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）
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）
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）
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）

（
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）

（
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）
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）
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）

（
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）

（
55
）

 「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
八
」　　

九
四
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
七
」　　

八
三
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
一
」　　

六
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
二
」　　

一
四
頁　
『
淡
窓
全
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上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
二
」　　

一
七
頁　
『
淡
窓
全
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上
巻
』
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懐
旧
楼
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巻
三
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二
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頁　
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淡
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上
巻
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懐
旧
楼
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巻
三
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三
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『
淡
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上
巻
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懐
旧
楼
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巻
三
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三
二
〜
三
三
頁　
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淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
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巻
四
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三
九
頁　
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淡
窓
全
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上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
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巻
四
」　　

四
一
頁　
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淡
窓
全
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上
巻
』
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懐
旧
楼
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巻
四
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四
三
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淡
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全
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上
巻
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懐
旧
楼
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巻
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上
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楼
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全
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上
巻
』
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旧
楼
筆
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巻
七
」　　

七
六
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
七
」　　

七
八
〜
七
九
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
七
」　　

八
〇
〜
八
一
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
七
」　　

八
二
〜
八
三
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
七
」　　

八
三
〜
八
五
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
七
」　　

八
五
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
七
」　　

八
六
〜
八
七
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
八
」　　

九
〇
〜
九
一
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
八
」　　

九
二
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
八
」　　

九
三
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
八
」　　

九
四
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
九
」　　

一
一
〇
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』

「
懐
旧
楼
筆
記　

巻
一
〇
」　

一
一
五
〜
一
一
七
頁　
『
淡
窓
全
集　

上
巻
』
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七
七

九
州
の
寺
子
屋
教
育
の
特
色
と
地
域
性

　
― 『
日
本
教
育
史
資
料
』
よ
り 

―

渡
辺

　
み
か

は
じ
め
に

寺
子
屋
（
１
）
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
庶
民
の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
・
書

き
・
算
盤
な
ど
の
基
礎
的
な
教
育
を
行
っ
た
民
間
の
教
育
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
日
本
教

育
史
資
料
』
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
〜
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
に
か
け
て
文
部
省

（
現
・
文
部
科
学
省
）
が
日
本
の
教
育
に
関
す
る
資
料
や
文
献
を
集
め
て
編
纂
・
刊
行
し
た
資

料
集
で
あ
る
。
同
資
料
に
は
当
時
実
施
さ
れ
た
調
査
に
基
づ
く
全
国
の
寺
子
屋
一
覧
（
本
稿
末

参
照
）
が
掲
載
さ
れ
、
寺
子
屋
の
実
態
を
網
羅
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
一
方
で
、『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
は
、
調
査
報
告
の
過
程
で
漏
れ
た
寺
子
屋
や
未

掲
載
の
地
域
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
寺
子
屋
は
民
間
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
私
的
な
教
育
機
関

で
あ
っ
た
た
め
提
供
さ
れ
た
教
育
内
容
や
水
準
に
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
寺
子
屋
と
私
塾
の
分

類
が
明
確
で
な
い
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
九
州
各
県
の
寺
子
屋
（
沖
縄
県
を
除
く
）
に
つ
い
て
、『
日
本
教
育
史
資
料
』

の
寺
子
屋
一
覧
で
使
用
さ
れ
た
項
目
（
２
）
の
う
ち
、「
旧
管
轄
、
学
科
、
男
女
教
師
（
数
）、（
教

師
）
身
分
、男
女
生
徒
（
数
）」
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、寺
子
屋
教
育
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
地
域
性
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
な
お
、
旧
管
轄
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
の
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
３
）
を
用
い
て
補
い
、
そ
こ
で
も
掲
載

が
な
か
っ
た
も
の
は
地
名
辞
典
等
で
補
足
し
た
。

福
岡
県
の
寺
子
屋
に
つ
い
て

福
岡
県
の
寺
子
屋
は
、
一
六
〇
件
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
寺
子
屋
一
覧
の
各
項
目
の
欠
落
は

少
な
く
、
記
録
精
度
と
し
て
は
比
較
的
高
い
方
で
あ
る
。

旧
管
轄
ご
と
に
寺
子
屋
数
を
見
て
い
く
と
、
福
岡
藩
が
七
六
件
、
久
留
米
藩
が
四
七
件
、

柳
川
藩
が
二
三
件
、
小
倉
藩
が
九
件
、
秋
月
藩
が
二
件
、
三
池
藩
が
一
件
、
中
津
藩
（
怡
土
郡

神
在
村
）
が
一
件
、
幕
府
直
轄
地
（
加
布
里
）
が
一
件
と
な
り
、
開
か
れ
た
寺
子
屋
の
数
は
各

藩
の
規
模
（
石
高
）
に
比
例
し
て
い
る
。

学
科
の
開
講
数
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
習
字
・
筆
道
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
五
九
件
、

「
読
書
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
一
八
件
、「
算
術
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
三
五
件
、「
漢
学
」

を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
件
で
あ
っ
た
。「
商
業
都
市
・
博
多
」
と
よ
ば
れ
る
経
済
圏
で
あ
り

な
が
ら
「
算
術
」
の
開
講
数
が
少
な
い
の
は
、
実
際
に
商
業
活
動
に
従
事
す
る
層
は
限
ら
れ
て

お
り
、
町
人
や
農
民
の
多
く
は
読
み
書
き
中
心
の
教
育
を
求
め
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

男
女
教
師
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
一
六
〇
件
の
寺
子
屋
の
う
ち
、
一
五
八
件

で
男
性
が
教
師
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
二
件
は
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に
福
岡
藩
の
遠
賀

郡
尾
倉
村
で
開
か
れ
た
寺
子
屋
と
柳
川
藩
の
山
門
郡
細
工
町
で
開
か
れ
た
寺
子
屋
で
あ
る
。
尾

倉
村
の
寺
子
屋
は
男
教
師
の
数
は
記
載
が
な
く
、女
教
師
の
数
に
一
人
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

習
字
師
氏
名
に
は
男
性
の
名
で
あ
る
古
野
件
次
郎
（
平
民
）
の
名
が
記
さ
れ
お
り
、
整
合
性
が

取
れ
な
い
。
細
工
町
の
寺
子
屋
は
、
男
性
教
師
数
は
二
人
、
女
性
教
師
数
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
女
性
教
師
が
主
宰
す
る
寺
子
屋
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

教
師
の
身
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
武
士
が
三
六
人
、
神
官
が
二
七
人
、
僧
侶
が
二
二
人
、

農
民
が
一
六
人
、医
師
が
一
四
人
、平
民
が
一
〇
人
、浪
人
が
九
人
、修
験
が
五
人
、浪
士
が
四
人
、

商
人
が
三
人
、
職
人
が
一
人
、
獣
医
が
一
人
で
、
残
り
一
二
人
は
無
記
載
で
あ
っ
た
。
身
分
の

種
類
は
一
二
種
記
載
さ
れ
、
そ
の
多
様
性
が
う
か
が
え
る
。

男
女
生
徒
数
を
見
て
い
く
と
、
男
子
生
徒
数
は
七
九
二
〇
人
、
女
子
生
徒
数
は
一
八
三
五

人
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
人
数
の
九
七
五
五
人
か
ら
割
合
で
見
て
い
く
と
、
男
子
が
約

八
一
・
二
％
、
女
子
が
約
一
八
・
八
％
と
な
る
。

佐
賀
県
の
寺
子
屋
に
つ
い
て

佐
賀
県
の
寺
子
屋
は
、
二
七
件
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
寺
子
屋
一
覧
の
各
項
目
の
欠
落
は
少

な
い
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
寺
子
屋
の
数
が
少
な
く
、
今
後
の
調
査
で
の
補
足
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
補
足
次
第
で
以
下
の
分
析
の
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
本
項
を
検
討
す
る
。

旧
管
轄
ご
と
に
寺
子
屋
数
を
見
て
い
く
と
、
二
七
件
の
う
ち
一
九
件
は
旧
管
轄
の
記
載
が

あ
り
、残
り
八
件
は
所
在
地
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
旧
管
轄
の
記
載
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

所
在
地
（
村
名
）
か
ら
旧
管
轄
を
特
定
し
、
そ
れ
を
含
め
て
旧
管
轄
ご
と
の
件
数
を
見
て
い
く

と
、
佐
賀
藩
が
二
四
件
、
蓮
池
藩
が
二
件
、
小
城
藩
が
一
件
と
な
る
。
蓮
池
藩
お
よ
び
小
城
藩

は
、
と
も
に
佐
賀
藩
主
鍋
島
氏
の
一
族
や
分
家
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
支
藩
で
あ
る
。
そ
の
た

め
本
項
で
は
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
寺
子
屋
教
育
の
特
色
と
そ
の
地
域
性
に
つ
い
て
記
す
。

学
科
の
開
講
数
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
習
字
」
と
「
読
書
」
は
二
七
件
全
て
の
寺
子
屋
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八

で
開
講
さ
れ
、「
算
術
」
と
「
諸
礼
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
各
二
件
ず
つ
あ
っ
た
。

男
女
教
師
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
二
七
件
の
寺
子
屋
の
う
ち
、
全
て
に
お
い

て
男
性
が
教
師
と
な
り
、
う
ち
三
件
で
は
四
名
の
女
性
教
師
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
女

性
教
師
が
主
宰
す
る
寺
子
屋
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

教
師
の
身
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
武
士
が
一
八
人
、
修
験
が
二
人
、
平
民
が
一
人
、

医
師
が
一
人
、
僧
が
一
人
、
一
人
は
無
記
載
で
あ
っ
た
。
身
分
の
種
類
は
五
種
記
載
さ
れ
、
母

数
の
違
い
に
よ
る
影
響
も
多
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
福
岡
の
寺
子
屋
の
教
師
身
分
の
種

類
に
比
べ
る
と
、
そ
の
半
数
に
も
満
た
ず
、
教
師
身
分
の
種
類
は
多
様
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

男
女
生
徒
数
を
見
て
い
く
と
、
男
子
生
徒
数
は
一
三
四
四
人
、
女
子
生
徒
数
は
四
三
三
人
と

な
っ
て
い
る
。
全
体
人
数
の
一
七
七
七
人
か
ら
割
合
で
見
て
い
く
と
、
男
子
が
約
七
五
・
六
％
、

女
子
が
約
二
四
・
四
％
と
な
り
、
九
州
各
県
の
な
か
で
は
、
佐
賀
県
の
寺
子
屋
が
最
も
高
い
女

子
比
率
を
示
し
た
。

長
崎
県
の
寺
子
屋
に
つ
い
て

長
崎
県
の
寺
子
屋
は
、
一
八
八
件
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
掲
載
数
は
福
岡
県
を
超
え
る
が
、

旧
管
轄
や
開
閉
塾
年
等
が
無
記
載
の
も
の
も
散
見
さ
れ
、記
録
精
度
と
し
て
は
中
程
度
で
あ
る
。

旧
管
轄
ご
と
に
寺
子
屋
数
を
見
て
い
く
と
、
一
八
八
件
の
う
ち
一
三
九
件
は
旧
管
轄
の
記

載
が
あ
り
、
残
り
四
九
件
は
所
在
地
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
旧
管
轄
の
記
載
が
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
村
名
か
ら
旧
管
轄
を
特
定
し
、
そ
れ
を
含
め
て
旧
管
轄
ご
と
の
件
数
を
見
て
い
く
と
、

島
原
藩
が
八
二
件
、
長
崎
奉
行
支
配
（
幕
府
領
）
三
五
件
、
平
戸
藩
が
三
一
件
、
大
村
藩
が

一
四
件
、五
島
（
肥
前
国
福
江
）
藩
が
一
〇
件
、厳
原
（
対
馬
）
藩
が
二
件
、ほ
か
佐
賀
藩
（
深

堀
領
）（
４
）
が
一
四
件
と
な
る
。
開
か
れ
た
寺
子
屋
の
数
は
、各
藩
の
規
模
に
比
例
し
て
い
る
が
、

特
に
長
崎
県
全
体
の
寺
子
屋
数
の
半
数
近
く
を
占
め
る
島
原
藩
は
、
初
代
島
原
藩
主
松
平
忠
房

の
好
学
や
そ
れ
を
反
映
し
た
「
肥
前
島
原
松
平
文
庫
」
が
広
く
家
臣
に
も
開
放
さ
れ
、
の
ち
に

藩
校
稽
古
館
が
開
設
し
た
際
に
は
生
徒
に
も
そ
の
蔵
書
の
閲
読
に
も
供
さ
れ
る
な
ど
、
学
問
が

隆
盛
す
る
基
盤
が
あ
っ
た
。

学
科
の
開
講
数
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
習
字
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
三
六
件
、「
読

書
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
七
四
件
、「
算
術
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
四
一
件
、「
漢
学
」、「
素

読
」、「
詩
作
」、「
裁
縫
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
福
岡
県
と
佐

賀
県
の
寺
子
屋
を
見
て
い
く
と
、「
算
術
」
は
次
い
で
多
く
開
講
さ
れ
た
「
読
書
」
関
連
の
学

科
の
半
数
に
も
満
た
な
か
っ
た
が
、
長
崎
県
で
は
そ
の
半
数
は
超
え
る
ほ
ど
に
「
算
術
」
の
開

講
数
が
多
い
。
こ
れ
は
平
戸
や
島
原
な
ど
の
港
が
南
蛮
貿
易
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
、
識
字
と

と
も
に
計
算
能
力
を
必
要
と
す
る
商
人
ら
が
多
く
存
在
し
た
地
域
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

男
女
教
師
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
一
八
八
件
の
寺
子
屋
の
う
ち
、
一
二
一
件

で
男
性
が
教
師
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
六
七
件
は
、
男
女
と
も
に
教
師
数
の
記
載
は
無
い
が
、

習
字
師
氏
名
の
欄
を
見
る
と
、
男
性
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
女
性
教
師
が
主
宰
す
る
寺
子

屋
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
女
性
教
師
を
含
む
寺
子
屋
は
二
件
あ
り
、
い
ず
れ
も
男
女
一
名

ず
つ
の
教
師
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
一
件
で
は
「
裁
縫
」
が
開
講
さ
れ
て

い
る
。
福
岡
県
や
佐
賀
県
に
お
い
て
「
裁
縫
」
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
同
科
目
が
女
子
の

生
活
技
術
と
位
置
づ
け
ら
れ
、母
親
や
年
長
女
性
が
教
え
る
な
ど
家
庭
内
教
育
が
中
心
で
あ
り
、

さ
ら
に
「
裁
縫
」
を
手
習
う
場
を
寺
子
屋
教
育
に
含
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
県
ご
と
の
報
告

基
準
の
相
違
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

教
師
の
身
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
武
士
が
二
七
人
、
平
民
が
二
六
人
、
農
民
が
二
四
人
、

僧
侶
が
六
人
、
医
師
が
六
人
、
商
人
が
三
人
、
職
人
が
二
人
、
神
官
が
二
人
で
、
陰
陽
師
が
一

人
、
地
役
人
が
一
人
、
山
伏
が
一
人
、
浪
人
が
一
人
、
残
り
八
八
人
は
無
記
載
で
あ
っ
た
。
身

分
の
種
類
は
一
二
種
記
載
さ
れ
、
そ
の
多
様
性
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
武
士
、
平
民
、
農
民

が
ほ
ぼ
同
数
で
多
く
教
師
を
務
め
て
い
た
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
武
士

は
島
原
藩
の
稽
古
館
、
平
戸
藩
の
維
新
館
、
大
村
藩
の
五
教
館
な
ど
各
藩
の
藩
校
な
ど
で
修
学

し
、
隠
居
や
役
職
を
離
れ
た
の
ち
寺
子
屋
の
教
師
と
な
っ
た
。
平
民
は
商
業
地
・
港
町
と
し
て

栄
え
た
地
域
に
必
要
な
読
み
書
き
や
算
術
な
ど
実
用
的
な
能
力
を
備
え
、
こ
れ
を
子
弟
に
教
授

し
た
。
農
民
は
農
閑
期
に
副
収
入
と
し
て
も
寺
子
屋
を
開
き
、
さ
ら
に
各
藩
の
学
問
奨
励
や
教

育
基
盤
の
影
響
を
受
け
た
。

男
女
生
徒
数
を
見
て
い
く
と
、
男
子
生
徒
数
は
六
一
〇
二
人
、
女
子
生
徒
数
は
七
七
七
人
と

な
っ
て
い
る
。
全
体
人
数
の
六
八
七
九
人
か
ら
割
合
で
見
て
い
く
と
、
男
子
が
約
八
八
・
七
％
、

女
子
が
約
一
一
・
三
％
と
な
る
。

熊
本
県
の
寺
子
屋
に
つ
い
て

熊
本
県
の
寺
子
屋
は
、
九
一
〇
件
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
九
州
各
県
で
開
か
れ
た
寺
子
屋
数

の
な
か
で
最
多
と
な
る
。
開
閉
塾
年
に
つ
い
て
は
、
文
化
年
間
の
よ
う
に
元
号
と
年
間
で
表
記



七
九

さ
れ
て
い
る
も
の
も
目
立
つ
が
、
各
項
目
の
欠
落
は
少
な
く
、
記
録
精
度
と
し
て
は
比
較
的
高

い
方
で
あ
る
。

旧
管
轄
ご
と
に
寺
子
屋
数
を
見
て
い
く
と
、
熊
本
藩
が
七
七
一
件
、
幕
府
直
轄
地
が
八
八
件
、

相
良
（
人
吉
）
藩
が
一
三
件
、
宇
土
藩
が
三
件
、
ほ
か
旧
熊
本
藩
が
三
五
件
と
な
る
。
開
か
れ

た
寺
子
屋
の
数
は
、
各
藩
の
規
模
に
比
例
し
、
特
に
熊
本
県
全
体
の
八
割
ほ
ど
を
占
め
る
熊
本

藩
に
は
藩
校
・
時
習
館
が
あ
り
、
庶
民
の
子
弟
で
も
優
秀
な
人
物
は
入
学
を
許
可
し
て
い
た
と

さ
れ
、
学
問
が
隆
盛
す
る
基
盤
が
あ
っ
た
。

学
科
の
開
講
数
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
習
字
」
は
九
一
〇
件
全
て
の
寺
子
屋
で
開
講
さ

れ
、「
読
書
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
四
一
件
、「
算
術
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
六
件
、「
漢

学
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
件
で
あ
っ
た
。

男
女
教
師
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
九
一
〇
件
の
寺
子
屋
の
う
ち
、
八
九
五
件

で
男
性
が
教
師
と
な
り
、
一
三
件
で
は
女
性
教
師
が
が
主
宰
す
る
寺
子
屋
が
開
か
れ
て
い
る
。

残
り
二
件
は
、
男
女
教
師
数
の
記
載
は
な
い
が
、
二
件
と
も
に
習
字
師
氏
名
に
男
性
の
名
前
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
女
性
教
師
が
主
宰
す
る
寺
子
屋
で
は
主
に
「
習
字
」
が
教
え
ら
れ
、
う
ち

一
件
で
は
「
読
書
」
も
教
え
ら
れ
て
い
た
。

教
師
の
身
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
武
士
が
五
三
一
人
、
平
民
が
二
八
四
人
、
僧
が
三
三

人
、
医
師
が
一
七
人
、
神
官
が
一
三
人
、
農
民
が
九
人
、
浪
人
が
三
人
、
獣
医
が
二
人
、
職
人

が
一
人
、
庶
業
が
一
人
、
不
詳
が
一
人
、
残
り
一
五
人
は
無
記
載
で
あ
っ
た
。
身
分
の
種
類
は

一
〇
種
記
載
さ
れ
、
そ
の
多
様
性
が
う
か
が
え
る
が
、
人
数
を
見
て
い
く
と
九
一
〇
件
の
う
ち

六
割
近
く
が
武
士
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
藩
校
「
時
習

館
」
で
学
ん
だ
武
士
層
が
庶
民
教
育
の
担
い
手
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

男
女
生
徒
数
を
見
て
い
く
と
、
男
子
生
徒
数
は
三
八
九
〇
五
人
、
女
子
生
徒
数
は
一
五
二
七

人
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
人
数
の
四
〇
四
三
二
人
か
ら
割
合
で
見
て
い
く
と
、
男
子
が
約

九
六
・
二
％
、
女
子
が
約
三
・
八
％
と
な
る
。

大
分
県
の
寺
子
屋
に
つ
い
て

大
分
県
の
寺
子
屋
は
、
四
八
二
件
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
開
閉
塾
年
が
元
号
と
年
間
で
表
記

さ
れ
、
無
記
載
の
も
の
も
散
見
さ
れ
る
が
、
寺
子
屋
の
掲
載
数
や
開
閉
塾
年
以
外
の
項
目
は
欠

落
が
少
な
く
、
記
録
精
度
と
し
て
は
比
較
的
高
い
方
で
あ
る
。

旧
管
轄
ご
と
に
寺
子
屋
数
を
見
て
い
く
と
、
四
八
二
件
の
う
ち
、
四
八
一
件
は
旧
管
轄
の

記
載
が
あ
り
、
残
り
一
件
は
所
在
地
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
旧
管
轄
の
記
載
が
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
村
名
か
ら
旧
管
轄
を
特
定
し
、
そ
れ
を
含
め
て
旧
管
轄
ご
と
の
件
数
を
見
て
い
く
と
、

幕
府
直
轄
地
が
九
四
件
、
中
津
藩
が
九
〇
件
、
杵
築
藩
が
四
二
件
、
岡
藩
が
三
二
件
、
臼
杵
藩

が
三
一
件
、
府
内
藩
が
二
一
件
（
５
）、
日
出
藩
が
一
六
件
、
時
枝
領
が
七
件
、
佐
伯
藩
が
五
件
、

森
藩
が
四
件
、
ほ
か
島
原
藩
が
五
七
件
、
肥
後
藩
が
三
五
件
、
延
岡
藩
が
三
四
件
、
熊
本
藩
が

一
四
件
と
な
る
。
他
県
の
藩
の
飛
び
地
は
合
わ
せ
る
と
一
四
〇
件
と
な
り
、
大
分
県
全
体
の
三

割
ほ
ど
を
占
め
て
い
る
。
規
模
の
大
き
い
中
津
藩
が
最
も
多
い
の
は
こ
れ
ま
で
、
藩
の
規
模
に

比
例
し
て
い
た
点
と
変
わ
り
な
い
が
、
以
降
の
杵
築
藩
の
石
高
は
約
三
万
二
千
石
で
あ
る
の
に

対
し
、
そ
れ
に
次
ぐ
岡
藩
は
約
七
万
石
、
臼
杵
藩
は
約
五
万
石
と
な
り
、
藩
の
規
模
に
は
比
例

し
て
い
な
い
。

学
科
の
開
講
数
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
習
字
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
四
六
〇
件
、「
読

書
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
二
五
八
件
、「
算
術
・
術
算
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
六
一
件
、

「
礼
式
・
諸
礼
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
一
件
、「
素
読
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
五
件
、「
漢

学
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
三
件
、「「
作
文
・
詩
作
」、「
俳
歌
・
俳
道
」、「
謡
曲
・
小
謠
」、「
裁

縫
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
各
二
件
ず
つ
あ
っ
た
。
他
県
に
比
べ
、「
俳
歌
・
俳
道
」
の
よ
う

な
教
養
的
科
目
が
開
か
れ
て
い
た
点
が
特
徴
で
あ
る
が
、
長
崎
県
の
寺
子
屋
で
開
か
れ
た
「
裁

縫
」
と
同
様
に
県
ご
と
の
報
告
基
準
の
相
違
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

男
女
教
師
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
四
八
二
件
の
寺
子
屋
の
う
ち
、
四
七
一
件

で
男
性
が
教
師
と
な
り
、
四
件
で
は
女
性
教
師
が
主
宰
す
る
寺
子
屋
が
開
か
れ
て
い
る
。
残
り

七
件
は
、
男
女
教
師
数
の
記
載
は
な
い
が
、
七
件
全
て
に
習
字
師
氏
名
に
男
性
の
名
前
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
女
性
教
師
が
主
宰
す
る
寺
子
屋
で
は
主
に
「
習
字
」
が
教
え
ら
れ
、
う
ち
一
件

で
は
「
読
書
」
も
教
え
ら
れ
て
い
た
。

教
師
の
身
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
農
民
が
一
〇
二
人
、
村
吏
（
村
正
、
里
正
含
む
）

が
八
三
人
、
僧
が
七
八
人
、
武
士
（
卒
含
む
）
が
六
五
人
、
医
師
が
四
二
人
、
庄
屋
が
四
八
人
、

神
官
が
二
五
人
、
平
民
が
一
五
人
、
商
人
が
一
二
人
、
浪
人
が
四
人
、
組
頭
役
が
二
人
、
吟
味

役
が
一
人
、
修
験
が
一
人
、
獣
医
が
一
人
で
、
残
り
三
人
は
無
記
載
で
あ
っ
た
。
身
分
の
種
類

は
一
四
種
記
載
さ
れ
、
そ
の
多
様
性
が
う
か
が
え
る
。

男
女
生
徒
数
を
見
て
い
く
と
、
男
子
生
徒
数
は
二
三
九
三
三
人
、
女
子
生
徒
数
は
三
八
九
七

人
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
人
数
の
二
七
三
八
〇
人
か
ら
割
合
で
見
て
い
く
と
、
男
子
が

八
六
・
〇
％
、
女
子
が
一
四
・
〇
％
と
な
る
。



八
〇

宮
崎
県
の
寺
子
屋
に
つ
い
て

宮
崎
県
の
寺
子
屋
は
、
九
件
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
開
塾
年
が
元
号
と
年
間
で
表
記
さ
れ
、

無
記
載
の
も
の
も
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
項
目
は
欠
落
が
少
な
い
。
し
か
し
、

佐
賀
県
の
寺
子
屋
と
同
様
に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
寺
子
屋
の
数
が
少
な
く
、
今
後
の
調
査
で
の

補
足
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
補
足
次
第
で
以
下
の
分
析
の
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
本
項
を
検
討
す
る
。

旧
管
轄
ご
と
に
寺
子
屋
数
を
見
て
い
く
と
、
延
岡
藩
が
五
件
、
幕
府
直
轄
地
が
三
件
、
ほ

か
鹿
児
島
藩
が
一
件
と
な
る
。

学
科
の
開
講
数
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
習
字
」
は
九
件
全
て
の
寺
子
屋
で
開
講
さ
れ
、「
習

字
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
九
件
、「
読
書
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
八
件
、「
算
術
」
を
開
講

し
た
寺
子
屋
が
四
件
、「
漢
学
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
件
で
あ
っ
た
。

男
女
教
師
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
九
件
の
寺
子
屋
の
う
ち
、
八
件
で
男
性
が

教
師
と
な
り
、
女
性
教
師
が
主
宰
す
る
寺
子
屋
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
残
り
一
件
は
、

男
女
教
師
数
の
記
載
は
な
い
が
、習
字
師
氏
名
に
「
臼
井
感
應
」
と
記
さ
れ
、教
師
身
分
は
「
修

験
」
と
な
っ
て
い
る
。

教
師
の
身
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
武
士
が
三
人
、
修
験
が
二
人
、
商
人
が
一
人
、
僧

が
一
人
、
農
民
が
一
人
、
平
民
が
一
人
で
あ
り
、
身
分
の
種
類
は
六
種
記
載
さ
れ
て
い
た
。

男
女
生
徒
数
を
見
て
い
く
と
、
男
子
生
徒
数
は
四
二
一
人
、
女
子
生
徒
数
は
二
六
人
と
な
っ

て
い
る
。
全
体
人
数
の
四
四
七
人
か
ら
割
合
で
見
て
い
く
と
、
男
子
が
約
九
四
・
二
％
、
女
子

が
約
五
・
八
％
と
な
る
。

鹿
児
島
県
の
寺
子
屋
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
の
寺
子
屋
は
、
一
九
件
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
寺
子
屋
一
覧
の
各
項
目
の
欠
落
は

少
な
い
。
し
か
し
、
佐
賀
県
や
宮
崎
県
の
寺
子
屋
と
同
様
に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
寺
子
屋
の
数

が
少
な
く
、
今
後
の
調
査
で
の
補
足
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
補
足
次
第
で
以
下
の
分
析
の
結

果
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
本
項
を
検
討
す

る
。旧

管
轄
の
寺
子
屋
数
を
見
て
い
く
と
、
一
九
件
全
て
が
鹿
児
島
（
薩
摩
）
藩
で
開
か
れ
て

い
る
。
鹿
児
島
は
福
岡
藩
の
よ
う
に
複
数
の
藩
に
分
か
れ
た
地
域
で
は
な
く
、
ま
た
現
代
の
鹿

児
島
の
範
囲
で
い
う
と
、
南
方
の
離
島
な
ど
は
、
当
時
の
琉
球
王
国
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、

『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
お
い
て
は
、
本
土
内
の
寺
子
屋
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
背
景

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

学
科
の
開
講
数
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
読
書
」・「
習
字
・
筆
道
」
は
一
九
件
全
て
の
寺

子
屋
で
開
講
さ
れ
、「
算
術
」・「
作
文
」
を
開
講
し
た
寺
子
屋
が
一
件
ず
つ
で
あ
っ
た
。

男
女
教
師
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
一
九
件
の
寺
子
屋
の
う
ち
、
そ
の
全
て
で

男
性
が
教
師
と
な
り
、
女
性
教
師
が
主
宰
す
る
寺
子
屋
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

教
師
の
身
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
武
士
が
一
六
人
、
残
り
の
三
人
は
無
記
載
で
あ
っ
た
。

薩
摩
藩
に
は
郷
中
教
育
の
伝
統
が
あ
り
、
寺
子
屋
教
師
も
そ
の
延
長
で
武
士
が
担
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

男
女
生
徒
数
を
見
て
い
く
と
、
男
子
生
徒
数
は
四
六
九
人
、
女
子
生
徒
数
は
一
四
人
と
な
っ

て
い
る
。
全
体
人
数
の
四
八
三
人
か
ら
割
合
で
見
て
い
く
と
、
男
子
が
約
九
七
・
一
％
、
女
子

が
約
二
・
九
％
と
な
る
。
九
州
各
県
の
な
か
で
は
、
鹿
児
島
県
の
寺
子
屋
が
最
も
低
い
女
子
比

率
を
示
し
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
基
づ
き
、
九
州
の
寺
子
屋
教
育
の
特
色
と
地
域
性
の

分
析
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
各
県
に
お
け
る
記
録
精
度
や
報
告
状
況
に
は
顕
著
な
差
異
が
見

ら
れ
、
福
岡
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
で
は
、
比
較
的
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
佐
賀
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
で
は
記
録
数
が
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
差
異

の
背
景
は
、
単
な
る
記
録
上
の
偏
り
で
は
な
く
、
藩
政
の
仕
組
み
や
地
域
社
会
の
文
化
的
背
景

な
ど
の
地
域
性
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
寺
子
屋
の
教
育
内
容
は
、
一
見
す
る
と
、
寺
子
屋
の
教
師
に
よ
る
自
発
的
な
教
育

実
践
の
場
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
読
み
・
書
き
・
算
盤
に
集
約
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
九
州
に
お
い
て
は
、
福
岡
や
長
崎
等
の
都
市
圏
の
商
業
文
化
、
ま
た
は
各
県
の
農

村
部
に
お
け
る
生
業
に
基
づ
く
寺
子
屋
な
ど
、
実
際
に
は
地
域
社
会
に
根
差
し
た
寺
子
屋
が
展

開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
、
市
町
村
史
や
現
地
調
査
に
よ
っ
て
未
掲
載
の
寺
子
屋
の
補
足
を
行
い
、
市
町
村

史
レ
ベ
ル
で
の
地
域
性
や
藩
ご
と
の
学
科
の
隆
盛
を
詳
細
に
把
握
し
た
上
で
の
分
析
を
行
う
こ

と
、
開
業
年
・
廃
業
年
に
よ
る
学
問
振
興
の
歴
史
的
推
移
を
た
ど
る
こ
と
で
、
九
州
の
寺
子
屋

の
実
態
を
よ
り
深
く
把
握
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。



八
一

参
考
文
献
（
発
行
年
順
）

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

大
分
県
』（
一
九
八
〇
、
角
川
書
店
）

鹿
毛
基
生　
『
大
分
県
の
教
育
史
』（
一
九
八
四
、
思
文
閣
）

井
上
義
巳　
『
福
岡
県
の
教
育
史
』（
一
九
八
四
、
思
文
閣
）

外
山
幹
夫　
『
長
崎
県
の
教
育
史
』（
一
九
八
四
、
思
文
閣
）

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

長
崎
県
』（
一
九
八
七
、
角
川
書
店
）

『
大
分
県
史　

近
世
篇　

Ⅳ
』（
一
九
九
〇
、
大
分
県
）

辻
本
雅
史
『
江
戸
の
学
び
と
思
想
家
た
ち
』（
二
〇
二
一
、
岩
波
新
書
）

「
旧
高
旧
領
取
調
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

中
村
勝
「
ふ
る
さ
と
寺
子
屋
塾　

Ｗ
ｅ
ｂ
記
事　

Ｎ
ｏ
，
83
「
時
習
館
」

寺
子
屋
と
同
一
視
さ
れ
る
「
手
習
塾
」
に
つ
い
て
、
辻
本
雅
史
『
江
戸
の
学
び
と
思
想
家
た

ち
』
で
は
、「
一
般
に
「
寺
子
屋
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
寺
子
屋
は
お
も
に
上
方
だ

け
で
使
わ
れ
た
用
語
で
、
全
国
的
に
は
、「
手
習
」
も
し
く
は
「
筆
道
」
を
教
え
る
と
い
う

意
味
の
「
手
習
指
南
所
」「
筆
道
稽
古
所
」
な
ど
の
名
称
が
通
用
し
て
い
た
。
文
部
省
が
明

治
初
年
の
公
文
書
に「
寺
子
屋
」の
語
を
使
っ
た
こ
と
が
用
語
普
及
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。」

と
説
明
し
て
い
る
。
本
稿
の
基
礎
資
料
は
、
明
治
時
代
に
文
部
省
が
刊
行
し
た
『
日
本
教
育

史
資
料
』
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
寺
子
屋
」
の
用
語
を
用
い
る
。

『
日
本
教
育
史
資
料
』
で
は
、「
名
称
、
学
科
、
旧
管
轄
、
所
在
地
、
開
業
、
廃
業
、
男
女
教

師
、
男
女
生
徒
、
調
査
年
代
、
身
分
、
習
字
師
氏
名
」
の
一
一
項
目
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
は
明
治
時
代
初
期
に
政
府
が
各
府
県
に
提
出
さ
せ
た
も
の
で
、
支
藩

に
属
す
る
村
は
本
藩
と
し
て
処
理
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

長
崎
県
』
に
拠
る
と
、深
堀
村
、土
井
首
村
、小
ケ
倉
村
、竿
浦
村
、

平
山
村
は
、
佐
賀
藩
深
堀
領
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
則
り
、
長

崎
県
の
寺
子
屋
の
項
目
で
記
す
。

寺
子
屋
一
覧
表
に
は
、
旧
管
轄
の
欄
に
「
府
内
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
が
一
五
件
、「
内
府
」

と
表
記
さ
れ
た
も
の
が
六
件
確
認
さ
れ
た
。「
内
府
」
と
記
載
さ
れ
た
の
は
、萩
原
村
、牧
村
、

花
津
留
村
、
中
津
留
村
、
今
津
留
村
の
五
村
で
あ
っ
た
が
、
地
名
辞
典
で
確
認
し
た
と
こ
ろ

府
内
藩
の
村
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
府
内
藩
の
管
轄
と
し
て
計
上
し
た
。

﹇
註
﹈

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

九州の寺子屋　『日本教育史資料』項目まとめ（寺子屋数、学科、男女教師数、男女生徒数）
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「大分県の寺子屋一覧」『日本教育史資料九再版』（一九〇四、文部省、富山房）
　［国立国会図書館デジタルコレクションより］



八
三

教
育
遺
産
を
歩
く
（
六
）

　
一
二
．
長
善
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田

　
弘
徳

【
沿
革
・
概
要
】

長
善
館
は
、
旧
長
岡
藩
領
の
越
後
国
粟あ
お
う
づ

生
津
村
（
現
在
の
新
潟
県
燕
市
）
に
所
在
し
た
私
塾

で
、天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
か
ら
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
ま
で
八
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、

初
代
館
主
・
鈴
木
文ぶ
ん
た
い臺

、
二
代
館
主
・
鈴
木
惕て
き
け
ん軒

、
鈴
木
柿し
え
ん園

、
三
代
館
主
・
鈴
木
彦げ
ん
が
く嶽

の
四

人
に
よ
り
、
一
千
人
を
超
え
る
人
材
を
教
育
し
た
。

　

長
善
と
は
「
教
な
る
者
は
、善
を
長
じ
て
失
を
救
う
者
な
り
」
と
「
礼
記
」
に
あ
る
言
葉
で
、

こ
れ
は
、
教
育
を
す
る
も
の
（
教
師
）
に
対
し
て
、「
教
育
は
、
人
の
好
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、

欠
点
を
補
っ
て
や
る
こ
と
だ
。」
と
教
え
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
人
に
は
長
所
が
あ
り
、
長
所

を
伸
ば
し
、
短
所
を
抑
え
て
目
立
た
な
く
す
る
と
い
う
個
性
尊
重
の
教
育
で
、
生
徒
は
厳
し
い

学
則
と
先
生
の
温
か
い
人
格
に
触
れ
て
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け
て
個
性
を
伸
ば
し
た
。

初
代
館
主
の
文
臺
（
通
称
陳
蔵
、
一
七
九
六
〜
一
八
七
〇
）
は
、
粟
生
津
村
医
師
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
学
問
に
打
ち
込
み
、
三
八
歳
の
時
、
地
域
住
民
の
期
待
を

担
っ
て
長
善
館
を
創
設
し
た
。
当
初
は
生
家
の
一
室
で
漢
学
を
教
え
て
い
た
が
、
安
政
元

（
一
八
五
四
）
年
に
、
新
塾
舎
を
建
て
、
長
善
館
学
則
を
つ
く
る
。
二
代
館
主
の
惕
軒
（
通

称
健
蔵
、
一
八
三
六
〜
一
八
九
六
）
は
、
三
島
郡
片
貝
村
（
現
在
の
新
潟
県
小
千
谷
市
）
の

医
家
で
あ
っ
た
小
川
家
の
小
川
玄
澤
の
三
男
に
生
ま
れ
、
文
臺
の
次
女
の
夫
と
な
り
養
子
と

な
っ
て
、
長
善
館
の
館
主
と
な
っ
た
。
惕
軒
二
男
（
戸
籍
上
長
男
）
の
柿
園(

通
称
鹿
之
介 

一
八
六
一
〜
一
八
八
七
）
は
、
明
治
一
〇
年
、
東
京
で
近
藤
真
琴
や
中
村
敬
宇
に
学
ん
だ
。
明

治
一
四
（
一
八
八
一
）
に
惕
軒
が
新
塾
舎
を
建
設
し
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
に
惕
軒
と

柿
園
は
館
則
を
改
正
し
て
、
漢
英
数
三
学
科
を
備
え
た
近
代
的
な
学
校
と
な
っ
た
。
明
治
二
〇

（
一
八
八
七
）
年
に
柿
園
が
二
七
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る
が
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
、

「
都
鄙
に
稀
な
る
塾
に
し
て
北
越
文
教
を
振
興
し
た
る
も
の
」
と
明
治
政
府
か
ら
賞
賛
さ
れ
る
。

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
、
惕
軒
が
没
し
、
三
男
（
戸
籍
上
次
男
）
の
彦
嶽
（
通
称
時
之

介
一
八
六
八
〜
一
九
一
九
）
が
三
代
館
主
と
な
る
。
そ
の
後
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
、

八
〇
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
。

【
教
育
内
容
】

初
代
館
主
・
文
臺
の
記
し
た
長
善
館
学
軌
を
見
る
と「
句
読
を
授
く
る
に
孝
経
（
１
）
を
先
と
し
、

語
孟
（
２
）
を
次
と
し
、五
経
周
官
（
３
）
に
及
び
文
選
（
４
）
に
訖い
た

る
。
講
経
も
ま
た
こ
れ
に
準
ず
る
」

と
な
っ
て
お
り
、
句
読
を
教
え
る
に
も
講
義
を
す
る
に
も
、
最
初
は
「
孝
経
」
か
ら
始
め
る
と

い
う
こ
と
で
、
文
臺
は
「
学
と
は
何
ん
ぞ
、
孝
悌
の
み
」
と
し
て
、「
孝
経
」
を
大
切
に
し
て

徳
行
の
実
践
を
求
め
た
。

二
代
館
主
・
惕
軒
の
時
代
に
な
る
と
、
国
史
と
し
て
大
日
本
史
、
日
本
外
史
な
ど
が
加
え
ら

れ
、
明
治
一
八
年
に
柿
園
が
東
京
遊
学
か
ら
戻
る
と
、
英
語
と
数
学
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

彦
嶽
の
時
代
に
な
っ
て
も
国
史
、
英
語
、
数
学
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
社
会
に
適
応
す
る
実

学
的
傾
向
は
加
味
さ
れ
た
が
、
文
臺
の
「
中
国
経
典
を
講
究
し
、
孔
子
や
孟
子
の
聖
賢
道
を
明

ら
か
に
し
て
、
こ
れ
を
実
践
躬き
ゅ
う
こ
う
行
す
る
」
と
い
う
基
本
は
、
明
治
末
年
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

惕
軒
は
、
学
問
は
知
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
知
り
得
た
こ
と
は
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
実
践
躬
行
を
学
是
と
し
た
。

　
（
１
）
十
三
経
の
一
つ
で
、
孔
子
が
門
人
の
曽
参
に
孝
道
を
説
い
た
も
の
を
、
曽
参
の
門
人
が
記
録
し
た
と
言

　
　
　

  

わ
れ
る
書
物
。
曽
参
は
孝
行
の
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

    （
２
）「
論
語
」
と
「
孟
子
」
の
こ
と
。
こ
れ
に
「
大
学
」「
中
庸
」
を
加
え
て
「
四
書
」
と
い
う
。

    （
３
）「
易
経
」「
詩
経
」「
書
経
」「
春
秋
」「
礼
記
」（
五
経
）
と
「
周
官
」
の
こ
と
。

    （
４
）
中
国
南
北
朝
時
代
の
南
朝
梁
の
蕭
統
（
五
〇
一
〜
五
三
一
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
詩
文
選
集
。

他
に
、
長
善
館
の
教
育
の
特
徴
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
①
「
素
読
を
基
本
に
」
難
解
な
経
学
を
何
回
も
素
読
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
記

憶
力
を
高
め
、
向
学
意
欲
を
刺
激
し
た
。
②
「
輪
講
・
輪
読
」
予
習
を
し
て
い
た
こ
と
を
発
表

し
、
討
論
を
交
わ
す
こ
と
で
、
表
現
力
、
思
考
力
、
想
像
力
を
養
う
。
③
「
都
講
制
」
勉
強
の

進
ん
だ
先
輩
が
先
生
の
代
理
に
後
輩
を
指
導
す
る
。
塾
生
同
士
の
絆
も
深
く
な
る
。
④
「
質
問

の
時
間
」
質
問
す
る
に
は
深
い
学
び
が
不
可
欠
で
あ
る
。
い
い
質
問
を
褒
め
、
さ
ら
に
向
上
心

を
く
す
ぐ
っ
た
。
⑤
「
全
寮
制
」
学
問
だ
け
で
な
く
、
寄
宿
舎
生
活
を
通
し
て
人
間
的
な
繋
が

り
を
深
め
、
師
弟
一
体
で
人
間
形
成
を
図
っ
た
。
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四

【
長
善
館
の
生
活
】

入
門
者
は
寄
宿
生
活
を
し
て
寝
食
勉
学
を
共
に
し
た
。
塾
生
が
多
く
な
っ
た
弘
化
二

（
一
八
四
五
）
に
塾
舎
を
増
築
、
安
政
元
（
一
八
五
四
）
に
新
た
に
塾
舎
を
建
て
直
し
、
そ
れ

に
伴
い
「
長
善
館
学
則
」
を
定
め
た
。
一
一
カ
条
か
ら
な
り
、
授
業
や
生
活
の
決
ま
り
が
細

か
く
定
め
ら
れ
て
い
た
。
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
安
政
元

（
一
八
五
四
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
文
臺
手
記
の
長
善
館
学
軌
に
は
「
毎
年
二
仲
朔
日
（
５
）

を
入
館
の
期
日
と
し
、
七
月
一
〇
日
、
一
二
月
一
〇
日
を
出
館
の
日
と
定
め
る
」
と
あ
り
、
惕

軒
が
館
主
と
な
っ
た
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
旧
長
岡
藩
領
内
私
塾
取
調
表
草
稿
に
は
「
学

習
年
限
は
定
限
（
一
定
の
制
限
）
な
し
」
と
記
述
の
み
で
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
明
治

二
五
（
一
八
九
二
）
年
の
改
正
長
善
館
略
則
に
な
る
と
、
第
二
条
に
、
学
期
年
数
、
本
科
を
通

じ
て
五
年
と
し
、
漢
学
予
科
は
年
限
を
定
め
ず
。
と
あ
り
、
第
三
条
に
は
、
一
年
を
両
期
に
分

ち
、
前
期
は
二
月
一
二
日
よ
り
七
月
三
一
日
迄
、
後
期
は
九
月
一
日
よ
り
翌
年
一
月
二
〇
日
ま

で
と
す
。
と
あ
り
、
細
か
く
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
は
、
門
戸
は
広
く
開
放
さ
れ
て
い
た
が
、
入

館
に
当
た
っ
て
は
漢
学
予
科
を
除
い
て
、
入
学
試
業
（
試
験
）
が
課
さ
れ
て
い
た
。
長
善
館
門

人
姓
名
簿
に
よ
る
年
齢
構
成
を
見
る
と
、一
二
歳
か
ら
一
八
歳
ま
で
の
者
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

入
館
が
許
可
さ
れ
て
も
、
毎
月
の
試
験
が
あ
っ
て
、
結
果
で
席
次
が
改
め
ら
れ
、
年
二
回
の
試

験
に
合
格
す
る
と
次
の
学
年
に
進
級
し
て
、
五
か
年
で
卒
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

授
業
料
に
つ
い
て
は
、明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
記
録
に
は
、束
脩
（
入
学
金
）
は
、決
ま
っ

た
定
め
は
な
い
。
年
中
祝
儀
は
、
年
始
金
一
朱
、
上
巳
（
三
月
三
日
）
一
朱
、
端
午
（
五
月
五

日
）
二
朱
、
中
元
（
七
月
一
五
日
）
一
分
、
重
陽
（
九
月
九
日
）
一
朱
、
歳
暮
二
分
と
す
る
が

必
ず
し
も
こ
の
通
り
で
な
く
て
も
よ
い
。
祝
儀
を
合
計
す
る
と
、年
間
一
両
一
朱
と
な
る
。（
一

両
＝
四
分
＝
一
六
朱
で
計
算
）
明
治
二
五
年
に
改
め
ら
れ
た
長
善
館
規
則
で
は
、束
脩
は
一
円
、

授
業
料
は
五
〇
銭
。
寄
宿
生
の
食
糧
費
と
し
て
一
月
二
円
と
さ
れ
た
。

　
（
５
）
二
仲
朔
日
と
は
、
仲
春
と
仲
秋
の
こ
と
で
、
陰
暦
の
二
月
一
日
と
八
月
一
日
の
こ
と
。

【
長
善
館
の
門
下
生
】

長
善
館
の
「
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
世
の
中
の
役
に
立
つ
人
に
な
れ
」
と
い
う
教
育
の
も
と
、

多
く
の
偉
人
が
育
っ
た
。「
北
越
の
名
士
で
こ
の
門
を
く
ぐ
ら
ぬ
者
は
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る

新
潟
県
随
一
の
私
塾
だ
っ
た
。「
長
善
館
門
人
姓
名
簿
」
に
は
、
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年

か
ら
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
ま
で
の
記
録
で
、
天
保
四
年
に
遡
っ
て
記
録
さ
れ
、
門
人
は

計
五
八
〇
名
に
の
ぼ
り
、
明
治
四
五
年
の
閉
館
ま
で
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
千
人
以
上
の
門
下

生
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
著
名
な
門
下
生
に
は
、
以
下
の
人
物
等
が
知
ら
れ
て

い
る
。

・
幕
末
明
治
維
新
期
に
活
躍
し
た
人
物

長
谷
川
鉄
之
進
（
奇
兵
隊
の
一
隊
「
忠
勇
隊
」
隊
長
）、高
橋
竹
之
介
（
越
後
民
兵
組
織
「
居
之
隊
」

幹
部
・
私
塾
誠
意
塾
創
設
）

・
医
師

長
谷
川
泰た
い　

長
岡
藩
軍
医
と
な
り
、
そ
の
後
、
医
学
専
門
学
校
「
済
生
学
舎
」
を
創
設
し
、
多

く
の
医
師
を
育
成
し
、
野
口
英
世
も
こ
こ
に
学
ん
だ
。

竹
山
屯た
む
ろ　

官
軍
の
軍
医
と
な
り
、
後
に
、
新
潟
医
学
校
校
長
・
附
属
病
院
院
長
と
な
る
。

・
信
濃
川
大
河
津
分
水
（
信
濃
川
を
大
河
津
村
で
分
水
し
て
日
本
海
に
流
す
）
実
現
に
尽
力

髙
橋
竹
之
介
、
鷲
尾
政
直
、
大
竹
貫
一
、
萩
野
左
門
、
小
柳
卯
三
郎
、

・
漢
学
者

桂
湖
村　

早
稲
田
大
学
教
授　

森
鴎
外
の
漢
詩
の
師

小
林
司し

げ

た
気
太　

学
習
院
教
授
・
國
學
院
大
学
教
授
・
大
東
文
化
学
院
学
長

鈴
木
虎
雄　

惕
軒
八
男
（
戸
籍
上
五
男
）
京
都
大
学
教
授　

中
国
文
学
研
究
で
文
化
勲
章
を
受

章
。

【
近
代
ま
で
存
続
し
た
私
塾
〜
残
さ
れ
た
史
資
料
】

長
善
館
は
、
江
戸
後
期
に
開
か
れ
た
私
塾
で
あ
る
が
、
幕
末
を
経
て
明
治
期
に
な
っ
て
も
発

展
を
遂
げ
た
農
村
の
地
域
指
導
層
を
基
盤
と
し
た
地
域
有
数
の
私
塾
で
あ
る
。
長
善
館
の
歴
史

か
ら
、
近
代
に
お
け
る
私
塾
教
育
の
展
開
・
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
長
善
館
址
碑
」
が
燕
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
旧
長
善
館
隣
接
地
に
燕
市
長
善
館
史

料
館
が
あ
り
、
掛
軸
の
ほ
か
、
長
善
館
の
孔
子
像
（
燕
市
指
定
文
化
財
）
や
長
善
館
模
型
、
脩

業
証
書
（
卒
業
証
書
）
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
善
館
の
史
料
は
、
昭
和
四
二

（
一
九
六
七
）
年
に
「
長
善
館
学
塾
資
料
」
と
し
て
新
潟
県
指
定
文
化
財
と
な
り
、
現
在
、
新

潟
県
立
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
『
鈴
木
虎
雄
文

庫
』、
新
潟
県
立
歴
史
資
料
館
に
も
書
籍
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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五

【
惕
軒
の
兄
・
小
川
玄
節
に
つ
い
て
】

長
善
館
第
二
代
館
主
と
な
っ
た
鈴
木
惕
軒
は
三
島
郡
片
貝
村
（
現
在
の
新
潟
県
小
千
谷
市
）

の
小
川
玄
澤
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。兄
の
二
男
玄
節（
号
・
南
堵
）（
一
八
三
三
か
〜
一
八
九
四
か
）

は
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
六
月
、
二
〇
歳
で
咸
宜
園
に
入
門
し
て
い
る
。
咸
宜
園
入
門
簿

の
記
録
で
は
「
北
越
三
嶋
郡
片
貝
邑

小
川
玄
澤
次
男

小
川
玄
節

二
十
歳

入
門
嘉
永
五

年
六
月
廿
一
日

紹
介

伊
丹
敬
甫
」
と
あ
る
。
片
貝
村
の
小
川
家
は
東
西
二
戸
に
分
か
れ
て

お
り
、
玄
節
は
東
の
小
川
家
に
生
ま
れ
る
が
、
西
の
小
川
家
・
小
川
玄
節
の
養
子
と
な
っ
て
、

西
の
小
川
家
当
主
の
代
々
の
名
で
あ
る
「
玄
節
」
を
名
乗
る
。
東
の
小
川
家
は
長
男
「
玄
澤
」

が
跡
を
継
い
だ
。

玄
節
は
、咸
宜
園
入
門
後
、翌
月
の
七
月
二
五
日
の
淡
窓
の
日
記
の
「
月
旦
評
」
の
記
述
で
は
、

「
四
超
」（
四
級
超
遷
・
四
段
階
飛
び
級
）
で
「
二
級
上
」
と
な
っ
て
い
る
。「
三
級
下
」（
八
月

二
五
日
）、「
権
四
級
下
」（
九
月
二
五
日
）、「
二
権
四
級
上
」（
一
一
月
二
五
日
）、「
二
権
五
級

下
」（
一
二
月
二
〇
日
）、
翌
嘉
永
六
年
一
月
二
五
日
に
は
、「
三
権
五
級
上
」
と
一
年
も
経
た

ず
に
五
級
ま
で
進
級
し
て
お
り
、
咸
宜
園
入
門
前
に
相
当
の
学
力
を
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
玄
節
は
、
咸
宜
園
入
門
前
の
嘉
永
三
年
、
幕
府
医
官
で
奥
医
師
と
な
っ
た
多
紀

安
琢
（
号
・
雲
従

一
八
二
四
〜
一
八
七
四
）
の
門
人
録
に
記
録
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
淡

窓
の
日
記
の
月
旦
評
の
記
録
で
は
、「
三
権
七
級
上
」（
嘉
永
七
年
一
二
月
二
〇
日
）
を
最
後
に
、

嘉
永
八
年
四
月
二
五
日
に
は
「
除
名
」
さ
れ
て
い
る
。

咸
宜
園
で
学
ん
だ
後
、
長
崎
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
下
で
学
び
、
緒
方
洪
庵
に
も
師
事
し
た
と
い

う
。
明
治
一
二（
一
八
七
九
）年
に
は
、初
代
館
主
・
文
臺
の
死
後
一
〇
年
に「
祭
文
臺
鈴
木
先
生
」

の
文
を
送
り
、
そ
の
書
は
燕
市
長
善
館
史
料
館
で
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
甥
に
あ
た
る
鈴

木
柿
園
の
治
療
に
尽
力
し
、晩
年
は
京
阪
で
活
躍
す
る
が
、六
三
歳
で
熱
病
に
か
か
り
亡
く
な
っ

た
と
伝
わ
る
。
新
潟
県
立
文
書
館
蔵
の
「
長
善
館
学
塾
資
料
」
に
は
明
治
二
八
（
一
八
九
三
）

年
に
玄
節
が
大
阪
か
ら
弟
の
惕
軒
に
送
っ
た
書
簡
も
含
ま
れ
て
い
た
。

【
参
考
資
料
】

小
澤
進

  『
越
北
の
鴻
都

長
善
館
』（
吉
田
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
）

吉
田
勝
編
『
越
北
の
鴻
都
「
長
善
館
も
の
が
た
り
」
人
物
に
み
る
八
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
燕
市

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
、
初
版
二
〇
〇
九
、
第
三
版
二
〇
一
三
）

池
田
雅
則
『
私
塾
の
近
代
越
後
・
長
善
館
と
民
の
近
代
教
育
の
原
風
景
』(

東
京
大
学
出
版
会

　
　
　
　

   

二
〇
一
四
）

燕
市
長
善
館
史
料
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

矢
数
道
明
「
多
紀
雲
従
門
人
録
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
四
巻
第
二
号
一
九
八
八
）

【
所
在
地
・
問
い
合
わ
せ
先
】

燕
市
長
善
館
史
料
館
（
長
善
館
跡
隣
接
）（「
長
善
館
址
碑
」
が
燕
市
指
定
文
化
財
）

〒
九
五
九-

〇
二
二
七

新
潟
県
燕
市
粟
生
津
九
七
番
地

電
話

〇
二
五
六-

九
三-

五
四
〇
〇

【
燕
市
長
善
館
史
料
館
・
利
用
案
内
】

開
館
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
三
〇
分

入
館
料

一
般

一
〇
〇
円

小
・
中
学
生
、
高
校
生

五
〇
円

休
館
日

月
曜
日
、
一
月
一
日
〜
一
月
三
日
、
一
二
月
二
九
日
〜
三
一
日

小川玄節の咸宜園入門簿
（公益財団法人廣瀬資料館蔵）
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( 目的 )
第１条　咸宜園教育研究センター研究奨励事業審査会 ( 以下、「審査会」という。) は、咸宜園教育研究センター
研究奨励事業 ( 以下、「奨励事業」という。) の事業採択者を決定することを目的とする。

( 審査会の設置 )
第２条　日田市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、奨励事業の事業採択候補者の選考にあたり、審査
の透明性の確保や適正化を図るため、第三者機関として審査会を設ける。
２　審査会に係る委員（以下「審査委員」という。）は、７名以内で組織する。
３　審査委員は、奨励事業の事業採択候補者の決定について審査を行う。

( 審査委員の委嘱又は任命 )
第３条　審査委員は、それぞれ当該各号に定める者の中から、教育委員会が委嘱又は任命する。
(1)　咸宜園教育研究センターの運営委員会委員。
(2)　咸宜園教育研究センターの専門委員会委員。
(3)　教育委員会が任命する職員。
(4)　その他教育委員会が適当と認める者。

( 審査委員長 )
第４条　審査委員長は、審査委員の互選により決定する。
２　審査委員長は、会務を総理する。

( 委員の任期 )
第５条　審査委員の任期は、委嘱又は任命した日から 3月 31日までとする。

( 審査会の開催 )
第６条　審査会は、教育委員会が招集し、審査委員長がその議長となる。

２　審査会の会議は、審査委員の５分の４が出席しなければ、これを開き、議決をすることができない。ただし、
委任状の提出があった場合は、この限りでない。

( 審査方法 )
第７条　審査は、研究課題①と研究課題②の 2部門に分けて行う。
２　研究課題①は、審査委員が個々の研究計画書に対し、事前審査を行い、審査結果（順位）を所定の審査票に
記入する。その審査結果に基づき審査会は事業採択者を決定し、教育委員会に報告する。

３　研究課題②は、審査会の中で審査委員による討議を行い、事業採択者を決定し、教育委員会へ報告する。

( 秘密の保持 )
第８条　審査委員は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

( 庶務 )
第９条　審査会に関する庶務は、咸宜園教育研究センターにおいて処理する。

( 謝礼等 )
第１０条　審査委員 ( 職員を除く。) には予算の範囲内で審査に係る謝礼及び旅費を支給できるものとする。

( 雑則 )
第１１条　この規程に定めるもののほか、審査会に関し必要な事項は、教育委員会が定める。

　附　則
この規程は、平成３０年　５月１８日から施行する。



６　対象経費・対象外経費
　【対象経費の例】
　・旅費（現地調査旅費、学会・研究会等への出席旅費、日田市での中間報告に係る旅費）
　・消耗品費（文房具類や図書購入費。ただし、単価は概ね 10,000 円までとし、10,000 円を超える場合や収
　　　　　　　支予算書に記載されていないものを購入する場合は要相談となります。）
　・印刷製本費
　・通信運搬費や手数料等（郵送料・切手代・コピー代・学会参加費・施設入場料など。）
　・備品購入費（ただし、単価は 50,000 円までとし、収支予算書に記載したうえで、本研究に必要と判断さ
　　　　　　　　れる場合に限り、購入できます。）
　・上記のほか、市長が特に必要と認める経費
　【対象外経費の例】
　・調査研究に係る賃金や謝金等の支出
　・食糧費などの飲食費等
　※なお、事業の目的に適さない支出が認められる場合には研究奨励金の一部を返還いただくこともあります。

７　募集時期
　　令和 6年 4月 1日（月）～ 5月 7日（火）必着

８　応募方法
　　申請書類に必要事項を記入し、下記まで直接お持ちいただくか又は郵送（簡易書留）、電子メールで提出期
　限までにお申し込みください。なお、申請書類は日田市のホームページから様式をダウンロードするか、下
　記のお問合せ先までご連絡ください。
　　提出書類一式
　・申請書　　　１部
　・研究計画書　１部（A４用紙１枚程度）
　・収支予算書　１部

９　選考方法
　　咸宜園教育研究センター内に設置する審査会にて選考し、選考結果は、令和 5年 6月下旬までに本人宛に
　文書で通知します。
　　※決定を受けた方は、別途、研究奨励金交付（委託契約）に係る手続きが必要となります。

１０　研究成果の報告
　　中間報告・・・令和 6年 11月頃　
　　　　　　　　　提出物は A４用紙 1枚（原稿用紙 400 字詰め 5枚相当）程度で可。
　　　　　　　　　（咸宜園教育研究センター職員や審査会委員との意見交換会を予定）
　　概要報告・・・令和 7年 2月 23日（日・祝）「咸宜園の日」記念事業で口頭発表
　　　　　　　　　※旅費は別途支給
　　報告書提出・・令和 7年 3月 21日（金）（研究報告及び収支報告）
　　　　　　　　　研究成果品の掲載は研究奨励金を受けた翌年度の『咸宜園教育研究センター研究紀要』や
　　　　　　　　　日田市のホームページに掲載することを条件とします。ただし、他の刊行物への掲載等が
　　　　　　　　　必要な場合は事務局までご相談ください。なお、本研究の公表については、当事業の成果
　　　　　　　　　である旨を明示願います。

１１　お問合せ先・申込郵送先
　　　〒８７７－００１２
　　　大分県日田市淡窓 2－ 2－ 18　日田市教育庁咸宜園教育研究センター
　　「咸宜園教育研究センター研究奨励事業」担当
　　電話＆ FAX：0973 － 22 － 0268 （水曜日は休館日）
　　E-mail：kangien@city.hita.lg.jp 
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 3.「咸宜園の日」に関する要綱

平成 24 年 1 月 25 日
平成 24年第 1回定例教育委員会議案第 13号
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１　趣旨
　　咸宜園教育研究センターでは、廣瀬淡窓や咸宜園など近世から近代にかけての教育・文化に関する研究の
　一層の推進を図るため、国内及び地域に根差した研究者の活動を奨励する事業を行います。
　　この事業による研究成果は、日田市の歴史・文化を生かしたまちづくりや文化財の保存・継承などの事業
　に活かしていきます。また、咸宜園教育研究センターの取り組みとして、市民の皆様にも積極的に公開・提
　供いたします。

２　研究課題
　募集する研究課題は以下の通りです。
　　①　   廣瀬淡窓・咸宜園・咸宜園門下生及び私塾・学校などをテーマとする歴史・文化についての幅広い
　　　　   分野の個人の研究活動。
　　② -1  日田市在住・出身者による日田市域の近世から近代にかけての歴史・文化を中心とした個人の研究
　　　　   活動（上記①の課題を含む）。
　　② -2  咸宜園門下生子孫による咸宜園に関する研究活動。

３　応募資格等
　　①　    日本在住の研究者（大学院生を含む）で個人とします。国籍は問いません。
　　② -1　日田市内に住所を有する個人、又は日田市出身者。　
　　② -2　咸宜園門下生子孫。
ただし、上記の①及び② -1・2ともに申込書や研究成果報告の提出・発表は日本語によるものとします。なお、
研究課題は、新たなもので未発表の内容とします。また、前年度に本事業で採択をされた方は原則として応募
できませんが、研究内容に継続性がある場合は審査対象となりますので応募可能です。

４　募集件数
　　研究課題①・② -1・2、2件程度

５　研究奨励費
　（１）研究課題①に関するもの、１件につき 50万円以内
　（２）研究課題② -1、2に関するもの、１件につき 10万円以内
　なお、応募資格者②の方は、研究課題①又は② -1・2のいずれかの選択が可能です。
　

「咸宜園の日」に関する要綱を次のように定める。
( 目的 )
第１条　この要綱は、江戸時代後期、身分や階級制度の
厳しい時代に、儒学者であり詩人であった廣瀬淡窓が、
学歴・年齢・身分を問わない三奪法により全ての門下生
を平等に教育し、文化１４年（１８１７年）から明治
３０年（１８９７年）までの８０年間続いた咸宜園の理
念と業績、廣瀬淡窓や門下生等についての理解を深め、
郷土を愛する心を育むことを目的に「咸宜園の日」を定
める。
　( 期間 )
第２条 廣瀬淡窓が咸宜園を開いた日である２月２３日

を毎年「咸宜園の日」とする。
  ( 咸宜園の日の促進 )
第３条 当該日を、廣瀬淡窓や咸宜園の教育及び門下生
等についての理解を深め、郷土を愛する心を育む日とし、
咸宜園の日又はその前後に日田市教育委員会が主催する
講演会や講座に対して広く市民の参加を促進する。

附　則
この告示は、平成 24年 2月 1日から施行する。
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３　委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、
委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者
の残任期間とする。

４　運営委員会に会長及び副会長を置き、委員の互選に
より定める。

５　会長は、会務を総理する。
６　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又
は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

７　運営委員会の会議（以下「会議」という。）は、会
長が招集し、会長がその議長となる。

８　会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開
き、議決をすることができない。

９　会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、
可否同数のときは、議長の決するところによる。

10　運営委員会に、専門の事項について審議する必要が
あるときは、臨時委員を置くことができる。

11　臨時委員は、市長が運営委員会の意見を聴いて委嘱
する。

12　臨時委員は、専門の事項について審議し、運営委員
会への報告が完了したときは、解職されるものとする。

13　運営委員会の庶務は、文化スポーツ観光部文化財課
において処理する。

（評価委員会）
第 18 条　センターに収蔵する咸宜園に関係する資料の
購入価格の適正な評価を行うため、咸宜園教育研究セ
ンター収蔵資料評価委員会（以下「評価委員会」とい
う。）を置き、評価委員若干名で組織する。

２　評価委員は、市長の諮問に応じ、センターが購入し
ようとする資料の評価を行い、その意見書を提出する。

３　評価委員は、学識経験者のうちから、市長が委嘱す
る。

４　評価委員の任期は、１年以内とする。
５　評価委員は、職務上知り得た秘密のほか、自己が評
価委員であることを他に漏らしてはならない。

６　購入しようとする資料について利害関係を有する評
価委員は、当該資料の評価に加わることができない。

７　評価委員会の庶務は、文化スポーツ観光部文化財課
において処理する。

（委任）
第 19条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、
市長が別に定める。

附　則
（施行期日）
１　この規則は、令和７年４月１日から施行する。
（経過措置）
２　この規則の施行の際現に日田市民文化会館の設置及
び管理に関する条例施行規則等を廃止する規則（令和
７年教委規則第５号）による廃止前の咸宜園教育研究
センターの設置及び管理に関する条例施行規則（平
成 22 年教委規則第２号。以下「廃止規則」という。）
第 13 条の規定により、教育委員会が受けた寄贈及び
寄託を受けた資料は、第 13 条の規定により、市長が
寄贈及び寄託を受けた資料とみなす。この場合におい
て、当該寄託を受けたものとみなされる資料の寄託期
間は、第 13 条第４項に規定にかかわらず、廃止規則
の規定により定められた寄託期間の残りの期間と同一
の期間とする。

別表第２（第 10条関係）
還付ができる場合 還付の率 備　　考

１　研修室の管理上必要があ
るため、その利用許可を取り
消したとき。

10割

還付金に 10 円未
満の端数があると
きは、これを切り
捨てる。

２　利用者が自己の都合によ
り 10 日前に利用許可の取消
しを申し出たとき。

７割

３　利用者が自己の都合によ
り２日前に利用許可の取消し
を申し出たとき。

５割

４　災害その他やむを得ない
事情により利用することがで
きなくなったとき。

10割

区　分 減免ができる場合 減免の率 備　　考

研修室

１　市及び市の執行機関が
市の行政上のために利用
するとき。

免　除

第１号の
免 除 は、
使用料の
減免の申
請を省略
すること
ができる。

２　市長又は教育委員会が
特に必要と認める者が第１
条に規定する設置目的に
沿って利用するとき。

免　除

３　市内の小学校、中学校
又は高等学校が教育活動の
ために利用するとき。

免　除

４　市内の学校教育団体が
その事業目的のために利用
するとき。

免　除

５　市内の社会教育団体等
がその事業目的のために利
用するとき。

免　除

別表第１（第８条関係）

備考
１　各種団体とは、次に掲げる団体（単位団体を含む。）とする。
一　学校教育団体
（１）　日田市教科部会　（２）　日田市生徒指導協議会　（３）　日田市校長
会　（４）　日田市教頭会　（５）　日田市学校保健会　（６）　その他学校教
育団体と認められるもの
二　社会教育団体等
（１）　日田市スポーツ協会（各地区協会及び各加盟団体を含む。）及びス
ポーツ少年団　（２）　日田市女性団体連絡協議会　（３）　日田文化連絡会
　（４）　日田市交通安全推進協議会　（５）　日田地区防犯協会連合会　
（６）　日田市連合育友会　（７）　日田市自治会連合会及び各自治会等　
（８）　市内の住民自治組織（収益的な活動を除く。）　（９）　市内の自主防
災組織及び防災士会　（10）　日田市社会福祉協議会及び各地区社会福祉
協議会　（11）　日田市民生委員児童委員協議会（各地区民生委員児童委
員協議会を含む。）　（12）　日田市ボランティア連絡協議会　（13）　日田
市母子寡婦福祉会　（14）　日田市手をつなぐ育成会　（15）　一般財団法
人日田市公民館運営事業団（各地区公民館を含む。）　（16）　日田市老人
クラブ連合会（各地区老人クラブを含む。）　（17）　日田市身体障害者福
祉協議会　（18）　日田市認定こども園連合会　（19）　日田市民間保育連
盟　（20）　日田市幼稚園連合会　（21）　その他社会教育団体と認められ
るもの

３　この規則の施行の際現に日田市民文化会館の設置及
び管理に関する条例施行規則等を廃止する規則（令和
７年教委規則第５号）による廃止前の咸宜園教育研究
センターの設置及び管理に関する条例施行規則（平成
22 年教委規則第２号）第 17 条第２項の規定により、
教育委員会から委嘱された咸宜園教育研究センター運
営委員会（以下「運営委員会」という。）の委員であ
る者は、その任期中に限り、第 17 条第２項の規定に
より、市長から運営委員会の委員として委嘱された者
とみなす。
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の旨を証明する書類を添付しなければならない。
７　市長は、前項の寄託資料の一時返還を承認したとき
は、寄託資料一時返還承認書（様式第 12 号）を寄託
者に交付し、当該寄託資料を一時返還するものとする。

８　寄贈資料又は寄託資料の保管その他の取扱いについ
ては、センターの所蔵する資料に準じて行うものとす
る。ただし、寄贈者又は寄託者と利用制限等に関して
特約があるものについては、この限りでない。

９　資料の寄贈又は寄託に要する経費は、寄贈者又は寄
託者の負担とする。ただし、特別の事情があるときは、
この限りでない。

10　寄託資料が汚損し、損傷し、又は滅失したときは、
市長が補償するものとする。ただし、天災その他やむ
を得ない事由によるものであるときは、その賠償の責
めを負わないものとする。

11　寄託資料の所有者が譲渡により変更が生じたとき
は、譲渡人は、速やかに預かり証に所有権の移転を証
明する書類を添えて市長に提出し、その旨の書き換え
を受けなければならない。

12　寄託者は、預かり証を汚損し、損傷し、又は滅失し
たときは、速やかにその事実を証明する書類又は当該
預かり証を市長に提出し、再交付を受けなければなら
ない。

（資料の館外貸出し）
第 14 条　収蔵品等の資料は、館外貸出しを行わないも
のとする。ただし、市長が、博物館、図書館、学校等
において学術上の調査研究又は教育普及の目的で使用
され、かつ、取扱い上安全性が確保されると認めると
きは、この限りでない。

２　前項の館外貸出しを受けようとする者（以下「貸出
し申請者」という。）は、咸宜園資料貸出し許可申請
書（様式第 13号）を市長に提出しなければならない。

３　市長は、前項の館外貸出しを許可したときは、咸宜
園資料貸出し許可書（様式第 14 号）を貸出し申請者
に交付するものとする。

（撮影、複写等の許可）
第 15 条　収蔵品等の資料を学術上の調査研究等の目的
で撮影し、若しくは複写し、出版物等への掲載をしよ
うとする者又は模写、模造等をしようとする者（以下
「撮影等申請者」という。）は、咸宜園資料撮影等許可
申請書（様式第 15 号）を市長に提出しなければなら
ない。

２　市長は、前項の規定による撮影等を許可したときは、
咸宜園資料撮影等許可書（様式第 16 号）を撮影等申
請者に交付するものとする。

（運営委員会の所掌事務）
第 16 条　条例第 15 条に規定する咸宜園教育研究セン
ター運営委員会（以下「運営委員会」という。）は、
市長の諮問に応じ、条例第３条各号に掲げる業務に関
する事項について審議し、及びこれらの事項について
市長に建議する。

２　運営委員会は、前項に定める事項のほか、センター
の運営に関する事項について、市長に意見を述べるこ
とができる。

（運営委員会の組織等）
第 17条　運営委員会は、委員 10名以内で組織する。
２　委員は、学識経験者等のうちから、市長が委嘱する。

許可変更・取消申請書（様式第３号）に利用許可証を
添えて市長に提出しなければならない。

２　市長は、前項の利用許可の変更又は取消しを許可し
たときは、咸宜園教育研究センター研修室利用許可変
更・取消許可証（様式第４号）を利用者に交付するも
のとする。

３　利用者は、前項の規定による利用許可の変更の許可
を受けた場合において、既納の使用料の額が変更後の
使用料の額に対して不足額を生じるときは、直ちに、
当該不足額を納付しなければならない。

（使用料の減免）
第８条　条例第 13 条の規定による使用料の減額又は免
除（以下「使用料の減免」という。）ができる場合及
び減免の率は、別表第１に定めるとおりとする。

（使用料の減免の申請）
第９条　使用料の減免を受けようとする利用者は、咸宜
園教育研究センター研修室使用料減免申請書（様式第
５号）に利用許可申請書を添えて市長に提出し、承認
を受けなければならない。

（使用料の還付）
第 10 条　条例第 14 条ただし書の規定による既納の使
用料の還付ができる場合及び還付の率は、別表第２に
定めるとおりとする。

（使用料の還付の申請）
第 11 条　使用料の還付を受けようとする利用者は、咸
宜園教育研究センター研修室使用料還付申請書（様式
第６号）を市長に提出し、承認を受けなければならな
い。

（損傷等の届出）
第 12条　センターの入館者は、センターの建物、設備、
展示物等を汚損し、損傷し、又は滅失したときは、咸
宜園教育研究センター施設等損傷（汚損・滅失）届（様
式第７号）を市長に提出しなければならない。

（寄贈及び寄託）
第 13 条　センターは、咸宜園に関係する資料の寄贈及
び寄託を受けることができる。

２　前項の資料の所有者は、センターに当該資料を寄贈
し、又は寄託しようとするときは、資料名、数量等を
明記した寄贈・寄託申込書（様式第８号）を市長に提
出しなければならない。

３　市長は、前項の規定による資料の寄託を受けるもの
と決定したときは、預かり証（様式第９号。以下同じ。）
を寄託者に交付し、受託控（様式第 10号）をセンター
に保管するものとする。

４　寄託期間は、原則として３年とする。ただし、市長
が特別な事情があると認めるときは、この期間を短縮
することができる。なお、寄託の更新を妨げないもの
とする。
５　前項の期間の起算日は、寄託資料をセンターが受託
した日が１月１日から６月 30 日までのときは１月１
日、７月１日から 12 月 31 日までのときは７月１日
とする。

６　寄託者は、寄託期間中に、特別の理由により寄託資
料の一時返還を受けようとするときは、寄託資料一時
返還申請書（様式第 11 号）を市長に提出しなければ
ならない。この場合において、寄託資料の一時返還を
受けようとする者が寄託者の代理人であるときは、そ
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（６）　その他センターの目的達成のために必要な事業。
（利用申請）
第４条　条例第８条第１項の許可を受けようとする者
（以下「申請者」という。）は、咸宜園教育研究センター
研修室利用許可申請書（様式第１号。以下「利用許可
申請書」という。）を市長に提出しなければならない。

（利用許可）
第５条　市長は、研修室の利用の許可（以下「利用許可」
という。）をしたときは、咸宜園教育研究センター研
修室利用許可証（様式第２号。以下「利用許可証」と
いう。）を申請者に交付するものとする。

（利用者の遵守事項）
第６条　利用許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、
次に掲げる事項を遵守しなければならない。

（１）　他人に危害を及ぼし、若しくは迷惑となる物品又
は動物を持ち込まないこと。

（２）　研修室内において、許可を受けずに物品の販売若
しくは陳列をし、又は看板その他の広告物の掲示若し
くは配布をしないこと。

（３）　利用を終了したときは、研修室内を整理整とんす
ること。

（４）　その他職員の指示に従うこと。
（利用許可の変更等）
第７条　利用者は、利用許可の変更又は取消しを求めよ
うとするときは、咸宜園教育研究センター研修室利用

（趣旨）
第１条　この規則は、咸宜園教育研究センターの設置及
び管理に関する条例（平成 22年条例第９号。以下「条
例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるも
のとする。

（組織及び職務）
第２条　咸宜園教育研究センター（以下「センター」と
いう。）に、所長、係総括（日田市行政組織規則（平
成 20年規則第８号）第５条に規定する係総括をいう。
以下同じ。）及びその他の職員を置く。

２　センターの業務を処理するため、研究・啓発係を置
く。

３　所長は、上司の命を受けてセンターの職務を掌理し、
所属職員を指揮監督する。

４　係総括は、上司の命を受けて係の事務を処理し、係
の分掌事務を総括・調整する。

５　その他の職員は、上司の命を受けて分担する業務を
処理する。

（分掌事務）
第３条　センターの分掌事務は、おおむね次のとおりと
する。

（１）　センターの運営に関すること。
（２）　調査研究、史料収集・整理保管に関すること。
（３）　展示公開、情報発信に関すること。
（４）　講座、講演会等による普及啓発に関すること。
（５）　交流事業に関すること。

（咸宜園教育研究センター運営委員会の設置）
第 15条　センターの適正かつ効果的な運営を図るため、
咸宜園教育研究センター運営委員会（以下「運営委員
会」という。）を置く。

２　運営委員会の所掌事務、組織その他必要な事項は、
規則で定める。

（令７条例１・一部改正）
（委任）
第 16 条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で
定める。

（令７条例１・一部改正）
附　則
（施行期日）
１　この条例は、公布の日から起算して７月を超えない
範囲内において教育委員会規則で定める日から施行す
る。ただし、第 15 条及び次項の規定並びに附則第３
項の改正は、平成 22年４月１日から施行する。

（平成 22 年教委規則第 11 号で平成 22 年 10 月２日か
ら施行）

（準備行為）
２　教育委員会は、施行の日前においても、この条例に
規定する事務の実施について必要な準備行為をするこ
とができる。

（日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正）

３　日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁
償に関する条例（昭和 31年条例第 167 号）の一部を
次のように改正する。

〔次のよう〕略
附　則（平成 25年 12月 19日条例第 63号）抄
（施行期日）

１　この条例は、平成 26年４月１日から施行する。
（経過措置）
50　第 55 条の規定による改正後の咸宜園教育研究セン
ターの設置及び管理に関する条例別表の規定は、この
条例の施行の日以後の利用許可に係る使用料から適用
し、同日前の利用許可に係る使用料については、なお
従前の例による。

附　則（平成 31年３月 26日条例第 17号）抄
（施行期日等）
１　この条例は、平成 31年 10月１日から施行する。
（経過措置）
46　第 49 条の規定による改正後の咸宜園教育研究セン
ターの設置及び管理に関する条例別表の規定は、この
条例の施行の日以後の利用許可に係る使用料から適用
し、同日前の利用許可に係る使用料については、なお
従前の例による。

附　則（令和７年３月 15日条例第１号）抄
（施行期日）
１　この条例は、令和７年４月１日（以下「施行日」と
いう。）から施行する。

別表（第 12条関係）
（平 25条例 63・平 31条例 17・一部改正）
区分 単位 金額 備　　　考

研修室
1時間
につき

330 円

1　常設電灯以外の電気を利
用するときは、1 回につき
420 円を加算する。

2　冷暖房を利用するときは、
1時間につき 200 円を加算
する。

　備考　1日の利用時間は、原則として 3時間を限度とする。
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平成 22年３月 24日　条例第９号

ようとするときも、同様とする。
２　市長は、前項の許可をするに当たっては、管理上必
要な条件を付することができる。

（令７条例１・一部改正）
（利用許可の制限）
第９条　市長は、その利用が次の各号のいずれかに該当
すると認めるときは、研修室の利用の許可（以下「利
用許可」という。）をしないことができる。

（１）　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると
き。

（２）　研修室の建物、設備、展示物等を汚損し、損傷し、
又は滅失するおそれがあるとき。

（３）　その他研修室の管理上支障があるとき。
（令７条例１・一部改正）
（利用許可の取消し等）
第 10条　市長は、利用許可を受けた者（以下「利用者」
という。）が次の各号のいずれかに該当すると認める
ときは、利用許可を取り消し、又は研修室の利用を停
止し、若しくは制限することができる。

（１）　利用許可の条件に違反したとき。
（２）　偽りその他不正な手段により利用許可を受けたこ
とが明らかになったとき。

（３）　この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反
したとき。

（４）　その他研修室の管理上支障があるとき。
２　市長は、前項の規定による利用許可の取消し等に
よって利用者が損害を受けても、その賠償の責めを負
わないものとする。

（令７条例１・一部改正）
（目的外利用又は権利譲渡の禁止）
第 11条　利用者は、研修室を利用許可を受けた目的以
外に利用し、又はその利用する権利を他の者に譲渡し、
若しくは転貸してはならない。

（使用料）
第 12条　利用者は、別表に定める額を使用料として前
納しなければならない。ただし、市長が特別の事情が
あると認めるときは、使用料を後納することができる。

（令７条例１・一部改正）
（使用料の減免）
第 13条　市長は、前条の規定にかかわらず、次の各号
のいずれかに該当するときは、使用料を減額し、又は
免除することができる。

（１）　市及び市の執行機関が市の行政上のために利用す
るとき。

（２）　市長又は教育委員会が特に必要と認める者が第１
条に規定する設置目的に沿って利用するとき。

（令７条例１・一部改正）
（使用料の不還付）
第14条　既に納入された使用料は、還付しない。ただし、
次の各号のいずれかに該当する事由に基づいて利用を
中止したときは、既納の使用料の全部又は一部を還付
することができる。

（１）　研修室の管理上必要があるため、その利用許可を
取り消したとき。

（２）　利用者が自己の都合により２日前に利用許可の取
消しを申し出たとき。

（３）　災害その他やむを得ない事情により利用すること
ができなくなったとき。

（設置）
第１条　咸宜園や廣瀬淡窓等に関する調査研究及び関係
資料の収集、公開等を行うことにより、その理解を深
め、宜風の浸透を図ることをもって、教育、学術や文
化の向上に寄与することを目的として咸宜園教育研究
センター（以下「センター」という。）を設置する。

（名称及び位置）
第２条　センターの名称及び位置は、次のとおりとする。
名称　咸宜園教育研究センター
位置　日田市淡窓２丁目２番 18号
（業務）
第３条　センターの業務は、次のとおりとする。
（１）　咸宜園、廣瀬淡窓、門下生等に関する研究並びに
関係資料の調査、収集、整理及び保管

（２）　前号の研究や調査成果の展示公開、情報発信等に
よる活用

（３）　咸宜園に関する体験学習、講座、講演会等による
普及啓発

（４）　史跡咸宜園跡の公開
（５）　前各号に掲げるもののほか、センターの運営に関
する事務のうち、市長が必要と認める業務

（令７条例１・一部改正）
（開館時間及び休館日）
第４条　センターの開館時間は、午前９時から午後５時
まで（入館時間については、午前９時から午後４時
30 分まで）とする。ただし、市長が必要と認めると
きは、開館時間を変更することができる。

２　センターの休館日は、次のとおりとする。ただし、
市長が必要と認めるときは、休館日を変更し、又は臨
時に休館日を定めることができる。

（１）　水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和
23年法律第 178 号）に規定する休日に当たるときは、
当該休日以後の直近の休日でない日）

（２）　12月 29日から翌年１月３日まで
（令７条例１・一部改正）
（入館料）
第５条　センターの入館料は、無料とする。
（入館の制限）
第６条　市長は、センターの入館者が次の各号のいずれ
かに該当すると認めるときは、入館を拒み、又は退館
を命ずることができる。

（１）　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると
き。

（２）　センターの建物、設備、展示物等を汚損し、損傷
し、又は滅失するおそれがあるとき。

（３）　その他センターの管理上支障があるとき。
（令７条例１・一部改正）
（原状回復義務又は損害賠償）
第７条　故意又は過失によりセンターの建物、設備、展
示物等を損傷又は滅失した者は、直ちにこれを原状に
復し、又はその損害を賠償しなければならない。ただ
し、市長が特別の事情があると認めるときは、損害賠
償義務の全部又は一部を免除することができる。

（令７条例１・一部改正）
（研修室の利用の許可）
第８条　研修室の利用（体験学習の利用を除く。以下同
じ。）をしようとする者は、あらかじめ、市長の許可
を受けなければならない。許可を受けた事項を変更し
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（１）開 館 時 間 （２）交 　 　 通

■公開展示室：午前 9時から午後 5時

■研　修　室：午前 9時から午後 5時

■研　究　室：午前 9時から午後 5時

　（入館時間は、午前 9時から午後 4時 30分）

■休館日：・水曜日（水曜日が国民の祝日または振替

　　　　　　　　　　休日に当るときはその翌日）

・年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

■ JR 久大本線：「日田駅」下車徒歩約 10分

■高速バス ：「市役所前」下車徒歩約 7分

■車 ：大分自動車道「日田 IC」から約5分

　　　　　　   ・専用駐車場には 5台駐車可能

　　　　　　   ・乗降場は大型バス 3台まで乗降可能
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①咸宜園、廣瀬淡窓、門下生等に関する研究調査並
　びに関係資料の収集、整理及び保管
②上記①の研究や調査成果の展示公開、情報発信等
　による活用
③咸宜園に関する体験学習、講座、講演会等による
　普及啓発
④史跡咸宜園跡の公開

（令和 6年度）　　
①咸宜園教育研究センター
　名誉館長（非常勤）
　所　長

②世界遺産推進室
　室　長

２.  施 設 の 概 要 ・ 組 織

（1）設 置 目 的

（2）設置年月日

（3）設 置 場 所
（4）設置の概要

①構造・規模

②開 館 時 間
③休 館 日

④主要な施設

　咸宜園や廣瀬淡窓等に関する調査研究及び関係資
料の収集、公開等を行うことにより、その理解を深め、
宜風の浸透を図ることをもって、教育、学術や文化
の向上に寄与する。

平成 22年 4月 1日
（平成 22年 10月 2日開館）
日田市淡窓 2丁目 2番 18号
公開展示室・研修室・研究室を備え
た「史跡咸宜園跡」のガイダンス施設。

木造平屋造　建物延べ面積
約 373㎡（専有面積）
午前 9時から午後 5時
・水曜日
 （水曜日が国民の祝日または振替休日
   に当るときはその翌日）
・年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

◇公開展示室　（約 108㎡）
　　常設展示
　　企画展示
　　特別展示
◇研修室　（約 73㎡）
　咸宜園入門ぼっくすの体験や各種研修に利用

（5）主 な 業 務

（6） 組　　 織

◇研究室（約 61㎡）
　図書コーナーやパソコン閲覧コーナーを設け、廣
瀬淡窓や咸宜園のことなどについて、自由に調べる
ことが可能。ただし、図書の貸し出しは行わない。
◇収蔵庫（約 44㎡）

主　幹（総括）  　   1（兼務）
主　査　　　　　　2（兼務 1）
会計年度任用職員　1（研究員）
　
　　　　　（内、学芸員資格者 4）　

主　幹（総括）    　 1（兼務）
主　査　　　　　　2（兼務 1）
会計年度任用職員　1（研究員）
会計年度任用職員　4（一般）

咸宜園教育研究センター平面図

収蔵庫

研修室研究室

トイレ
受
付

正面入口

現在地

公開展示室
咸宜園に関する展示
やガイダンス映像を見
ることができます。

咸宜園に関する
体験学習や研修
室として利用する
ことができます。

咸宜園に関する図書を閲覧
したりパソコンで情報を検索
することができます。

ガイダンス映像

展示ケースパソコン閲覧コーナー図
書
コ
ー
ナ
ー

展
示
ケ
ー
ス

事務室

Ｎ
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初桜之句碑
東塾跡

講堂

休道之詩碑

乗降場

書蔵庫

井戸

遠思楼

東家

西家
史跡指定範囲

碑

至豆田町
至隈町

H

梅花塢跡

井戸

咸宜園教育研究センター咸宜園教育研究センター

便所風呂

秋風庵

管理事務所管理事務所

招隠洞跡招隠洞跡

（推定地）（推定地）

咸宜園教育研究センター及び史跡咸宜園跡位置図

和暦 西暦 月 で　き　ご　と

平成 27年 2015 2 月 第 4回咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）実施

〃 〃 4月「咸宜園跡」や「豆田町重要伝統的建造物群保存地区」などが初の日本遺産に認定

〃 〃 11月 日本遺産認定記念フォーラムの開催

平成 28年 2016 2 月 第 5回咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）実施

〃 〃 〃 世界遺産登録推進国際シンポジウム開催（備前市）

平成 29年 2017 2 月 咸宜園開塾 200 年記念事業

〃 〃 〃 第６回咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）実施

〃 〃 9月『咸宜園門下生遺墨展』共催

〃 〃 11月 ｢2017 嚶鳴フォーラム in ひた｣ 実施

平成 30年 2018 2 月 ｢咸宜園の日｣・｢咸宜園開塾 200 年記念事業｣ 実施

〃 〃 〃 第７回咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）実施

平成 31年 2019 2 月
平成 30年度 ｢咸宜園の日｣ 記念講演会及び「咸宜園教育研究センター研究奨励事業」
報告会

令和 2年 2020 2 月
令和元年度 ｢咸宜園の日｣ 記念講演会及び令和元年度「咸宜園教育研究センター研究
奨励事業」報告会（中止）

令和 3年 2021 2 月
令和 2年度 ｢咸宜園の日｣ 記念講演会及び令和 2年度「咸宜園教育研究センター研究
奨励事業」報告会

令和４年 2022 2 月 令和３年度 ｢咸宜園の日｣ 記念講演会及び令和３年度「咸宜園教育研究センター研
究奨励事業」報告会（中止したため、録画を行い、動画サイトで配信）

令和５年 2023 ２月 令和４年度「咸宜園の日」記念講演会（世界遺産登録推進講演会と併催）

〃 〃 11月 世界遺産登録推進国際シンポジウム開催（京都市）

令和６年 2024 ２月 令和５年度「咸宜園の日」記念講演会
及び令和５年度「咸宜園教育研究センター研

究奨励事業」報告会

令和 7年 2025 ２月 令和 6年度「咸宜園の日」記念講演会
及び令和 6年度「咸宜園教育研究センター研

究奨励事業」報告会
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和暦 西暦 月 で　き　ご　と

明治 30年 1897 9 月 咸宜園閉塾

大正 2年 1913 淡窓先生頌徳祭（生誕 130 年祭）開催

大正 5年 1916 淡窓図書館建設

大正 8年 1919 休道の詩碑建立

昭和 7年 1932 7 月「咸宜園跡」が国指定史跡に指定

昭和 23年 1948 「廣瀬淡窓墓」が国指定史跡に指定

昭和 35年 1960 11 月 淡窓百年祭（100 回忌）の開催

平成 2年 1990 3 月『第 3次日田市総合計画』で咸宜園跡の保存整備を計画

平成 4年 1992 2 月 史跡咸宜園跡保存整備構想検討委員会発足

平成 5年 1993 3 月 史跡咸宜園跡保存整備構想の策定

平成 6年 1994 1 月 秋風庵等保存修理事業実施（～平成 8年）

平成 7年 1995 3 月 史跡咸宜園跡内秋風庵等保存修理委員会発足（～平成 12年度）

平成 9年 1997 1 月 遠思楼復元修理事業（～平成 12年度）

平成 15年 2003 史跡咸宜園跡保存整備委員会発足（～平成 25年度）

平成 17年 2005 史跡咸宜園跡保存整備実施設計

〃 〃 淡窓先生 150 年祭（150 回忌）開催

平成 19年 2007 11 月 史跡咸宜園跡ガイダンス棟実施設計が後の咸宜園教育研究センターの基本設計となる

平成 20年 2008 咸宜園教育研究センター建設（国土交通省所管のまちづくり交付金事業を導入）（～
平成 22年 3月）

平成 21年 2009 9 月 咸宜園教育研究センター運営検討会議開催

平成 22年 2010 1 月 咸宜園教育研究センター運営検討会議開催

〃 〃 3月 咸宜園教育研究センター運営検討会議開催

〃 〃 10月 咸宜園教育研究センター開館記念式典、記念事業実施

〃 〃 〃 「咸宜園門下生子孫の集い」開催（日田市制 70周年記念事業）

〃 〃 12月 咸宜園平成門下生之会発足

平成 23年 2011 10 月 平成 23年度特別展「近世の私塾－西日本を中心として－」開催

〃 〃 11月 開館一周年記念事業「私塾フォーラム」開催

平成 24年 2012 3 月 第 1回咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）実施

〃 〃 8月 廣瀬旭荘没後 150 年記念事業（特別展・講演会・鼎談）実施

〃 〃 11月 教育遺産世界遺産登録推進協議会発足・世界遺産登録推進国際シンポジウム開催（水戸市）

平成 25年 2013 2 月 第 2回咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）実施

〃 〃 3月 国史跡「廣瀬淡窓旧宅及び墓」（国史跡「廣瀬淡窓墓」の追加指定及び指定名称の変更）

〃 〃 10月 世界遺産登録推進国際シンポジウム開催（足利市）

平成 26年 2014 ２月 第 3回咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）実施

〃 〃 11月 世界遺産登録推進国際シンポジウム開催（日田市）
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職 名 氏 名
名 誉 館 長 後 藤 宗 俊

            

 ４． 職員名簿（令和６年 4 月 1 日現在）

咸宜園教育研究センター 世界遺産推進室

 １．咸宜園教育研究センター運営委員会委員名簿

任期：令和６年 6月 1日～令和８年 5月 31日

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者   
大 神 信 證 日田市文化財保護審議会副会長
後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授
廣 瀬 和 貞 公益財団法人廣瀬資料館理事長

文化団体
宇 野 公 是 咸宜園放学遊山の会会長
三 宅 多加子 大分県美術協会日田支部長（書道家）

まちづくり 西　下　賢　一 一般社団法人日田市観光協会副会長

生涯教育   河 津 孫 宗 日田市咸宜公民館館長

行政関係 江 嶋 久 典 日田市教育委員会教育長

 ２．咸宜園教育研究センター専門委員会委員名簿

任期：令和６年 6月 1日～令和８年 5月 31日

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者

木 村 政 伸 西南女学院大学保健福祉学部教授
後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授
佐 藤 晃 洋 竹田市歴史文化館・由学館学芸員
髙 橋 昌 彦 福岡大学名誉教授
深 町 浩 一 郎 元大分県立歴史博物館館長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

 ３. 世界遺産登録検討委員会委員名簿

任期：令和６年 6月 1日～令和８年 5月 31日

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者

吾 妻 重 二 関西大学文学部教授
江 面 嗣 人 岡山理科大学特担教授
木 村 政 伸 西南女学院大学保険福祉学部教授
後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授
佐 藤 晃 洋 竹田市歴史文化館・由学館学芸員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

職 名 氏 名

室 長 吉 田 博 嗣

主幹（総括） 江 隈 由 美

主 査 ※ 兼 務 原 田 弘 徳

主 査 溝 田 直 己

研 究 員 渡 辺 み か

                       

職 名 氏 名
所 長 吉 田 博 嗣
主幹（総括） 江 隈 由 美
主 査 原 田 弘 徳
主 査 ※ 兼 務 溝 田 直 己
研 究 員 秋 吉 紗耶香



 １ . 利用状況（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）

 ２ . 日誌抄

Ⅸ . 利 用 状 況 ・ 日 誌 抄
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2024．5.9　

　　　6.21

　　　7.25

　　　7.25  

　　　8.6

　　　8.22　

　　　8.22

　　　8.29

　　　9.5   　 

　　　9.16  

　　　9.29　

　　 10.17　

　　 10.17　　

　　 10.31　

　　 11.14  

　　 11.24  

　　 11.30

2025.1.23　　

　　　2.7　　

　　　2.23  

　　　3.20　　

　　　3.25　　

常設展（～８.20）

第 1回咸宜園教育研究センター専門委員会・咸宜園教育研究センター研究奨励事業審査会

第 1回咸宜園教育研究センター運営委員会

世界遺産推進室公開講座「日本遺産を歩く」第１講　於：日田市役所７階大会議室

咸宜園教育研究センター収蔵庫の燻蒸作業（～ 8.9）

企画展「咸宜園の神童・石井南橋」展（～ 10.15）

世界遺産推進室公開講座「日本遺産を歩く」第２講　於：日田市役所７階大会議室

世界遺産推進室公開講座「日本遺産を歩く」第３講　於：日田市役所７階大会議室

世界遺産推進室公開講座「日本遺産を歩く」第４講　於：日田市役所７階大会議室

世界遺産推進室公開講座「日本遺産を歩く」第５講（バス研修）　於：佐賀県有田町

咸宜園教育研究センター公開講座「浄土真宗と咸宜園」第１講（龍谷大学校友会大分県支部との共催）

　　　　　　　　　於：日田市民文化会館（パトリア日田）小ホール

秋季企画展「浄土真宗と咸宜園・Ⅱ」（～ 1.21）

咸宜園教育研究センター公開講座「浄土真宗と咸宜園」第２講　於：日田市役所７階大会議室

咸宜園教育研究センター公開講座「浄土真宗と咸宜園」第３講　於：日田市役所７階大会議室

咸宜園教育研究センター公開講座「浄土真宗と咸宜園」第 4講　於：日田市役所７階大会議室

咸宜園教育研究センター公開講座「浄土真宗と咸宜園」第 5講（バス研修）　於：大分県宇佐市

第 2回咸宜園教育研究センター専門委員会

春季企画展「咸宜園教育研究センター新収蔵品展」（～４.15）

「淡窓先生に学ぶ～学校の取り組み展示～」（～ 2.20）於：日田市複合文化施設アオーゼ多目的ホール　　

 「咸宜園の日」記念講演会及び研究奨励事業報告会　於：日田市民文化会館（パトリア日田）小ホール

第 3回咸宜園教育研究センター専門委員会

第 2回咸宜園教育研究センター運営委員会

　 ※学校数は延べ数

※開催場所の記載がないものは、すべて咸宜園教育研究センターで実施

月 計
利用者内訳

市内小中学校 その他団体 一般・個人

4 488 名 0 校　　  0 名 3団体   43 名 445 名

5 945 名 0 校　　  0 名 　11団体 297 名 648 名

6 548 名 0 校　　  0 名 　　3団体   76 名 472 名

7 592 名 0 校　　  0 名 3団体 160 名 432 名

8 479 名 0 校　　  0 名 1団体   16 名 463 名

9 846 名 2 校     199 名 10 団体 207 名 440 名

10 692 名 0 校  　　0名 7団体 217 名 475 名

11 2,138 名 6 校     210 名 7団体 185 名 1,743 名

12 642 名 2 校  　  32 名 3団体   79 名  531 名

1 579 名 7 校  　225 名 0団体     0 名 354 名

2 602 名 5 校  　130 名 4団体   98 名 374 名

3 856 名 2 校 　   42 名 2団体   31 名  783 名

合計 9,407 名 24 校     838 名 54 団体  1,409 名 7,160 名














































	表紙.pdf
	1番.pdf
	2番.pdf
	裏表紙.pdf



